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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　砂さ漠ばくには謎なぞがある。

　渇かわきは死そのものだ。死は単純で明白だが、理解はできない。

　たとえば水を持たずに砂漠を彷徨さまよえば二日で死ぬ。簡単なことだ。だが三日生き延びる者もいて、半日で死ぬ者もいる。それが謎だ。誰だれにも決して理解はできないだろう。

　優すぐれた拳けん銃じゆう使いでも決けつ闘とうに勝てるのはせいぜい三度、強い運命に味方されて四度。そう言われている。だが五度勝った者もいる。それ以上の者も。

　この謎めいた死を、双ふた子ごの友のようにして生きる者もいる。

　その男は生きつ粋すいの殺さつ人じん鬼きで、かつてはケニー・シュートと呼ばれていた。

　死んで、トゥエンティという呼び名がついた。二十歳はたちまでに二十回の決闘に勝利したガンマン、トゥエンティだ。そいつの行くところ大たい抵ていひとりふたりは殺されたし、普ふ通つうはもっと多かった。そいつ自身、あらゆる場所で命を狙ねらわれたが、どうしてか、誰の銃じゆう弾だんもそいつの身体からだに触ふれることはなかった。生前のケニーの異名は〝幽ゆう霊れい〟だ。それはちょっとした皮肉だった。

　そうだ。その男は死んだと言われている。四年前、サルーンの火災で死亡したのだ。

　砂漠には謎があり、それを解くのは死を解明するのと同じだ。ある時、牧師はそう語った。ろくでもない牧師だった。飲んだくれで、酔よっていない時は娼しよう婦ふに無理やり懺ざん悔げを迫せまり、小こ銭ぜにをせびってまた飲んだ。

　そんな牧師の言葉だが、トゥエンティはどうしても忘れられなかった。

「お前は人殺しだろう、隠かくしていても俺には分かる」

　道ばたに寝ねっ転がって牧師は語った。

「逃にげたって無む駄だだ。知らないうちに割り符ふが袖そで口ぐちに入ってる。そいつは一枚じゃなんの意味もない。だからお前も気にしないだろう。だがある日突とつ然ぜん、ぴったり合うもう一枚の片割れが現れるんだ。その時お前は分かるのさ。逃げられんとな」

　トゥエンティはもちろん一度は牧師の言葉をすぐ忘れた。だが牧師が翌日、たまたま通りかかった強ごう盗とうに巻き込まれて死んだと聞いて、思い出してしまった。牧師は幼子をかばって銃弾を受け、即そく死ししたという。牧師は飲んだくれの男として死ぬのではなく、神の教師として信者を守り、死んだ。だから思い出したのだ。

　牧師は恐おそらく知っていた。いつか、神のために自分は命を投げ出してしまうということを。いくら飲んでも逃のがれられなかったのだ。心を苛さいなむ神への崇すう敬けいを忘れられなかった。牧師の使命を辞やめられなかった。砂漠の謎だ。誰にも理解はできないだろう。

　なんにしろこの謎多き渇きの巣の中で、ガンマンどもは今日も囀さえずる。銃弾といくばくかの誇ほこり、決闘という古い掟おきてを行き交かわせながら、死に理解できる意味を付け足そうとして。
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「この野や郎ろう、気取りやがって──決闘だ！」

　怒ど鳴なり声は酒場の喧けん噪そうをぴたりと止めさせた。

　ベン・カニング。このＪＮポークスでは知られた賞金稼かせぎだ。別名〝隻せき腕わんのベン〟両りよう腕うでともあるのにそう呼ばれるのは、彼がこの十年で三十人以上の相棒を替かえてきたからだ。

　そうしたベンの評判をベティも聞いていた。というより、だから訪ねてきたのだ。大勢のならず者と知り合い、情報通と言われている。それだけに一ひと筋すじ縄なわでいく相手でもないのは予期していた。勘かんの良い賞金稼ぎならなにかの拍ひよう子しに自分の正体を看破することだってあり得る。

　目当ては情報だった。賞金首の行方ゆくえを知るには賞金稼ぎから聞き出すのが手っ取り早い──聞き出せればだが。賞金稼ぎは縄なわ張ばりを侵おかす同業者には神経質だ。

　ベンの馴な染じみの酒場へと、ウィリアムを連れて訪おとずれ、客が集まるのを待った。夕刻を過ぎてベンが仲間三人と連れ立って姿を見せた。頃ころ合あいを見計らってベティは、店主に賞金首について問い質ただした。店主は質問をはぐらかしながらベンに目配せを送った。

　大おお袈げ裟さなことにはなるまい。とベティは思っていたし、願ってもいた。隻腕のベンは銃じゆうの名手と言われるようなタイプではない。噂うわさに名高い賞金稼ぎのキッドに、好んで挑いどんできたりはしないだろう。

　カウンターのベティの隣となりに寄ってくると、ベンはこう口火を切った。

「人ひと違ちがいってことはないだろうが訊きかせてくれ。賞金稼ぎのキッドか」

「ああ」

　帽ぼう子しの陰かげからベティは答えた。ベンは、もつれてもじゃもじゃの顎あご鬚ひげを手でさらにかき混ぜながら、にんまりとしてみせた。

「なるほどな。いや、安心しな。俺は、あんたのファンなんだ」

　含ふくみを感じてベティは一応、ウィリアムの様子に目を配った。相棒は素知らぬ顔をしているが、いざという時にはベンと仲間の両方を挟はさみ撃うちにできる位置に移動している。ベンの身内の三人はベティに気を取られていた。

　違い和わ感かんを嚙かみ潰つぶしてベティは、ベンの目を見返した。

「俺はロングストライドを追っている。それ以外のことで迷めい惑わくをかける気はないし、良い情報があれば礼もする」

「ここを通ったって噂はないぜ。だが南に向かってると聞いた」

「確かなのか？」

「こないだのガーフィールドの殺しが奴やつの仕し業わざなら、辻つじ褄つまは合う。まあ噂うわさ話ばなしだ。礼をもらうほどのことじゃない」

　そう言うとベンはブリキのカップを振ふった。空だ。ベティはバーテンダーを手招きして新しい酒を注がせた。それを飲み干すのを待って訊く。

「ガーフィールドより南はグレートリバーだ。奴は南部に逃げる気なのか？」

「さあな。やっこさんの思うところなんて知ってたら、俺が仕留めてるさ。だがガーフィールドが世界の果てってわけじゃねえんだ。地図を鵜う吞のみにしなさんな。もっと南に町だってある。廃はい墟きよみたいなもんだが」

「南部への渡わたし屋のことを言っているのか？」

「とにかく、いるにはいるって話さ。具体的なとこまでは思いつかんね」

　話はそんなもので他ほかに収しゆう穫かくもなかった。ベンはここいら一帯の情勢について話題を広げたが、ベティの気は既すでに南に向いていた。ガーフィールド。グレートリバーはメルカバで踏ふみ込めない唯ゆい一いつの難所だ。北部と南部を隔へだてている。砂さ漠ばくでも最大の流りゆう砂さで、越こえるには渡し屋の〝駕か籠ご〟を使うか海を回る他ない。もしロングストライドの狙ねらいが南に渡ることなら、ブルホエイルは置いて行くしか……

　だからベンに訊たずねられた時、ベティは上の空だった。

「このところ、決けつ闘とうの噂を聞かないな、キッド。一ひと頃ころは、あんたがトゥエンティの記録を抜ぬくんじゃないかと思ってたんだ」

　ベティはぼんやりとつぶやいた。

「お尋たずね者にはなりたくないんでね。賞金首としか決闘はしない」

「ふうん……挑まれてもか？」

「ああ」

　ようやくベティは話に意識をもどした。ベンは横目で笑っていた。

「だがそんなあんたを、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたって言う奴もいる」

「俺が誰だれを仕留めたか分かってるか？」

　危険を感じて睨にらみやる。

　が、ベンはますます眼光を強めた。

「ああ。ひとり目はスネークヘッド。あの郵便強ごう盗とうの。だが後のふたりはどこにでもいるようなチンピラだ」

「なにが言いたい？」

「ファンとしちゃ肩かた身みが狭せまいってことさ。ここいらでまた大物を仕留めて欲しいんだよ」

「ロングストライドを追っている」

「そいつは申し分ねえが、何度も逃にがしてる」

「追いつめてるさ。奴が南部に逃げようとするなんて、ここ二十年一度もなかったことだ。そうだろ？」

　これははったりだが効果はあった。ベンが口ごもるのを見て取って、ベティは即そく座ざに付け入った。

「誰がどう言おうと知ったことじゃないが、俺が誰かれ構わずぶっ殺すような輩やからじゃないのを感謝すべき奴はいるんだぜ。お前みたいにな」

　言い放ったのは、これでさっさと話を切り上げたかったからだ──妙みような方向にこじれる前に。

　だが早まったのだろう。ベティがカウンターにコインを置いて離はなれようとすると、ベンはその腕うでを摑つかんで呼び止めようとした。

「おい、待てよ」

　ベティは咄とつ嗟さにその手を逆に摑み返した。摑んだ相手の手をカウンターに叩たたきつけ、怯ひるんだ隙すきに拳けん銃じゆうを抜く。ベンは無様に突つき指して狼狽うろたえた。

　ベティは内心驚おどろいていた。自分でも惚ほれ惚ぼれするほどの出で来き栄ばえだった。また奇き妙みようさを感じたのはその後のことだ。上手うまくいきすぎている。ベンは自分の腕を摑むと大おお袈げ裟さに苦く悶もんの声をあげた。

「痛いてぇえええ！」

　ベンを見かねて、仲間たちが席を立った。だがすぐに襲おそいかかってきたりはしなかった。それまで騒さわいでいたベンが起き上がり、腫はれ上がった指を向けた。

「てめぇ、キッド、決と──」

　その顔面をウィリアムが張り倒たおした。

　いつの間に近寄ってきていたのか。一いち撃げきで容よう赦しやない。軽くはないベンの身体からだが泳いでカウンターに激げき突とつし、跳はね返った。

　三人の仲間が銃じゆうを抜き、そのうちひとりが失敗して銃を落としたが、とにかくふたつの銃じゆう口こうがウィリアムを狙った時には、彼は跳ね返ってきたベンの首根っこを摑まえて盾たてにしていた。

「撃うつな！」

　両手を挙げてベンが叫さけぶ。その背後から、ウィリアムがぼそりと告げるのが聞こえた。

「キッドは決闘を受けない。分かったか？」

　沈ちん黙もくの中、かくかくとベンが首しゆ肯こうした。ウィリアムは眉まゆひとつ動かすことなく、仲間のテーブルにベンを突き出した。

　ベティも銃をしまい、今度こそ酒場を出ようとした。賞金稼かせぎ四人の視線を感じながら前を通り過ぎる際にはこっそりと唾つばを吞のみ、冷や汗あせを悟さとられまいと早足になりかけた。だが焦あせる気持ちを隠かくすために今度はゆっくりし過ぎたのか。背後からベンが声をあげた。

「なら、てめえだ」

　まさか。

　ベティは今度こそぞっとした。振り返る。

　とにかく顧かえりみて、してやったりというベンの笑えみは忘れられないものになりそうだと思った。ベンという男が死んで、彼を思い出すことがあるなら、記き憶おくに浮うかぶのはこの顔だろう。ベンはウィリアムを指さし、こう叫んだ。

「この野や郎ろう、気取りやがって──決けつ闘とうだ！」

　喧けん嘩かすら無視していた店内が、さっと静まり返る。

　ベティはつぶやいた。

「……馬ば鹿かなことは言うな」

　声は無視された。ベンはまさか、己おのれが歴史的な挑ちよう戦せんをしているとは思ってもいないのだろう。得意げに笑いながらウィリアムに詰つめ寄った。

「ガキの腰こし巾ぎん着ちやくがでかい顔しやがって。俺はお前に決闘を申し込む。いいな。ぶっ殺してやる」

　同調して、観衆が喝かつ采さいする。

「ぶっ殺す！　ぶっ殺す！」

　制止しようとベティは息を吸った。が、その機先を制してベンが叫ぶ。

「おい！　キッド、邪じや魔ますんなよ。決闘前のガンマンには手出し無用だ」

　当たり前だがウィリアムは首を横に振ふった。

「俺は決闘は受けない」

　観衆からブーイング。ベンはすっかり場の空気を背負って勢い込んでいた。

「ハッ！　今さら言い逃のがれがきくかよ。こちとら、やる気で言ってんだ。逃げるんなら腕でも足でも一本いただく。背中にぶち込んでやったっていい」

　彼はウィリアムがもう少し怯おびえるか、少なくとも動じることを期待していたのだろう。だが相手が眠ねむそうな目で見つめ返すだけなので多少奇妙には思ったようだ。

　しかしそれだけだった。ベンは一歩退いたものの、それは動作を大きく見せるための演出だった。聴ちよう衆しゆうへのアピールだ。ベティは内心で罵ののしった──ベンは最初から決闘を吹ふっ掛かけるつもりでいたに違ちがいない。

　ベンは痛がっていた右みぎ腕うでをさすりながら話を続けた。

「生憎あいにく、俺は怪け我がしちまった。だからやるのは俺の相棒だ。聞いてビビんなよ。早はや撃うちじゃあキッド、てめえだってあいつには敵かないやしねえよ」

「相棒？」

　ベン・カニングがもったいつけて告げた名前に、ベティは心当たりがなかった。しかし、ほんのわずかな仕草に過ぎなかったがウィリアムの呼吸が一いつ瞬しゆん乱れたように思えた。フラニーなら、見え見えだよと言うところだろうが。意外には感じたものの問い質ただすわけにもいかず、後はベンが決闘の期日や立会人について勝手に次々決めていくのを聞き流すだけだった。

　条件はどうでも良かった。どうせ決闘は行われない。トゥエンティなら、もうこの時にはベンを撃ち殺し、ベンの仲間も撃ち殺し、ついでに店内の全員も殺していたかもしれないが。ここにいるのはウィリアム・ブレイク。ベティの相棒にして守護者。銃も持たない優やさ男おとこだ。決闘などできない。

（……そうよね？）

　無言で立っている相棒に、ベティは声に出さず問いかけた。彼はなにも答えない。まるでこの場には居おらず、彷徨さまよっている本物の幽ゆう霊れいのように。
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　幽霊としての新たな人生にも慣れつつあった頃ころの話だ。

　牧師が死んだ時、ウィリアム・ブレイクはとある田舎いなか町の保安官助手をしていた。

　小さな町で、（誰だれも気にかけなかったその牧師の死を除けば）騒さわぎがあってもせいぜいが牛乳泥どろ棒ぼうだの、カミさんが悪く言われた喧嘩だのといった程度だ。そんな町で保安官が助手を雇やとった理由はといえば、その保安官が飲んだくれでほとんど家から動けなかったからだ。ウィリアムは保安官の世話をしながら目立たずに町を見回り、頼たのまれれば喧嘩の仲ちゆう裁さいもしたが、大半はお互たがい殴なぐり疲つかれるまでほうっておいた。銃がなければ喧嘩は大事にはならない。

　ウィリアム・ブレイクとしての生活は平へい穏おんだった。死を擬ぎ装そうして以来、銃には触ふれていない。人々は殺人犯ケニー・シュートを殺しの達人トゥエンティと呼び換かえ、その本当の姿も名前も忘れつつあった。トゥエンティは伝説で、あたかも実在していなかったかのように語られた。武勇伝は噂うわさに尾おひれがついたもので、実際のトゥエンティがしたことは伝説の半分にも満たないと唱える者も出始めた。

　トゥエンティが砂さ漠ばくを席せつ巻けんしたのは三年間。それが死んで四年も経たてば話題も風化する。このまま消えていくのはそう難しくないように思えた頃、変化が起こった。

　トゥエンティの再来と呼ばれる少年が砂漠を渡わたっている。

　噂うわさ話ばなしを聞くようになった。その少年はここ数か月だけで三度もの決闘をこなした。凄すさまじい早撃ち。冷れい酷こくな賞金稼かせぎ。

　ある日、保安官事務所の八線電信機がニュースを伝えてきた。賞金稼ぎのキッドがこの町に向かっている。彼は賞金首の情報を求めている。提供者は協力せよ。
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　別のサルーンに取った部屋にもどると〝町用〟の格好をしたフラニーが待っていた。存外に大人しくベッドに座って外を眺ながめていたようだが、当然退たい屈くつでもあったのだろう。ウィリアムを引き連れてベティが入るなり、ぴょんと振り返って声をあげた。

「おかえり！」

　そしていくつかのことを察したらしい──別室のはずのウィリアムがついてきたこと、ベティが頭を抱かかえて無言だったこと、フラニーに買ってきたミートパイを見せびらかしもせずにさっさと渡して、ウィリアムを見やってまた目を逸そらしたこと。

　ばりばりと紙包みを破りながらフラニーが訊きいてくる。

「なんかあったの？」

　ベティは説明しようとした。が、なにを言えばいいのか思いつかなかった。ウィリアムの他人ひと事ごとのような面つら構がまえを見ると余計に。

　口から出せたのはこれだけだった。

「ウィリアムが決けつ闘とうを申し込まれた」

「ホント？　へー、すごいじゃん」

　ミートパイの大きい塊かたまりにかぶりついて口の周りを汚よごしたフラニーが目を丸くした。

　その軽い反応に、ベティは肩かたを落とした。

「ええ、すごいわよね。三日後にはウィリアムか他ほかの誰かが死ぬんだから」

「だよねー。どっちが死ぬかな」

　楽しげなフラニーから、ベティはウィリアムに視線を移した。

「あなたも同じこと言わないわよね」

「俺とそいつの意見が合う時は、そいつが正しいことを言った時だけだ。だから、合うことはない」

　淡たん々たんと告げて、ウィリアムは壁かべにもたれた。舌を出して挑ちよう発はつするフラニーに、くたばれと口まねだけで返してから続ける。

「今回もハズレだ。誰も死なない。決闘は取り止めになるからな」

「どうやって？」

　腕うで組ぐみしてベティは訊たずねた。

　ガンマンの間で決闘が特別なものとされるのは、それが実際にただのガンファイトなどより特別なものだからだ。

　多くのガンマンは、そこに銃じゆうを持つ者の名めい誉よのすべてがかかっていると信じる。当事者だけではなくガンマンすべてのだ。決闘は決着の手段だ。行われればどちらか、あるいは双そう方ほうが死ぬ──何故なぜなら死ぬまで終わらないからだ。逃にげようとすれば立会人により殺されるか、それを免まぬかれても砂漠中のガンマンから軽けい蔑べつされる。この場合の軽蔑はただ陰かげ口ぐちを叩たたかれるだけではない。文字通り命に関かかわる。

　故ゆえに、軽々しく吹ふっ掛かけられるものではないし、軽々に受けられるものでもない。撃うてば当たる距きよ離りから策もなく、逃げることも許されず撃ち合うことになるのだ。腕うでが立つからといって必ず勝てるものでもない。

　酒場の盛り上がりを思い出して、ベティは唇くちびるを突つき出した。

「あいつら、あなたが決闘を受けたみたいに騒いでた」

「気にくわないか？」

「当たり前でしょ。見せ物みたいに」

「君も似たような手は使ったはずだ」

「…………」

　ぴしゃりと言われて口ごもった。確かに同じ手を使ったことがあった。というより、もっと卑ひ劣れつな手も使った。生き延びてキッドの名を売る必要があったからだ。

　後ろ暗さに気勢を削そがれながらもベティはつぶやいた。

「逃げたらどうなるの？」

「奴やつらは、逃げたのは相棒ではなくキッドだと言うだろうな。君が三人も殺して得た名声は地に落ちる。噂が広まればどこに行っても君は笑いもので、情報を得るどころじゃなくなる」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎって、ベティはまた黙だまり込んだ。だが告げる。

「あなたが死ぬよりはいい」

「そうかなあ」

　パイを食べ終えて指を舐なめながら、フラニー。ベティが睨にらみつけると、彼女は素知らぬふりをして今度は包みに残ったかけらを集め始めた。

　どのみちウィリアムは軽くかぶりを振ふった。言ってくる。

「勝手に覚かく悟ごするなよ。言っただろう。決闘はない」

「どうして？」

「奴が言った相手の名前、覚えてるか」

「確か、ジャックなんとか……」

　うろ覚えのベティに、ウィリアムが言い直した。

「ジャック・ウェリントン。紐ひも引きジャックだ」

　ベティは首を傾かしげた。

「凄すご腕うでなの？」

「ああ。鳥とり撃うちの名手だよ。それでついたあだ名だ。紐でも引っ張るみたいに落とす。ここ何年かは南に渡わたっていたはずだ。だが、そんなことより」

　彼はやや視線を上げ、天てん井じようのあたりを眺ながめた。

「奴は俺を知ってる。だから」

「……だから？」

　途と切ぎれた言葉を促うながすと、彼は上げた目をこちらに向け直した。

「受けないさ。俺との決闘なんて」

「…………」

　三度目の沈ちん黙もくに、ベティは固まった。

　今度もまた重苦しい圧あつ迫ぱく感かんが絡からんだ。だが彼の目を見返した際に、どうして暗い心ここ地ちを覚えたのかは反射的には理解できなかった。

（ウィリアムを知っている？）

　その一言だ。胸に突き刺ささったのは。

　ウィリアムのことならベティにも知っていることはある。

　彼は悪党だ。

　少なくともトゥエンティ、ケニー・シュートの悪名は砂さ漠ばくに轟とどろいていた。二十度の決けつ闘とうというのは恐おそらく、未み来らい永えい劫ごうまず破られることのない並外れた記録だが、このならず者が殺した人数はそんなものではない。

　ただの早はや撃うちの名人と片付けるには、この男の戦績は異常だ。

　ジョンソンシティ出身の少年兵はホワイトマフラー隊に所属していたとも言われるが、政府はそれを否定しており、公式記録にシュート二等兵は存在していない。軍メルカバの搭とう乗じよう員としては階級に矛む盾じゆんがあり、伝説の真しん偽ぎは専門家も異論を差し挟はさむところだ。だがケニーの多才さは、軍の教育、それも高度な特とく殊しゆ訓練を受けていたのでもなければ説明がつかない。

　ベティが訊きいたところ、ウィリアムの返事はこうだった。誰だれも噓うそはついてないんじゃないか。軍には〝存在せず〟という役職もあるんだろ。

　なんにせよケニーは十七歳という異例の幼さで、ガンマンとして砂漠に登場する。数度の決闘を含ふくむ度たび重なる悪行で瞬またたく間に名を広めた。

　軍を脱だつ走そうした理由は、上官と同どう僚りようによる虐ぎやく待たいと噂うわさされた。そのせいで精神を病やんだというのだ。それがうなずけるほど──うなずきたくなるほど──行く先々で引きずるケニーの殺さつ戮りくは凄すさまじいものだった。とにかく殺した。負けることがなかった。理由があろうと理由がなかろうと殺した。

　彼には悪あく魔まが憑ついていると言う者もいたし、彼自身を悪魔だと信じる者もいた。二十歳はたちまでの三年間で、彼は二十度の決闘を行った。規格外の記録を持つ彼に挑ちよう戦せんするのは、当たり前だが名うてのガンマンだ。サー・ネルソンなどは彼に挑いどむため海を渡ってきたのだ。そのすべてを彼、ケニーは決闘で下した。

　殺しの名人トゥエンティを死なせたのは人ではなかった。事故死だ。サルーンの火災で死亡したと伝えられている。ベティはたまに思う。伝説は真実ではないかと。その時トゥエンティは死んで、自分の相棒は別人なのではないかと。

　ウィリアムと出会ったのは、トゥエンティの死後、四年が経たってからだ。人々はまだトゥエンティの名を忘れていなかったが、人相書きはもう剝はがされ、出回っていなかった（死後一年が経っても人ひと違ちがいで殺される者が跡あとを絶たなかったからだ）。

　代わりに凶きよう悪あくな父親殺しエリザベス・スタリーヘヴンの手配書が壁かべに貼はられ、トゥエンティの再来として賞金稼かせぎのキッドの名が囁ささやかれていた。

　彼は保安官助手ウィリアム・ブレイクとして、賞金稼ぎのキッドの前に現れた。ベティの旅の理由を知り、どうしてか自分の素す性じようを語った上でこう持ちかけてきた。

「君の邪じや魔まはしない代わりに、絶対に君を死なせない。俺を連れて行くか？」

　選せん択たくの余地はなかった。応じないなら、秘密を知った彼を生かしてもおけない。が、希代のガンマンである彼に敵かなうはずもない。

　黙もく想そうは長引いて、フラニーは退たい屈くつし、袖そでを引いてベティの物思いを乱した。我に返ってベティは相棒に、じゃあ心配はないのねと念を押した。彼は肩かたを竦すくめて自分の部屋にもどっていった。

　寝ね入いってから夜中過ぎ、お腹なかが空すいたと言ってフラニーが起き出した。ついでにベティのベッドに入りたがったので、とにかく眠ねむって欲しくて中に入れてやった。もぞもぞと体勢を整えながら、フラニーが小さくつぶやくのが耳に入った。

「多分さ、ベティはそれ以上、あいつのこと知る必要はないんだと思うよ」

　ぱっと目が覚めてしまった。ベティは毛布の中で身体からだを丸くするフラニーをまじまじと見やったが、彼女はもう寝ね息いきを立てていた。

　残りの夜を、ベティは形を持たない思いとともに過ごした。

　フラニーの言ったことが耳から離はなれない。ウィリアムの言い様は、紐引きジャックに特別な絆きずなを感じてでもいるようだった。今の相棒などよりも。
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　保安官助手ウィリアム・ブレイクは酒場に入る前から騒そう動どうの気配を感じ取ってはいた。

　もっとも、だからといって不思議もない。そもそも彼は店内から逃にげ出してきた商売女に呼ばれてやってきたのだから、騒動があったのは最初から知っている。

　ウィリアムは酒場に踏ふみ込んだ。銃じゆうはない──持っていない。もはや手が銃の位置を探さぐる癖くせもなくなっていた。丸まる腰ごしだが問題はなかった。この田舎いなか町では、保安官に手向かって武器を振ふり回す者もそういない。そうまでして奪うばうほどの物もないからだ。この町で脅きよう威いとなる銃といったら、手入れの仕方も忘れた保安官のデラホイヤーと、町長が威い厳げんのため三十年前に購こう入にゆうしたマイティトルーパーだけだ。どちらも日の目を見ることなく死蔵されている。

　だから、賞金稼ぎの少年がエディ老に馬乗りになって、泣いている老人の口にＣＯＦモデル２の銃じゆう身しんを突つっ込んでいる光景というのは本来、あり得ないことだった。

「ぶち殺すぞ、ジジイ！──近づくなと言ったろう」

　少年は目め尻じりを尖とがらせ、罵ののしりとともに口から泡あわでも飛ばしそうな顔色だった。

　興奮した賞金稼ぎがこちらに気づかないようなので、ウィリアムは店内を見回した。見たところエディは、たった今引きずり倒たおされたという雰ふん囲い気きだ。つまり自分が呼ばれた騒さわぎはまた別なのだろう。店内はかなり暴れた跡あとが散乱していた。キムとウェインは気絶して仰あお向むけに倒れている。その脇わきには酒さか瓶びんが転がっていた。殴おう打だされたらしい。酒場の饐すえた空気にもはっきりと残る無む煙えん火薬の燃ねん焼しよう臭しゆう。発はつ砲ぽうは一発か二発。誰だれにも当たってはいないようだが。店の奥には何人かが怯おびえてかがみ込んでいる。

　ウィリアムが口笛を吹ふくと、ようやく少年は顔を上げた。呪のろうような声を発する。

「保安官か」

「保安官助手だ」

　告げると、少年は鼻で笑ったようだった。気にせずウィリアムは質問を返した。

「賞金稼ぎのキッドか？」

「ああ」

　若き人殺しは険しい目を帽ぼう子しの陰かげに隠かくし、うなずいた。
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　ベン・カニングの手回しの早さに、ベティは半ば呆あきれてしまった──朝には町中が決けつ闘とうのことを噂していたし、宿の前には昨日の仲間がひとり、監かん視しに立っていた。ベティらを逃がさないためだ。

　決闘は非合法だ。前もって話が広まれば、普ふ通つうなら保安官が警告に出てくる。だがベティがそれとなく保安官事務所に近づいても、扉とびらはぴったり閉じて居留守を決め込んでいた。ベンに逆らうつもりはないらしい。

「こんなのは初めてじゃないそうだ」

　声を抑えてキッドの声こわ音ねで、ベティは告げた。食堂で、芋いものスープを半分残してぼんやりしているウィリアムに。フラニーはまた部屋で留守番だ。

　彼がなにも言わないので話を続ける。帽子の陰かげから相手の目の色を探りつつ。

「ベン・カニングは目をつけた相手に決闘を吹っ掛かけて、相棒に戦わせる。相棒っていっても、決闘のためだけに組むんだ」

「それは誰になんの得があるんだ？」

　眉まゆのあたりを指で搔かいて、ウィリアム。不ふ機き嫌げんにベティは告げた。

「金だよ。決闘が賭かけになっていて、ベンはその胴どう元もとなんだ」

「南部じみた商売だな。相棒のメリットは？」

「決闘で名を売りたい奴やつにとっては、邪魔されずに堂々と決闘できる環かん境きようが手に入る。それにもちろん、興行のためにベンが有名なガンマンを金で連れてくることもある」

「そんな南部野や郎ろうもどきだと知れ渡わたってるなら、逃げたところで笑いものになるのは奴のほうじゃないか？」

「ベンはそこまで手広くやってない。そこそこ有名なガンマンを狙ねらうのが奴の手なんだ。誰とも知らない胴元の真相より、聞いたことのあるガンマンが決闘から逃げたって噂うわさのほうを好むだろ、大たい抵ていの奴は」

「なるほど」

　つぶやくウィリアムに、ベティは顔をしかめた。

「上の空だな。こっちは午前中歩き回って聞き込んできたってのに」

「いや……」

　彼は閉じかけていた目をこすると、身を乗り出してテーブルに肘ひじをついた。ゆっくりと息をする。仕草からしてみればどうも眠ねむりかかっていたようで、ベティはさらに苛いら立だちを感じたが、再び開いた彼の目が思ったより強いものだったため文句は口から出せなかった。

　嫌いやな目だ。そう思う。惑まどうことも閉じることもない、死者の目のようだった。瞬きも必要ないといった。

　ベティのほうが瞬きするうちに、それはすぐに消えた。いつものウィリアムの目は、落ち着いてはいるがトカゲくらいには動いている。違ちがうものを見せられて初めて感じたことだが。彼はもう一度嘆たん息そくしてみせた。

「昨日はあまり眠ってないんだ」

「……怖こわいの？」

　意外な話に、ベティはつい声を作り忘れた。

　ウィリアムもまたそれを注意するのを忘れて首を振ふった。

「いいや。ただ、決闘なんて聞くとな……ウィリアム・ブレイクらしくはないだろう。感覚が……らしくなくなるってことだ」

　彼はぶつぶつと言ったが、寝ね言ごとじみていて意味はよく分からない。

「決闘か」

　今さら初めて聞いたような心ここ地ちで、ベティも寝言に付き合った。言葉はなにも浮うかばないし交かわすようなこともない。ただ、目を見交わした。

　自分の経験をベティは思い起こした。決闘だ。賞金稼かせぎキッドの早はや撃うちを世間に轟とどろかせた三度の決闘。そんな噓うそっぱちを広めたが、厳然たる事実はただひとつだけだ。三人が死んだこと。

　決闘のことを考えると、頭の中になんの言葉も浮かばなくなる。

　なにもだ。その時感じた恐きよう怖ふ。生き延びた感情も、なにも語れない。相手は賞金首だ。政府はそれを生死問わずと手配し、市民の手で仕留めることを奨しよう励れいした。彼らの死には誰も責めを負わないと保証した。

　彼らはそれだけの罪を犯おかした連中だ──まあ、恐おそらくは。ベティは、いや、賞金稼ぎのキッドは彼らを挑ちよう発はつして決闘に持ち込み、おおむね強運に味方されて勝利した。

　その結果だけしか覚えていない。命のやり取りなどというほど生々しいものではなく、決闘をし、まだ生きているからには勝ったのだろうと無理に納なつ得とくしただけだ。なにも思い出せない。夜中、恐ろしい夢を見て寒気に身体からだを震ふるわせても、恐れの正体は摑つかめない。引き金を引いて相手が倒たおれたその光景を思い出せない。三度もそれをしたのにひとつも記き憶おくに残っていない。

「あなたは」

　小声で、ベティは囁ささやいた。

「覚えてる？　したことを全部」

　ウィリアムは目を上げると、喉のどを指で軽く叩たたいた。ベティが声を作り忘れていることを示す動作だ。

「いいや。いくらかだけだな。ひとりやふたりじゃないんだ。覚えきれない」

　そう言ってまた目を伏ふせた。

　ベティはなおも問いを続けようとしたが、足音に阻はばまれた。食堂の扉が開いて数人の男が入ってくる。がさつな身のこなしはごろつきを思わせたし、足音の重さは武装を感じさせた。

　帽ぼう子しのつばを下げてベティは見やった。連中は店内を見回してこちらを見、近づいてくる。先頭はベンだった。右みぎ腕うでを布で吊つっている。

「ようよう。逃にげ出さなかったのは偉えらいもんだなあ、キッド」

　ベンは仰ぎよう々ぎようしく声をあげて、ウィリアムの前から中身の残った皿を手で押しのけると、テーブルに腰こし掛かけた。

　相手を睨にらみつけ、ベティは告げた。

「手下を宿に張り込ませてるだろう。商売みたいに手て際ぎわがいいと感心してたとこだ」

　ベンは気にした様子もなく笑い声をあげる。

「文句を言うもんじゃねえよ。お前らだって勝てば損はねえさ。一応、紹しよう介かいしとこうと思ってな。これがお前を殺す男だよ」

　と、連れてきた男を指さす。

　ウィリアムは彼らに背を向けていた──言われても動こうともしないため、ベティが代わりに見やった。確かに昨日はいなかったガンマンがひとり加わっている。くたびれてはいるが派手な衣装だ。

「紐ひも引きジャックだ。ご存じかな？」

　男は自己紹介して前に進み出てきた。腰こしの拳けん銃じゆうを見せつけるような姿勢で足を止める。これも派手な拳銃だった。動物の骨を削けずったものらしい白い銃じゆう把はには金で──あるいは金に見えなくもないなにかの金属で──縁ふち取どりがしてある。よく見れば投げ縄なわを象かたどったような彫ちよう刻こくもされていた。名前に由来したものだろう。特注品なのは間ま違ちがいないが、ベースとなっているのはＧ＆Ｘ社のトルーパー２、ありきたりな機種ではある。名前が彫ほってあった。女の名前だ。〝愛いとしいマリア〟

　目元の傷などは凄すごみよりは滑こつ稽けいに思えるほどだったが、火傷やけどの痕あとが何重にも残る利きき手には背筋が擽くすぐられる。火薬で焼いた傷だ。相当の年季だろう。

　なんの前まえ触ぶれもなくウィリアムが席を立った。

　呼吸を盗ぬすむのは彼の得意手だ。人の集中力には限界があり、それは実は驚おどろくほど短い。ひとつのことに集中するには周囲に起こっている何百何千という別の出来事を無視する必要があり、それは難しいことなのだ。

　ウィリアムは敵の気のむらを利用して、自分に向けられた意識が逸それたその瞬しゆん間かんに行動を起こす。おかげで彼は突とつ然ぜん姿を消して、そして現れるように見える。彼いわく、それは訓練で誰だれにでもできるようになるという。が、ベティにはいまだに魔ま法ほうのようだった。

　ベンにとってもそうだったのだろう。不意を衝つかれて彼はテーブルから尻しりを滑すべらせ、床ゆかに転んだ。他ほかの仲間も大差ない。だが紐引きジャックは違ちがった。立ち上がったウィリアムと向き合い、小さくつぶやいた。

「お前……」

　笑うに笑いきれない、そんな表情だった。おかげで笑えみの仮面をずらした凶きよう暴ぼうさが顔に表れている。そんなジャックに、ウィリアムが短く告げた。

「俺は受ける気はないが、お前はどうだ。決めろ」

「……俺はやるさ」

　ジャックは返答にそう時間をかけなかった。

　ウィリアムもだ。訊きくだけ訊くとそれっきり、無言で歩き出した。紐引きジャックとすれ違い、ベンをまたいで通り、他の連中のただなかを進んでいく。ベティも慌あわててそれを追った。

　誰も邪じや魔まできなかった。なんのことなく歩いているようで、その一歩がすべて敵の隙すきを踏ふんでいる。呼び止めようとする声の一いつ瞬しゆん先、遮さえぎろうとする足の一歩横。ついて歩くだけでベティはぞっとしていた。まるで自分とは違う生き物のようだ。

　店を出たところで追いついて、ベティは問いかけた。

「どうなってるの？」

「あてが外れたな」

　彼の言い方は変わらずに淡たん々たんとしたものだったが、その一瞬だけ間を置いた。わずかに足を止め、出てきた食堂を振ふり向いたのだ。

「あなたは、どうするの？」

　ベティの問いに、彼は表情も変えなかった。

「別に変わらない。奴やつに撃うたれようと俺は撃たない」

「どうして？　そこまでして」

「誓ちかったからさ。俺は金こん輪りん際ざい、誰も撃たない。誓いは神聖で、俺は必ず守る」

　無人の戸口を見み据すえるその目は、やはりその瞬間だけ、永い時を置き去りにした死人のようだった。
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　賞金稼かせぎのキッドは、がたがた震ふるえるエディ老人を突き放して立ち上がった。拳銃をこちらに向けたが、手て渡わたすためではなさそうだ。

　膝ひざも立たずに這はいずって逃にげ出すエディを見送って、ウィリアムはため息をついた。

「町に入るなら拳銃を預かる」

「断る」

　キッドは即そく答とうした。空いた手で酒場を示し、

「入った途と端たんに襲おそわれた。こんなところで銃を手放せるか」

「違う！　話しかけただけだ！　子供のようだったから──賞金稼ぎだなんて知らなかった！」

　隠かくれた客のひとりが叫さけぶ。が、キッドが睨むと口をつぐんでうずくまった。そのまま床ゆか下したに消えてしまいそうな体勢だ。

　ウィリアムはキッドを見ていた。

　トゥエンティの再来──そう呼ばれるにはいくつか足りないものもある。その時のウィリアムは、そう思う程度だった。少年の目には決けつ闘とうを三度も勝ち残った狂きよう気きとともに、恐おそれが刻まれている。じきに慣れるのだろうが。今はまだ怯おびえた狂きよう犬けん、それも自分の尻尾しつぽを嚙かみたがっている子犬だ。獣けものと呼ぶにはほど遠い。

　まさに吠ほえ猛たける瘦やせ犬のように、その声はうわずっていた。キッドは銃じゆうを持ったまま進み出て、ウィリアムを押しのけようとした。

「助手に賄わい賂ろを払はらうつもりもない。また後で保安官に払わないとならないんだろうからな。とっととそこを──」

　相手がなにも分からないうちにウィリアムはキッドを張り倒たおした。

　床に転がった賞金稼ぎの膝を蹴けり上げて立てなくすると、ぶちのめし、動けなくなるまで殴なぐった。そう多くは必要なかった。二、三発だ。

　気を失ったキッドの手から、拳けん銃じゆう、ＣＯＦを取り上げる。

　その時も、せいぜいがこう思っただけだ。若いくせに随ずい分ぶんと古い銃を使っていると。しかもあまり使う者のないモデル２だ。

　銃を手に、ようやく周りの目に気づいた。店内の全員が驚きよう愕がくに目を見開いてこちらを見ている。ああそうだと思った。目立たないようにしていたのに、ついやってしまった。

　足あし下もとで倒れている少年。もちろん手て強ごわい相手でもなんでもなかった。いつものように目立たず対処することもできたはずだ。

　ついそうしてしまったことなどに、なにか理由があるか？　あったとしても思いつかない。ウィリアムは自問して、拳銃をポケットにしまった。そしてぐったりした少年を逮たい捕ほし、引きずって保安官事務所に運んでいった。
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　美しい女は血の気を引かせ、なおさら冷ややかに美しく、しかし瞳ひとみには灯火を込めて熱情を見せた。紅あかい唇くちびる。艶つややかな髪かみに隠れた小さい耳の感かん触しよくを思い出す。首筋に息を、胸に肌はだを合わせ、鼓こ動どうが時を刻む。

　それは窓と扉とびらの外からは隔かく絶ぜつされたふたりだけの時間であり、すべてはふたりだけのものだった。愛も、互たがいの存在も、幕切れも含ふくめて。ふたりにしか知り得ない、ベッド裏の秘密だった。

「あなたは悪あく魔まで、わたしは女。不ふ埒らちなことでも、今さら赦ゆるしなんていらないわね。あなたを愛してる」

　……らしくはなくなるってことだ。

　ウィリアムは、はっと目を覚ました。

　眠ねむっていたわけではない。殺しの名人の眠りは浅い。ただ起きている時でも意識は混こん沌とんとし、夢ゆめ心ごこ地ちを味わった。奇き妙みようではあった──それでもケニー・シュートは誰だれよりも鋭えい敏びんに殺意を察したし、向けられた銃じゆう口こうを見落とさず、撃げき鉄てつの音を聞き逃のがさなかった。靄もやのかかった暗い水の上で、灯台の光を見失わないように。そう、夢中になって愛を交かわしている時ですら、見み逃のがさなかった。その美しい女の殺意を、彼は知っていた……

　彼は道の真ん中に立ち尽つくしていた。周りを見やる。記き憶おくの中の娼しよう婦ふも、飾かざり立てられた居心地の良い寝しん室しつも、夢想に相応ふさわしく一いつ瞬しゆんでかき消えた。

　数歩先をベティが歩いて、怪け訝げんそうに振ふり返っている。

　ウィリアムは苦く笑しようして、訊たずねた。

「君が言ったんじゃあ、ないよな」

「なんの話？」

「いや。なんでもない。なんの話をしてたんだ？」

　そんなことを言えばベティがまたつむじを曲げるのは分かっていたが、本当に会話を見失っていたので訊きくしかなかった。ベティは左右を見て、あたりに人の姿がないのを確かく認にんしてから小声で囁ささやいた。

「相手はやる気で、あなたは撃うたない。じゃあ結果はどうなるの？」

「そうだな……」

　答えそうになった。どうなるのか、自分に分かっていることを。

　だが口をつぐんだ。言えない。

　ベティは苛いら立だったようだ。近づいてきて鼻息を荒あらくした。
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「分かってる？　明後日あさつてなのよ」

「時間がたっぷりとは言えないが、奴やつが気を変えるかもしれない」

「決けつ闘とうの前に逃にげるような奴には見えなかった」

「どうかな」

「紐ひも引きジャックとは、どういう関かかわりなの？」

　それを訊くベティの顔は気色ばんで見えた。

　ウィリアムはまた上の空になりかけていた──話をしながら、聞こえていたのは死んだ女の吐と息いきとうめき声だ。あれは愛に応こたえる術すべを知っている女だった。

　ただの記憶に過ぎないと知っていても、名な残ごり惜おしさは感じないでもない。あの美しい女についての記憶は常に、暗い部屋のベッドの中、それだけだった。日の当たる場所で会うことはなかった。悪魔と、女……人殺しと娼婦なのだから当然だが。

　ウィリアムは首を振り、考え事をしていた風を装った。

「別に、関わりってほどのものでもない。奴は俺を知っていて、俺も奴を知っていた」

「……仲間だったの？」

「いいや。俺についてこれる奴はいなかったし、仕事で一時手を組んだ奴も全部殺した」

「どうして」

　ウィリアムはその理由を口にするのに、しばらく考えないとならなかった。

「そいつらが一瞬でも、俺を殺やれると勘かん違ちがいしたからさ」

　ベティもまたそれを理解するのに時間を置いた。やがてつぶやく。

「わたしたちが初めて会った時のこと、覚えてる？」

「どうだったかな」

「あなたにぶん殴なぐられた」

　痛みを思い出したのか、彼女は顔をしかめて顎あごのあたりをさすった。

「君にとっちゃ思い出したくないことだろうから、とぼけたんだが」

　ウィリアムが言うと、ベティは気まずく顔を歪ゆがめた。

「ええそうね。でもわたしが本当に思い出したくないのはその時のことじゃない。それより前のことよ」

　と、空を見やる。帽ぼう子しを深くかぶってなるべく顔を隠かくしている彼女だが、空を見上げて風を追う時……その時だけは瞳が露あらわになる。

「ひとりで砂さ漠ばくを彷徨さまよって仇かたきを追ってた。賞金稼かせぎの名を広めながらね。わたしはどんな奴だった？」

「今ほどお節せつ介かい焼き屋じゃなかったろうな。多分」

「今じゃ思い出せないくらい、どうにかなってた。誰も彼もが敵で、おかしくなりそうだった」

　砂の混じった風からまた顔を伏ふせて、ベティはじっとこちらを見つめてきた。

「今、そうならないでいられるのはあなたのおかげだと思ってる。あなたとフラニーの」

「そうなる心配などなかったさ」

　静かに、ウィリアムは告げた。

「君がひとりで生き延びられたのは運が良かったからだ。あんなザマじゃ、遠からず君は死んでた」
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「俺を誰だれだと思ってる！　ぶっ殺すぞ！」

　そう怒ど鳴なってキッドが格こう子しに体当たりする。

　ウィリアムはそれを眺ながめていた。後ろ前にして座った椅い子すの背に顔を載のせ、牢ろうの前に陣じん取どって三十分ほど経たった。牢は保安官事務所の奥にある。錠じようをかけてしばらくしてから、キッドは意識を取りもどした。

　若い賞金稼ぎが暴れ、罵ののしるのを聞きながら、ウィリアムはＣＯＦモデル２を指でぶら下げていた。

　さすがにそろそろ痛めたのか、キッドが肩かたを押さえて体当たりをやめようとしている。だが後ろの壁かべに下がりながらもウィリアムを睨にらみつけ、わめくのは止まらない。

「逮たい捕ほなんて時間の無む駄だだ！　どう裁く？　騒そう乱らん罪ざいか。治安妨ぼう害がいか」

　子供のわりには、主張すべきことを分かってはいるようだ。町保安官の権能の限界を知っている。彼は大声で叫さけび続けた。

「罰ばつ金きんと、町から放ほうり出されて終わりってとこだ。微び罪ざいで煩わずらわされれば判事はお前を使えない奴と思うだけだ！」

「そうだな。だから連れん邦ぽう判事を呼ぶことにした」

　これはまったく予想外だったようだ。キッドが驚きよう愕がくに目を見開く。

　ウィリアムは淡たん々たんと告げた。

「世せ襲しゆうの町判事と違ちがって、成績のためにひとりでも多く監かん獄ごくに送らないとならないからな。喜んで来る」

「なんで……そこまでして」

「別に。そうしようと思いついたってだけだ」

　あんまり賞金稼ぎが気楽にうろつけるようだと、中には俺に気づく奴がいないとも限らないんでね。と声に出さず付け加える。

　すっかり言葉を失ったキッドに話を続けた。

「到とう着ちやくまで一週間はかかる。それまではこうしてふたり、睨み合って過ごすんだ。先は長いんだから今日はもう寝ねたらどうだ？」
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　夜中に目が覚めて、ベティは開けた眼球を下に向けた。

　また同じ毛布に入り込んできたフラニーが、ベティの腹に嚙かみ付いている。目が覚めたのはそのせいだった。

（なんの夢を見たらこうなるんだろ）

　そんなことを思いながら、フラニーを起こさないようにゆっくり押しのけ、ベティはベッドから這はい出した。暗い部屋を横切って、空いているフラニーのベッドに腰こしを下ろす。窓を開けて月光を浴びたい気持ちにも駆かられたが、今は下着しか着けていない──ベンの手下が見張っていることを考えれば危険は冒おかせなかった。

　苛いら立だちに唇くちびるを嚙む。つまらない厄やつ介かい事に引っかかってしまった。

　つまらないとはいえ致ち命めい的てきだ。

　身み震ぶるいを覚えて、とりあえず、椅子にかけていたシャツを手にとって羽織った。

（でも、腹立たしいのは……）

　考えて認める。当のウィリアムがおかしいからだ。いつも生死には無む頓とん着ちやくなように見える彼だが、今回は本当におかしい。

　深々とうつむいて、さらに潜もぐるように嘆たん息そくする。出会った時には、彼はもはや殺しの名人などと謳うたわれたガンマンではなく、撃うたない男だった。

　だから自分は、ウィリアム・ブレイクとしての彼しか知らない。厳しいが優やさしく、いついかなる時でもベティを導き、守る彼しか。

　と、物音がした。フラニーだ。つられて起きてしまったらしい。毛布から起き上がって、もごもごと寝ぼけ声を出した。

「あれ？　朝？　暗いのに？」

「まだ夜よ」

「あたし、また嚙んだ？」

「ペンギンの嚙み癖ぐせがうつってるんじゃないの？　いいから寝てなさい」

「ウィリアムのこと考えてたんでしょ」

　ベッドの上にあぐらをかく格好で、フラニーが言い出した。

　違う、と言いかけてベティは諦あきらめた。露ろ骨こつな噓うそではフラニーは騙だませない。

「まあね。あなたと同じくらい困った奴やつだから」

「気にしても仕方ないんじゃない？　あたしは全然気にしないけど」

「なんで？」

「興味ないもん。あいつもあたしに興味ないし、死んでも気にしないよね」

「そんなことは──」

　否定しかけて、またベティは諦めた。肩を落とす。

「ウィリアムのこと、分からないのよ。考えれば考えるほどね。彼に頼たより切って旅をしてるけど、彼がどんな人間なのか、なんでわたしを助けてくれるのか、分からない」

　フラニーは大口を開けて欠伸あくびしてから、こう言った。

「考えても分かんないなら、気にすんのは意味なくない？」

「そうだけど……多分、分からないのが問題なんじゃないのね」

「じゃあなに？」

「気になっちゃうのが問題なのよ」

「ふうん」

　だんだん飽あきてきたのか、眠ねむそうにフラニーの頭が傾かしいだ。既すでに半分眠ったような口調で、言う。

「なら、分かったほうがいいよね。じゃあ寝るね」

　ばたんと、フラニーが倒たおれ込む。

　ベティもベッドに寝ね転ころがった。

　目はすっかり冴さえていた。天てん井じようを見つめる。

　ウィリアムはなんでもできる男だ。銃じゆうの扱あつかいも、メルカバの操縦も、旅の知識も、無法者の掟おきてについても、決けつ闘とうも。すべてをこなし、すべてに傑けつ出しゆつしている。ガンマンの伝説そのものだ。フラニーと同じく本来なら得え難がたいはずだった相棒だ。彼の言う通り、ウィリアムがいなかったら自分は何処どこかで死んでいただろう。

　様々な意味で彼は幽ゆう霊れいだ。死を擬ぎ装そうし違ちがう名を名乗って生きている。人の不意をついて脅おどかす技わざに長たけている。なにを考えているか分からず、喋ることは思わせぶりな謎なぞかけばかり。せっつかなければ食事もしない。

　強いが、不気味で、自分は彼をなにひとつ思うようにできない。自問した。答えのない問いだが、その問いは答えと同じだった。

（わたしは彼に……死んで欲しくない……自分の命を賭かけてでも？）

　ベティの命がかかっていれば、ウィリアムは平然と助けてくれる。

（それと同じことを、わたしはできる？）

　寝ね返がえりを打つと、テーブルに置いたガンベルトが目に入った。

　物を言わぬ拳けん銃じゆうが、闇やみの中、鉄と鉛なまりの静けさでたたずんでいる。

　なにも喋しやべらない道具だが、その存在は返答と同じ。

　拳銃とはそうしたものだ。

　暗くら闇やみの中、悪お寒かんを覚えて身体からだを丸める。自分がなにをしようと考えているのか。はっきりとはしないが分かっていた。決闘のことは思い出せない──なにも。殺さつ戮りくの掟に酔よいしれる男たちの戯ざれ言ごとも理解できない。こんなことも思った。理解できない自分の代わりに〝キッド〟だけがそれを理解して、決闘をしてきたのだ。ガンマンは決闘を理解する。胸を吹ふき抜ぬける風を追い、旅を続ける。

　フラニーを起こさないよう小声で、ベティは囁ささやいた。

「あなたには、分かるんでしょうね、ウィリアム……」

　そして闇の中でひとり、心を決めた。

　決闘は明後日あさつてだ。明日あした、行動を起こす。無理でも眠るためベティは目を閉じた。
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「眠らないのは勝手だが、食わないのはもったいない気がしないか？」

　牢ろうの隅すみで膝ひざを抱かかえるキッドに、ウィリアムはゆっくり告げた。

　監かん禁きんして一日。キッドはようやく暴れなくなったが、ふさぎ込んでなにも喋らなくなっていた。それでもまだこちらの言葉には反応している。本人は無視しているつもりでも目が怯おびえ、肩かたが震ふるえていた。

　格こう子しの隙すき間まから押し込んだブリキの碗わんには、豆のスープがすっかり冷えて、醜みにくい塊かたまりになっている。出来たてであっても美味うまいものではないが、教会からの差し入れだ。信者は神の慈じ悲ひと呼んでいる。キッドはまったく手をつけていなかった。

　町の者は凶きよう悪あく犯の飯に毒を入れることもあるが、キッドは大した罪を犯おかしたわけでもない──むしろ賞金首を狩かって名を売っているこの少年に、教会は同情的だった。

　キッドはこちらを見て、ふて腐くされた声をあげた。

「そっちこそ」

　ウィリアムの足あし下もとにも、同じ豆のスープが残っている。ただしこちらは半分ほど食べたが。いつものように、それ以上食べる気はしなかった。

「美味いのに、と噓うそをつく気はないさ」

　とだけウィリアムは答えた。そしてまた、だんまりの時間を過ごした。キッドが打ち身から発熱を訴うつたえたが、無視した。

　保安官は飲んだくれだ。保安官事務所で牢を見張れるのはウィリアムだけだった。椅い子すにもたれて時折うたた寝ねしながら、ただ待ち続ける。助手は彼の他ほかにはいない。前後不覚の保安官が彼に宣せん誓せいをさせただけでも奇き跡せきなのだ。町長は保安官の処しよ遇ぐうに困っていたため、助手の任命を歓かん迎げいした。無給で文句も言わずに働いているウィリアムに小こ遣づかいを融ゆう通ずうし、いずれは保安官職を継つぐよう仄ほのめかしてもいる。

　だがその町長も、今回の逮たい捕ほにはあまり良い顔をしていない。連れん邦ぽう下級判事に助けを乞こうのは町判事のメンツを潰つぶす行こう為いだし、そうまでして賞金稼かせぎを微び罪ざいで追放すれば、町にはあらぬ噂うわさが立つ。ここは賞金首に甘い町だと。

　実を言うと、キッドの言うことのほうに一理があった。

　ウィリアム・ブレイクは牢の中の賞金稼ぎと睨にらみ合いを続け、二日目にそれを考えていた。キッドは判事に、正当防衛を申し立てるだろう。キッドは発はつ砲ぽうしたが、誰だれも怪け我がをさせていない──何人か殴なぐり倒たおしたこぶは判事が着く頃ころには治ってしまっているだろうし、連邦法の前科がない賞金稼ぎに対して、連れん邦ぽう政せい府ふは甘い。協力者と見なすからだ。町からの退去を命じるのがせいぜいで、結局、懲ちよう役えきにするには不十分だ。

（だが、なんでだろうな）

　無意味と思いつつも、このまま釈しやく放ほうする気になれずにいる。

　教会の小こ僧ぞうが、差し入れを片付けに来た。キッドのために祈いのりを捧ささげていった。
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　適当に酔って客室に入ると、ジャック・ウェリントンは就しゆう寝しん前の祈りを捧げようとした。部屋の中を見回す。静かだ。階下の騒さわぎが聞こえるほど。ベンは朝まで飲むつもりなのだろう。ベンは彼を精せい一いつ杯ぱい歓かん待たいしようと気き遣づかってくれている。女も都合しようとしていたが、断っておいた──決けつ闘とうの前に浮うわ気きはしないのが彼の験げん担かつぎだった。

　目を閉じて、祈りの言葉を探しているうちに気配を察した。振ふり向く。後ろ手に拳けん銃じゆうを取りながら。開いてもいない窓の前に立っている侵しん入にゆう者を見た。月明かりを背に真っ白に浮うかび上がった黒い姿。体温も呼吸も感じさせない。

　ケニーがそこにいた。四年前に死んだと伝えられた時からの呼び名ではトゥエンティ。二十回の決闘の勝者。カルーダ一家虐ぎやく殺さつ、キンバリー農場焼き討うち、数限りない殺戮に蹂じゆう躙りん。奴やつの伝説は挙げればきりがない。

「どうやってここに……」

　その男を見てジャックは言いかけたが、そいつはただ、こうつぶやいた。

「俺に訊きくのか？」

「……ああ、無意味だな。とにかく、久しぶりだ」

「俺にそう言える奴はほとんどいない。知り合った奴は大たい抵てい殺したからな」

　幽ゆう霊れいとなった殺さつ人じん鬼きは、聞こえるかどうかも危あやうい掠かすれ声でそう話す。

　相手が武器を持っていないのを見て取ってから、ジャックも拳銃から手を離はなした。持っていたらつい撃うってしまいそうだった。幽霊との話に集中して口を開いた。

「俺は殺せなかった」

「ああ。機会がなかったな」

　淡たん々たんとケニーは言う。これもまたなんのことはない口調で話を変えた。

「紐ひも引きジャックは南に渡わたったって聞いてたが」

　ジャックはうなずいた。

「ああ。南部じゃ決闘はビジネスだ。俺はちょっとは知られたスターだぜ」

　ついでに、首筋に感じた寒さむ気けを指で拭ぬぐう。

　と、その間にもケニーは窓から離れて半身ほど暗がりに移動していた。奇き妙みような動きをする男だ──ジャックは苦味を覚えた。歩いた素そ振ぶりなどないのに動いている。多少落ち着いてきていたから良かったものの、また動どう揺ようしたら元もとの木もく阿あ弥みだ。だが、そんな奴の手口も少しは見知っている。

　半分沈しずんだ影かげの中からケニーが訊たずねてきた。

「ならどうして帰ってきた」

「投機をしたんだよ。いつまでも身体からだを張ってられねえだろ。だが生憎あいにく、しくじってな。借金まみれで命も狙ねらわれてる」

「それでまた北に？」

「おい、馬ば鹿かにすんなよ。いずれ凱がい旋せんするさ。向こうにゃ女によう房ぼうもいるんだ」

「こっちにも女房はいたろう」

「向こうの女房のほうが若いんでね。南でまた決闘商売に返り咲ざく。俺は、北から来た男で売ってんだ。本物の命のやり取りをしてきたんだってな」

　ジャックは一気にまくし立てた。拳こぶしで心臓の上を叩たたく。

　ケニーは半分目を閉じて、階下のはしゃぎ声を指さした。

「あんなのと手を組んで、また宣伝するわけだな」

　階下ではベンが気楽に軍歌など歌っているようだ──入隊したことなどないはずだが。ジャックはゆっくりと拳を下ろした。

「そういうこった。キッドに吹ふっ掛かけるつもりが、かっとなって相棒に仕し掛かけちまったとさ。よくよく間ま抜ぬけな野や郎ろうだ。それであのトゥエンティを選んじまったんだから」

「お前が断ればいい」

「馬鹿を言え。そんなことしてみろ。俺は腰こし抜ぬけだ。北にもいられねえし、南に帰っても商売にならねえ」

「なら、お前は死ぬ」

「昔なら、それを言われたら竦すくみ上がったろうさ」

　ジャックは幽霊を睨みつけた。

　そうだ。幽霊だ。胸中で確かく認にんする。所詮は幽霊さ。勢いをつけて告げる。

「だが今は違う。俺が勝ちゃあいいのさ。そうしたら俺は、伝説を倒した男だ。細けえ借金なんぞ吹っ飛ぶ」

　ケニーはただ、こちらを見ている。暗がりから暗い瞳ひとみで。ジャックは話を続けた。

「決闘前にお前のことを吹ふい聴ちようするほど間抜けじゃあねえよ、俺も。横やりは御ご免めんだ……覚えてるか。あの頃ころを。誰だれもがお前を殺したがってた。賞金だけじゃねえ。まぐれでもなんでもお前を殺せたら、歴史に名を残せる。みんなそう信じてた」

　ようやくケニーは答えてきた。

「そんな輩やからは全員殺したよ」

「……ああ。知っている」

　ジャックは進み出た。近づくと闇やみは薄うすまり、無表情に見えた敵の中にも心臓の鼓こ動どうがあるのを感じ取れる。ケニー・シュートのなれの果てがもはや悪あく魔まの加護など失ったことを実感させる。

　そうだ。もう違うのだ。

　神の力が悪あく霊りようを祓はらうように。ジャックは必要な言葉を言い放った。

「だがな、俺は四年前と違ちがう。お前も四年前と違う。知ってるんだ。確信したよ。お前は変わっちまったんだな、ケニー。あの女のこと、知ってるんだ。トゥエンティの二十一回目の決闘のことをな」

　声に撃ち抜ぬかれ、ケニーの肩かたがよろめいた。
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　うなだれ、よろめき、苦く悶もんに喘あえいで、ついに四日目、キッドは泣き出した。

　悶もだえ苦しむ様にただならぬものを感じ、医者を呼ぼうとすると、キッドは泣きながら訴うつたえた──やめてくれと。なんでもするからと。そして気を失い、失禁した。

　ウィリアムは気づいた。キッドは牢ろうに入れられてから一度も便器を使っていなかった。
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「ウィリアム！　ウィリアム！」

　廊ろう下かから戸を叩いて、ベティは何度も呼びかけた。

　手を止めて待つが、なんの反応もない。顔をしかめて戸を引いた。鍵かぎもかかっていない。

　ウィリアムは部屋にいた。ベッドに座って、ぼんやりと虚こ空くうを眺ながめている。こちらを見向きもしない。

　呆ほうけているようだった。彼は時折、周囲になんの興味もないような、こんな表情をするが、今朝のこれは輪を掛けてひどい。

「ウィリアム？」

　ベティは近づこうとしたが、せっかくの覚かく悟ごを失いそうで、思い直した。戸口で足を止めて咳せき払ばらいする。用意してあった言葉を一気に告げた。

「黙だまって行くのは裏切りだと思うから……言ってから行く。だが、今回ばっかりは止められても絶対やめない。いいか？　いいな？」

　相手の反応はない。ベティは続けた。

「今度のことは俺がケリをつける。もともと俺がやるはずだったんだから」

　キッドの話し方だ。廊下で話しているのだから気き遣づかったのもあるが、それだけではない。

　ベティは待ったが、ウィリアムはやはりそのままだった。拍ひよう子し抜ぬけする──止めようとするに違いないと思っていたのだ。が。

（止められたいって思ってたわけ？）

　自分の意い気く地じの弱さに腹が立って、彼には構わず、ベティは戸を閉めた。

　廊下にはフラニーも待っていた。振ふり向いて、彼女に言う。

「じゃあ、見張っといてくれよ」

　ウィリアムの部屋の扉とびらを指さす。

　もちろんこれはフラニーについてこさせない言い訳なのだが、こうも様子が変だと、本当に誰かが見ていないといけないかもしれない。

　分かった！　と意外とやる気満々で敬礼するフラニー（彼女いわく、反はん抗こう的なウィリアムを教育してやるつもり、らしい）を置いて、サルーンを出る。酒場の外にはベンの仲間がライフルを担かついで暇ひまを持て余していた。

　ベティは真っ直すぐ、そいつの目の前に進んでいった。告げる。

「ベンに用がある。案内するか、居場所を言え」

　殺気が伝わったのか、その男は案内を選んだ。キッドをコケにしたベンを殺しに行こうとしているとでも思ったのだろう。男は案内役のくせに先を歩こうともしなかった。

　連れて行かれたのは町外れの農場だった。畑も家か畜ちくの柵さくも枯かれて寂さびれていたが、ガンマン数人で根城にするのにベンが買い取ったのだろう。あるいはいずれ牛が買えたら終ついの住すみ処かにするつもりでいるのかもしれない。

　入り口にベティを残して、案内役は農場に入っていった。

　やがて、ベンと仲間全員が外に出てきた。ベンはひとりに耳打ちして、町に走らせた──宿にいるジャックを呼びに行かせたらしい。この場に残ったのは三人。注意深くベティを睨にらみながら拳けん銃じゆうを探さぐってはいるが、抜いてはいない。

　ベティはまず両手を軽く挙げて、今のところ敵意はないと示した。

「提案を持ってきた。そちらにも得になる話だと思ってる」

「……なんだ？」

「決けつ闘とうだが、俺がやらせてもらう」

　申し出に、ベンは面めん食くらったようだ。だが見開いた目には即そつ興きようの計算高さもうかがえる。彼がなにを迷ったのか先読みして、ベティは言った。

「掛かけ率が変わるのが困るってことなら、賭かけ直しに日を置いても構わない。実力が伯はく仲ちゆうしたほうが話は盛り上がると思うんだが、どうかな」

「そっちにはなんの得がある」

　ベンは疑っている。まあ当然だろう──うまい話に簡単に乗るような奴やつなら、こんな商売が続いたはずもない。ベティはそつなく、それらしい顔を装った。

「うちの相棒はビビっちまって最初から話にならない。それでも死なれちゃ困るんでね。それと、俺が勝ったら分け前が欲しいな」

「いくらだ」

「ジャックにはどれだけ払はらうつもりだ？」

「儲もうけの一割だ」

「張ったわりには安い命だな。まあ、俺もそんなもんで構わない」

　黙もつ考こうを挟はさんで、ベンは頰ほおを緩ゆるませた。愛あい想そ笑いで手を差し出してくる。

「その話、乗ろう。だが俺が、決闘する両方と組んでるなんて話が流れたら……」

「分かってる。口は堅いほうだ」

　触ふれる程度に握あく手しゆして、ベティは退いた。帽ぼう子しを伏ふせて一息つく。これでいい。これがベストのはずだ。自分に言い聞かせる。震ふるえそうになる足を道理で説き伏せた──しっかりしなさい。こうするしかないんなら、ビクついたって損になるだけよ。

　帰ろうとして、町のほうから男ふたりが駆かけもどってくるのが見えた。ジャックを呼びに行った男と、紐ひも引きジャックだ。随ずい分ぶんと早い。キッドがこちらに向かったと耳にして、ジャックも追ってきていたのかもしれない。

　ベティの帰り道を塞ふさぐように立ち止まるジャックに、ベンが声をかけた。

「いや、いいんだ！　そいつは話をしに来ただけさ……悪くない話だ」

　怪け訝げんそうに眉まゆを上げるジャックに、ベンはざっと説明した。

　ことの成り行きを聞くジャックの表情は変わらなかった。途と中ちゆう、ちらと一回、ベティのほうを見た。それだけだ。腰こしに手を当て聞き入っている。相づちも、聞き咎とがめもせず、うなずくこともなかった。

　その態度にベンのほうが早口になっていく。ベティは察した。ベンは怖こわがっているのだ。なにをかは分からない。銃じゆうの名手をか、それとも相棒がへそを曲げることをか。最後には言い聞かせるように、両手を広げた。

「それで……あんたも言ってたろう。なるべく腕うでが立って有名な奴と対戦したいって」

「ああ。俺はそう言ったんだ」

　ジャックは、低くつぶやいた。

　ベティは反応できなかった。

　油断したわけではない。ジャックの横顔を見み据すえ、挙動を待って、いつなにがあっても行動できるよう踏ふん張っていた。

　だがジャックは速かった。彼が抜ぬく手も見せずに例の豪ごう華か絢けん爛らんな銃を構えると、目の端はしにちかっと光が瞬またたいた。ベティは視線すらついていけていなかったのだ。銃じゆう声せいが響ひびき、ベティはその場で足をもつれさせ、転てん倒とうした。

　手は拳銃を探っていた。ホルスターから抜いたが、すっぽ抜けて取り落とした。慌あわてて摑つかもうとするがそれも手を滑すべらせる。

（……決闘は、素人しろうとでも名手に一ひと泡あわ吹ふかせる可能性がある？）

　それは確かだ。実際、早はや撃うちで有名だった男を撃うったことがある。

　だからといって素人が有利なわけでもない。それも当然のことだ。ベティは今さら思い知った。見上げると、ジャックは銃を下に向けていた。撃ったのはベティの足あし下もとだ。

　見下ろしてジャックが言った。

「こいつは素人同然だ」

　銃をしまうと、近づいてくる。

　なにか誤ご魔ま化かす方法か──威い厳げんを取りもどす起死回生のはったりはないか。思いつくどころか考える間もなかった。腰が抜けていたベティを、ジャックはおもむろに摑み上げた。

　呆あつ気けに取られたベンが疑問の声をあげる。

「キッドの偽にせ者ものってことか？」

「さあな」

　ジャックは冷れい淡たんに言って、胸むなぐらを振ふり回し、ベティを突つき飛ばした。仲間のほうへ。ベティは踏みとどまろうとして、かえってつんのめった。足をひねってつい悲鳴があがる。ベンの仲間、誰だれだかは分からないが誰かの腕まで倒たおれかかった。

　肩かたを摑まれて、ベティはぞっとした。その男の目が、じっとベティを見ている。帽子を落としていたことにその時ようやく気づいた。驚おどろかされ、悲鳴をあげ、自分は今どんな顔をしている？──心臓が縮こまるように、身体からだも折れた。力が入らない。咄とつ嗟さにうずくまろうとするのを、男が邪じや魔まをした。ベティの肩をしっかり摑んで逃にがさない。確かく認にんのためにベティの顔をのぞき込んだ。

　フラニーが人の顔を見て、次に言う言葉を当てた時のことを思い出した。今この瞬しゆん間かん、自分にもそれができる。

　その男はこう叫さけんだ。

「こいつは……エリザベス・スタリーヘヴンだ！　賞金首の！」

「女？」

　ベンが身を乗り出す。

　別の男がこう言った。

「キッドのふりをして逃げてやがったのか！」

　彼らは誤解している。ベティが賞金稼かせぎのキッドとして決けつ闘とうまでしてきたとは思えなかったようだ。だがそんな誤解、解いたところで意味はない。暗あん澹たんとする意識の中で、ベティは喉のども舌も痺しびれるのを感じていた。

　男たちの歓かん喜きが膨ふくれ上がる分、自分の居場所がなくなるのが分かる。いくつかのことを思った。彼らが賞金稼ぎであること。恐おそらく自分はこの後、考えられ得るあらゆる汚お辱じよくを舐なめた後、死ぬということ。ウィリアムとフラニーはどうなるだろう？　ふたりが死なずに済むのならいくばくかの救いにはなる。ロングストライドも、なにか致ち命めい的てきなドジを踏むまで、あと数年は生き延びるだろう。奴やつはキッドの死をどう聞くんだろうか。エリザベス・スタリーヘヴンが死んだと聞いて、その父親を殺したことを思い出すだろうか。

　どれほどの怒いかりが湧わいても身体は動かなかった。しっかりと捕とらえられていたせいもあるが、そもそも手足が思うようにならない。抵てい抗こうどころか悲しむ力すら奪うばわれたようだった。

　だが、彼らの歓喜に水を差したのはジャックだった。

「そんな小物はどうでもいいんだよ」

　と言い放った。

　ベンが言い返す。

「小物？　山分けしたって大金だ。決闘の相手なんて、また別に見つけてやる！　だから」

「まあ、お前らが悪いんじゃないが、野や暮ぼなんだ」

　ジャックはにこりともせず、一度、会え釈しやくをした。これがなんの仕草であるか閃ひらめいたのは、ベティだけだったようだ──別れの挨あい拶さつだ。

　顔を上げ、彼は告げた。

「これから伝説に挑いどもうって時なんだよ。分かるか」

　再びこの時もフラニーばりに、ベティは、ジャックの心の声まで聞こえたように思えた。

　残ざん弾だんは五発。敵は四人。ひとつまでは外してもいい。
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　意識が回復した時にキッドが友好的でなかったのは、致いたし方のないところだろう。

　勝手に身体を洗い、服を洗せん濯たくしたことを詫わびたが、半はん狂きよう乱らんの彼女はウィリアムに飛びかかって引っ搔かき、嚙かみ付いた。腕うでに歯を突き立てる彼女をウィリアムはしばらく持て余したが、結局は仕方なく、腕をねじり上げて壁かべに押しつけた。

　それでも彼女がやめようとしないので、ウィリアムは彼女が怒おこっているだけではなく、本気で彼を殺そうとしているのだと理解した。

　それが不可能だということを数秒の格かく闘とうで彼女に承知させた。ついでに、素す性じようを訊きこうと締しめ上げた。尋じん問もんにかかれば人間の意志力など関係なく情報は訊き出せる──通常は。その点については彼女は手こずらせてくれた。

　だが彼女が口を割るよりもウィリアムが自分で思い至った。彼はこの少女がエリザベス・スタリーヘヴン、保安官殺しの賞金首だと気づいた。

　ウィリアムがそれを告げると、彼女はまた泣き出した。今度は敗北の涙なみだだった。
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　ベティは泣いてはいなかった。だが感覚の麻ま痺ひはまだ続いていた。

　手足を縛しばられ、農場の家の中に転がされた。居間だ──賞金稼ぎが日がな一日飲み散らかすための部屋を居間と呼ぶのなら。酒さか瓶びんと食い残しの腐ふ臭しゆうが充じゆう満まんする部屋の中で、ベティはようやく、本当にようやく、ロープが解けないか試ためそうとした。無む駄だだった。解くどころか寝ね返がえりすら打てそうにない。

　音を立てて戸が開き、ジャックが入ってきた。玄げん関かんでブーツの砂を払はらい、手を擦こすり合わせている。手には血の跡あとがあって、それを落とそうとしたようだ。表の死体を片付けてきたのだろう。四人を殺すのに、ジャックは一発も無駄にしなかった。ベティの最後の望みはそこで終わった。彼が弾を使い尽つくしたなら、その隙すきに逃にげられたかもしれない。ベンたちが死ぬ中、ベティは名手の技わざがどんなものか、ただ眺ながめるだけだった。ジャックは四人のガンマンを、不意打ちでふたりまで殺した。そして残りを反応の早い順に撃うった。ベンが死んだのは三番目だった。最後の弾が残った銃じゆうをこちらに向け、ジャックがこう言った。

「さてと。どうするかね」

　彼はベティを建物まで歩かせ、縛り上げた。

　そしてまた出て行き……もどってきたのが今、というわけだ。

　ジャックは表で拾い集めてきた全員分の銃をテーブルに置いた。ベティのガンベルトも外されて、そこにある。彼はベティの銃を、そのホルスターに押し込んだ。

　彼は部屋のあちこちを見て回り、中身の残った瓶を発見すると、栓せんを開けて中の匂においを嗅かいだ。とりあえず酒だ、と判断したのだろう──外に出るのを面めん倒どうくさがったベンが小便を入れた瓶だということもあり得そうな部屋の惨さん状じようではあったのだが──ジャックは瓶をあおってから、床に溜まったゴミを蹴け散ちらし、ソファーに腰こしを下ろした。ちょうど、床ゆかに倒たおれたベティを見下ろす位置だ。

　彼の視線に、値ね踏ぶみされるような気配を感じて、ベティは身を強こわ張ばらせた。成り行きとして助けられたと言えないこともない状じよう況きようだが、実質は無論、まったく見けん当とう違ちがいな話だ。酒で口を濡ぬらして笑えみを浮うかべたジャックは気の良い男にも見えたものの、四人も殺した直後だ。なにを思いつくか分かったものではなかった。

　ジャックが屈かがみ込んできたため、息の臭においが伝わってきた。ガンマンはつぶやいた。

「女だてらに賞金首らしいな。詳くわしいことは知らないが」

　ベティが答えずにいると、彼は首を振ふった。

「ケニー・シュートと旅をするとは、なんというか、命知らずだな。奴やつは吸きゆう血けつ鬼きだ。触ふれれば死に引きずり込まれる。そう言って、俺たちはかかわるのだって恐おそれたもんだ」

　呆あきれたような言い草だった。ベティは言い返した。

「彼は……吸血鬼なんかじゃない。優やさしい人よ」

「変わったからだろう。四年前のあの時に」

　紐ひも引きジャックの言葉に。

　つい反射的に顔を上げてしまった自分を罵ののしった──馬ば鹿か、餌えさを欲しがる犬みたいに、と。

　そんなことで、どれだけの情報が敵に知られてしまったか。ジャックがベティを殺さなかった理由は明白だ。ウィリアムを呼び寄せる材料にするためだろう。彼は話をしながら探さぐろうとしている。トゥエンティと賞金稼かせぎのキッドの関係がなんなのかを。

　ジャックはいかにもいやらしく笑ってみせた。

「聞きたかろう？　トゥエンティの知られざる二十一回目の決けつ闘とうの話さ。奴は愛した女に裏切られ、それを撃ち殺して腰こし抜ぬけになった」
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　黙だまれ。

　と言ったつもりだった。聞くなら本人から聞く。そうするべきだ。

　頭ではそう分かる反面、にじり寄る惰だ弱じやくが身体からだを支配する。怯おびえが内臓を締めつけた。本人から聞く？　どうやって……ウィリアムがここに来たならこの男に殺される。来ないなら、つまり、それっきりだ。

　既すでに負けているなら、もう戦う必要はある？

　それでもなんとか、一息うめくほどには抗あらがった。歯を食いしばる。力ちから尽つきてベティはうなだれた。促うながす。

「教えて……彼が人を撃てなくなった理由を言ってるんでしょう？」

　勝ち誇ほこった声が同意した。

「ああ、そうだ。それじゃあもう砂さ漠ばくで生きてはいけない。だから死を擬ぎ装そうしたんだ」

　ジャックはまた瓶を口に当てた。

　大きく息をついた後、気がついたように、こちらに瓶を差し出した。ベティは首を振って遠えん慮りよした。沈しずみ込んだ心臓を引きずり上げるには飲んだほうがいくらかましかとは思えたが。

　彼はもう一口自分で飲んでから、瓶を脇わきに追いやった。座り直すと銃を抜ぬく。飾かざり立てたトルーパー２だ。ジャックは弾だん倉そうの蓋ふたを開けると、回転させながら一個一個、使用済みの薬やつ莢きようを抜いていった。床に落ちる薬莢の大きさはＸ口径だ。ベティのモデル２ほどではないが、トルーパー２もやや古い銃だった。現在主流のＸＸ口径を使えるようにしたのがトルーパー３〝クロスボウ〟だが、これはまだあまり出回っていない。

　捨てた薬莢は五個。使った分の弾だん薬やくを入れ直して、ジャックは愛銃に軽く口で触れた。名前が彫ほってあるあたりだ。確か、愛いとしいマリア。

「奴は銃に名前を入れるようなたちでもなかったからな。女の名は知らない。女は娼しよう婦ふとして奴に近寄った。俺も見たことはある。ああ、とびきりの女だったさ。だが女には別の正体があった。奴に殺されたどこぞのチンピラの姉だったんだ。仇あだ討うちに現れたのさ」

「…………」

　ベティはなにも言えず聞き入っていた。息まで止めていたと気づいて、深呼吸した。

　ジャックが銃をしまう間、話が途と切ぎれた。また酒さか瓶びんを摑つかんで再開する。

「そいつの計画はな。心底、男を自分に惚ほれさせることだった。どんな冷血だろうと女には隙を見せる。枕まくら元もとに銃を隠かくして、ズドンってわけだ。ケニーが──もちろん──丸まる腰ごしの時にな。うまくいくはずだった。だが、よくできた計画には手て違ちがいってやつがつきものだ。ちょっとした誤算があった」

「誤算？」

「女が男を惚れさせる一番良い手はなんだと思う？」

　ベティが答えられずにいると、ジャックは天てん井じようを仰あおいだ。

「俺から教えられてるようじゃ、悲しいね。秘ひ訣けつはな、その男に惚れ込むことさ」

　酒を飲む。そこで今さら顔をしかめて、瓶を見やった。

「なんだこりゃ。本当に酒か？」

　瓶ごと放ほうり捨てて、ジャックは腰こしを上げた。あちこちのゴミを搔かき分けてまた酒を探し始めた。

　積み上げられたジャガイモ袋ぶくろを押しのけ、奥に手を突つっ込んだ。がさごそと探る音に紛まぎれて、ジャックの声は聞き取りづらかった。

「女は情に負けた。だが仇討ちも諦あきらめなかった。女はケニーにすべてを話し、決闘を申し込んだ。立会人に、口の堅い保安官を選んでな。誰だれにも知られず町の外れで決闘した。奴は女を撃うち殺し、ついでに立会人も殺した。その保安官の死体を身代わりに仕立てて、サルーンに火をつけ、姿を消した。ま、最後のは推測だが」

「……誰も知らない話なら、どうしてあなたが知ってるの」

　ベティの問いに、ジャックは、ちょっと待てと手で制止してきた。なにか見つけたようだ。さらに身体をねじ込んで袋ふくろの奥から引っ張り出したのは、四人組の誰かのとっておきだったらしい細長い紙箱だった。小さい歓かん声せいをあげてジャックはその箱を引きむしった。中身は無む銘めいの酒瓶だ。

　栓せんを抜いて味を確かめると、ジャックは喜色満面に息を吐はいた。上じよう機き嫌げんで座り直して話を続ける。

「女は遺書を弁護士に預けてた。故郷の親に届けるようにとな。といっても女を世話してるような弁護士だ。素す寒かん貧ぴんな輩やからさ。〝ケニー・シュートの最後の決けつ闘とう〟を出版して金かね儲もうけしようと考えていた。ところで俺はその頃ころ、ちょっとしたいざこざで南に渡わたる資金が欲しくてね……砂さ賊ぞくに加わってた。襲おそったバス船に、その弁護士が乗っていてね。脅おどしたらべらべら喋しやべってくれたよ。話しぶりが気にくわなかったんでね。ろくな本にもなりそうになかったし、殺した」

　指を拳けん銃じゆうの形にして、撃つ仕草をしてみせる。

「遺書を言付かってやってもよかったのかもしれないが、我が身の厄やつ介かいのほうが差し迫せまって、俺は南に渡った。帰ってきていきなり、死人と出くわしたもんだから肝きもを潰つぶしたよ。だがなにより驚おどろいたのは、奴やつが決闘を断ろうとしてたことさ。奴ほどの男がな。もしかしたらと思ったが、当たりだったようだ。奴は腑ふ抜ぬけになった」

　語り終えて、ジャックはこちらを見やった。

「そんな話、どう思うね」

　思い浮うかぶことなどない。

　ベティは口を開きかけ、なにも言えないまま閉じた。

　この半年。ウィリアムは大たい概がい、振ふり向いた場所にいた。

　行くところどこにでもついてきたし、いつでも彼が助けてくれた。なんでも教えてくれた。恐おそるべきガンマンだった彼の知るすべてのことを。

　奇き妙みような相棒だった。彼がベティについてくるようになってから、自分は銃じゆうを持たないと言い出した時はなにかの冗じよう談だんかと思った。なにがあろうと、もう誰も撃たない。多くは語らずそれだけを言った。なんで？　とは訊きけなかった──まだその時は彼が怖こわかったのだ。慣れてくる頃には質問には時機を逸いつしていて、彼はそういう奴で、とにかく変わり者なのだと納なつ得とくするようになっていた。

　だが違ちがった。やはり理由はあった。

　傷ついた彼を、自分が、砂さ漠ばくに引きずり戻もどしてしまったのだ。

「それが本当なら」

　床ゆかに額を押しつけて、ベティは懇こん願がんした。

「なおさら、彼に撃たせないで。お願い……」

「頼たのみごとってのはよく考えたほうがいいな」

　紐ひも引きジャックはかぶりを振った。

「無論、奴に撃たせはしないさ。撃つのは俺だ」
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　牢ろうにもどしたキッドが泣くのを、ウィリアムはなんの感情もなく、ただ見つめていた。

　かける言葉もない。いや、ひとつだけあった。彼はこう口にした。なんでだ？　と。

　彼女は泣きながら、ぽつぽつと、事情を話し始めた。最初に、自分の名前を言った。エリザベス・スタリーヘヴン。母さんがつけた名で、父さんはベティと呼んだ。信じて欲しいのは、わたしは父さんを殺していない。仇かたきを追っている。

　実のところウィリアムが訊たずねたのはそんなことではなかった。彼女に訊いたのですらなかった。頭の隅すみに、あの牧師の死に顔が思い浮かんでいた。死に顔など見てもいないのに。なんでだ？　この何故なぜは、誰に訊けばいい？

　ウィリアムはキッドの銃、モデル２を手に取った。彼女は、膝ひざを抱かかえていた腕うでをびくりと震ふるわせた。ウィリアムが撃つと思ったのだろうか。彼女の指名手配は生死問わず。彼女は多少、法の知識もある──保安官の娘むすめである程度にはだが。保安官助手に賞金を受け取る権利がないのも知っているだろう。

　だからここでウィリアムが彼女を撃つ意味はない。知っているはずだ。それでも彼女は怯おびえている。

「父さんの銃よ」

　震え声で、キッドはこう言った。

「それでは、撃たないで。お願い」

　そして、自分の膝の間に顔を埋うずめた。

　ウィリアムは我知らず、こう口に出していた。

「何故、俺の前に現れた？」
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　美しい女は不思議なほど穏おだやかな言葉で、死に連なる謎なぞを語ろうとしていた。不慣れなガンベルトのおかげで彼女の美しさは損そこなわれていただろうが、乾かわいた砂を運ぶ荒こう野やの風には、そんな不具合も似つかわしい。

　暗がりで握にぎった時にはあれほど滑なめらかに思えた彼女の手は、銃の上で引きつり震えている。５ヤードの距きよ離りを隔へだてて見る彼女の顔は、遠くもあり、近くもあった。

（何故だ）

　ウィリアムは問うていた。

　この決闘がどういう結末を迎むかえるのか。俺は知っている。

　彼女に勝ち目はない。だが、俺に撃うてるわけもない。彼女を愛すると誓ちかった。俺には撃てるわけがない。だから彼女は勝つはずだ。なのに……

　彼女の唇くちびるが揺ゆれた。静かに、緩ゆるやかに、彼女がつぶやく。

「ヘイヘーイ！　立ったまま寝ねてんなー！　のっぺらボクネンジーン！　ぶっとばすよー遠くまで！」

　白昼夢が覚めると、ほんの鼻先で顔を突つき合わせて処しよ刑けいのポーズを取っているのは、美しい女とは似ても似つかない別のものだった。なにもかも逆の生き物だ。ガキであり、馬ば鹿かであり、小うるさく目め障ざわりで、シヤマニだ。

　フラニーは、どこで覚えたのやらシュッシュッとボクシングの真似まね事ごとをしながら距離を取ってわめき続けた。

「あたしが怖いんなら泣いて謝んなー！　へそに虫入れるくらいで許してやるかもよー！　さーあ、お仕置きの時間わあ！」

　ウィリアムは瞬またたきもしないで指を突き出すと、フラニーの額を押した。フラニーは悲鳴をあげながら、為なす術すべもなくベッドから転げ落ちた。仰あお向むけに床に倒たおれるが、すぐに跳とび上がって抗こう議ぎしてくる。

「なにすんのさー！　起きてんの!?　それとも攻こう撃げき的な寝ね相ぞう!?」

「見れば分かりそうなことに限って分からないんだな」

　こめかみをさすって、うめく。飲み明かした末の目覚めのようだった。ぼんやりと視界が歪ゆがみ、起きているつもりで、まだ半分寝ている。

　見回して、自分が宿の部屋にもどっていたことに今さら驚おどろいた──ジャックのところに行ってから記き憶おくが覚おぼ束つかなかった。はたと気づいて、つぶやく。

「今、何時だ？」

「知らない。もう夕方」

「……ベティは？」

　奇き妙みように感じたのは、フラニーがひとりで彼のところにいたからだ。このシヤマニと自分がいて、ベティがいない状じよう況きようというのは、まずない。

　フラニーはぴょんと跳はねて、腕を振ふり回した。

「それだよ！　大変なんだってさ！」

「なんだってさ？」

「さっき、子供がこんなの持ってきたんだよ！」

　そう言って差し出した紙切れは、彼女がずっと握り締しめていたせいでくしゃくしゃだったし、湿しめってもいた。受け取って紙を広げ、ウィリアムは短い文章を目でなぞった。

「くそ」

　毒づく。フラニーが訊きいてきた。

「なんて書いてあんの？」

　ペオポルスの読み書きができない彼女に、ウィリアムは告げた。

「ＪよりＫへ。女は預かった。逃にげずに必ず来い」

「女？」

「ベティが捕つかまった」

　紙を握りつぶして、フラニーに突き返す。

　ベッドから降りて立ち上がると、不意にめまいを覚えた──立ちくらみか。あるいはやはりまだ夢から覚めていないのか。

　フラニーが目を輝かがやかせる。

「助けに行くの!?　悪党ぶっ飛ばす？」

「どうかな。自信はないが、ほっとくって話はないな」

　頭の靄もやを振り払はらおうと、首を振る。ジャックの伝言は、他人には内容が分からないようぼかしているが、わざわざ女と書いたのは脅おどしの意味だろう。

「どうすんの？　銃じゆうないよね。買いに行く？　棒を拾ってく？」

「……他ほかの手が良さそうだ」

　冷ややかに言って、ウィリアムは日の沈しずむ窓の外を見た。

　朱しゆに染まった荒野が、誘さそうように待ち受けていた。
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　ウィリアムは無線で下級判事を追い返した。相手は憤ふん慨がいしたが、来たところで裁く相手はいないと告げればそれだけだった。

　キッドを牢ろうから出して、反省の弁を述べさせ、酒場とエディ老に謝罪させた。騒そう動どうはそれで終わりだった。最後に保安官の家に出向いて、助手の解任を進言した。辞意は円満に受け入れられた。空から鶏にわとりが降ってますよと言ったところで、あの保安官はイエスと言っただろうが。

　夜になって、ウィリアムは保安官事務所でひとり、酒を開けた。

　瓶びんが空になって、ウィリアムはだらりと椅い子すにもたれた。伸のばした指先が床ゆかに触ふれたので、その手を上げた。ふと、手のひらに見入った。

「俺に……気づけっていうのか」

　目を閉じた。次に目を覚ませば酔よいも覚め、するべきことも分かっているだろう。
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　夜半を過ぎて、ウィリアムはベンの農場に忍しのび込んだ。

　冷え込んだ夜気に溶とけ込むように、立ち止まることなく目的に近づいていく。隠おん密みつ行動は空を滑かつ空くうするのに似ている。鳥は風と一体になり、自分と風が違ちがうものだなどと思いもしない。彼が馴な染じむのは闇やみだった。

　ベンの農場は静まり返っていた。建物に明かりもない。物もの陰かげを伝って進み出ようとしたウィリアムの、その一歩の虚きよに。

　母屋おもやの戸が開いた。

　慌あわてず騒さわがず、用足しにでも出てきた足取りで、ジャックが月光に姿をさらした。ウィリアムと目が合った。

　何本ものガンベルトを抱かかえて笑えみを浮うかべているジャックに、ウィリアムはつぶやいた。

「今度は気づかれたか」

「来るだろうと思ってたからな」

　そう言うとジャックはガンベルトの中から一本を選んで、掲かかげてみせた。ベティの物だ。

　後ろ手に玄げん関かんを閉めると進み出る。ジャックは軽口を続けた。

「お前の死体の身元確かく認にんは、誰だれならできる？」

　ウィリアムはその場に立ったまま、さあな、とだけ答えた。

　参ったな、とジャックは首を傾かしげた。

「この近くにいるか？　葬そう儀ぎ屋が良い防ぼう腐ふ剤ざいを持ってりゃいいんだがな。まあいい。軍にでも持ってくさ」

　ある距きよ離りでジャックは足を止めた。紐ひも引きジャックにとっては目をつぶってでも当たる距離──５ヤード。決けつ闘とうの地点だ。

　その立ち位置の具合でも確かめるように、彼は軽く足あし踏ぶみした。嘆たん息そく混じりに言う。

「こんなこそこそした決闘になるとはなあ。野や次じもないんじゃ調子が狂くるう。っても、ベンの野や郎ろうが死んだと知られたら、賭かけ金を返せとかなんとか騒ぎになるか」

「キッドは無事か？」

　ウィリアムは声に威い圧あつを混ぜた。ジャックはそれを見返して、好色さを隠かくさず舌なめずりしてみせた。

「なにを心配してるかによる」

　動どう揺ようを誘っている。だが見み透すかしていた。ジャックが武器を全部抱えて出てきたのは、ベティのいる場に置いてきたくなかったからだ。彼女は少なくとも生きてはいる。

　ウィリアムに変化がないのを見て取り、ジャックは笑い声をあげた。

「なんであんな娘むすめに肩かた入いれしてる？　身内か？」

「いいや。なんの関かかわりもない」

　そう答える。

　視線は動かさなかったが、光の差す角度から月の高さを感じた。今宵こよいは砂すな嵐あらしもなく、月が明るい。シヤマニの言い方なら、〝月が人を踊おどらせる〟夜だ。ガンマンならばもう少し単純に、こう言う。〝見通しが良い〟と。シヤマニでもガンマンでもない者は──その他のほとんどの者は、今夜がこんな夜だなどとは知らず、ベッドで眠ねむっているだろう。

　ジャックが口を開いた。

「銃じゆうを持ってきたか」

「いいや」

「それじゃあ決闘にならねえだろ」

「立会人がいないんじゃ、結局決闘にはならんさ」

　だがジャックは、ちらと余所よそを向いた。顎を向けて指し示し、言う。

「そこに子ウサギが隠れてる」

　壊こわれた柵さくの陰かげだ。そこから本当にウサギのような仕草で、ひょこっとフラニーが顔を出した。まあ、ウサギにしてはふくれっ面つらだが。

　ウィリアムはうんざりと声をあげた。

「離はなれて隠れてろと言ったろ」

「ふーんだ。あたしなら、そんな奴やつに見つかりゃしないのにさ」

　見つかっておきながらそんなことを言う。おおかたウィリアムに見つかるまいとばかり考えて、他ほかに誰か見ているとも思ってなかったのだろうが。

　ジャックは抱えたガンベルトから一本を抜ぬき出し、ウィリアムの足あし下もとに投げた──たまたまなのだろうが、ベティのガンベルトだ。

「その銃を使えよ。子ウサギには、こいつだ」

　と、別のガンベルトをフラニーに投げる。重い革かわのベルトと武器を受け止め損そこねてフラニーは転てん倒とうしたが、それでも歓かん声せいをあげて銃を引き抜いた。嬉うれしげにあちこち構えを取る。もし撃うったら、反動で跳はね上がった銃が顔面に突つき刺ささりそうな構えではあったが、本人は満足いっているようだ。しばらく堪たん能のうした後、急に我に返って訊きいてきた。

「……どうすんの？　あたし」

「掟おきてを知らないか？」

　ベティのガンベルトを拾い上げて、ウィリアムは訊き返した。拳けん銃じゆうを抜き、弾だん薬やくを確かめて、もどす。

「大体は知ってると思うけど、あたしの知らないことありそう？」

「俺かあいつが策を弄ろうしたり、あるいは決闘を止やめようとしたら、撃ち殺すんだ」

　説明しながらジャックを示す。ジャックは残りのガンベルトを脇わきに捨てて、こちらの準備を待っていた。

「決闘はどちらかが死ぬまでは終わらない。逃にげても駄だ目めだ。俺たちふたりが止やめようと言い出したら、ふたりとも撃ち殺せ」

「うまくできるかな。あたし」

「知るか」

　毒づいて、ウィリアムはガンベルトを腰こしに巻いた。

（俺はもう撃てるわけがない）

　胸中でそう、囁ささやいた。銃と弾薬の重みが身体からだにかかる。そこから目を背そむけるように顔を上げる。

　その瞬しゆん間かん、馴な染じんだ。立ち方。手の位置。瞬きの仕方。すべて身体が覚えている。

　だが、撃てない。もう自分は撃てはしないのだ。

「キッドにあの話をしたよ」

　出し抜けにジャックは言い出した。

　やはり動揺を誘さそう手だ。続けてくる。

「知られざるお前の決けつ闘とうについてさ。二十一人目の」

「そうか」

「あれでお前が変わっちまったってのは、奇き妙みような言い草だろうが、俺には残念だ。死んだふりをしてお前は伝説になったが、伝説のガンマンは本当に死んだんだ。心が折れるって話はなくもないが、よりによって砂さ漠ばくを震ふるえ上がらせた悪あく魔まがそうなるとはな」

　そう。撃てない。美しい女をあの時殺したから。もう撃てるはずがない。

　ウィリアムは白状しかけた。本当のことを。

「ジャック。俺は……」

「ほれ見ろ。手が震えてる。今のお前は子ウサギ以下だ」

「俺はもう誰だれも撃たない。撃ちたくないんだ。俺は誓ちかった」

「ならお前はここで死──」

　言いながら、ジャックが銃を抜くのが見えた。

　その時にはウィリアムは既すでに抜いていた。撃げき鉄てつを起こし、引き金を引いていた。無む煙えん火薬の炸さく裂れつと反動、銃じゆう口こうから噴ふき出す熱と光、飛んでいく銃じゆう弾だんの軌き跡せきまで分かっていた。モデル２から放たれたＸ口径は肉を狙ねらってうなりをあげ、人間の血と骨を摘つまむ。

　紐ひも引きジャックの指は、引くべき紐を見失っていた。銃口はこちらを向いている。だがジャックの銃、黄金のマリアは鳴らなかった。主人への愛を叫さけばなかった。ジャックの親指が消し飛び、撃鉄を起こせなかったからだ。ジャックの人差し指はトリガーを叩たたいている。動かない引き金を。やがて拳銃がすっぽ抜けた。親指がないのだから銃が保持できるわけもない。ジャックはまだその事実を認にん識しきしていなかった。状じよう況きようについてきていなかった。

　ウィリアムはすべてを、遠くから追いかけてくる鈍のろい驢ろ馬ばでも眺ながめるように見み据すえていた。なおも速く疾しつ走そうするウィリアムとでは距きよ離りは開く一方だ。ジャックがようやく、驚きよう愕がくに目を見開いた。傷ついた右手を押さえて絶ぜつ叫きようする。ジャックは倒たおれようとした。ウィリアムはそれを許さなかった。前方に駆かけ出すとジャックの顎あごを膝ひざで蹴けり上げ、胸むなぐらを左手で絞しめた。持ち上げ、引きずり、一番近い納な屋やの壁かべに叩きつける。叫ぶ男の身体を押しつけ、動けないようにした。ジャックは苦く悶もんの声をあげたが、痛めつけるためにやったのではない。ジャックの銃は地面に落ちている。倒れればこれに手がとどくかもしれなかった。それだけの理由だ。

　息を荒あらくしたジャックの耳元に、ウィリアムは囁いた。

「残念だ。ジャック。お前には俺がどんな奴やつか分かってると思ったんだがな。残念だ」

　モデル２の銃口をジャックの心臓に押しつける。そのまま続けた。

「知られざる二十一人目か。殺したよ。だが俺は傷ついたんじゃない。なんにも感じなかった」

　なにかを踏ふんでいる感かん触しよくを覚えて、ウィリアムはちらと足あし下もとに目をやった。右足をどけると、ちぎれたジャックの親指が血で靴くつの裏に貼はりついていた。気にせず、それを横に蹴った。指は粘ねばりけのある血にまみれて、大して転がりもしなかった。

　そう。なにも感じない。ウィリアムは淡たん々たんとつぶやいた。

「愛したと思ったのにな。ロレッタの愛が詰つまってたに違ちがいない脳の中身を地面にぶちまけても、なんにも感じないと分かった。それが何色かとすら思わなかった。数字だと思った。二十一人目だと」

「お前、誓った……って……」

　泣きわめくジャックに、ウィリアムは告げた。

「誓い？　神にか。俺はそんなものをなんとも思えない。心の底から殺しが楽だ。撃たないなんて口先だけだ。無理なんだよ。だから」

　頭の中に膨ふくれ上がるのは、あの靄もやだ。見ているものを夢にする靄。どうにもできない。どれだけ遠ざけたつもりでも、それは自分の頭の中から湧わいて出るものだ。

「悪いな。殺せるんだ。お前も殺せるし、なんとも思わずにベティも殺せる。俺は、理由なしに誰だって殺せる。俺に殺しは難しくない。なんにも感じないんだからな」

　この決闘がどういう結末を迎むかえるのか。こうなることは分かっていた。破れば、かつてのように歯止めがきかなくなることも。

「分かった！　俺の負けだ！　助け──」

　ジャックの叫びは靄の向こうで、ほとんど聞き取れなかった。

　加速する神経の中、すべては緩かん慢まんに、自分とは無関係の鈍さに後退していく。反射速度の差。それが靄の正体、トゥエンティの実体だ。銃じゆうを抜ぬけば誰でも殺せる。死にはなんの躊躇ためらいもなく、まるで双ふた子ごの友のようだった。決闘を恐おそれ、怯おびえて、特別と思う限り、殺しの名人には決して勝てない。

　今摑つかんでいるこの男だって、もう死んだはずだ。なにかを思う間もなくとっくに殺した。身体に開いた穴からなにかを噴き出して死体になっている。はずだ。俺は……

　ウィリアムは拳けん銃じゆうを下げた。

　摑み上げていたジャックを離はなし、ふらりと後あと退ずさる。ジャックはなおも悲鳴をあげて、その場に倒れた。腕うでを押さえてのたうち回ったあげく、ぐったりと動きを止めた。失神したらしい。

　それを眺めてウィリアムは忘我していたが──不意に意識がもどった。拳銃をホルスターに押し込む。どっと汗あせが出て、息を荒らげた。

　落ち着いてきて背後を向いた。フラニーがその場で尻しり餅もちをついている。銃はどこかに落っことしたのか、なにも持っていなかった。彼女はただただ、大口を開けてぽかんとしていた。

「どうした？」

　ウィリアムが訊きくと、彼女はその顔のまま言葉を絞しぼり出した。

「いきなり撃うつからびっくりした」

「見てたらなんでも分かるんじゃなかったのか？」

「うっさいなあ。あたし、ウィリアムのやること馬ば鹿かになんてしないじゃんさ。立てない。起こして」

　と、不ふ機き嫌げんに口を尖とがらせて小さい手を突つき出してくる。

　起こしてやると、フラニーはウィリアムの手にしがみつく格好で平へい衡こうを取りながら、ジャックのほうをのぞき込んだ。

「……撃つのやめたの？」

　それはちゃんと見ていたらしい。

「ああ」

　苦い唾つばを吞のみ込んで、ウィリアムは髪かみを搔かいた。

「病気なんだろうさ。常に必死で考えてないと、俺の頭は、人間が人間だってことを忘れちまう。気を抜けばただの……ゆっくり動くものにしか見えなくなる。男も女も、老人もガキも、なんにも分からなくなる。こんな話、ベティにはするなよ」

「うん」

　フラニーが気楽にうなずく。ウィリアムは嘆たん息そくした。

「……興味ないか」

「うん」

　そんなものだ。誰だれにも理解はできないだろう。

　月の場所は変わっていない。どれだけ必死に空を巡めぐっていようとも。
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　意味などはない。あったとしても、誰にも理解はできないだろう。

　何故なぜだと問うのは自由だ。誰にとっても。いや、この世に謎なぞがある限り、誰もがそう叫さけび続けるだろう。選べはしない。

　町を出て行くキッドの後について、ウィリアムも旅立った。半マイルほどでキッドは振ふり向いた。彼女との歩ほ幅はばの差で、ウィリアムはその時にはほとんどすぐ背後に立っているくらいに追いついていた。

　彼女は、訊たずねた。

　ウィリアムは答えた。

　以来ずっと、それを続けている。
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　建物に入るとベティは無事だった。

　縛しばられてはいたし、泣いてもいたが。彼女が泣いたのは銃じゆう声せいを聞いたからだ──ウィリアムが死んだと思ったらしい。彼の姿を見て、幽ゆう霊れいに遭あったような顔をした。

　彼女は訊ねてきた。

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

　ウィリアムは答えた。

「ああ。まあ、一応は。自信はないが」

　紐ひも引きジャックは再起不能だ。南にはもどれないから、北のほうの女によう房ぼうを頼たよるつもりだと言って、引き揚あげていった。

　わたしたちの正体を知っているのを、ほっといてもいいの？──と控ひかえめにベティが言うのを、ウィリアムは、まあ大だい丈じよう夫ぶさと答えた。本来なら賞金稼かせぎ四人を殺害した咎とがで絞こう首しゆ刑けいになるところを見み逃のがすのだ。

　言外の意味を察して、彼女はそれ以上訊いてはこなかった。つまりは、こうだ。いいのかどうかはなんとも言えないが、確実にしようと思ったら殺すしかない。もし選べというのなら、選ぶのは君だぞ？

　ジャックは、ベン・カニングら四人は賭かけ商売の取り分でもめて仲間割れをしたと町保安官に証言した。彼自身の怪け我がも、防衛して負ったものだと。

　ＪＮポークスを離はなれ、南に舵かじを取る。町を出て二日。休きゆう憩けいのため船を停とめた。みな各おの々おのの席で眠ねむっていたが、ウィリアムは目が覚めて、外に出た。夜だが、月は煙けむっていてあの夜とは違ちがう光を見せている。遠くに風の音がうなりをあげ、ゴウンゴウンと巨きよ大だいな機械のように鳴り続けている。

　甲かん板ぱんから降りて、少し離れた場所からブルホエイルを見た。今の彼の家だ。乗っているのは彼の他ほか、ふたり。

　と、砲ほう塔とうのハッチが開いた。砲ほう手しゆ席からウィリアムの姿を見つけたのだろう。ベティが出てくると、やはり船から降りてこちらに近づいてきた。

「ハイ」

「ハイ」

　短い挨あい拶さつを交かわす。こちらに用事があって出てきたのは明らかに彼女なのだが、ベティはしばらく言葉を探すように、彼の目の前を行ったり来たりした。腹の前で組んだ手を、いつまでも弄いじくっている。

　さすがに不自然だと自覚したのだろう。彼女はなおも困ったように咳せき払ばらいしてから、とりあえず、まだ言ってなかったと思うから、と前置きした。

「あの、助けてくれて、ありがとう」

「礼を言われるようなことじゃない」

　ウィリアムが言うと、彼女は小さくうなずいた。

「そうね……そうかも」

　またしばらく間が開いた。ベティは自分ひとりで戸と惑まどい、しどろもどろに続けた。

「ねえ。こんなこと訊きくべきじゃないかもしれないけど、たびたび、どうしても、なんていうか……思っちゃうの。道理としてね。だって、やっぱり、あなたのしてることって、そうでもないと説明が──」

「その話、要点があるのかな」

　促うながされてから、ようやく彼女は切り出した。

「わたしのことが好きなの？」

「いいや」

「え？」

　どんな返事があり得るにしろ、即そく答とうはないと思っていたのだろう。ベティの表情は面おも白しろいくらい面めん食くらっていた。

「そ、う……なの。へえ。そうなんだ」

　実際、彼女の百面相は面白かった──もごもごと口ごもりながら、なんとか格好良く着地しようと言葉を探している。

「それならね、いいの。ただ道理がね。ホント、ただの道理の話。だって、一いつ緒しよに旅をしてるんだし、念のため確かく認にんしとかないとね。それだけよ」

「ベティ」

　言ってみて、自分が彼女に名前で呼びかけるのは滅めつ多たにないことだと気づいた。ベティも怪け訝げんそうにしている。

「なに？」

「得体の知れないことは山ほどあるが、言葉で謎なぞを解こうなんて無理だ。だから謎なんだ。できるなら、頭の良い奴やつがとっくにやってる」

「頭の良い人？」

「謎を言葉にするような奴らさ。たとえば詩人とか」

　煙けむに巻かれたとでも思ったのだろうか。ベティはますます眉まゆ根ねを寄せた。

　切り上げ時とも思ったようだ。肩かたを竦すくめてこう言った。

「おやすみ」

　ウィリアムも同じ言葉を返した。

「おやすみ。また明日あした」

　旅は続くのだから、そう言い足した。彼女は微び笑しようした。

　船に引き揚あげていくベティを見やって、ウィリアムはかぶりを振ふった。ジャックには分からなかった。彼女にも分からないだろう。

　君が思うほどには。

　単純なことじゃない。人を殺すのをなんとも思えない男が今さら生きるというのは。

「できれば、君がそれを分かるようになってしまう前に、終わらせてやりたいが……」

　独り言をつぶやく。

　手を空けて、その中を見やった。

　そこにはなにもないが、見えてしまったものがある。割り符ふが。

　自分の分だけだったなら意味などなかった。だがもう一方に出会ってしまったなら。それに気づいてしまえば逃にげられない。トゥエンティの再来をトゥエンティにはしない。魂たましいを見失った幽ゆう霊れいには。ベティをロレッタにもしない。仇かたきに挑いどんでただ死ぬだけの女には。

　その男はウィリアム。ウィリアム・ブレイク。墓に葬ほうむった悪徳の名はトゥエンティ、ケニー・シュート。伝説のガンマンは人を撃うつことをやめ、墓の底から道を探している。
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　ＣＯＦモデル２の銃じゆう身しんを水平に、真っ直すぐ腕うでを伸のばし、構える。

　５ヤード先の杭くいの上に空き瓶びんが置いてある。小屋でも建っていたのだろうか。荒こう野やにやや斜ななめになって残っていたが、他ほかの痕こん跡せきはない。小屋を畳たたんだ時に誰だれかが持ち去ったのだろうか。いやそれなら、杭だけが残っているのはどうしてか──まだ使える木材だ。価値がある。

（いや、考えないで）

　ベティは少し視線を外してから、自分に言い聞かせた。集中する。

　精せい一いつ杯ぱいの腕わん力りよくで銃じゆうを静止させているつもりだが、じっと見ていれば揺ゆれている。早はや撃うちとなるとこうして照準する間もない──そもそも銃を肩まで持ち上げる暇ひまなどない──のだから、大事なのは狙ねらいよりも勘かんだ。だがその勘は、精確な狙いを身体からだが覚えて初めて身に付くものだ。

　杭が傾かたむいているのだからその上に置いた瓶も傾いている。ラベルのオールド・キグニーの苦笑いも斜めになって、垂れたまなじりは泣き顔のようだ。瓶はさっき、そこで拾った物だった。こんなところまで誰かが散歩でもしているのだろうか？　ここから人里まではまだ３マイルほどある。

（だから集中して）

　我ながら呆あきれて、ベティは首を振った。構え直す。

　狙いを合わせた。照準をイメージする。指先ほどの大きさのＸ口径弾だん薬やくはモデル２の弾だん倉そうに収まり、雷らい管かんをこちらに向け、撃げき鉄てつが尻しりを突つくのを待っている。薬やつ莢きようの火薬が燃焼すると行き場を誘ゆう導どうされた爆ばく発はつが弾だん丸がんを押し出し、それは人間にはほとんど分からないほどの放物線を描えがいて狙いの先へと放ほうり投げられる。ベティが見るのは熱と光、感じるのは衝しよう撃げきと反動だけ。弾丸を見ることはない。鉛なまりの質量と威い力りよくは人体に破は壊かい的な影えい響きようを与あたえ、体内に残れば金属の毒性は内臓を侵おかす。

　撃鉄はまだ起こしていない。銃は基本的に、撃鉄が寝ねていれば無害な道具だ。ベティは深呼吸してから銃を下ろし、ホルスターに入れた。持ち上げっぱなしでぱんぱんに張った二の腕をさすってから、息を溜ため、肩から力を抜ぬいていく。

　考えて、ややスタンスを変えてみた。腰こしを低めに安定させる。なるべく低くしてろ、はガンマンの教えのひとつだ。銃身は反動で上を向く癖くせがある。狙いは大たい抵てい、低いよりは高いほうに外れる。

　イメージした狙いを思い起こす。狙いは胸の高さだ。下に外れても腹に当たり、上に外れても頭に当たる。それより大外しするようなら、この世にいる資格がないのは自分のほうだということだ。それもまたガンマンの教えだった。御ご託たくを並べるのは自由だが、最低限必要なのは大抵ひとつだ。当てろ。

　単純だ。

　オールド・キグニーが泣いていようと関係がない。情け無用だ。弾丸を撃ち込んで木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだくだけ。その後の人生はその後にしかない。

　ハッ！

　一気に呼気を発して、ベティは銃を抜いた。

　片手抜き撃ちだ。銃を摑つかみ、ホルスターから出すと同時に親指で撃鉄を起こし、腰の位置で発はつ砲ぽうする。動作は完かん璧ぺきだった。練習の成果だ。これが常にできれば、どんな奴やつとだってやり合える（いざという時にできないから素人しろうとなのだが）。飛んでいく弾丸が見えた気すらしたほどだ。瓶が吹ふっ飛ぶ姿も。硝しよう煙えんの香かおりも。

　そのどれも起こらなかったという一点を除いては完璧だった。

　モデル２はガチンと鈍にぶい音を立てた。それだけだった。ベティは眉み間けんに皺しわを寄せて、銃を見下ろした。撃鉄は落ちている。弾薬が反応しなかったのだ。不発だった。

　完璧だったはずの体勢も、ベティ自身が傾いて、オールド・キグニーの泣き顔も苦笑いにもどっていた。
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「古い弾たま、まだ残ってるのないかしら」

　砂さ丘きゆうの間にメルカバを隠かくした野営地にもどると、そう言った。ウィリアムはメルカバの輸送庫から持ち出した薪たきぎにポットを置いてコーヒーを沸わかしている。ベティは、ガンベルトに挟はさんだ弾薬を指して眉まゆ根ねを寄せた。

「この前買った弾、不発が多いの」

　ウィリアムはちょうど火からポットを上げて、ドロッとしたコーヒーをブリキのマグに入れているところだった。町で飲めるものに比べたらコーヒーと呼ぶのもおこがましい代しろ物もので、ウィリアムが淹いれるとその味はまたさらにひどいものになる。彼はそれをなんの問題もない様子で一口飲んでから、訊きいてきた。

「いつ買った弾薬だ？」

「だからこの前よ」

「あそこか。粗そ悪あく品を摑まされたかな」

　大抵、どこの雑貨屋でも弾薬は取りそろえている。狩しゆ猟りよう用のライフル弾に散さん弾だん、護身用なら拳けん銃じゆう弾だん、場合によっては発破や手投げ爆ばく弾だんを用意することもある。だが、特に田舎いなか町になればその弾薬はいつから保存してあったものやら定かではないし、そもそも弾薬の質は一定ではない。ひどい場合には、雨ざらしになった弾薬を新しい箱に詰つめ替かえて何食わぬ顔で売る店主だっている。弾薬は一度濡ぬれれば、いくら乾かわかしたところで撃うてるかどうか分からない。そんな粗悪品に騙だまされて死ぬ者も少なくない。

　ウィリアムがポットを掲かかげて勧すすめてきたが、ベティは慌あわてて首を振ふった。町まであと半日という距きよ離りで飲む気はしない。着いた時が既すでに夕刻だったからここで野営になっただけで、本当なら宿に泊とまりたかったほどだ。

「あたしにはちょーだい！」

　砂を滑すべって遊ぶペンギンの頭の上に乗っていたフラニーが振り向いた。ペンギンも向きを変えると、フラニーを運んで器用にウィリアムの手前で停止する。

　ベティは彼女（とペンギン）を睨にらみつけた。

「不味まずくて飲めたもんじゃないって言ってたじゃない」

　自分側だと思っていたものに裏切られた心ここ地ちでそう言うと、フラニーはあっけらかんと言い返してきた。

「そっこがいいんだってば。ガンマンは味にゃーこだわらないのよ」

「困ったな。同感だ」

　ウィリアムは心底嫌いやそうに同意して、マグを持った手にもう一個、空のマグを拾い上げた。コーヒーを注いでフラニーに渡わたす。

「おおう。うっわ、まっず。これ明日あしたの朝、冷えた残りを飲むのがまたトンデモに不味いんだよね」
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　なんでか嬉うれしそうなフラニーを横目に、ウィリアムが話をもどした。

「いかれてきたのは銃じゆうのほうかもな。古い銃だ。使ってれば寿じゆ命みようは来る。おまけにそいつは壊こわれやすくて有名だ。よく持ったほうさ」

「でもちゃんと動作するし……弾のほうじゃない？」

「そうだな。弾も替えたほうがいい。町で買い直そう。だが俺だったら銃も替えるね。なにしろ銃だ。感傷でこだわって良いことはない」

「…………」

　ベティはホルスターの上から銃に触ふれた。

　ガンマンが最も恐おそれること、それは暴発だ。

　二番目に恐れ、そして暴発と同じくらい危険なことは、不発だ。

　ＣＯＦモデル２は故障の多い銃だった。中折れ式のフレームが発砲の衝しよう撃げきで歪ゆがんだり、留め金が外れることがある。そうなると狙ねらいがずれるどころか仕し掛かけが狂くるって撃げき鉄てつが落ちなくなるか、最悪の場合銃が分解して使い手のほうを負傷させる。スターブルーム社はモデル３ではこの中折れ式のギミックを採用しなかった。ただでさえ不評を買っていた上、衝撃の大きいＸＸ口径ではさらに故障率が上がると心配されたからだ。

「そうね」

　置いた手でぽんと叩たたいて、ベティは肩かたを竦すくめた。

「新しいのを買いましょう。ロングストライドを追いつめて、いざ弾が出ないんじゃ馬ば鹿かみたいだもの」

「……いいんだな？」

　自分で言い出したくせに、ウィリアムはそんなことをつぶやいてみせた。

　ベティは無視した。そしてやっぱり、コーヒーもどきを一いつ杯ぱいもらった。
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　ポールの八方に伸のびた係留チェーンの長さを調節し続ける作業はモンローの宿命であり、死活問題だ。

　余所よそから来た人間はそれを理解しない。日がな一日鳴り続ける作業音に苛いら立だち、せめて夜は止められないのかとわめき出す。モンローの住人はそんな奴やつにはこう言うのだ。あんた、もしそれが可能なら、とっくにそうしてると思わんかね？

　全高[image: 100]ヤードにもなるポールを垂直に保つのが、計八本のチェーンの役割だ。チェーンは蜘蛛くもの巣状に広がり、一方をポールの天てつ辺ぺんに、もう一方を地面につないでいる。地面のほうは直接ではなく、チェーンはすべて巻き取り機に連結しており、砂さ漠ばくにうねる歯ぎしりのような騒そう音おんはこの装置が鳴らす音だ。

　巻き取り機は巨きよ大だいで、それ一機一機がそれぞれの集落のようである。装置やチェーンの発する熱を当て込んで周りにテントやボロ小屋が並び、凍こごえる夜の暖を取る住民が多いので、本当に町といってもおかしくはない。巻き取り機の技術者は別の住居を持っている。彼らはＶＩＰ待たい遇ぐうだ。総勢五百を超こえる考古科学技術者が、決して安定直立しようとしないポールを地面に倒たおさないよう、整備と調整を続けている。

　モンローはガーフィールドの南にある。ガーフィールドは北部と南部を隔へだてるグレートリバーの手前にある最後のレインスポットだ。そこより南にはなにもないと、大半の北部人は思っている。あるいはなにもないよりもっとひどいと。グレートリバーの向こうは南部人、クリダの土地だ。

　厳密には、ガーフィールドとグレートリバーの間にも、ちょっとした町があるにはある。ガーフィールドからわずかに流れる雨雲と〝ポール〟を頼たよって成り立つ町。大流りゆう砂さの縁ふちで、かろうじて流されずにいる町。

　その夜、だ。

「モンローとか言ったってよ、砂漠と変わりゃしねえじゃねえかよ、くそったれが」

　悪党は足あし下もとの砂に文句を言った。地面とは腐くされ縁えんだ。言ったところで離はなれることもできない。だから文句は続く。ブーツを脱ぬいで中の砂を搔かき出し、また履はいて、足を押し込むためにドンドンと足あし踏ぶみした。憎にく々にくしげに。

「こんなとこに人が住んでるってーのも奇き特とくなもんだな。ここに十年住み続けるとなりゃ、奇特を通り越こしてトロロンボーだ」

「トロロンボーってなんすか？　兄貴」

　と、これはその悪党の後ろについている、間延びした顔つきの大男。

　悪党は振ふり返りもせず、口に咥くわえた葉巻を振った。

「知るか。いま思いついた。馬鹿にしてる感じがありゃなんでもいいだろ」

「自分勝手さも半はん端ぱないっすねー、兄貴は」

「十八年だ」

　ふたりの話を遮さえぎって、死神は声をかけた。

　悪党どもの気配が、さっと変わる──まずまずは素す早ばやい変化だ。死神はこの廃はい材ざい置き場の物もの陰かげから、ふたりの左手に現れた。銃は抜ぬいていない。死神のスネークバイトはまだ腰こしにあった。だが相手を正面に捉とらえている。その悪党どもは振り向かないといけないうえ、この角度ではひとりがもうひとりの邪じや魔まになる。いま一いつ斉せいに抜けば一番有利なのは死神だった。悪党どもにもそれは分かったはずだ。

　そして両手を挙げて話を続けた。

「俺は十八年、ここにいる」

　悪党もまた同じように手を挙げた。

「連れん絡らくに来たのさ。俺は──」

「ロングストライドだな。政府はゴロツキを遣つかいに寄よ越こすのか」

　騒音のせいで声をひそめる必要はなかった。嘲あざけりを隠かくす必要も。悪党、ロングストライドは口元を曲げた──葉巻が斜ななめに起き上がる。死神はそれをただ見つめた。悪党の目つきはもう少しで元にもどれない険しさまで変じるところだったが、葉巻と同様、またゆっくりと元にもどっていった。

「僻へき地ちに住むのが任務の御おん方かたのために、ありがたいメッセージを持ってきて差し上げたんですがね」

　嫌いや味みを言うのが精々だ。傍かたわらの間ま抜ぬけな大男はなんの話だかも分かっていない様子で、ぼーっと突つっ立っている。

　死神は鼻で笑った。

「本当にありがたいものなら礼を言うがね」

「任務には変へん更こうなし」

　クッ、と罵ば声せいを口に留とどめる。

　悪党には痛快だったろう。帽ぼう子しの陰かげでにやりとしてみせた。

「ご愁しゆう傷しよう様さま」

「賞金首ごときが──」

　死神は銃じゆうを抜いた。伝言を受け取りさえすれば伝令に用はない。

　ロングストライドも銃を抜いた。不利は変わっていないというのに。いざ撃うち合うには、奴やつには手下が邪魔になったはずだ。だが悪党は──当たり前のように──仲間の大男を盾たてにして、その脇わきから銃じゆう口こうをのぞかせた。

「どっちが有利だろうかねえ」

「……面おも白しろい野や郎ろうだ」

　死神は銃を収めた。悪党もそうする。

　もう話すようなこともなかったが、険悪な視線を見み交かわした。耳みみ障ざわりな鎖くさりの音が虚こ空くうに絡からんでいる。モンローの夜は複ふく雑ざつ怪かい奇きだ。誰だれも満足には眠ねむれず、音にうなされ、終わらない寝ね返がえりを打つ。砂地の模様のように。

　悪党が囁ささやいてきた。

「あんたが取り逃にがした野郎を見つけてやったのが誰だと？」

「そのゲイルから情報も聞き出せず死なせた奴のことを言っているのか？」

「奴はなにも知らなかったさ。見つけ出して殺すだけ無む駄だ手間だったんだよ。死神さんよ、あんたの思い違ちがいだ」

「奴を甘く見るなと俺は何度も──」

「うるっせいってんだよ、負け犬が！」

　悪党の怒ど声せいに、死神は言いかけた言葉を吞のみ込んだ。怖おじけたわけではない。まったくない。だが頭は冷えた──自分が上じよう申しんすべきはセクションにであって、使い走りの小悪党など相手にしても意味がない。

　その無意味さを嚙かみ締しめているうちに、悪党はせせら笑ってあとを続けた。

「クソ任務から解放されそこなったからって、俺に当たるのは筋すじ違ちがいってもんだ。クソに足を突っ込んだのはてめえだろう」

　唾つばを吐はくと、悪党はそのまま姿を消した。大男もついていく。

　死神も、いつまでもそこにはいなかった。暗がりに帰り、夜を呪のろう。脇わき腹ばらに触ふれた。そこには翼つばさの入れ墨ずみがある。描えがかれた翼だ。肋あばらに貼はりついて羽ばたけない。

　不満はそこまでだ。死神は己おのれに告げた。任務にもどる。十八年間続けてきた任務に。あと十八年続けろと言われても文句なく従う。それが死神だ。
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　モンローは厳密にはレインスポットではない。この土地は雨を集めない。だが大勢の人間が住み着いている。

　それはポールがあるからだ。南部へ渡わたる道。北から逃のがれたい者が集まるが、タダでは渡れないため、ここに留まる。

「刑けいを逃れて人生をやり直すなら、南部に渡るだけで解決する」

　ウィリアムのつぶやきに、ベティは振ふり返りかけた──彼はいつも背後にいて囁く。だからどういう顔をして言っているのかは知らない。本当に、なんのつもりで言っているのやらと思わされることも多い。

　これは単に言ってみただけだろう。鞄かばんを担かつぎ直して、ベティは小声で言い返した。

「わたしは元の生活にもどりたいの」

「父親は死んで、ジェファーソンに帰る理由もないだろう」

「…………」

　ベティは顔を伏ふせた。帽子の陰で正論を受け止める。確かに帰る場所などどこにもない。冤えん罪ざいとはいえ、いや冤罪だからこそ、隣りん人じん、友人、他人も含ふくめて全員そろって自分に絞こう首しゆ刑けいを言い渡してきた土地に帰る気にはならない。それでも。

「南部の男は野や蛮ばんで嫌きらい。奴ど隷れいの女たちもね」

「知りもしないくせに」

「クリダ訛なまりも嫌い。駱らく駝だも顔が怖こわいから嫌いや。馬の値段が二千クリル、女の値段が四百クリル、寝しん室しつに鞭むちが飾かざってあって、女子供も煙草たばこを吸うんでしょ」

　まくし立ててから、ウィリアムが言い返してこないのでついに肩かた越ごしに振り返ると、空とぼけた顔の彼に歯を剝むき出した。

「分ーかったわよ。聞きかじりで言ってるだけ。どうせわたしは人を殺してでも自己満足を貫つらぬきたい悪党よ」

「いや」

　ウィリアムはやはり感情を見せないまま首を振った。

「自じ慢まんするほどでもない。その程度の悪党ならざらにいる」

　ふて腐くされて、ベティは前方に向き直った。

　足あし下もとの砂地が揺ゆれているように思う。巻き取り機の軋きしみのせいだ。八方の土台が不安定なポールを支える姿がまだ眺ちよう望ぼうできる距きよ離りだった。砂さ丘きゆうの上から眺ながめるモンローは、レインスポットに比べるとあまりに唐とう突とつな存在だった。通常の町は、まず砂さ漠ばくが荒こう野やに変わり、しなびた草木が見え、やがて岩地や山に緑がかった風景があり、町に着く。モンローは砂漠に突とつ然ぜんある。それ自体が巨きよ大だいな筏いかだのようだ。砂海に漂ただよう人工の島だった。

　それは文字通りでもあった。大陸を二分する大流りゆう砂さ、グレートリバーの影えい響きようで、この土地もまた微び動どうしている。仮に柵さくで囲ったとしても数か月で移動し、不動産とはいかない。おかげでモンローを所有する者はいなかった。モンローの価値はポールにしかない。

「モンローにいる悪党はどんな連中？」

　ベティの問いにウィリアムが答えた。

「そうだな。人を殺してでも南部に逃げたいって奴が集まってる。まあ、駕か籠ごに乗るには強ごう盗とうでもしないと集まらないくらいの金はかかるしな」

「ロングストライドは南に脱だつ出しゆつしようとしてるんだと思う？」

　これが不安の元だった。情報を辿たどって追ってきたが、奴やつがどうしてモンローに向かったのかが分からない。

　ウィリアムも、さあな、と素っ気なかった。

「奴は神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ。いつも気まぐれに動いてる。これも別に意味なんかないのかもな」

「それか、今までもずっと、わたしたちに分からない理由で動いてたのか」

「そういうことだ。知りたきゃ本人に訊きけ。だがまずは、銃じゆうだな」

　ガンベルトの銃をベティは見下ろした。思いつく。

「賞金稼かせぎキッドの銃は、噂うわさじゃ、トゥエンティが生前愛用していたもので、彼の霊れいが取り憑ついてるんですってね」

「出で鱈たら目めだろ」

「そうだけど、そんないわくがついてるんなら、好こう事ず家かが大金出してくれるかも」

「売り払はらう気か？」

　そう言ったウィリアムの声こわ音ねは、意外だった。彼は驚おどろいたようだし、咎とがめたようですらあったのだ。

　目をぱちくりしてベティは彼の顔をのぞいた。

「……あなたが、こだわるなと言ったのよ」

「銃としては、という話だ。感傷をやめろとは言わないさ」

　コール・オブ・フューチャー・モデル２。

　父の銃であり、そして父を殺害した銃だ。

　なにも思うなというのは難しいものがある。だが、なにを思うのかというと自分でも分からない。これは自分が人殺しをしてきた銃でもあるのだ。

　ホルスターの銃に触ふれて、ベティは嘆たん息そくした。話を変える。

「あなたが使っていたのはなんだったの？　伝説の銃はあったわけ？」

　ウィリアムは一呼吸考えてから答えてきた。

「いいや。こだわらなかった。その時に手元にあるものを使ってたよ。一番馴な染じんだのはブライズ社のＵＧ９かな。スネークバイトだ」

「それ、最新のでしょ？」

　案外と単純に強力な最新機種を挙げたのでベティが驚くと、彼は面めん倒どうくさそうに首を搔かいた。

「馴染んだんだから仕方ない。軍で使ってたしな。品質が良いに越こしたことはないさ。ブライズは良い工場を建てているし、工場に奴隷を使ってない」

　とはいえ問題もある。ベティは口を尖とがらせた。

「高すぎるし、大きすぎる。ＸＸ口径はわたしには無理。吹ふっ飛んじゃう」

「吹っ飛ぶのは使い方が悪いからだ。いっそモデル１まで遡さかのぼったらどうだ。あれは名銃だ」

「古銃は使い方知らないもの」

「慣れれば、仕組みが単純な銃ほど故障に悩なやまなくていいんだがな」

「どのみち手に入らないわよ」

「じゃあ慣れたところでまたモデル２か。いっそ特注はどうだ？　どっかの金持ちに気に入られりゃ、金ぴかのキッドスペシャルを造ってくれるかも」

　ウィリアムの口調に、ベティは目を据すえた。

「あなた、どうでもいいって思ってない？」

「だから、こだわらなかったと言ってるだろう。手に入りやすいのを何丁かストックして使えばいい。モンローなら大たい抵ていの銃は揃そろう」

　断言する彼にベティは疑問を投げ返した。

「なんで？」

「無法者が集まって、殺しも多い。死体から剝はぎ取られた道具は翌朝には露ろ店てんに並ぶ。取り締しまる保安官もいないしな」

「……なるほど」

　納なつ得とくする。まだまだモンローは遠いが、ベティは姿勢を整えた。そろそろ町から監かん視ししている輩やからがいるかもしれない。なるべく隙すきのない、凄すご腕うでの賞金稼ぎに見えるよう、肩かたを怒いからせた。

　そのままつぶやく。

「フラニー、ちゃんと留守番してるかしらね」

　ウィリアムのつぶやき声が背後から追ってきた。

「今回は随ずい分ぶん大人しく言うことを聞いてたな」

「あの子の分も銃を買ってきてくれると思ってるのよ」

「君がそう約束したからなんじゃないのか？」

「そうかもね。でも、いいのが見つからないかもしれないし」

　沈ちん黙もくにまた振ふり向いて、彼を睨にらみつけた。

「分ーかってるわよ。噓うそつきの悪党よ、わたしゃ」

「別に、言ってないだろ」

　とウィリアムは手を振った。
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「へっへっ。まーいど」

　露ろ天てん商しようのその笑え顔がおも気に入らなかったし、受け取った拳けん銃じゆうの感かん触しよくも心ここ地ちよいとは言い難がたい。銃に血がついていたわけでもないが、グリップの赤茶けた染しみはいわくを感じさせる。弾だん薬やくは新品を吟ぎん味みしたが、いくら外から見たところで気休めなのは分かっていた。店主を脅おどし、冷や汗あせを流させ、どうにか本心で品質を誓ちかっているらしいと見切りをつけて満足するしかない。

　ガンベルトのポケットに入れていた古い弾たまを全部抜ぬき、新しい物と入れ替かえる。古い弾は──どうしようか迷ったが──印をつけた箱にもどして、鞄かばんに押し込んだ。練習用にはこれでも間に合う。モデル２も弾を抜いて鞄に入れた。荷物が出るだろうと思って持ってきた鞄にはまだ余よ裕ゆうがある。手ぶらで帰れば機き嫌げんを損そこねるだろうフラニー用に、帽ぼう子しとスカーフを買った。どのみち熱射病対策にあったほうがいいと思っていたのだ。買ったのは新品だったが砂をすくってわざと汚よごして、形も崩くずした。これで、有名なガンマンが血まみれのグチャグチャになって死んだ時に身に着けていた物だと言えば、フラニーは喜ぶ。

　新しい……といってもどこかの死人が使っていた物だが、拳銃をホルスターに押し込み、ベティは声を漏もらした。

「トルーパー２かあ」

　モンローには大通りがあるわけでもなく、粗そ末まつな小屋がごみごみと並ぶ中、険しい顔をした人間が人目を気にしながら出歩く程度だ。それでも一応〝キッド〟の声を作った。雑ざつ踏とうよりもこうしたひとけのない道のほうが、聞き耳があるように思えるものだ。

「嫌きらいなのか？」

　と言うウィリアムに、ちらりと視線を注ぐ。ベティは告げた。

「安くて、整備しやすくて、使いやすいんだろ」

「そのなにが気に入らないか、是ぜ非ひ聞かせてくれ」

「なーんか自分のじゃない気がする、かな」

「慣れろ。練習の量を倍に増やせ」

　Ｇ＆Ｘ社のトルーパーはよく見る拳銃だ。ＣＯＦモデル１を模も倣ほうしながらカートリッジ式の弾に対応したのがトルーパー２で、良いとこ取りになっている。品質に難があると言われているのは昔、実際に粗そ製せい品ひんが多かったからだが、好評を得てからは設備の質を上げているという。構造をなるべく単純化してハンドリングも良くするため、見た目には寸すん詰づまりで不格好にも感じる。が、実用的な銃じゆうだ。

　鞄をウィリアムに押しつけて、ベティは気分を入れ替えようと話を変えた。

「さて、人探しだ」

「人が集まるのはポールだ。ロングストライドが南に渡わたるつもりなら、やはりそこだろうしな」

　ウィリアムの助言にベティは同意した。そして、

「ところで、ここってどれくらい物ぶつ騒そうなんだ？」

　言いながら拳銃を抜く。

　一挙動でホルスターから抜いた銃を、見もせずに左側に向けた。突つき付けてから視線をやった。脇わき道みちから飛び出そうとしていたボロ着の男が、曲がった鉄棒を振り上げた体勢で、目を丸くして固まっている。鼻先の銃じゆう口こうに悲鳴をあげ、慌あわてて尻しり餅もちをついた。

　同時に別の方向から飛びかかってきた男を、ウィリアムが体をかわして足を引っかけ、転てん倒とうさせた。鞄をひったくろうとしたのだろう。見ると、さっきの露天商だった。ふたりは失敗に声をあげ、大おお騒さわぎしながら逃にげ去っていった──襲しゆう撃げきより逃とう走そうのほうが向いているという素す早ばやい逃げ足だった。

「保安官も判事もいない程度に無法地帯、ってとこさ。ポールの作業員は自前の兵隊に守られてるけどな」

　ウィリアムは言ってから、

「どうした？」

　ベティの様子に声をかけてきた。ベティはトルーパーを手に、ぼんやりしていた。あ、と我に返って、つぶやく。

「……抜きやすいな、これ」

　それ見たことかと言われるより先にウィリアムを目で制した。銃をホルスターに入れる。誤ご魔ま化かそうと話をもどした。

「保安官はいるんじゃないか？　じゃなきゃ手配書なんて誰だれが貼はるんだ」

　バラックの壁かべに、ぼろぼろになった手配書が何枚か貼ってあった。有名どころが並べてあるようだ。かなり古いものもある。手配者の似顔絵を眺ながめて、ウィリアムはつぶやいた。

「ここの自警団がやってるんだろ。犯罪者が集まるなら賞金稼かせぎも寄ってくるし、そいつらに働いてもらったほうが手間がない」

「だがそんな逃とう亡ぼう犯だって駕か籠ごに乗る客なんだろ」

「モンローの本業は南部との交易だ。人の輸送はしてないって建前になってる。税を払はらって協定を守っているから政府から武器や兵士を提供されてるが、ここでも税金は年々高くなってるから副業もやってる。非合法品の密輸や逃亡幇ほう助じよだな」

　政府の定める一いつ般ぱん的な禁輸品は、酒、麻ま薬やく、武器といった専売品目や、ウィリアムの言った犯罪者の輸送も含ふくまれる。情報もだ。手紙はもとより文字の入ったものを国境の向こうに送ってはならない。数年前、過激派の牧師が海路で聖書を一束送ったという事件があって世間を騒さわがせた。政府が即そく座ざに牧師を投とう獄ごくしたからだ。

　北部入植者の母国となるペオポルス女王国の伝統法では役人は聖職者を裁けないのだが、北部政府はその伝統を継けい承しようしないことを宣言したに等しい。「まず、牧師は聖人ではない」大統領の無線演説はベティも聞いた。父と一いつ緒しよに。「善き牧師はもちろん、我らの善き相談役だ。だが支配者ではなく、あくまで市民だ。我々の国に特権階級はいない。何故なぜか。我々は聖人とその傀かい儡らいである王室の支配を悪あしきものとしてこの地に脱だつ出しゆつしたのではなかったか？」その時、父が言ったことを覚えている──民兵が支配者を殺すのは簡単になった。銃があるからな。だが、どうだろうな、手軽なものほど扱あつかうには思し慮りよがいる。

　ともあれウィリアムの言った内容の皮肉に、ベティは腕うで組ぐみした。

「つまり政府が介かい入にゆうしてるおかげで法を守る理由と破る理由が一緒にあると」

「物事には理由があって、理由には建前がある。だから矛む盾じゆんもある。どこでも同じさ」

「じゃあ南部に行く奴やつを探そうと思ってるなら、正門から探さぐっても駄だ目めってことか」

「ああ。実際、行き来する輩やからには南部政府の間かん諜ちようなんかも混じってるからな。そう単純にはいかない」

「分かった。注意する……あれ？」

　ベティは目を留めた。ちょうど父のことを思い出したせいもあるが。

　それは奇き妙みような偶ぐう然ぜんだった。いや、逆に知らずと目に入っていたから記き憶おくが喚かん起きされたのかもしれない。手配書の一枚に、ベティは顔を近づけた。若い男の手配書だ。見覚えがある。その名前が──

「これ、父さん、か？……若い頃ころの」

　ゲイルだ。スタリーヘヴン姓せいはなかった。

　顔が似ているのもそうだが、身体の特とく徴ちよう書きも一いつ致ちしている。

　なにより他人のそら似と思えなかったのは、その相棒という但ただし書き付きで隣となりに貼られているもう一枚の手配書のせいだった。こっちは老人だ。エンリケ。〝暴れ馬〟だそうだ。この通り名は知らなかった。

　紙の様子はどちらもかなり古い。が、ゲイルの顔、これはベティが生まれるよりも前に思える。手配書そのものはそこまで古くはない。何年かに一度貼り替かえられているのだろう。つまり無効になっていない。誓ちかって、余所よそでは見たことがなかった。初見だ。

「手配書か」

　同じものをのぞき込んで、ウィリアムが言った。

「別段おかしなこととも思わないが。町保安官をやる前は放ほう浪ろう者だったんだろう。なら、犯罪歴くらいないほうが珍めずらしい」

「でもこの手配書は見たことがない。連れん邦ぽう指名手配なのに」

　手配書の罪状は強ごう盗とう、殺人。エンリケも同様だ。ただ、ベティは疑問を感じた。

「変だな」

「なにが」

「ブルホエイル……メルカバのことが書いてない。でも、ふたりの船だったんだ。あれだけの船を使ってたんなら情報になってないのはおかしい」

「バレないように使ってたんだろ。俺たちだって、なるべく町には乗り付けないようにしてる」

「……まあ、そうか」

　とりあえずは納なつ得とくして、ベティは手配書に手をかけた。二枚とも剝はがして懐ふところに入れる。ウィリアムが片眉まゆを上あげた。
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「持ってくのか？」

「死人の手配書なんて貼はっておいても仕方ない」

　壁かべに並んだ手配書の、ぽっかりと開いた二枚分の隙すき間まを見つめる。

　ウィリアムの言う通りなのかもしれない。物事には理由があり、理由には建前がある。それなら大たい抵ていの矛盾は理解できる。

（でも……）

　理解を裏切るのが直感だ。

　背中の側から胸を刺さす違い和わ感かんは、生前の父の顔を思い出させた。手配書よりもずっと老ふけている。みんなに慕したわれた町保安官、ゲイル・スタリーヘヴンの顔だ。

　と、気づいた。なにが奇妙か。ベティはもう一度手配書を取り出して見入った。生死問わずではなかった。生け捕どりのみだ。連邦指名手配では珍しい──普ふ通つう、裁判の余地なく罪が確定していると思われる者にしか政府は手配書を出さないし、手配書を出したからには死んでもらったほうが都合がいい。賞金までかけておいて裁判で刑けいが軽くなったりすれば責任を問われるからだ。

　それを言いかけて、ベティは口をつぐんだ。ウィリアムに言っても、死んだ父親の罪を認めたくない娘むすめの感傷にしか聞こえないだろう。

　事実、そうでないとも言い切れない。ベティはなにも言わないまま手配書を懐にもどした。
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　見ても理解できない質量というものがある。

　太陽や星の広がり、地平まで隈くま無なく埋うめる砂の数、メルカバの砲ほうの威い力りよくに、三年ぶりに会う親しん戚せきの子供の背せ丈たけ。ポールもそうだ。

　ポールは砂の上にそびえ、塔とうのように立っている。シヤマニ文明の遺物で、メルカバ同様に機械の塊かたまりだが、なんのために作られたかは分かっていない。グレートリバー周辺にはこれと同じものが無数にあるとされているが、発見され、しかも直立に必要な牽けん引いん装置を再起動できた例は二柱しかない。一本はここモンローにあり、もう一本はグレートリバーを渡わたって対岸、クリダの側にある。

　ポールを支える鎖くさりを引く八基の装置が停とまれば、ポールは倒たおれる。ポールは地上部分より地下の基部のほうが長いそうだが、それが刺さっている流りゆう砂さは地下深いほど流れが強い。複雑であるのは、牽引装置自体も不安定さはポールと同じ条件であって、互たがいが互いを引っ張ることで全体がようやく安定している。その計算と連れん携けいは緻ち密みつな管理を必要とした。ポールが倒とう壊かいすれば、装置が無事だったとしても再び立てるには数か月かかるだろう。

　シヤマニ研究者が厄やつ介かいなポールを稼か働どうさせる理由はふたつだ。ひとつには単に研究のため。もうひとつも単にポールとして使うため。

　起動できた二本のポールを管理しているのは治外法権と見なされている学識団体ＰＯＬ、プライオリティ・オブ・ラーニングだ（売ばい国こく奴どのならず者という呼び名もあるが）。ポールは管理さえ万ばん全ぜんであれば強固な安定性と絶対の質量を持っている。彼らはそれを利用した。まずはポールを安定するのにも使われている増ぞう殖しよく再生メタルのアーマードチェーンを朽くちたポールから回収し、修復設備を使って一本にまとめた。全長数マイルにもなるその端はしをポールの頂点に固定し、チェーンを海路で運んで、対岸のポールにまでつなげるという途と方ほうもない大事業を成し遂とげたのだ。何か月もかけてチェーンは牽引機にて巻き取られ、奇き跡せき的なバランスで二柱をつないだ。そのチェーンを渡る移動駕か籠ごを設しつらえて、グレートリバーを渡る移送手段を発明したのだ。

　輸送の効率は圧あつ倒とう的てきに船のほうに分があるが、駕籠にも利点がある。つまりＰＯＬが政府から独立を勝ち得ているという点だ。ポールの管理ノウハウを独どく占せんしてＰＯＬは北南両方の政府と協定を結び、半ば公然に非合法の輸送も請うけ負っている。船せん舶ぱくにも密輸は当然あるが、海路は反目する両政府が想定する戦せん端たんでもあるため、監かん視しの目も相応に厳しいのだ。

　ポールに近づくにつれ、それが地面に立っているということの違和感を肌はだで感じるようになる。それにも増して奇き妙みようなのはポールから渡されているチェーンだ──真横に伸のびて、砂の地平が霞かすむ向こうまでずっと続いている。対岸は見えない。グレートリバーの上空は尽つきない砂すな嵐あらしで煙けむっているし、南部は地平線の彼方かなただ。

　ぞっとする。ベティは身み震ぶるいを覚えた。それほどの距きよ離りを宙づりに運ばれるなんて想像を絶する。

「本当に向こうまでつながってるのか？」

　遥はるかなチェーンを見上げてベティがうめくと、口入れ屋で順番待ちをしている瘦やせた男が笑い声をあげた。

「はっ。じゃあ向こうから来る奴やつはどっから来てんだよ」

「…………」

　言われてみればその通りとしか言い様がない。ベティは帽ぼう子しの陰かげで舌を巻き苦く笑しようした。

　作業員募ぼ集しゆうの窓口はまだ開いていない。窓口といっても立て札が一本立っているだけで、そこに記されている文もぞんざいなものだ──『なんでも仕事。労働一日で１カップ』

　カップは俗ぞく語ごで、要は一ひと摑つかみということだ。女王国の時代からの言い回しで、山さん賊ぞくが手下ひとりを集める相場を１カップといった。テシリン硬こう貨か一枚を意味する。巡めぐり巡ってこの砂さ漠ばくでは１戦勝ドルのことだ。

　という蘊うん蓄ちくは以前ウィリアムから聞いたことだが。ベティはあたりを見回した。立て札を遠巻きにして十数の男たちが、思い思いに暇ひまつぶしをしながら座り込んでいる。カードをしている者、銃じゆうをいじっている者、足あし下もとの砂を数えている者……誰だれもが退たい屈くつしながら、さりとて他ほかにすることもないのだ。窓口がいつ開くのかは誰にも分からないという。ここがモンローで最も噂うわさが集まる場所だった。仕事と情報を求める者はここに来る。

「駕籠が近づいてくれば、荷に揚あげの仕事が入るんだがな」

　暇を持もて余あましているため、集まった連中は饒じよう舌ぜつだった。新参のベティとウィリアムが、少ない仕事を取り合う競争相手ではなく、コインをちらつかせて情報を欲しがっていると分かればなおさらだ。音を立てて煙草たばこの葉を嚙かみながら、老人は焦しよう点てんの合わない目で精せい一いつ杯ぱいベティの姿を捉とらえようとした。

「今月はもうこっち側にゃあ来ねえよ。人を探してるんなら、まだ余よ裕ゆうがあるってこったな」

「ふうん……」

　ベティはうつむいたまま、横目でウィリアムと目配せした。駕籠がポールを行き来するのは、片道で数日から数週間かかるという。

「キモはな、風向きなんだ。横風が吹ふいたら碇いかりを下ろさねえと荷をみんな落としちまう。特に中間は弛ゆるみがあるからな。駕籠の乗員が何人か落っこちてくれりゃ、その後あと釜がま争いで血なまぐさくなるぜ」

　銃を抱だきかかえて手放さない若い男が、にやにやと言う。

　結局、誰もロングストライドについては見ても聞いてもいなかった。煙草の毒で目を濁にごらせた老人も、銃を抱かかえた男も、足の指の隙すき間まを指でこすっては舐なめている男にまでベティは訊きいたが、誰もだ。

　失意に紛まぎれてベティは、懐ふところから手配書を取り出した。

　一枚ではなく、今では八枚に増えている。全部同じ、父のものだ。ここに来るまでに何枚もあった。モンローの各所に貼はってあるようだ。

「これ、気になっているんだが」

「あん？」

　質問相手としては一番マシな、拳けん銃じゆうを抱きかかえた男に訊たずねる。男は銃じゆう口こうに顎あごを置いてもたれる姿勢で周囲に睨にらみを利きかせていた。

　ベティは手配書を男と、近くの連中にも見せて、話を続けた。

「余所よそでは見たことがない手配書なんだ。なのにこの町ではあちこちに貼ってある」

「知らねーよ。小物なんだろよ」

　まったく興味もない様子で、拳銃男がかぶりを振ふる。ベティはなおも食い下がった。

「ずっと昔から貼ってあるのか？」

「だから知らねーよ。手配書なんざいつも気にしてっかよ。ここじゃ、賞金首のことなんざ聞き回ってっとヤバイことになんぞ」

　脅おどすようなことを言うので、ベティが目で問うと、男は言い直した。

「訳ありの野や郎ろうが集まってんだ。どこに落とし穴があるやら知れねえ。余計なこと嗅かぎ回ってると消されるぜ」

「そいつを知ってるのか？」

　口を挟はさんできたのは、それまでずっと目立たずにいた男だった。

　ベティは向き直った。どう答えるか考える。

「人ひと違ちがいかもしれないが、心当たりはないでもない」

「どこの誰だ？」

「それは言えない。商売なんでね」

　口を濁にごしながら観察を進める。

　男はよく日焼けして、武装はしていない。露ろ店てんの隙間の暗がりにいたが、砂漠で日差しを避さけるのは当然のことで、怪あやしいとも言い切れない。座り込んでいるが肩かた幅はばや体格から、背せ丈たけも高そうだった。顔つきは優やさしく、人に慣れた動物を思わせる。あるいは噓うそつきの無表情を思わせる。

　ベティは気配で、ウィリアムの立ち位置を探さぐった。つかず離はなれずやや後ろ、手を振ってもとどかないくらいの距離にいる。彼の助言が欲しかったが難しい。同じく、態度には出さないよう注意しながら、腰こしのモデル２──いやトルーパーを意識した。

　男は素知らぬ風で口を開いた。

「ロングストライドだが、俺は居場所を知っているかもしれない」

「なに？」

　これは不意打ちだった。男はそのまま後を続ける。

「少し、詳くわしく話し合わないか……酒でも奢おごってもらえればありがたい」

　ベティはしばし、相手に見入った。だが返事には迷う余地もない。

「確かな情報なんだろうな？」

　視線を厳しくする。近寄りこそしなかったが、ベティは威い嚇かくして拳銃に手を置いた。続けて言う。

「そうなら、さっき話をした時はとぼけてたってことか」

「俺だって、あわよくばロングストライドの賞金は狙ねらってたんだ。損得勘かん定じようの問題さ。そいつの情報を買ってくれる奴やつってのもいてね」

　と、ゲイルの手配書を指さす。

「交こう換かんか……」

　悩なやむ仕草で、ベティはウィリアムを盗ぬすみ見た。彼はなにも言わないし合図もしなかったが、目の色で助言を読み取った。恐おそらく同じ考えだろう。必要な情報が、既すでに死んだ人間の情報で手に入る。感傷さえ無視すれば問題ない話だ。

「いいだろう」

　銃から手を離してベティは告げた。とっくに慣れていたはずの鎖くさりの軋きしみ音が、また不意に神経に障さわる重い感かん触しよくを残した。
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「……どう思う？」

　月明かりに目を凝こらし、隙すき間まなく並んだバラックを砂さ丘きゆうの陰かげから眺ながめて、ベティは囁ささやいた。

　つい口を出ただけで誰だれに訊きいたわけでもない。だが答えたのはすぐ傍かたわらでふて腐くされた顔をしているフラニーだ。

「ベティは噓つきでずるくてもう二度と口きいてやんないって思うよ」

　これを言われたのはもう何十回目にもなる。口をきかないと言っているくせに必ず答えるフラニーに、ベティは苦笑いを嚙かみ殺した。

「あなたに使えそうな銃じゆうを探す前に情報が入ったの。仕方ないでしょ」

「ふーんだ。自分のは買ったくせに」

「もう何度も謝ったでしょ」

「あの帽ぼう子しも絶対かぶってあげないかんね」

「はいはい。じゃあペンギンにでもあげて」

「駄だ目めだよ！　血みどろジャックの遺品なんでしょ」

「ええ。うん、そう。で、どうなの？」

　改めてベティは訊き直した。フラニーはそっぽを向いて腕うで組ぐみしていたが、モンローの外がい縁えんにすがりつくようにひしめいている掘ほっ立て小屋をちらと見やった。口を尖とがらせて、結局もごもごつぶやく。

「あの右みぎ端はしの小屋でしょ。屋根崩くずれかけの。中にいるよ」

「間ま違ちがいないんだろうな」

　念押しをしたのはウィリアムだ。疑われたせいで腹が立ったのだろうが、フラニーがますます不ふ機き嫌げんに顔をしかめる。

「間違いかもね。あたし怒おこってるし」

「……尻しりでも叩たたけば故障が直るか？」

　むすっと嘆たん息そくしてウィリアムが毒づく。ベティは星空を振ふり仰あおぐ仕草をした。多少白々しいかと思いながらも、取りなす。

「やめなさいよ。フラニーだって悪気で言ってるんじゃないのよ。ただ見み間ま違ちがえるかもって、自信ないだけよね」

「あたしが見間違えるわけないじゃん！　いるって！　絶対！」

　跳とび上がってフラニーが抗こう議ぎしてくる。彼女に謝りながら、ベティはウィリアムに目配せした。とにかく問題はないようだ。

　フラニーの頭の上から、ベティも小屋を眺めた。窓というか壁かべに隙間はあったが、暗い上に距きよ離りがあるため中が見えるほどではない。向こうからこちらも見えないだろう。

「真っ直ぐ行ったら見つかるわよね」

「奴らが表を監かん視ししてればな」

「してると思う？」

「してないと思う理由がない」

「中の様子は分からない？」

　と、訊く相手をウィリアムからフラニーに切り替かえる。フラニーはまだ少し怒り足りないのか、そっぽを向いた。

「分かんない。寝ねてるかも」

「運を天に任せるか、砂すな嵐あらしを待つか、回り込んでバラック街の側から近づくかだな」

　ウィリアムが言い添そえる。

　ベティはひとつひとつ吟ぎん味みした。

「どれも分が良い気がしないのよね」

「君にしちゃ慎しん重ちようだし、賢けん明めいだ」

「嫌いや味みをありがと。なんかね、気に食わないのよ。あいつが……」

「さっきの賞金稼かせぎか？　情報をくれた」

　怪け訝げんそうに、ウィリアム。ベティはうなずいた。

「ええ。変だと思ったのはわたしだけ？」

　仲間を見回す。なんということもない様子でウィリアムが答えた。

「賞金稼ぎだ。裏はあるだろうさ」

「あたし、見てないし」

　根に持ったフラニーのことはひとまず無視して、ベティは抗こう弁べんした。

「やっぱり変よ。ただの裏じゃなくて、こう……嫌いやなの。すごくね」

「君が苛いら立だってるのは、交こう換かん条件が父親の情報だったからだろ」

　ウィリアムが告げる。

　確かにその通りなのだろうが、あっさり指し摘てきされると素す直なおには吞のめなかった。深呼吸して言い返す。

「そうよ。でもちゃんと理由だってある。父さんの手配書は大昔のものよ。なんでそんな情報を集めてる奴やつがいるの？　変でしょ」

「個人的な恨うらみを持ってる奴がいてもおかしくはない」

「…………」

　反論できなくなって口をつぐむ。

　とはいえ、とウィリアムは付け足した。

「賢明ってのは嫌味ばかりでもない。ロングストライドは曲くせ者ものだし、かかってるのは君の命だからな」

「罠わなだと思う？」

「不自然は不自然だが、ロングストライドの策にしては──」

　彼は言葉を探して虚こ空くうを見上げた。

「そうだな。回りくどいし、偶ぐう然ぜんにも度が過ぎる。君を罠にかけるため、来るかどうかも分からないモンローで人を雇やとって噓うその情報を流させる？　ゲイルの情報云うん々ぬんがあの賞金稼ぎのアドリブとしてもだ」

　いつになく歯切れの悪いウィリアムに、ベティは促うながした。

「なにが言いたいの？」

「〝変だと思うのは俺だけか？〟ってことさ。罠にしちゃ随ずい分ぶんと不確かだ。罠とも思えないのにすんなり行くとも思えないってのは、俺たちがなにか見落としてるんだろうな」

「どうしたらいいの」

　重ねて訊きいたものの、彼はそこで話を打ち切った。

「昼にも言ったが、知ってる奴に訊けとしか言い様がないな。危険は最小にはできても無にはできない。やるかどうか、君が決めろ。それが確実に殺される方法じゃなければ、俺は止めない。どんな選せん択たくだろうと付き合うさ」

「あたしもね！」

　フラニーが陽気に同調するのを、ベティはつい、嬉うれしさ半分で微笑ほほえみそうになった──撃うち合いになるであろう場所に彼女を連れて行く気は毛頭ないが。だがフラニーを見やった瞬しゆん間かん、度ど肝ぎもを抜ぬかれて目を見開いた。

「ちょっと！」

　思わず声をあげる。フラニーが懐ふところから取り出した物を引っ摑つかんで、無理やり取り上げた。

　モデル２だ。しまい込んだはずだったが勝手に持ち出したらしい。弾だん倉そうを開けて確かく認にんするが弾たまは抜いてあったままだ。ベティが睨にらむと、フラニーは悪びれるどころか抗こう議ぎしてきた。

「いーじゃん！　ベティはもう使わないんでしょ！」

　きっぱりと抗議は黙もく殺さつして、モデル２をガンベルトの腹のあたりに差し込んだ。

　とはいえこのおかげで、次に言うべきことが言いやすくはなった。フラニーの顔をのぞき込んで告げる。

「あなたは帰って。ペンギンと留守番してて」

「なんで!?　こっからが盛り上がるんじゃん！」

「もうあなたの仕事は終わり。あとはわたしとウィリアムの役目よ」

「ひどーい！」

　追い払はらうのには手間取ったが、ベティは譲ゆずらなかったし、そうなればフラニーに手はなかった。ウィリアムが味方するはずもなかったからだ。押し合いへし合い、最後には泣き落としに人ひと質じちまで取ったフラニーだったが、人質のウィリアムに尻しりをつねられるとさすがに観念して帰って行った。

「はぁー……」

　余計なことに体力を使った虚きよ脱だつ感で砂地に寝ねころびたくなる。首を振ふって気を取り直すと、ウィリアムに呼びかけた。

「行きましょう。小屋のほうから回り込む」

「時間がかかるな」

「着くのは明け方ね」

　空の気配を見上げて、ベティはつぶやいた。夜の砂さ漠ばくは肌はだ寒ざむい。静まった夜気は夢さえ寄せ付けず、物言わぬ暗くら闇やみを塗ぬり込めていた。
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　砂さ丘きゆうを迂う回かいして、敵の視界に入らないよう、バラック街の逆側から入り込む。ポールの牽けん引いん機のひとつ、寄り集まった小屋の群れを突つっ切れば、ロングストライドが潜ひそんでいるという地点に着く。

　まだ空は暗い。ベティは影かげに紛まぎれて路地に入り込んだ。帽ぼう子しを伏ふせ、呼吸も抑おさえる。ウィリアムは影すら見せずについてきている。

　小屋は使われているものもあるが、半数以上は崩くずれかけだし、無人のようだった。モンローのならず者は絶えず入れ替かわるし、誰だれに小屋の所有権があるわけでもない。放置されたまま乾かん燥そうしたゴミの臭においが漂ただよっている。足あし下もとからは牽引機の振しん動どうが突き上げ、大気には機械音が鳴り続けている。足音は気にする必要がない。ベティは拳けん銃じゆうを抜いた。トルーパー２。Ｘ口径。砂漠で最も流通し、人を殺したとされる銃じゆうのひとつ。銃には死と伝説とが付きまとう。それを意識した。

　物思いを引きずりつつ、先を急いだ。意識だけが頭を占しめ、思考が薄うすれていく。本能だけが先を行く、そういった感覚だった。自分の中で最も素す早ばやいなにかに先導される。恐きよう怖ふも、躊ちゆう躇ちよも、そして正義や思し慮りよも背中の後ろだ。

　ガンマンの教えというものがある。

　砂漠を流離さすらう者たちが自然と学ぶ教訓が、いつしか一人歩きして教科書のように集つどう。ガンマンらはその共通の幻げん想そうを抱いだき、美学に陶とう酔すいし、掟おきてを語る。

　いま自分を走らせているのはガンマンの教えそのものだ。とベティは察した。素人しろうとのベティではなく賞金稼かせぎのキッドだ。このまま走れば彼は標的に会うだろう。

　そして引き金を引いて旅は終わる。勝てばの話だが……

　走りゆく先行きを、まるで顔面から打ちのめすように銃じゆう声せいが劈つんざいた。

「…………!?」

　足を止め、すぐさま脇わきの道に身を翻ひるがえす。物もの陰かげに隠かくれて確認したのはまず、狙ねらわれたのは自分かということだった。が、違ちがう。銃声は遠かった。そして一発だけではなく、立て続けに何発何十発と後に続く。銃は複数だ。

「なに？」

　思わず地声でベティは囁ささやいた。ウィリアムが答える。

「銃声だ」

「それは分かってる」

「大勢が撃ち合ってるか、撃ちまくってる」

「それも分かってる」

　あたりが騒さわがしくなった。驚おどろいて悲鳴をあげる者もいれば、怖こわ々ごわと小屋から外をうかがう者もいる。着の身着のまま、わけも分からず銃を手に飛び出す男もいた。

「なにごとだ！　戦争か！」

　寝ぼけ顔がおの男が罵ののしるのもあながち的外れと言えない、そんな騒そう動どうではある。誰かが叫さけんで答えた。

「賞金稼ぎだ！　逃にげろ！」

「チクショウ、なんで寝ね起おきで走らされにゃ──」

　わめく男の脇を抜ぬけて、ベティはまた駆かけ出した。

　銃じゆう撃げきは終わっていた。済んでみると音の方向が分かる。胸むな騒さわぎに心臓を締しめつけられ、全力を振り絞しぼって急ぐ。状じよう況きようを理解していたとは言い難がたいが、直感はこう告げていた──馬ば鹿か、この馬鹿、やっぱり危険でも真っ直すぐ向かうべきだった！

　騒ぎのせいでロングストライドを奇き襲しゆうする見込みは完全になくなった。だがそれ以前の懸け念ねんは……

　小屋のひしめく中を左右にかわし、目的地が見えてきた。バラック街の反対側、ロングストライドの隠れているという小屋のあたりだ。屋根が崩れかけたその小屋を人が取り囲んでいる。見覚えのある後ろ姿にベティは怒ど鳴なり声をあげた。

「お前！」

　振り向いてきたのは昼間の男だった。この情報をくれた、あの男だ。一目で噓うそつきと感じさせるあの表情も面の皮も変わっていない。仲間と共に銃を手にしていた。たった今、撃うちまくったせいで硝しよう煙えんをあげている。

　仲間のほうには見知った顔もなかったが、雰ふん囲い気きはよく似ていた。男はベティの姿を見て、嘲ちよう笑しよう混じりに言ってきた。

「こういうことは考えなかったのか？　情報は交こう換かんしてやったが、賞金首を譲ゆずるとまでは言ってない」

「やったのか！」

　男の向こう側、小屋を見やってうめく。入り口の粗そ末まつな戸には無数の弾だん痕こんが刻まれていた。中を確かく認にんする危険は冒おかさず、周りから一いつ斉せいに撃ち込んだのだろう。

「やったに決まってるさ」

　男は得意げに処しよ刑けいの仕草をしてみせた。仲間に手振ぶりする。そいつはうなずくと慎しん重ちような足取りで戸口に近づいていった。小屋は静まり返っている。一歩進んで足を止め、今度は半歩、さらにその半分の歩ほ幅はば……と戸に手をかけようかという瞬しゆん間かんだった。

　内側から戸が開いた。中の暗がりから伸のびた手は男の胸むなぐらを摑つかみ、有う無むを言わさず小屋の中に引きずり込んだ。銃声が一発鳴り響ひびく。そしてすぐ、逆に戸口から人間が押し出された。周りの賞金稼ぎが発はつ砲ぽうする。小屋から出されたのは、たった今引きずり込まれたばかりの賞金稼ぎの仲間だ。既すでに額に穴が開いていたが、さらにいくつも銃じゆう弾だんを浴びてその場に倒たおれた。

　死体が倒れるやいなや、その向こうから銃じゆう火かが散った。

　小屋の中から姿を見せたのはビリーだった。ロングストライドの相棒、間延びした顔の大男だ。こんな時でも気負いない顔で五発を速射した。小屋を囲んでいた賞金稼ぎが五人、笑うしかないほど呆あつ気けなく倒れた。ビリーは弾たまを撃ち尽つくすと小屋の中に引っ込んだ。

　ベティが難を逃のがれたのは、咄とつ嗟さに身を隠したからだった。滑すべり込むようにして建物の陰かげに隠れた。

　銃じゆうを手に、すっかり狂くるった予定を立て直そうと状況を見やった。生き残った賞金稼かせぎは、例の男を含ふくめてあと三人。瞬またたく間に仲間を壊かい滅めつされてひとりはわめき散らし、ひとりは呆ぼう然ぜんとしている。噓つき男は一番冷静だった。奴やつはベティと同じ、一番近い物陰に逃げ込んできた。そしてウィリアムの姿はない。

　激げき昂こうした賞金稼ぎがビリーを追って小屋に突とつ入にゆうした。銃じゆう声せいがして、頭を撃ち抜かれた賞金稼ぎは千鳥足で後退すると、死んだ仲間に折り重なるようにして倒れた。

　ビリーが予備の銃を持っていたのでなければ、ロングストライドもあの中で健在ということだ。悔くやむべきか安あん堵どするべきか分からず、ベティはただ歯を食いしばった。

「おい、なにやってる！　隠れろ！」

　同じ物陰に隠れている噓つき男が、残った最後の仲間に声をかけた。彼はショック状態で左右を見回している。

　指示を理解するまでに、さらに半秒ほどかかった。結局それが遅おそすぎた。戸口からふらりと出てきたロングストライドが拳けん銃じゆうを彼のこめかみに押しつけ、引き金を引いた。

　頭の中身をぶちまけた死体を見下ろして、ロングストライドはしかめっ面つらでこう言った。

「あんにゃろ、腹いせに俺を売りやがったな……」

　小声だったが確かに聞こえた。

　聞き取れるほどの距きよ離りだ。

（わたしでもやれる）

　ベティは拳銃を握にぎり締めた。呼吸を量る。

　そして。

　上空。ロングストライドの頭上に影かげが舞まった。バラックの屋根を駆け上がって、ここまで走ってきたのだろう。ウィリアムが跳ちよう躍やくして星空に触ふれ、そして飛び降りる──

　狙ねらいは直接ロングストライドではなかった。ウィリアムが踏ふみつぶしたのは彼らのいた小屋だ。崩くずれかけの掘ほっ立て小屋はウィリアムの一いち撃げきを受けて倒とう壊かいした。ロングストライドもまだ中にいたなら一いち網もう打だ尽じんにできたろう。

　だが相棒を巻き込んで押しつぶされた小屋を振ふり向き、ロングストライドは銃じゆう口こうをウィリアムに向けた。

「てめぇかよ──」

　ロングストライドが発砲したところまでは見た。

　ウィリアムは飛び退のき、身をかわしている。それも同時に見た。

　ベティはその場から身を乗り出してロングストライドを撃とうとしていた。ロングストライドは半分背中を向けている。こちらには気づいていない。はずだ。

　甘かった。

　奴が察したというよりは読んでいたのだろう。ウィリアムを見た時点で、反対側からベティが狙うと。ロングストライドは後目に視線だけを残してこちらを見ていた。銃口もこちらを向いていた。

　ベティはそれを見ていなかった。

　見る間もなかった。ベティが奴を撃うとうとしたのも、奴がベティを撃ったのも同時だ。そしてもうひとつ同時に、横から伸びた手がベティを押しのけた。銃弾が顔を掠かすめ、ベティは衝しよう撃げきを頰ほおに感じながら転てん倒とうした。

　突つき飛ばしたのは噓うそつき男だ。かばったのではない。邪じや魔ましたのだ。彼はベティが倒れたのを見て、自分がロングストライドを狙おうと躍おどり出た。

　そこを撃ち殺された。

　吹ふっ飛んで砂地に跳はねる賞金稼ぎの死体を見送り、ベティは体勢を直そうと腰こしを上げた。死体が乱らん舞ぶしようと、自分もそこに加わる寸前であったことも今は頭にない。ひとつの考えにだけ集中しようと努めた。奴は何発撃った？

　依い然ぜんとしてこれは好機なのだ──それはつまり、ロングストライドはすぐにも逃にげるだろうということでもある。怖おじ気づけば逃のがしてしまう。

　だが不意に、脇わき腹ばらに押しつけられた冷たい鋼の気配に、ベティは踏み出しかけた足を引っ込めた。

「動くな」

　言わずもがなの命令だ。声は冷たく静かで、夜の空気を思わせた。風でもないのに肌はだをひやりとさせる。

　この騒そう動どうの中だ。人知れず忍しのび寄ってくること自体はそう難しくはなかっただろう。だがその男の静せい寂じやくの気配にベティは危険を覚えた。ただの危険ではない──頭を抱かかえてうずくまっていれば通り過ぎてくれる類たぐいの危険では。

　夜明けが近い。空はまだ暗いが、星の数は減っていた。薄うす明あかりの中で男の顔をうかがう。ただの初老の男だ。目つきは鋭するどく、手にした拳銃はＸＸ口径、すぐ脇わきで銃口を突き付けられているにもかかわらず、ベティはその男の見た目を恐おそろしいとは感じなかった。ロングストライドのような、いかにも険けん吞のんな賞金首とは違ちがう。

　似ているとすれば……そうだ、ウィリアムだ。

　ベティは体勢そのままでただ固まっていた。銃を捨てろとも言われなかった。動けずにいると足音が聞こえた。ロングストライドだ。弾だん倉そうの蓋ふたを開け、シリンダーを回転させながら空薬やつ莢きようをぱらぱら撒まいている。噓つき男の死体をまたいでやってきた。ベティは睨にらみつけた。

　いつものように奴は嗤わらうだろうと思っていた。だが違った。ロングストライドはベティの傍かたわらにいる男を見やって、不快げに鼻に皺しわを寄せた。新しい弾だん薬やくを銃に込め、囁ささやく。

「俺を売ったり手助けしたり……なんのつもりだ、あんた」

　沈ちん黙もくが長引いた。男は無視しようとしたようだ。が、ロングストライドが本気で怒いかり狂っているのを見て取ると──大たい儀ぎそうに返答した。

「賞金稼かせぎがお前を嗅かぎ付けたのは知ったことじゃない。こいつを止めたのは用事があるからだ。また情報を得る前に殺されては困るんだよ」

「ふざけんなよ。俺の居場所を触れ回ったのはてめえだ」

「証しよう拠こでもあるのか？」

「ねえよ。だがこの場にいたってことは、監かん視ししてたんだろうが。なのに警告もなしか」

「もう一度言うが、俺の知ったことじゃない」

「ケッ」

　吐はき捨てる賞金首を見やって、ベティはようやくひとつだけ理解した。

（ロングストライドは、囮おとりにされた？）

　分からないのはこの男が何者かということと、ロングストライドとの関係だ。ロングストライドは寄る辺のない賞金首のはずだ……

「このガキに用事ってのは、なんだ。俺に関係あることか」

　銃口をこちらに振って、ロングストライド。

　冷ややかに男が言う。

「さあな。こいつはゲイルのことを聞き回っていた」

「こいつが……？」

　訝いぶかしむロングストライドの目つきに。

　脇腹に触ふれた銃じゆう口こうも忘れて、ベティは飛び出しかけた──この男がちらりとでも父について語るのを許せはしない。かっとして目玉の中身が沸ふつ騰とうし、なにも見ず、なにも考えず、その悪党を引き裂さいて肉を毟むしることができたなら……

　思いとどまったのではない。実行できなかった。ロングストライドの向こうに現れたウィリアムの姿に冷静さを取りもどした。

「ロングストライド。こちらを向け」

　引きずってきたビリーを締しめ上げてウィリアムは告げた。ビリーはしっかりと首を抱えられ、もがいているが動けない。ロングストライドは振ふり向き、そしてにやりとした。

「人ひと質じち交こう換かんか？」

「そうだ」

　答えるウィリアムに、ロングストライドはため息をついた。

「意味ねえと分かってんだろ。その木偶でくの坊ぼうも、小こ僧ぞうも、俺ァ、どうでもいいよ。面めん倒どうくせえからもうどっか行きてえだけだ」

　だが、そう言いながら奴やつは拳けん銃じゆうを収めて、葉巻をポケットから取り出した。火は点つけずに咥くわえると、くっくっと笑い出す。
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「だが考えてみりゃ、ちょっと面おも白しれぇ状じよう況きようかもな。おい、こいつはケニー・シュートだ」

　まずウィリアムを指さして、ロングストライドは言った。

　次いで、ベティに銃じゆうを突つき付けている男を指して、

「こいつは死神だよ。政府のとある筋に属する諜ちよう報ほう員だ」

　そして大たい笑しようして身を翻ひるがえした。

「はっはァ！　馬ば鹿かども頑がん張ばれよ！」

　一目散に逃にげていく。

　幕を切って落とすように、またすべてが一いつ斉せいに動き出した。

　男が見せた動どう揺ようはわずかなものだった。死神というのが本当なら、凄すご腕うでの殺し屋ではあるはずだ。ベティは男が銃を動かすのを察した。男はベティを撃うたなかった。即そく座ざに銃を構え直してウィリアムに向けて発はつ砲ぽうした。

　ウィリアムもビリーを捨てて、横に跳とんでいた。自由になったビリーは咳せき込みながらロングストライドを追っていく。

　ほんのわずかな隙すきだがベティも自由になった。まずは死神から離はなれようと、地面を転がって飛び退のく。振り返って死神を狙ねらうべきか、逃げるロングストライドらを追うべきか──考える時間は半秒もなかった。結局考えはつかず、迷った末に振り向くと死神はもうそこにいなかった。

（ロングストライド……！）

　ベティは歯嚙みして、悪党の運の良さを呪のろった。

　奴は置き土産みやげに、ウィリアムと死神が最優先で殺し合わざるを得ないよう互たがいの正体を暴ばく露ろしていったのだ。

　既すでにふたりは移動して姿も見あたらない。間近の発砲音で残った耳鳴りを振り払はらいつつ、ベティも見当をつけて歩き出した。崩くずれた小屋、あちこちに転がった死体、硝しよう煙えんの残り香がに、ずっと続いているモンローの鳴動。夜は明けようとしている。死神とウィリアムの戦いはそれまでかかるまいが。

（ウィリアムを助けないと）

　彼は丸まる腰ごしだ。それに彼自身が言っていた。死神は手て強ごわい。勝つには殺すしかない。

　耳を澄すませる。銃じゆう声せいか、なにかを壊こわす音か、息づかいでも聞こえないかと集中するが、聞こえてくるのは牽けん引いん機の騒そう音おんだけだ。

　だが、釣ちよう果かがないと思えるのは錯さつ覚かくだ。ベティは肝きもに銘めいじた。死神は行方ゆくえをくらましたかに見えるが、そもそもロングストライドを餌えさにしてまでベティを捕とらえに来たのは奴のほうだ。いなくなるはずはない。それに加えてロングストライドの暴露をベティも聞いた。今は先に厄やつ介かいなウィリアムを片付けようとしているだけで、奴はベティの動きにも気を配っているだろう。

（わたしが逃げようとすれば、こっちを構わないわけにはいかないはず）

　おびき寄せるのは簡単だ。問題はそれを返り討うちにする方法だった。

（考えて……考えて……）

　思いつかないが時間はない。ベティは足を速めて、来た道をもどり始めた。バラック街の中心へと。死神は追ってくるだろう。追いつかれるまでに策を思いつかないとならない。今のところただひとつ有利な点は、奴がベティを生け捕どりにしたがっていることだけだ。

（父さんの情報を得るために……？）

　それは腑ふに落ちないところだった。混乱する記き憶おくを辿たどって、死神とロングストライドの話を思い起こす。死神はゲイルが死んだことは承知の上だったようだ。政府のとある筋の諜報員？──そんな話がロングストライドの出任せでないとしても、つながりが分からない。

　ベティは足を止めた。

　不規則な狭せまい路地だらけのモンローで、思いのほか開けた小径。予想外に堂々と道の真ん中に、死神が立っていた。ややうつむき、月光を背に、姿に影かげを落として。手には拳銃。

　敵がどう先回りをしたのか、そんなことを今さら考えても仕方ない。胸のざわめきと舌に滲にじむ不安の味を押し隠かくして、ベティもまた銃を手に、ゆっくりと対たい峙じした。

　まずは言い放つ。

「ゲイルの秘密は話すわけにいかない」

　すべてを承知だとしたら、次にはなにを言うべきだろう。考えようとするものの不ふ吉きつな気がかりのほうが勝った。

（ウィリアムは……？）

　どうしたのだろうか。今どこにいるのか。果たして無事なのか。

　死神の様子に見入って、敵の素そ振ぶりからなにか分からないかと観察した。死神は静かに口を開いた。

「答えろ。お前は何者だ。ゲイルを知っているのか。奴やつの秘密とはなんだ」

　本当に、それはなに？

　父の記憶に呼びかける。知る限り、父はただの父親だった。頑がん固こなところはあったかもしれない。秘密めいた部分もあったとは思うが、そんなものは誰だれだって同じだ。

　ゲイル・スタリーヘヴンの秘密が不意打ちのように押し寄せてきたのは彼が死んでからのことだ。エンリケ、そしてブルホエイル……賞金稼かせぎのキッドを生み出し、時にはその武器にもなってきた奇き妙みような秘密だ。今はその秘密そのものを盾たてに取ってこの敵に立ち向かうしかない。ベティは答えずに、顔面に不敵な笑えみを形作った。

　それは思った以上に有効な武器だったのかもしれない。死神の眉み間けんに皺しわが寄り、圧おし殺した声こわ音ねには苦味が混じっていた。

「エンリケの手の者か？　あの老いぼれはどこにいる」

　父の昔の相棒が死んだことまでは知らないらしい。ベティは、相手が把は握あくしている情報の限界を見み極きわめようと思考を回転させた。敵の欲しがっているものが分かれば、きっと勝てる。

　死神は息を止め、一呼吸おいてからこう告げてきた。

「この言葉がなんのことだか分かるか。ロード・トゥ・スタリーヘヴン」

「…………？」

　さすがに、戸と惑まどった。

　なんのことだかは分からない。が、どこかで聞いた気もする。もちろん、ただ単に自分と家族の名前なのだが。

　死神が一歩、近づいてきた。５ヤードの距きよ離りだ。と、はたと気づいた。既にお互いに銃じゆうを構え、決けつ闘とうとは違ちがうが、ほぼ決闘に等しい条件だった。ベティは撃げき鉄てつを起こした。向こうも同じことをしていた。

　なにかに気づいたのは、やはり死神も同様だったようだ。彼ははっとして口走った。

「それは、もしや、ゲイルの銃か？」

　死神は唐とう突とつに、そんなことを言い出した。

　ベティの構えているトルーパーではない。ベルトと腹の間に挟はさんだモデル２を見ている。

（なんで？）

　誰の銃だろうと関係ない。どうして拳けん銃じゆうのことなど気にするのか。

「だとしたら、どうなんだ」

　ベティがつぶやくと、死神はますます顔を険しくした。

「お前が何者かが分かるということだ。その証しよう拠こ品を盗ぬすんで、ゲイルの娘むすめを処しよ刑けいの場から逃にがしたのはエンリケだろう。そしてお前は……エリザベス・スタリーヘヴンか」

　正体がばれたのはもはやどうでもいい。どうせ状じよう況きようは既すでに、殺すか殺されるかだ。

　だがそれでも鎌かまをかけようと、ベティは言葉を探した。

「こんな銃はどこにでもある」

　死神の表情が変わった。

　眉まゆをわずかに上げた。変化に身体からだが反応できたのは勘かんが働いたからだ──見えない橋を渡わたるような話をしていれば、いずれ失言すると分かっていた。

　ベティが横に飛び退のくと同時に死神が撃うっていた。弾たまは外れてくれた。ベティは振ふり返らずに横道に駆かけ込むと、物もの陰かげを探して右往左往した。死神は当然、追ってきている。気が急せくが逆転の策はまだ思いつかない。

（わたしはなにを言った？）

　放ほう棄きされた小屋の陰かげに背をつけて、ベティは息を整えた。

　情報を見切るつもりが、逆に相手に見切られた。なにも知らないことを悟さとられたのは拳銃についてとぼけたせいだ。鎌のかけ合いは完敗した。切り抜ぬけなければ刈かり取られる。

　路地に死神が入ってきた。ベティの隠れ場所を探すのに少しは時間をかけるかと期待したが、足取りには迷いがない。息を吞のむ。いちかばちかでベティは切り札を切った。

「父さんがわたしに遺のこしたのはこの銃とメルカバだけよ」

　砂を踏ふむ死神の足音が止まった。

　堰せきを切ったようにベティは続けた。

「わたしはなにも知らない。父さんもエンリケもなにも話さなかった。わたしの望みは父さんを殺した真犯人を捕とらえることだけ」

　沈ちん黙もくは数秒。自分の心臓の鼓こ動どうも聞こえる、強こわ張ばっただんまりの空白。

　聞こえてきた死神の声音の優やさしさに、ベティはかえってぞっとした。

「お前が協力するなら、ロングストライドは俺が殺してやろう。俺と、俺の仲間が確実にだ」

　銃を抱だいて、ベティはその申し出を嚙かみ締しめた。

　疑念に剝はく離りする言葉をやんわりと補強するように、死神は続ける。

「それだけ価値のあるものをお前は持っている。約束しよう。あのロングストライドは証拠品の回収も怠おこたる間ま抜ぬけだ。処分はなんの問題もない」

「…………」

　はたと、開きかけた口を、ベティは閉じた。

　頭に上った血も凍こおりつく。ベティは死神の姿をのぞき込んだ。死神はとうにベティの隠かくれた壁かべに見当をつけて、余よ裕ゆうを持ってこちらを見つめていた。

　役に立たない物陰から出て、ベティは再び死神と向き合った。死神はにやついている。銃じゆう口こうも下げていた。友好的な姿だが、ベティは見み抜ぬいていた。

　はっきりと明確に、この敵とは絶対に取引できないと理解していた。

　だからベティは引き金を引いた。

　迷いも感情も動どう揺ようもない。完かん璧ぺきな射しや撃げきをした。死神にも悟られないほどの。

　狙ねらいは逸それたが銃じゆう弾だんは死神の二の腕うでを撃ち抜いた。右腕だ。死神は驚きよう愕がくに目を見開いてたたらを踏んだ。反はん撃げきしようとしたかもしれない。だが銃を持つ腕が動かせなかった。

（殺してやる）

　念じて、ベティは撃鉄を叩たたいた。二発、三発。銃が叫さけぶとともに感情がぶり返し、怒いかりがこみ上げる。

（殺してやる……殺してやる！）

　最後には叫んでいた。喉の奥が広がって、うなり声が収まらない。弾を撃ち尽つくして空回りする銃をなおも叩いて、ベティは怒ど号ごうをあげた。

　だが憤ふん怒ぬが邪じや魔まをするように、あるいは単に反動が嵩かさんで、撃つたびに狙いは外れていった。結局命中したのは最初の一発だけで、負傷箇か所しよを手で押さえて死神は逃げ出した。歩いて追いながら、ベティは再装そう塡てんした。

　死神が逃げた道をもどる。つんのめってもたついている死神の後ろ姿が見えた。ベティはそれを撃った。尻しりと右足に当たって死神は転てん倒とうした。だがまだ動けるらしい。またベティが装塡しているうちに、死神は次の角を曲がっていった。

　焦あせらず、だが止まらずにベティは追った。路地に踏み込んで銃じゆうを構える。とどめを刺すつもりだった。

　しかしそこに待ち受けていたのは死にかけたガンマンの背中ではなかった。

　わずかな時間で死神は反撃の体勢を整えていた。

　負傷は右側に集中している。崩くずれた小屋から取った廃はい材ざいを松まつ葉ば杖づえの要領で脇わきに挟はさみ、身体を預けて銃は左手で構えていた。

　その拳けん銃じゆうが火を噴ふいた。身体を襲おそった衝しよう撃げきにベティは気を失いかけた。ＸＸ口径の威い力りよくは人を殺すより先に昏こん倒とうさせる。もみくちゃになって地面を転がり、なにかにぶつかってようやく止まった。

　迂う闊かつだった──侮あなどっていた。後こう悔かいと痛みに縋すがって意識をつないだ。頭を上げると、その暗さに恐きよう慌こうを起こしそうになる。目が見えなくなったかと思ったのだ。そうではなかった。壁を突つき破り、バラックの中に転がり込んだらしい。破れた壁の向こうから、杖つえを頼たよりに歩いてくる死神の姿を見つけた。

　撃たれたのは手足ではなく、身体の中心だ。だからこうまで吹ふっ飛ばされた。だが腹を撃たれたのなら起き上がれるはずもない……と、ベティは怪け我がを確かめた。弾だん丸がんは身体に達していなかった。ベルトに挟んだモデル２に当たったのだ。銃弾がひしゃげて、モデル２の弾だん倉そうと銃じゆう身しんの隙すき間まに食い込んでいた。

　反撃しようとして、ベティはトルーパーを探した。取り落としたらしく小屋の中には見当たらない。

　仕方なしに身体からだを引きずり、小屋の反対側から逃にげようとした。足が痺しびれて動きが重い。

　壁の穴から、死神が銃を向けてきた。ブライズ社、ＵＧ９スネークバイト。多くの者が、この先二十年はこれが最高の拳銃だろうと評する。将来ある栄光の銃。銃には伝説が付きまとう。

　ベティはモデル２を腹から抜ぬくと、弾倉を開けた。挟まっていた銃弾が落ちる。震ふるえる手でガンベルトの弾だん薬やくを摘つまみ上げ、弾たまを込めようとした。足だけではなく腕にも力が入らない。弾倉の縁ふちに何度も銃弾の先せん端たんを擦こすった。入らない。

　間に合わないのは分かっていた。それに、この銃は弾を食くらったのだ。きっと壊こわれている。それでもベティは一発を込めた。銃をセットして狙いをつけようとする。装塡すら困難なほど震えた手では、照準などなおさら滑こつ稽けいだ。

　手間取っていたのは死神も同じだったようだ。腕が変わると利きき目も変わる。苦い顔で一心に照準しようとしている。

　銃に魔ま法ほうがあるのなら。

　こんな時に当たらなくて、どうする。

（助けて……！）

　ベティは発はつ砲ぽうした。

　弾は外れて、壁かべに小さな穴を開けた。

　死神が笑えみを浮うかべる。

　そしてすぐに笑みは消えた。

　突とつ如じよとして死神はその場に倒たおれた。偶ぐう然ぜんではない。杖が折れたのだ。背後から忍しのび寄ったウィリアムが杖を蹴けり折った。死神が短い叫びをあげ、銃じゆう声せいがした。そのまま動かなくなった。

「すまない。助けが遅おそくなった」

　額から流した血を拭ぬぐって、ウィリアムが壁の穴から入ってきた。彼に手を貸してもらいながらベティは訊たずねた。

「怪我してるの？」

「大したことはない。が、動けなかった」

　見ると片足を引きずっている。傷いためているようだ。

　彼の肩かたにもたれて壁の穴をくぐり抜ける。死神は死んでいた。胸に大きな赤い染しみが広がっている。

「……あなたがやったの？」

　ベティの問いに、ウィリアムは首を左右に振ふった。

「飛びかかったら、転んで、銃が暴発した。撃げき鉄てつが起きてたからな」

「プロの銃使いがそんな死に方するなんて……何故なぜ？」

　何故？

　また何故だ。砂さ漠ばくに付きまとう、無数の何故。

「そうか？　一番多く起こる事故だ」

　当たり前に言うウィリアムに、ベティは気が抜けて脱だつ力りよくした。さっきは銃の魔法を信じそうだった。が、やはり銃は銃だ。持ち主に報むくいたりはしない。

　死体を見下ろすと、またこみ上げる怒いかりが喉のどを焼いた。睨にらみつけるベティにウィリアムは気づいたようだ。

「どうした？」

　訊ねる彼に、ベティは答えた。

「政府は、知ってたの」

　父の銃を握にぎり締しめる。きつく。今までよりも。

「父さんを殺したのはロングストライドだって知ってたのに、わたしに賞金をかけた」

「こいつらは、何者なんだ」

　ベティに訊きいたわけでもないだろうが、ウィリアムがうめくように言う。揚あげ足を取られるより先に自分で言い直した。

「そんなのは知ってる奴やつにでも訊け、か。俺も君のことは言えないな……なにを探してる？」

「うん。銃じゆうをなくしちゃって」

　ベティは地面を見回していた。

　ふと、モデル２に目をやって訝いぶかしむ。何度も裏返して確かめた。だが。

「ない」

「もっと探せよ」

「そうじゃなくて。わたしは撃うたれて、この銃が止めてくれたの。でも傷ひとつつかなかったのね」

「うん？」

　ウィリアムはモデル２を受け取って、自分も確かく認にんした。表面を触さわり、爪つめで引っ搔かき、しまいには舌で舐なめた。ベティは面めん食くらったがウィリアムは真しん剣けんそのものだった。

「なんだこりゃ……だがもしかして」

　銃を返して、釈しやく然ぜんとしないながらも言い出した。

「見かけはそっくりモデル２だが、違ちがう。増ぞう殖しよく再生メタルだ。メルカバと同じモノで出来てる。これは、ある程度なら壊れても自然と修復する」

　えっ、と声をあげてベティは銃を取り落としそうになった。

　突とつ拍ぴよう子しもない話に、思いついたのはこんなことだ。

「この銃は故障しないってこと？」

「それはそうだが、もっと重大な話だ。こんなものを作れるのはシヤマニ文明人だけだ。メタルに形状を定着させる技術は誰だれも解明してない……」

　わけの分からないことばかりだ。

　考えは朦もう朧ろうとしたが神経は回復して、ひとりで歩けるようになるとベティはウィリアムから離はなれた。トルーパーは結局どこにもなかったが、同じく落としていた帽ぼう子しは見つけて頭に載のせた。

　かがんで拾い上げた時に、横たわった死神がまた視界に入った。

　思い浮かぶ。顔を上に向けると星空はもう消えそうになっている。朝だ。

「分かるかも」

「なにがだ？」

「わたしたちはもう全部知ってたのかもしれない」

　最後に残ったいくつかの星に、ベティはつぶやいた。
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　急いでブルホエイルの許もとに帰ると、やはりフラニーはへそを曲げていた。が、ベティとウィリアムが怪け我がしているのを見て、それどころでもないとすっかり忘れたようだ。怪我に慣れているフラニーはここぞとばかりに経験者風を吹ふかせようとしたが、ベティはひとまずあしらった。

　普ふ通つうならそんなことをすればフラニーはまた機き嫌げんを悪くするのだが、代わりに頼たのみたいことがあるとベティが言うと、やはりすぐに飛びついた。大事なことなの、多分ね。とベティは強調した。

「操縦手席に座って、針路を呼び出して。シヤマニの言葉で。できる？」

「いいけど……」

　ベティは先に操縦手席の隣となりの機き銃じゆう手席に入って、フラニーの呼び出した半立体モニターを横からのぞき込んだ。ウィリアムは操縦手席のハッチから顔だけ入れている。フラニーは操作盤ばんをほとんど使わず、言葉だけで機能を探さぐった。

　しばらくして、前にも見たことのあるナビゲーションの画面が現れた。画面の指示を見てフラニーが言う。

「なんのルートが欲しいのかって訊いてるよ」

　ベティは告げた。

「ロード・トゥ・スタリーヘヴン」

「フレ・マニ・イストゥタル」

　フラニーが訳すと。

　画面に変化が起こった。

「なにが起こったの？」

「鍵かぎを開けたって」

「鍵？」

「なんていうんだろ……秘密の情報の鍵、かな」

　彼女が鍵と言ったせいだろう。ベティは古い木戸が開く様を思い浮うかべた。

　扉とびらの奥はまだ暗い。だが今まで、そんな扉があることにすら気づいていなかった。

「メッセージがあるって。聞くよね？」

　フラニーの問いに、うなずく。

「お願い」

　しばらくして、画面から音声が流れ始めた。

「これを聞く君が何者なのか……正しい目的でこの船を使える者であって欲しいが。俺の名はゲイル。君は誰だ？」

　締しめつけられる感情に、ベティは息を漏もらした。

「わたしよ……」

　メッセージはあたかもそれに応こたえるように、後を続ける。

「答えてもらっても、俺は聞けない。どうにも奇き妙みような感じだな。きっと、聞きたい声に違ちがいないと思うよ」

　ベティは目を閉じた。

　手を組み、額に押しつける。祈いのったのではないが畏おそれに震ふるえた。父の声だ。ただし若い。

　聞き逃のがすまいと耳を傾かたむけた。この航路が入力されたのは……確か、十八年前という話だった。メッセージも当時のものだろう。

　機械の力を借りて父は語った。

「船はこれから、君の望んだ場所へと向かう。俺が偶ぐう然ぜん迷い込んだ場所──いや導かれた場所。ヘヴンだ。シヤマニの最大の遺産だ。ギフト管理セクションは俺たちのような流れ者を使って、長いことそれを探してきた。必要なものを手に入れるまで、ずっと続けるだろう。君も気をつけることだ。君が……死神か、セクションの人間でなければの話だが」

　ギフト管理セクション？

　ベティは目で問いかけたが、ウィリアムはかぶりを振ふった。彼でも知らないらしい。

「セクションの連中は自分たちが探している物の正体も分かっていない。天国帰りと呼ばれる人間を捕とらえ、情報を搔かき集めている。いいか、天国帰りはただの遭そう難なんの生せい還かん者じゃない。俺と相棒はそれを突つき止めた。そして、見つけてしまった。その俺たちの発見を君は手に入れたことになる」

　しばらくの間を置いて、若き父の声は続けた。意を決したように。

「いいだろう。見つけたものを俺たちの物だと言い張るつもりはない。君が誰だれであろうとすべて託たくす。だが気をつけてくれ。ヘヴンは恐おそらく、答えだ。この砂さ漠ばくの解答だ。価値があるとしても手に余るかもしれない」

　父は躊躇ためらっている。怯おびえてもいる。だが責任を果たそうとしている。ベティが思い出したのは、幼い頃ころ、初めて銃じゆうについて父が説明した時のことだった。彼は娘むすめに当然、銃に触さわってはならないと厳命した。このモデル２だ。そしてベティが友達にしていたぬいぐるみの頭を撃うち抜ぬいた。銃はこんなことが簡単に起こる。どれだけ大事に思っていようと関係なく、母さんでもお前でも簡単に死なせてしまう。そう言ってから、怖こわがって泣くベティを慰なぐさめて、ぬいぐるみに綿を詰つめ直して繕つくろうのを手伝ってくれた。

　あの時の声と同じだった。父は話を変えて、こう言い出した。

「頼み事がある。立ち寄って欲しい場所があるんだ。命の恩人がそこにいて、もしもまだ生きているなら俺の帰りを待っている。できれば俺が借りを返したかったが……彼を連れて行って欲しい。邪じや魔まにはならないはずだ。君が知るべきことも、彼は知っているからだ。場所は航路に入れておく。男の名はジェイク・ウッズ。天国帰りの男だ」

　本来ならメッセージはそこまでだったのだろう。

　咳せき払ばらいを挟はさんで、父は言い足した。

「最後に、繰くり返す。気をつけることだ。といっても俺は、この声がいつ再生されることになるのか知らない。一年後か？　百年後か？　この地上はどうなっている？　もう正義があるか？　まだ正義があるか？　人は罪にまみれているか？　生まれ持った罪と、生きて積み重ねた罪、疑問の答えは出たか？　何故なぜと問うことに疲つかれて、逃にげ出せる先があるなら逃げ出したいか？　ならばヘヴンは解答だ……だが、他人の解答だ。忘れるな」

　終しゆう了りようを意味するのだろう文字が点てん滅めつする画面を、ベティは見つめ続けた。

　航路が表示されている。ロード・トゥ・スタリーヘヴンが。

　既すでに死んだ男の名はゲイル・スタリーヘヴン。かつては砂漠の無法者ゲイル。ローラに愛された。ジェファーソンの町保安官。天国帰りの男。魂たましいの不ふ滅めつを信じないならば、死んだ者はなにも為なすことはない、はずだ。
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　毎日、毎時、天国帰りの男は砂の地平を見つめていた。

　遺い跡せきの町は半分以上が砂に没ぼつしていたが、一番高かった鉄てつ塔とうはまだ数ヤード、砂さ丘きゆうの上に顔を出していた。天国帰りの男は塔とうに縄なわで梯はし子ごをかけ、頂上に住み着いた。初日、照りつける日差しで呆あつ気けなく死にかけた。気を失って転落しなかったらそのまま干ひ物ものになっていただろう。彼は生き延びて、ひさしを作った。

　夜もそこで寝ねた。風をしのげる分、砂の上よりは暖かかったからだ。気が向いた時には町を掘ほり起こし、運が良ければ缶かん詰づめや、使えそうな道具、銃、弾だん薬やくが手に入る。見つけたものは塔の住み家に持ち帰り、手直しして、生活を改善した。男は昔、自分がなにをしていたのかなど覚えていないが、大工道具も銃もそこそこ扱あつかえた。ライフルで蟹かにを仕留めたり、網あみで飛び魚を捕とった。火は起こせなかったが廃はい材ざいで調理器を作り、干し肉を作った。動物からは油も採とれたし、雨もまったく降らないではない。男は自分の暮らしに不足があるとは思っていなかった。ただひとつ、待ち望むものが来ないことを除けばだが。

　男が砂の彼方かなたを見つめるのはそのためだった。彼は待っていた。肌はだ身み離はなさずシャツの中に入れている地図を時折出しては眺ながめる。そのたびに彼は安らぎに触ふれる。地図に記された道を見て、自分が迷子ではないと知る。ずっと待ってはいるが、迷ってはいない。道は分かっている。だから彼は他ほかの同類と違って、彷徨さまよわなかった。

　彼は日数を数えていなかったが、十数年、その生活を送ってきた。髪かみは抜け落ちたが髭ひげは伸のびて、彼は倍の年ねん齢れいに見えた。瘦やせこけ、栄養失調で肌はだも歯もぼろぼろだった。左足の脛すねから下は義足だ。鮫さめに襲おそわれて食いちぎられたのだが、実はもともと壊え死ししかかっていた。

　数日に一度、男は泣き出す。わけもなく涙なみだが溢あふれるのだ。転んで指を折った時も泣くが、それとは違う。光と音、消えゆく酸素に怯え、嗚お咽えつする。その時だけ男は、自分が正気を取りもどすのだと思っている。長くはない時間だ。泣き疲れて目を覚ますと、もう泣いたのは覚えていない。

　男は今日も、彼方を眺めていた。果てしなく続く砂漠。ここはグレートリバーに近く、南方は砂に煙けぶっている。彼が見るのはもっぱらその反対だ。待ち人は北から来ると知っている。だがなにも来ないので、時折、南も見る。

　身体からだを回転させて、男はまた北を見つめた。砂を含ふくんだ風にまぶたは腫はれ、視界も濁にごっている。実のところ視力もあまり残っていない。だが彼は目を見開いた。見えるというより音で分かった。あるいは音ではなく……とにかく分かった。

　声が漏もれる。

「ロード・トゥ・スタリーヘヴン」

　立ち上がった。義足が軋きしむ。

　砂の狭はざ間まに見えた四角い影かげに、彼は手を叩たたいて歓かん声せいをあげた。

「帰ってきた！　帰ってきたんだな！　俺の天使！　箱船の天使！」

　ふらふらと前に出る。

「俺を連れて行ってくれ！　洪こう水ずいから助けてくれ！　ヘヴンの船！　俺を待つ場所に連れて行ってく──」

　声はそこで途と切ぎれた。

　彼は転落して、真下の砂に頭から突つっ込んだのだ。だが埋うもれながらもまだ騒さわいでいた。待っていたものが来た。どれほどの罪も、すべてが報むくわれる時が来た。約束の救済が。
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「人が落ちたよ」

　レシーバーからフラニーの声が聞こえてくる。

　砲ほう手しゆ席からベティも目的地は見ていたが、照準機でもまだ詳しよう細さいが分かる距きよ離りではない──なんのことだかとつぶやく。

「なにが？」

「人だよ。あの高いとこに誰だれか住んでて、こっち見つけて、落っこちた」

「住人がいるの？」

　一応警けい戒かいして、ベティは改めて照準をのぞいた。

　だがフラニーは、んー、としばらく考えてから、

「ひとりしかいないよ」

「じゃあそれがジェイク・ウッズなの？」

「そんなことまで分かんないよ。知ってる人じゃないし」

　当たり前という言い草でフラニーが答えた。

　そりゃそうか、と思いながらもベティは思案した。いくつかの道理が頭を掠かすめる。ここにはジェイク・ウッズなる天国帰りの男を訪ねて来たのだから、そいつがその男だと考えるのが普ふ通つうだ。だが一方、その情報自体が十数年も昔のものだった。そんな歳月を正気を失った男がひとりで生き延びたかというと、疑わしくなる。

　それとも、正気じゃ無理かもね、とも感じる。

　男とやらは見えなかったが、行く手の町は見えていた。モンロー同様、レインスポットではない。砂さ漠ばくにあるシヤマニの遺い跡せきのようだった。

　先史シヤマニ人は鉄で家を造った──そう言われている。時折見かける朽くちた遺跡では鉄の柱や梁はりが形だけ残っていた。実際には彼らは、鉄の骨組みに別の材料で壁かべや床ゆかを設しつらえたのだろう。建造物の重量は相当のもので、砂漠には適さない。シヤマニの伝承では、先史人は砂を自在に固い地面にしたり、建物を宙に浮うかしたりしていたという。ただそれはさすがに神話のようなもので、ペオポルスの研究者が古文書を読み解いたところでは、当時この大陸は現在ほど砂さ漠ばく化かが進行していなかったのが分かっている。シヤマニ文明が滅ほろびる原因となったなんらかの災害か戦争がこの砂漠を作ったというのが通説だった。

　砂漠にはいまだ稼か働どうしている遺跡が見つかることもある。先日のポールや、メルカバの部品製造工程が数台生きていたというガマリエルディストリクトの培ばい養よう工場もだ。シヤマニ文明が地上から失われて何百年になるのかすら分からないというのに、増ぞう殖しよく再生メタルで作られた装置は動く可能性がある。メルカバもだ。これはある程度の損傷や摩ま耗もうならば、定着した形状と性質を再生させるというシヤマニの技術だった。欠けた質量は砂を取り込んで補っていると考えられている。やはりメルカバに搭とう載さいされている事実上の永久動力、フィクスト・エナジーと並んで解明されていない驚きよう異いだ。恐おそらくこの両者は対ついになる原理、あるいはまったく同一のものだと推測されている。

　ともあれその遺跡がそういった類たぐいのものでないのは、見る以前に明らかだった。稼働していれば放置されるはずがない。運び出せる物はすべて運び出してしまって、価値のなくなった居住区跡あとかなにかだろう。

「本当に、他には誰だれもいない？」

　ベティは念を押した。

　誰も見えないよ、と答えるフラニーにため息をつく。

「聞き込んだ話じゃ、ロングストライドもこっちに向かったって」

「ふむ……」

　と、それまで黙だまっていたウィリアムが口を挟はさんできた。

「亀かめで移動してるなら、俺たちが追い抜ぬいた可能性は高いな」

「奴やつの狙ねらいも、わたしたちと同じだと思う？」

「君の父親のメッセージを信じれば、ロングストライドは密命を受けて天国帰りの男を追ってるんだろう。あり得ると思うね。ただ、奴の狙いはそうだとしても、俺たちはどうかな」

「え？」

　疑問を声に出す。

　レシーバーから聞こえるウィリアムの声は、嫌いや味みなほど冷静だった。

「俺たちは目的かどうかも分からず辿たどってるだけだ」

　砲手席でベティは黙り込んだ。彼は正しい。ブルホエイルは現在、アンロックされた航路情報に従って航行しているが、それがなんの航路なのかは分かっていないのだ。航路は──恐らく──ベティの亡なき父が十八年前、入力したものだ。知らされているのは目的地の名前だけだ。ヘヴン。

　なにかを言おうとして、やめて、マイクのスイッチを切った。照準機から顔を離はなして壁にもたれる。フラニーの鼻歌やお喋りをしばらく聞いていたが、走るメルカバの振しん動どうの中、やがて意識が逸それていった。
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「つまりモンローでの一件は我々の諜ちよう報ほう員に落ち度があったと、そう主張するわけだな」

　通信機から聞こえてくる声に、悪党はまず挑ちよう発はつの仕草を取ってから、神しん妙みような声を装って答えた。

「へい。つーより、あいつぁちょいとおかしくなってましたよ。あんなとこに十八年？　でしたっけ。追いやられて、自分は正しい、間ま違ちがってんのはお偉えら方がたのほうだと──」

「あの男の言うことには、一理ないでもない」

　声はきっぱりと、悪党の愚ぐ痴ちを遮さえぎった。

「我々の計画員もそう判断したから、ゲイル探たん索さくにお前を差し向けた」

「ゲイルって奴ァ正気でしたぜ。宇宙の話も、目の話も、聞こえやしない声もなんにもない。田舎いなかの保安官を殺して終わりってだけの任務でした」

「お前に与あたえた任務は──」

「ええ、奴を捕とらえて、シヤマニに関かかわった証しよう拠こを見つけろってことでしょ。それがなかったっつってんです」

　走行亀の背に揺ゆられ、ロングストライドはまくし立てた。砂の彼方かなたにこの箱形通信機をぶん投げたくなるのは毎度のことだが、今日はさらに格別だった。モンローで殺されかけたことに文句のひとつも言ってやろうとすれば、これだ──悪党は、相手に見えないのを良いことに通信機相手に睨にらみつけ、舌を出し、指を回した──こいつら、身内の馬ば鹿かさ加減は意地でも認めやしねえ。我々、我々の諜報員、我々の計画員？　アジトの奥にふんぞり返って、我々の、我々の、だ。自分の身の回りだけで世の中が動いてると思ってる。いちいちそんな言い回しをするのには自覚もねえんだろうが、次に我々と言いやがったら今度こそ奇き声せいをあげてやる。マジ発はつ狂きようしたと思われるような強きよう烈れつなのをだ。ホントにやるぞ。

「もし、ゲイルが本当に天国帰りだったのなら、奴は組織を出し抜いていたことになる。我々の組織をだ」

「…………」

　ロングストライドは半眼になって通信機を見つめた。

　数秒もして、通信機が言ってくる。

「どうした。なにを黙っている」

「いいえ」

　舌打ちも隠かくして、ロングストライドは言い返した。

「そりゃ、もし俺が実は将軍だったなら大したもんだって話と変わりゃしねえでしょうがよ」

「ＯＢに話を聞いたが、ゲイルは優ゆう秀しゆうだったそうだ」

「あんたの後任が俺の情報を欲しがったら、どう答えるんです？」

「優秀だったと答えるだろうな」

「でしょうよ。阿あ呆ほうを囲ってたとは思われたくねぇだろうからね」

「こちらでは、ゲイルは十八年前に消息不明と記録されていた。それが生きていたのだから──」

　興奮したのか鼻声になりかかった相手の調子にカチンと来て、ロングストライドはつい嚙かみ付いた。

「違ちがうでしょうよ。十八年前に消えてまた忽こつ然ぜんと現れたってんなら、条件に合いますがね。ゲイル・スタリーヘヴンとやらはジェファーソンでずっと暮らしてた。そいつは間違いない。頭もイカれちゃいなかった。まー多分、使いっ走りに嫌いや気けが差して逃にげ出したんだ。俺に同情してましたよ。哀あわれな野や郎ろうってね」

　相手がなにも言わなかったため、嘆たん息そくして続ける。

「実際、哀れなものじゃないですかね。あんたらの中にヘヴンがなんなのか分かってる奴やつはいるんですかい？　あんたらの諜報員、あんたらの計画員、あんたらの組織にだ」

「シヤマニの最大の遺産だ」

　今さら役にも立たないたった数語、それだけを通信機は断言した。

　ロングストライドは眉まゆを上げた。

　本当に腹立たしいのは──と、胸の中で確かく認にんする──この通信機はオンもオフも切り替かえられないことだ。向こうが勝手に呼び出してきて、好き勝手を言って勝手に切る。この愚ぐにもつかない連中との付き合いをそのまま物語っている装置だ。

　だが、怒いかりもそれだけだった。深呼吸すると思考が晴れる。馬鹿と言い争うのは、それこそ馬鹿のすることだ。

　落ち着いて、悪党はつぶやいた。

「まァ、モンローは、こちらの油断もあったんでしょうから謝りますよ」

「そうか」

「……で、次の天国帰りに向かってるとこです。これまた辺へん鄙ぴなとこですな」

「ああ。遭そう難なんしかけた郵便員の噂うわさからの聞き込み情報だ。実在するかどうかは分からん」

「いて欲しいもんですな」

　ロングストライドが言うと、通信機は、無む駄だ足あしにならないことを祈いのるよと告げて連れん絡らくを切った。そんな程度の社交辞令すら珍めずらしかったが、悪党が腹の底で疼うずかせていた思いからすれば、少々見けん当とう違ちがいではあった。

「本当に、いて欲しいもんだ」

　通信機を懐ふところに入れて独り言を言うと、亀かめの御ぎよ者しやをしている相棒のビリーが同意した。

「そうっすね。兄貴がそんな声の時は」

「ああ。憂うさ晴らしがしてぇ」

　帽ぼう子しを顔に被かぶせて、ロングストライドは昼ひる寝ねを始めた。
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　ブルホエイルは速度を落として遺い跡せきへと入っていった。正しくは、遺跡のさらにその跡あと地ちにだが。

　その男は片足を引きずりながらも驚おどろくほどの素す早ばやさだった。ブルホエイルの行く手に飛び出してきたので、ウィリアムが急停止する。金属の塊かたまりである船が砂津つ波なみを起こしながら懸けん命めいに速度を殺す。だが男は怖おじけもせずに船体に飛びついた。

　砲ほう手しゆ席からは男が轢ひかれたように見えて、ベティは思わず悲鳴をあげた。慌あわててハッチを開け、外に顔を出すと──男の顔がほんの鼻先にあった。砂に汚よごれて真っ黒で、汗あせと垢あかにまみれた腐ふ臭しゆうに反射的に仰のけ反って、後頭部をハッチにぶつける。

　男は叫さけんでいた。

「天使だ！　俺の天使！」

　目はベティを向いているが、焦しよう点てんは別のところにある。そんな目だった。

　彼はベティには目もくれず、押しのけて砲手席に入り込もうとした。狭せまい入り口に二人分を通す幅はばなどなく、ベティは身体からだを潰つぶされそうになって男を押しもどした。手て触ざわりで分かるが男の身体は汚れているだけではなく、弱ってぼろぼろだった。さほど強く押したつもりもなかったが、男は仰あお向むけに砲ほう塔とうから転落した。

「どうした──」

　つけたままだったレシーバーから、ウィリアムの声。騒さわぎを聞いていたのだろう。

　落下した男の姿を追いながら、ベティは答えた。

「ええと……例の男よ。無事だった」

「天国帰りの男か──」

「見た目ではそんな感じだけど」

　前に見た天国帰りの男を思い出す。

　レシーバーを外して座席にもどすと、外に出る。

　男はブルホエイルの砲ほう身しんにしがみつき、頰ほおずりしていた。

「帰ってきてくれた……連れて行ってくれる……俺の天使！」

　その様にぞっとしながら、ベティは声をかけた。

「あなたは、ジェイク・ウッズ？」

「そうだ」

　急にこちらを見て男はうなずいた。

　ほんのわずかにかいま見えた正気は、これまでの姿よりもむしろ不気味だった──ただの正気、ただの狂きよう気きならば、それだけのことだ。だが狂気としか見えない心の中に正気を保っているとしたら、その苦しみは想像するだに恐おそろしい。

「あなたは、どうしてこの船を天使と呼ぶの？」

　問うてから、男のふりをし忘れていたと気づく。だがまあ、さして問題はないだろう。と思い直す。

　ジェイクが一いつ瞬しゆん見せた正気は、目玉を左右に振ふって惑まどい始めると、呆あつ気けなく薄うすれていった。己おのれと船を指し、そしてベティを指さして、言いかけたことが分からなくなってまた最初からやり直した。

　砲塔のもうひとつのハッチが開いて、フラニーが顔を出すと彼の戸と惑まどいはまたひどいものになった。指を嚙かんで困こん惑わく顔を浮うかべ、口走った。

「天使の乗る船だからだ……お前たちじゃない。お前たちは小さいし、可愛かわいい。お前たちは誰だれだ？」

「そだよね。ベティは銃じゆうを見せびらかすわりに、あたしほど迫はく力りよくないよ」

　フラニーの声は無視して、ベティは答えを考えた。

「わたしは、この船をもらったのよ」

「じゃあ天使か？　天使の乗る船に乗るんだから」

「天使が乗ってるから天使の乗る船なのに、天使の乗る船に乗ってるから天使なの──」

　これもフラニーがややこしく混ぜっ返す。

　一瞬さじを投げかけたベティだが、なんとか踏ふみとどまった。考える。

「あなたは天使に会ったのね。その天使たちに名前はあった──」

「…………」

　天国帰りの男は呆ほうけたような顔つきで、じっとこちらを見ている。半分開いた口からおおかた抜ぬけてしまった歯がのぞいていた。発音が舌足らずなのはこのせいだろう。

　埒らちがあかないようなので、ベティは促うながした。

「ゲイルとエンリケっていう名前じゃなかった？」

　やはり男は首を傾かしげている。思い出して、ベティはモンローで見つけた手配書を取り出した。

「この人たちじゃない？」

「天使の顔だ！」

　ジェイクは大声で歓かん声せいをあげると、ぎょっとするほど俊しゆん敏びんに二枚の手配書をひったくった。似顔絵に見入って叫び続ける。

「俺が見たのと同じ場所を話してくれた！　信じなかった奴やつらと違ちがって、俺に訊きいた！　洪こう水ずいから俺を助けてくれた！　洪水から──」

　しまいには跳とびはね、踊おどるように狂きよう乱らんしている。

「洪水？」

　その跳びはねる足の間近からハッチが開いて、操縦手席にいたウィリアムが出てくる。抱だきついてくるジェイクをあっさりとかわして、おかげでジェイクは転てん倒とうして動きを止めた。

　彼が義足だとベティが気づいたのはその時だった。それだけではない。砂さ漠ばくで暮らすシヤマニと同様、身体からだ中、傷だらけだ。日差しにやられて窓まど際ぎわで乾かわいた蠅はえの死し骸がいを思い起こさせた。

　倒たおれたジェイクをウィリアムが抱かかえ起こすが、背せ丈たけは高いがさほど逞たくましいとも言えないウィリアムと比べても、天国帰りの男の瘦やせ方は普ふ通つうではなかった。まるで乾かん燥そう肉だった。それも、どちらかといえばやや焦こげた肉だ。たった今騒さわいだおかげでもうぐったりしている。つまずいただけで気を失いかけていたのか、目玉がぐるぐる回っていた。

「洪水って？」

　近寄ってベティが訊たずねると、ぜえはあと激しく息を切らせてジェイクはつぶやいた。

「町を吞のんだ……罪と一いつ緒しよに……光る水が、みんな、人を溶とかした」

「洪水が町を吞んだ？　こんな砂漠の真ん中で──」

「天国帰りの男だ。まともに聞いても──」

　と、ウィリアム。

　彼の手を振り払はらってジェイクは飛び起きた。それは抗こう議ぎしたかにも見えたが、言い出したのはまったく違う話だった。

「この地図だ！　天使たちは、俺にこれを描えがいてくれた」

　服をはだけて──といってもやはり、ボタンで閉じていたことすら奇き跡せきなくらい擦すり切れたシャツだったが──、中に貼はり付けるようにして隠かくしていた厚紙の地図を取り出してみせる。こんな場合でもなければ、正直、触さわりたくもないほど脂あぶら染じみていたが、ベティは受け取って中を眺ながめた。汚よごれでインクも擦り切れかかっているもののまだ判別できる。ジェイクはよほどこれを大事に扱あつかっていたのだろう。

　描かれた地形や情報は詳しよう細さいなものだった。理解してからジェイクに視線で了りよう解かいを取り、フラニーとウィリアムにも見せる。彼はざっと見ただけだったが、感想は同じだった。

「メルカバに入っていた航路と同じものだな。グレートリバーの中心に向かってる」

　こちらの感かん嘆たんに満足したのか、ジェイクはにやにや笑って地図を取り返した。また元通りに腹にしまって、不器用な手つきでボタンを閉じる。

　彼を見つめるベティの肩かたを、ウィリアムが軽く叩たたいたのを感じた。思いを察したのだろう。ベティはつぶやいた。

「あなた、父さんを知ってるのね。エンリケも」

「ふたりの天使」

　ジェイクはすっかり有う頂ちよう天てんだった。焦しよう点てんはやはり合っていないが、船のあちこちを見、うろつき、屈かがみ込んで撫なでつけた。

「ここに帰ると言っていたんだ。ふたりの天使。その時、俺たちはみんな赦ゆるされる。そう言った……」

　日差しで灼やけた装そう甲こうは熱いだろうに気にも留めていない。止まらない感激に溺おぼれる天国帰りの男は、やはり水場に落ちた蠅を思わせる動きでメルカバの甲かん板ぱんを這はい回っている。洪水。

　ベティは腕うで組ぐみして視線をうつむかせた。どうやら一歩前進したらしい。だが相変わらず、わけも知らずに辿たどっているだけだ。
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　今にも崩くずれそうな梯はし子ごはベティの体重に怪あやしく軋きしんだ。

　力のかけどころを選びながら慎しん重ちように鉄てつ塔とうを登っていく。次し第だいに遠ざかっていく地表に時折目をやって、ここで暮らすということを思い描いた。日が沈しずんで陰いん影えいを増した遺い跡せきは、なだらかな砂に引っかかった棘とげのようだった。

　登り切るとそこは、ジェイクが長年を過ごしたのであろう住み家だった。何度も張り直された屋根は継つぎ接はぎというより端は切ぎれで編んだ網あみのようだ。板の床ゆかには足で触ふれるとそれと分かる窪くぼみが、ここの主人が座り続けた場所を示している。食い残しもゴミもない。砂すな嵐あらしが来れば全部吹ふき飛ばされ、ここにはなにも残らない。そんな住まいだ。
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　立ったままベティは地平を眺めた。砂だ。横を向く。後ろを向く。砂に変わりはない。夜の訪おとずれに闇やみを滲にじませた黒い砂さ丘きゆう。

　遠方から足あし下もとへと視線を移す。ブルホエイルは鉄塔のすぐ下に停とめていた。近くに火を起こしても、ジェイクは意地でも甲板から降りようとしなかった。仕方がないのでほうっておいて、今焚たき火に当たっているのはフラニーだけだ。うつ伏ぶせに寝ね転ころがったペンギンを枕まくらにして寝ねている。

　見える場所にウィリアムの姿がないのに気づいたので、背後の梯子から男の影かげがぬっと現れても、ベティは別段驚おどろかなかった。彼が、あんなに脆もろい梯子を使って物音もなく登ってきたことにもだ。

「なにか見えるか？」

　顔を出すなり訊ねてきたウィリアムに、ベティはかぶりを振ふった。

「砂ばかり。グレートリバーはこっちの方角よね」

　大気が霞かすんでいるほうに見当をつけて、指さす。

　ここから数マイルか十数マイルも行けば、メルカバでも進めない流りゆう砂さに行き当たるだろう。砂海を二分する大流砂は深く、流れも速いためにメルカバの速度でも越こえられない。吞まれれば二度と浮うかぶこともない。大陸が南部と隔へだてられているのはこの流砂のせいだった。

　ウィリアムが登り切るのを待ってからベティは続けた。

「ここってなんなのかしら」

「ポールと同じ。シヤマニ文明の遺跡だろう。ＰＯＬの調査村があったんだろうな」

　目だけで見回して彼が答える。ベティはブルホエイルの上でうずくまるように休んでいる天国帰りの男を示して、また訊きいた。

「彼は？」

「身なりはもう跡あと形かたもないが……研究員だったんじゃないのか」

　跡形もないのは身なりだけではない。天国帰りの男ならば、砂さ漠ばくで遭そう難なんしてまた帰ってきた人間ということになるが。多くの者は、それで正気を失うと言われている。魂たましいと生き別れるのだと。

　それだけではない──

　と、ベティの父はそう言ったのだ。メッセージを思い出してますます気が滅め入いった。聞いた時にはまだ分かっていなかった。だがジェイクの姿を見たら、ひどいことよりももっとひどいことがあるという話だったのだと思えてくる。

　たまらず、また首を振った。掠かすれるようにつぶやく。

「ＰＯＬの仲間は助けに来ないの？」

「知らなけりゃ来ないだろ。生き残りがいると思えるような状じよう況きようじゃない」

「生き残り？」

「見ろよ」

　今度は、ウィリアムが指し示した。

　彼の長い腕うでと指が遺跡を一いち巡じゆんする。

「ただの浸しん食しよくじゃない。破は壊かい跡あとだ。町一個、徹てつ底ていして砲ほう撃げきを受けてる。メルカバの大部隊だな」

「ホワイトマフラー？」

「規模を考えればそう思うのが妥だ当とうだ。砂賊ぞくにできることじゃない」

　北部政府軍のメルカバ部隊、ホワイトマフラーによる包囲殲せん滅めつ戦というのは幾いくたびか行われている。が、シヤマニゲリラに対して使われた話しか聞かない。

「連れん邦ぽう政せい府ふが町を攻こう撃げきしたら、問題になるでしょう」

　我ながら馬ば鹿かなことを言ったとは思ったが、案の定ウィリアムは苦く笑しようした。

「そりゃそうだ。独立戦争以来の大・大・大問題さ。よほどの理由でもなけりゃ市はみんな連れん邦ぽうに反はん抗こうするか、脱だつ退たいする。特別区の税収じゃ政府は維い持じできないから連邦は瓦が解かいするな。ＰＯＬは市じゃないし、市民でもないが、協定はあるし……」

　ぶつぶつと考え込むウィリアムを見ていると、彼は肩かたを竦すくめた。まあ俺が知るわけはないが、というポーズだ。

「攻撃されて黙だまってるってことは、取引があったか、ＰＯＬにとっても公おおやけにしたくないことがあったのかもな。自信はないが」

「それが……ヘヴンかも？」

　ヘヴン。天使。そして皆みな殺ごろしにされた町。

　つながるといえばつながる話ではある。ベティは嘆たん息そくした。

　話を続けようと向き直る──とはいえなにか続けるものがあるのか、それも分からなかったが──と、ウィリアムの表情に息を詰つめた。彼は厳しく相棒を見み据すえている。

「これ以上、旅を続ける意味があるか？」

　ばっさりと切り捨てて、ウィリアムは声を落とした。

「ロングストライドを捕とらえて突つき出せば君の冤えん罪ざいを晴らせるって見込みで、やってきた。だがゲイル殺害に連邦政府が絡からんでて、そもそもの可能性すらないんなら、全部無む駄だだ」

　それだ。

　その話になるのは予期していたし、こんな塔とうにまで登っても避さけきれなかった。うなだれていてもウィリアムの正論は容よう赦しやなく降りかかってくる。

「あのメルカバと情報をＰＯＬに持ち込めば君は姫ひめ君ぎみみたいに扱あつかわれるさ。モンローに留とどまるなり南に渡わたるなり、好きに選べる」

「父さんが──」

　不意に飛び出した言葉に、彼はますます声を尖とがらせた。

「君の父親が望んでるとでも？　娘むすめが賞金稼かせぎに成り済まして殺し屋とドンパチするのを？」

　そうではない。遮さえぎってベティは言い直した。

「知りたいのよ。どうしても。父さんが何故なぜ、あんな連中に殺されないとならなかったのか」

　沈ちん黙もくはなおさら口論よりも鋭するどく肺はい腑ふに触ふれる。

　足あし下もとを埋うめようとする砂の流れにも似ている。そこにいれば沈しずむのは分かっている。

　相棒も同じ危あやうさを感じている。それも分かった。ふたりでしがみついても結局は砂に吞のまれるだろう。

「危険なのは」

　見み透すかすようにウィリアムが警告するのを、じっと聞いた。

「間に合ううちにやめておくって選せん択たく肢しを君が捨てることだ」

「なら、わたしを助けて」

　視線を捉とらえてベティは告げた。懇こん願がんする。

「あなたがいなければこんな甘いこと言わない──国を敵に回してもやり遂とげたいなんて」

　また沈黙。だが先ほどより痛みはない。目も逸そらさない。

　睨にらみ合ったままウィリアムは言い出した。

「ギフト管理セクションというのは俺も知らないが、シヤマニの遺産を探たん索さくする部署に表と裏があるというのはよく言われた話だ。先史研究省に国土管理省、武器省、軍部戦術研究所、連邦保安管理局、捜そう査さ局、先史否定評価会もか。知られているだけでも利権はあちこちに及およんでる。連邦政府はもちろん一枚岩の組織じゃない。右手のすることを左手はまず知らない」

「なにが言いたいの？」

　手を振ふってウィリアムは遮った。

「君を手配したのは保安管理局だ。公に出てないからには、ギフト管理セクションとやらは独立機関だろう。よほどの背信か指揮系統違い反はんでもなければ、君の手配とはなんの関係もない可能性のほうが高い。もっと高次の組織が存在してるかもしれない。国を相手にするってのは単純には済まないんだ」

　こんなことを滔とう々とうと説明する時のウィリアムは、殺さつ人じん鬼きではなく軍人か役人らしさが表に出る。ベティからしてみれば彼はなんでも知っているし、なんでもできる。そして彼の判断が不実だったことは一度もなかった。

　彼が反対しているからには、自分のやろうとしていることはよほどの無む茶ちやか、無駄なことなのだろう。そう思う。それでも、ベティは拘こだわった。

「別にガマリエルの大統領を問いつめて、わたしに謝らせたいわけじゃないのよ」

「なら、どうしたいんだ」

「だから、知りたいの。父さんは何故殺されたの？　ヘヴンとかいう場所を見つけたのに、隠かくしたからでしょう。なんで？　危険を冒おかしてでも隠さないとならないことだったの？　父さんは流る浪ろうのガンマンじゃない。家族がいたのよ！」

　できれば父を直接なじりたかったが、それも叶かなわない。拳こぶしを握にぎり、殴なぐれない虚こ空くうを薙ないだ。

　ウィリアムは冷たく言い放つ。

「殺されると思ってなかっただけかもしれない。今の君みたいに」

「わたしはどうか知らないけど、父さんは馬鹿じゃなかった」

「そりゃ信しん頼らいってより意固地だ。君は死んだ父親を崇すう拝はいしてるが、今のところ俺には、ゲイルが政府の機密を盗ぬすんで逃にげたって話に聞こえるんだがな──」

「軍を脱だつ走そうした人が言うの!?」

　また癇かん癪しやく混じりに叫さけぶ。

　と、その時だった。

　馴な染じんだ音が聞こえてきた。爆ばく音おんだ。下からだった。塔の下。見下ろす。

　ベティは啞あ然ぜんと固まった。真っ先に目に入ったのは、飛び起きて甲かん高だかい声をあげ、ペンギンと一緒に跳とびはねてこちらに手を振るフラニーだ。彼女はベティを呼び、そして指さしている。エンジンを始動させ、キャタピラを軋きしませて回頭するブルホエイルを。

　その甲かん板ぱんにジェイクの姿はなかった。操縦手席にいるのだろう。

「ベティー！　どうすんのー！　待てー！」

　走り出した船を追おうとするフラニーを、ベティは塔から呼び止めた。

「フラニー！　わたしたちが行くまで待って！」

　梯はし子ごに向かって駆かけ出す。急いで降りようにも梯子は脆もろく、苛いら々いらを嚙かみ締しめて慎しん重ちように使うしかなかった。

　だがもとより、急いだところでどうなるというのか？　塔から離はなれて砂さ漠ばくに進んでいくメルカバを見やって、うめく。外部からメルカバを停とめる方法などない。撃げき破はする以外には。

　ようやく塔を降りた。ウィリアムも影かげのように飛び降りてくる。待つのに忍にん耐たいを使い果たしたフラニーが、ペンギンの頭に乗って急せかした。

「早く追おう！」

「ええ……」

　選せん択たくの余地はないというだけの理由でベティはうなずいたが、頭はまだ混乱していた。

「どういうこと？　なんで彼が船を」

「さあな。突とつ然ぜん、そうしたくなったんだろう」

　投げやりにウィリアム。

　ブルホエイルは遺い跡せきを離れようとしている。既すでに最高速だ。

　ベティもつられて走り出そうとして、そして無意味を悟さとった。追いつけるわけがない。振り返ると、フラニーとペンギンは一いつ緒しよになって出発しようとしていたものの、ウィリアムは立ち尽つくしたままだ。腕うで組ぐみして船を見送っている。

「まさか、走って追う気か？」

「でも」

「砂漠を進むことになる。下手をすれば今度は俺たちのほうが天国帰りだぞ。それも帰れればだが。準備が必要だ」

　と、あたりを示す。食しよく糧りようや水は船に積んであったから、ここにはなにも残っていない。フラニーが寝ね床どこに使っていた毛布が一枚と、食器がいくらか置き去りにされた程度だ。

　絶望感に肩かたを落とすベティを余所よそに、ウィリアムは淡たん々たんとつぶやいた。

「まあ、せいぜい何マイルか歩けばいいだけだ。どうせ航路は分かってる」

　彼が顔を向けたのは南方だった。先ほどベティも探した方角。グレートリバーだ。




６




「完成ー！」

　わざわざ遠回りして砂さ丘きゆうを滑すべり降り、綺き麗れいな円を描えがいてペンギンは停止した。

　背中から胴どう体たいにぐるりと縄なわを回して、簡易の橇そりを引いている。その上にはフラニーが陣じん取どって器用にバランスを取っていた。

　小一時間ほどかけて組み立てた橇が壊こわれなかったことにひとまずはほっとして、ベティは告げた。

「じゃあ、またもどって荷物を積んできて。ウィリアムが用意してるから」

「えー。これ、あたしが乗るんじゃないの？」

「みんな歩きよ。橇には食糧と水と……」

「水なんかないじゃん」

　あっさり否定するフラニーに、ベティは気の重い事実を認めた。

「じゃあ、あいつが飲み水にしていた変な油ね」

「味見したんでしょ。どんな味だった？」

　古傷を抉えぐるような質問に、渋じゆう面めんが蘇よみがえる。

「吐はきたくても吐けないって感じ」

　恐おそらく蟹かにから採ったのだろう油は最悪だったが、乾かん燥そう肉や少量の缶かん詰づめの状態は、そう悪いものではなかった。鉄てつ塔とうの下に保存してあったので、ウィリアムが箱にまとめている。ペンギンを〝操縦〟してそちらに向かうフラニーを見送って、ベティは作業を再開した。火から離れて、星と月の明かりを頼たよりに選えり分けていたのだ──やはりジェイクが貯め込んでいた数丁のライフル、散さん弾だん銃じゆう、そして弾だん薬やくを、まだ使えそうなものとそうでないものに。

　砂漠の猛もう獣じゆうのほとんどには、拳けん銃じゆう程度の火器は通じない。というより町中とは違ちがって砂漠のような広い地形で拳銃が役に立つことはまずあり得ない。蛸たこや鮫さめを撃げき退たいするのなら大口径の散弾銃が一番良い。ペンギンの皮ひ膚ふを貫つらぬくにはライフル弾が要いる。蝦しや蛄こや飛び魚の群れに出くわしたなら頭を低くして祈いのるしかない。

　いずれもメルカバに乗っていれば気にしなくて済む相手だった。まさか考えようもない事態だったとはいえ、油断を悔くやんで歯は嚙がみする。

　一番ましなライフルを手に取って構えた。フィンチの37タイプだ。骨こつ董とう品に近いものだが状態は良い。引き金を引く。撃げき鉄てつの落ちるカチンという音が銃じゆう床しようから奥歯に伝わってくる。ライフルの撃うち方は練習していなかったが、これなら当たりそうだという気にはさせてくれた。ストラップがなかったので端は切ぎれを裂さいて紐ひもを作り、肩にかけられるようにした。もう一丁、錆さびの浮ういた散弾銃と弾薬をずだ袋ぶくろに放り込んで、それも担かつぐ。

　鉄塔までもどるとウィリアムとフラニーがペンギンの橇に荷物を積み込んでいるところだった。そう多くはない食糧と、毛布だ。

「じゃあ、出発だ。今が一番体力があるからなるべく距きよ離りを稼かせぐ。昼までは休まないから、ペースがきついようなら強がらずに申しん告こくしろ。倒たおれた奴やつを介かい抱ほうするのは手間だ」

　ウィリアムは素っ気なく言っただけで歩き出した。もうさっきの口論も忘れてしまったような態度だ。

　廃はい墟きよとはいえ人造物の残る場所を離はなれるのには心残りも感じた。どうせ余所の砂さ漠ばくと大差ない環かん境きようだとしてもだ。ブルホエイルの航こう跡せきはもう砂に残っていない。どこに走り去ったかについては、あの天国帰りの男がナビゲーションの航路情報をまともに読めていることに期待をかけるしかなかった。あとは……グレートリバーの流りゆう砂さに無む謀ぼうに突とつ進しんせず、そこで踏ふみとどまるくらいの理性があるのを。

　砂を踏みしめて歩き続ける。砂漠の広さとは逆に、砂丘を越こえるのには息苦しさを覚える。空はまだ暗く、地平は深い色味に沈しずんでいる。不気味な静けさを強調するような風の音。だが太陽が昇のぼれば空からだけでなく、砂に反射した熱線にも身体からだを灼やかれる。その時には、蟹から採った油だろうと気にせず飲み干すだろう。

　ベティはライフルを担ぎ、ウィリアムは散弾銃の入った袋ふくろを運んでいた。フラニーは自分だけ銃じゆうがないと文句を言っていたが、次し第だいに疲つかれて、ペンギンの頭に乗ってうたた寝ねを始めた。ペンギンは橇を引いて最後に続いているが、元気なものだ。本当なら砂に潜もぐって泳ぐほうが楽なのだろうが。

　夜が明けて、砂を輝かがやかせる朝日を横目に、ベティは帽ぼう子しの位置を直した。既すでにウィリアムから数歩遅おくれて歩いている。気温が上がれば自分もペンギンに運んでもらうようになるかもしれない。唇くちびるを嚙かんで、疲れた腰こしを手のひらで揉もんだ。疲ひ労ろうに耐たえるんじゃなくて、疲労を忘れなさい、と自分に言い聞かせる。強くならないと。もしかしたら、もう、ウィリアムは助けてくれないかもしれないんだから。

　昼前に、ウィリアムが立ち止まって制止の合図をした。

「夜まで休もう」

「ゲェーガァー」

　返事する体力を残していたのはペンギンだけだ。

　一番日差しのきつい昼の間、影かげになる砂丘の狭はざ間まで簡易のテントを作った。棒を砂に刺さして毛布をかけたものだ。三人分ぎりぎりで寝ね転ころがれるスペースで、ウィリアムと肩かたを寄せて休むのはさぞ気まずかろうと恐れたものの、そんな気負いなど関係なく横になった途と端たんベティは眠ねむり込んだ。目を覚ますともう日は沈み、フラニーとウィリアムが橇に毛布を積み直していた。

「朝までには流砂に近いところまでは着くはずだ。そこからメルカバを探すことになる。運が良ければすぐ見つけられる。三日探して見つからなければ、遺い跡せきに帰って、モンローにもどる方法を考えよう」

　ウィリアムの指針に、ベティは黙だまってうなずいた。

　半分気を失ったような心ここ地ちだったのは、油を飲んだせいかもしれない。はっと目が覚めたのは一度だけ。遠くに砂蟹がにらしき影を見たと思った時だ。すぐに見失ったが、ライフルを肩から下ろそうとしたベティに、ウィリアムはこう言った。

「ペンギンがいれば蟹は近づいてこない」

「でも、蟹のいるところには鮫もいるかも」

「鮫が来れば音で分かる。身体がでかすぎて潜れないからな」

　ベティは数秒間、その蟹がいたと思えた場所を眺ながめてから、鈍のろい歩みを再開した。

　夜の間に歩くので、嫌いやでも星ばかりを見た。輝く夜空。星の瞬またたきが激しいのは上空を砂が舞まうからだという。シヤマニはそれを星が会話していると喩たとえ、のぞき見をしていると視力を奪うばわれると伝えている。砂さ塵じんに目を潰つぶされないようにという教訓話さ、と父から聞かされたのを思い出した。

　父が若い頃ころに放ほう浪ろうしていたのは秘密でもなんでもなかった。砂漠の話を多く知っていたし銃も使えた。ある時ジェファーソンを訪おとずれて強ごう盗とうを撃退し、市長に請こわれて町保安官を引き受けた父に母は惹ひかれたのだ。

　名前のせいもあって、ベティはたびたび星空に気を引かれた。だから会話を盗ぬすみ見みると目をくり抜ぬかれる（という話だと幼いベティは解かい釈しやくしていたのだ）という話は恐おそろしかった。仲良くなりたいと願って手紙を書いたこともあったらしい。屋根の上に貼はったそうだ。覚えていなかったが、父にはよくからかわれた。

（しまった。泣いてる）

　と思って、ベティは頰ほおをこすった。濡ぬれていない。流すような余分な体液はないということか。それとも泣き方を忘れたか。涙なみだの一ひと滴しずくを流す前に、敵の血の一滴を流せ。エンリケの教えが脳のう裏りに蘇よみがえった。あれから一年。何度も泣いたはずなのに、どう泣いたかは思い出せなくなっている気がした。

　それからは気が冴さえた。疲労も考えなくなっていた。忘れるのではなく、考えようにもそれがなんだか分からなくなるのだ。先を歩くウィリアムの背中を見た。彼は先を行っているが、それほど遠くはない。そう感じた。

　夜明け前、ウィリアムが立ち止まるより早くベティは察した。地形が変わりつつある。代わり映ばえしない砂漠に思えていたものが、砂の動きで出来上がっていると分かった。グレートリバーといってもある地点ではっきり区切られて流砂になっているわけではない。次第に砂の動く流れが増して、メルカバにも踏とう破はできない砂漠の中央、多重渦うずへと連なっていく。

「ここでナビゲーションは警告を出して、針路変へん更こうを指示したはずだ」

　ウィリアムは記き憶おくを頼たよりにあたりを見回した。

「西に転てん舵だする指示だった……距きよ離りは２マイルほどだ。確か。自信はないが」

「西に行って、どうなるの？」

「さあ。それからまた南に進む感じだった。流砂で足止めされるのは変わらないから、腑ふに落ちなかったんだが」

「流砂って渡わたれないの？」

　ペンギンの頭から、フラニー。

　ウィリアムは、前例はないと答えた。

「もし大流りゆう砂さを越こえる航路があるなら、大発見だ。政府もクリダもひっくり返るぞ。といっても例のナビはグレートリバーの中心で終わってるが」

　ロード・トゥ・スタリーヘヴン。

　ベティはふと、思いつきを口にした。

「父さんの航路は、南部への秘密の抜け道ってことかも」

「え？」

「逃にげ出したいならこれで解決できる……伝言はそう言ってたでしょ」

「確かに、あり得るか」

「でもそれじゃあさ、あたしたちブルホエイルには追いつけないってことじゃん」

　とうとうペンギンの上で寝ね返がえりまで打って、仰あお向むけでフラニーは手足を振ふった。

「船乗りたいよー。船なら疲つかれないし、涼すずしいもん」

「そうだな。趣しゆ味みの砂さ漠ばく歩きはこのへんでやめといて、ポケットに隠かくしといたメルカバに乗るとするか」

　ウィリアムはにべもない。

　ひとまず丘おかを登って周辺を観察することにした。砂すな嵐あらしが近くなっていたが、フラニーの目ならブルホエイルを目視できるかもしれない。

　ペンギンの上で背せ伸のびして、フラニーが目を凝こらす。

「あれかな」

　随ずい分ぶんすんなりと言い出すのでベティも同じように目を見開いた。

　だが見てみると、確かにフラニーに頼るまでもなかった。メルカバなのかは分からないが、これから向かおうとしていた先には巨きよ大だいな影かげが横たわっていた。砂さ丘きゆうでも、岩場でもない。人造物だ。

　砂に視界を遮さえぎられてはっきりとは分からないのだが、大きさと形状から他ほかに思いつかず、確かく認にんする。

「あれは、ポール？」

「死んだポールだろうな」

　モンローには稼か働どうしているポールがあるが、もちろん、もはや動かない装置のほうが圧あつ倒とう的てきに多いのだ。グレートリバー周辺にはああして横たわったポールが点在している。

「ブルホエイルもあるよ。手前に停とまってる」

　額に手をかざして、フラニー。船を見つけたおかげか声が明るくなった。まあ実のところベティも同感だった。これ以上砂漠を歩くのには耐たえられそうもない。

「人はいる？」

　一応用心で、ライフルを肩かたから下ろす。ジェイクが今船を下りていて、万が一こちらを見つけてまた乗り込もうとするなら……撃うつしかないだろう。

　もっとも、この距離では当たるまいし、フラニーの返事はノーだった。

「いないよ。でもブルホエイルも動いてないから、乗ってはいないみたい」

「急ごう。なんの用事で寄ったのか分からないが、奴やつがまた船に乗ったらもう追いつけない」

「あたしとペンギンだけ先に行ってもいい？」

　おねだりの眼まな差ざしで、フラニーが提案してくる。

　ベティはしばし思案して、ウィリアムに視線で確かめてから、うなずいた。

「いいわよ、お願いする。でも危険があるなら逃げて」

「オッケー！」

　フラニーは陽気にペンギンの橇そりから荷物を蹴け落おとした。奇き声せいをあげるとペンギン橇を乗りこなし、ポールに向かって斜しや面めんを滑すべり降りていく。

　その後を、ベティとウィリアムも歩き出した。これまでと違ちがい目的地が見えるだけ随分と気は晴れた。

　それでも無言で進んでいたが、その重さに観念してベティは囁ささやいた。

「昨日言ったこと、ごめんなさい」

　声は掠かすれたが、ウィリアムは聞きつけた。ちらと振り返って言う。

「なんのことだ？」

　その時になって気づいた。これまでの旅では、自分が前を歩いて話していた。彼は何処どこにでもついてきて助けてくれた。不安をかき立てられたのはこのせいだ──関係が変わってしまったかと感じて。

「あなたのこと。どうして軍を抜ぬけたのかも知らないのに」

「脱だつ走そう兵なのは事実だ。国と納税者を裏切り、戦友の忠節に泥どろを塗ぬった。その後も違い法ほうをさんざんしたしな。ロングストライドへの君の憎にくしみを奇き妙みように思うことはある。俺のほうがよほど多くの保安官を殺してるんだから」

「わたしは……義ぎ憤ふんで奴を追っていたわけではないもの」

「これまではそうだった。それを忘れてるんじゃないかっていうのが、俺は怖こわかったのさ」

　ウィリアムはそんな言い方をすると、ほんの微び笑しようをして速度を緩ゆるめた。

　ベティが先を歩いて、やや後ろを彼がついてくる間合いにもどった。

「あなたにも怖いものがあるの？」

「いつも怖い。臆おく病びようなんだ。だから俺を必要とするのなら、これを約束して欲しい。なんであれ、最後には必ず満足すること」

「……あなたの約束って、いつも変」

　意味が分からずに眉まゆ根ねを寄せる。

　そうかな、と彼は言い直した。

「旅の終わりがどんなものか、俺たちには分からなくなってしまった。だから念押ししたいんだ。思いを遂とげたら、思いを遂げたとちゃんと認めること。心で納なつ得とくしたなら、頭でもそれを認めること。取り憑つかれないことをだ」

「分かった。と思う」

　簡単な約束とは思わなかった。彼は、そのためなら命を賭かけてくれるというのだから。

　砂丘を降りきった。まだまだポールまでは遠いが、フラニーの姿はもう見失っている。

　ベティは話を変えた。

「南部は楽園なの？」

「藪やぶから棒だな」

「クリダってわたしよく知らないもの。こっちより良い国なの？」

　もし、父の遺のこした航路が南部への道だというのなら。

　重大な発見には違いないが、腑ふに落ちるまではまだ抗あらがう。

　考えた後にウィリアムはこう答えた。

「俺だって行ったことはない。向こうには向こうの問題もあるだろうさ。こっち側よりマシなところも、逆もあるだろ」

　と、間をおいて続ける。

「向こうはシヤマニを全員、奴ど隷れいにしたそうだ。こっちにも奴隷扱あつかいされてるシヤマニはいるが南部では制度になってる」

「ひどい制度？」

「どうかな。身体からだの見えるところに記号と番号を入れ墨ずみして、畜ちく産さん同様に出生も全部定められてるそうだ。生まれすぎれば処分。制限通り産んでも、自分の手で育てるのは許されない。シヤマニ語を喋しやべれば最低でも鞭むち打うち十回。主人と目が合うのも禁止で、返事以外に話しかけてもいけない。クリダの連中は、シヤマニを砂さ漠ばくに追い出した俺たちのほうが残ざん酷こくだと非難してる。そうかもしれない。向こうでは衣食住は与あたえられてる」

「シヤマニ以外は？」

「男は高潔だそうだ。女に読み書きを教えるのは違法」

　ペオポルスとクリダはほぼ同時期にこの大陸を発見し、移住した。それぞれの上陸地点から北部と南部で住み分けている。

　互たがいに故国も違えば、移民の事情も異なる。ペオポルス女王国はひとりの預言者を第一聖人とする唯ゆい一いつ聖教を基き礎そとし栄えたが、教会組織の腐ふ敗はいによって分派が生まれ、対立が新教徒の故国からの脱だつ出しゆつと移民を決意させた。

　ケンクリッドの背景はもっと複雑だ。旧トアン帝てい国こくの末まつ裔えいであるクリダは長らく各地を流る浪ろうし、多くは不毛の土地に暮らしていた。だが航海時代の幕開けで事態が変わった。長らく放置されていた亡なき帝国の土地であるイストバンが地勢的に、世界で最も重要な港に急成長したのだ。各地のクリダは集結し、イストバンを支配していた交易商たちに土地を返へん還かんするよう主張した。当然商人らは抵てい抗こうしたが、商人の連合が民衆の支持を受けられるはずもなく、イストバンは大義名分を掲かかげたクリダの軍門に下った。

　クリダは自らを騎き士し団と名乗り、ケンクリッド騎士団による世界救済宣言を行った。世界の不正を正すと息巻いて、旧トアンを滅ほろぼした原因のひとつである唯一聖教は大敵のひとつだ。彼らも女王国と同様、各地に植民地を求めて人を送った。彼らに誤算があったとすればここにシヤマニの先史文明があったことだ。それは北部でもそうだが、移民に独立の力を与えた。南部もメルカバ部隊を擁ようして故国からの支配を断たち切っている。

　そして今、この砂海にはふたつの政府がある。北部と南部だ。両者はグレートリバーによって隔へだてられている。戦争の噂うわさは昔からあったがいまだ実現していない。大流りゆう砂さを渡わたってメルカバ部隊を送り込む方法が見つからなかったからだ。

「考えれば、この地上に楽園なんてって気がしちゃうわね」

　ベティは首を回してうめいた。

「ヘヴンっていったら、もっと遠くの……」

「心当たりがあるのか？」

　訊きいてくる彼に、ため息を返した。

「ううん。自分の名前だけどね。父さんがなにか言ってたことはなかったと思う。母さんは信心深かったから、そんな話もしてたかな」

「ゲイル・スタリーヘヴンが妻に秘密を話していたってことは？」

「どうかしら」

　可能性を考えて、否定する。絶対にないとも言えないが、もとより母が生きていた時、ベティはまだ幼かった。夫ふう婦ふのことなど意識もしなかった歳としだ。

「分からない。あったとしても興味なんか持つかしらね。だって砂漠を見たこともない、普ふ通つうのお母さんよ。彼女がヘヴンについて言ったことっていったら──」

　言葉が止まる。

　また空を見上げた。のぞいてはならない星々の囁ささやきに、なにかを促うながされた気がした。

「……どうした？」

　ウィリアムもまた問いかける。ベティは彼に目をやって、役に立つ話じゃないわよ、と前置きした。

「妹がいたの」

「うん？」

「わたしには妹がいたの。いや、いるはずだったの。生まれなかったけど、わたしには妹だって分かってた」

　思い起こして胸が詰つまる。これは父が殺された時と同じくらい、その後の人生を変えた出来事だったからだ。ここ一年間の状じよう況きようほど劇的ではなくとも、深く厳しい変化だった。
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「母さんが死ぬすぐ前だから……わたしが九つか、十か。それくらい。ここにいるって、母さんが言ってた。いたらお腹なかが大きくなるんじゃないの？　ってわたしが訊いたら、母さんは、そのうち大きくなるのよって。今はまだ、本当にちっちゃいのって」

　自分の腹のあたりを撫なでながら、思いに浸ひたる。

「わたしが名前を考えてもいいって。ろくな名前を思いつかなかったけど……子供だったから。クッキーとか、ミルクとか、近所の犬の名前とか。でも考えて、母さんに言って、それはちょっとね、って言われるのが遊びみたいで、楽しかった。母さんと父さんと、わたしと、もうひとりの家族に会えるっていうのが、楽しみだった。嬉うれしかった」

　一応ウィリアムの顔色をうかがって、まだ続けるべきか確かめる。彼が聞いているようなのでベティは続けた。

「それが突とつ然ぜん──夜だったと思うけど。母さんが医者のところに運ばれて、帰ってきたら、みんな顔が暗かったから、妹になにかあったんだって思った。母さんは、妹はもう産めないって言った。わたしは怒おこったわ」

「誰だれに？」

「分かりゃしないわよ。子供だったの。父さんにも、母さんにも怒った。友達にもね。牧師も神様も呪のろった。なんでわたしの妹を死なせたんだって。うちはそんなに悪いところなのかって」

　ぱん、と手を拳こぶしで打つ。

　ゆっくりと、ゆっくりとその手を離はなした。

「しまいには、母さんに愛する気がなかったから妹を殺されたんだって怒った」

　あの時の怒いかりは緩ゆるやかな熾おき火びになったとしても、消えたわけではない。

　死は理り不ふ尽じんで、納なつ得とくも理解も拒こばむ。時には押し切られることすら難しい。声がまだ震ふるえているのは自分でも分かった。

「母さんはわたしを叱しかったわ。なにをだと思う？　妹を死んだと思うなんておよしなさい、だって。こう言った。『生まれるのはまた少し遅おそくなったけれど、彼女はまだ生きていて、神様のところで待ってる。そうね、多分、あなたが産むことになるのかもしれない。あなたのいるところに生まれるのが一番いいって分かってるんだから』」

　憤いきどおりは肩かたから抜ぬけて、ベティは笑った。怒りにはコントロールできる領域もある。それを教えてくれたのが母だ。

「覚えてるのは、それが最さい期ごの言葉だったから。その日の晩、容態を悪くして母さんは死んだ。わたしは怒ってばかりいて、母さんが死にかけてたのにも気づいてなかった」

「子供だったんだろう」

　ウィリアムの慰なぐさめには礼を言って、ベティはうなずいた。

「ええ。でも、後こう悔かいは一生忘れない」

　話を終えて、また星を仰あおぐ。

　もちろんブルホエイルの航路にあの星空が入っているわけはない。船で行ける場所は限られている。海船でもだ。砂の彼方かなたにも海の彼方にも未知の世界はない。古代人ですらこの星からの逃にげ道はないと知っていた。惑わく星せいは丸く太陽の周りを巡めぐっていると数学で見み抜ぬいていた。人がどこまで旅をしようとそこは惑星の表面だと、古代の数学者は知っていた。数百年を経た後、それを冒ぼう険けん家が実証したのが航海時代だ。

　横を見るとウィリアムも星を見ていた。彼も程ほどなくベティのほうを見やり、言った。

「ともあれ彼女の言うそのヘヴンに行ったら、君の妹に会えるかもしれないわけだ」

「やめてよ」

　ベティは手を振ふって苦く笑しようした。彼も真に受けたわけではないだろうが、まだ少し拘こだわった。

「もし、本当にそんなことがあるとしたら、興味があるか？」

　喪うしなわれたものをまた取りもどせるとしたら。

　正直なところを口にする。そうするより他ほかにないような話だったから。

「どうかしら。分からない。分かりようがある？」

「分かるまいな」

　彼もそう同意した。
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　横よこ倒だおしになっていてもポールはやはり巨きよ大だいだ。

　モンローの物とは違ちがって横おう臥がし、牽けん引いん機ともども半分は砂に埋うもれている。

　ブルホエイルはその手前で停てい泊はくしていた。慎しん重ちようにハッチを開いて確かく認にんするが、操縦手席、車長席、砲ほう手しゆ席、貨物室にも機関スペースにもジェイクはいない。船の停とまっていたすぐ目の前に、ポールの壁へき面めんにある扉とびらが開いたままになっていた。吹ふき込んで通路を塞ふさぎかけていた砂を手で掘ほったような跡あとがあり、ジェイクがこの中に入っていったのはほとんど疑いない。

　調べていた操縦手席からウィリアムが顔を出した。

「航路はこの位置を示している。ここのポールでなにかしろとも書いてないが。まあそういうことなんだろう」

「あの人、変わってるね」

　この場に先に着いて見張っていたフラニーが、ペンギンにもたれて言い出した。

「十何年もあそこで待ってるくらいなら、来たければ自分でここに来れば良かったのに。地図はあったんだから」

「そうね……」

　言われてみればその通りだ。が、思い出す。

「船を待ってたって言ってたわ。ここから先はメルカバが必要になるのよ」

「どうするんだ？　奴やつを探すか？」

　訊きいてくるウィリアムに、ベティはうなずいた。

「そうしましょう。どっちみち、航路のことをもっと調べないと進めそうにないし、中に情報があるかも」

「中で行き違ってまた船を奪うばわれたらおしまいだ。先に船を移動させて、隠かくそう」

　と、クルーに乗船を手招きする。

　大きく遠ざかるわけではない。ポールをぐるりと回って隠し場ば所しよを探そうとした。

　すると。

「亀かめだ」

　やはり最初に発見したのはフラニーだった。言われた方位を照準機でのぞくと、岩場に走行亀が一頭、つながれている。

「ジェイクの他に、誰だれかが？」

　ベティの声に、レシーバーからウィリアムが返事してきた。

「ロングストライドだな」

「分かるの？」

「いや。だが、他にいないだろ」

　そうね。と口の中でつぶやく。

　奴も天国帰りの男を追ってここに来たのだ。どういった情報で来たのかは分からないが、重要ではない。奴は鍵かぎを握にぎっている。だから旅を続ければ必ず付きまとうだろう。父の秘密を探さぐるなら奴を問いつめるのが一番手っ取り早い。

「奴が来てるなら危険ってことね……」

　音声から雲行きを察してフラニーが声をあげた。

「あー！　またあたしだけ置いてく気!?」

　だがベティが独り言を言ったのは、自分に言い聞かせるためだった。考える。理性と感情、直感と打算を仕分けして手探りする。

　亀のいる場所を通り過ぎた。ロングストライドがこの場所を目印にしているのならまた別の場所を探したほうがいい。結局ポールを一周し、亀の反対側に船を隠した。その頃ころには、ベティの腹も決まっていた。

「フラニーも来て」

　レシーバーに告げる。

「ジェイクを見つけないとならない。あなたの目がいる」

　彼女の歓かん声せいは聞きたくなくて、レシーバーを外した。聞けばきっと後こう悔かいを感じただろう。ロングストライドは危険な男だ。どうとは言えないが、ビリーの早はや撃うちよりさらに危険だ。子供だろうと意にも介かいさず殺すだろう。ウィリアムはきっと、いざという時にはベティを助けてフラニーを見捨てる。それを承知で連れて行くのだから、汚きたない決断だ。

　帽ぼう子しを摑つかんで外に出る。こんなことは、一年前だったら思いも寄らなかったろう。自分が人を殺せるとも思っていなかった。してみると、秘密を暴あばかれたのは父だけではなかったというわけだ……

　この砂さ漠ばくは人間に、生きるために多くの犠ぎ牲せいを強しいる。ただ渇かわきや飢うえというだけではない。渇きや飢えのために良心や大事だったものまで差し出してしまえる、それを思い知らされることこそ悪夢だ。

　人の死だけではない。そうしたものも喪われていく。

　外に出るとウィリアムが待っていた。彼のほうが先に降りているのは珍めずらしい。彼の視線には、すべてを見み透すかすような鋭するどさを感じた。だが彼もベティの決断に反対しなかった。合理的だったということだろう。彼は責めたのではないだろうが、それがさらに応こたえた。彼が責めないのなら自分が自分を責め立てる。

　車長席からフラニーが出てきた。彼女は甲かん板ぱんに乗っていたペンギンも連れて行きたがったが、ペンギンには船を見てもらいたいの、とベティは止めた。船を奪われたらどうなるかを思い知った後では、フラニーも逆らわなかった。砂ペンギンは歩くのが苦手だ。砂を泳げないところではよちよち歩きしかできない。どのみちペンギンは巨きよ大だい過ぎるポールが気に入らないようで、あまり近づきたがらなかった。

　フラニーは銃じゆうも欲しがったが、それも断った。ベティはライフルと弾たまの入った鞄かばんをウィリアムに預けて今度は散さん弾だん銃じゆうを抱かかえた。

　ロングストライドが以前、天国帰りの男にした仕打ちを思い出した。死体に残された拷ごう問もんの痕あとは念入りで病的ですらあった。ジェイクの命をここで救えれば、もしかしたら、少しは自分を見直せるかもしれない。

（そんなのも言い方を変えれば、憂うさ晴らしってことよね）

　満足を知らない者のすることだ。自じ虐ぎやく的に付け加えた。
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　洪こう水ずいの日、ジェイクは酸素を求めて喘あえぎ、空を這はい登のぼろうと空気を搔かきむしったのを覚えている。だが風には手がかりもなく、彼の身体からだは浮うかばなかった。なにも聞こえない水底、光る洪水に弄もてあそばれ、叫さけんだ。

「助けてくれ！」

　その時の住み家であった部屋は頑がん丈じようで、ジェイクの知る限りでは出口などなかった──彼をそこに連れてきた連中は、監かん禁きん室と呼んでいた──が、押し寄せる洪水は呆あつ気けなく壁かべを突つき破り、扉とびらを吹ふき飛ばし、ジェイクは容よう赦しやなく何度も床ゆかか、壁か、天てん井じように叩たたきつけられた。あの暴ぼう威いの前では人間の身体など小虫も同然だ。

　だがジェイクは知っていた。

「助けてくれ！」

　訴うつたえた。偉い大だいなものの存在を彼は知っていた。たとえこの地上にどんな恐おそろしい洪水があろうと、それを凌りよう駕がして救ってくれるものがあるのを知っていた。彼は見たことがあるのだ。それは砂漠にあった。この砂漠にあった。彼はそこから帰ってきたのだ。だからここに閉じこめられていた。

「助け──」

　三度は叫べなかった。全身の激痛と酸欠が彼を沈ちん黙もくさせた。それでも、心臓はまだ動いている。自分の周りにバラバラになって転がる死体の山を見て、自分はまだ死んでいないと理解した。死体を見られるのは生者だ。死体は死体を見ない。

　彼は動けなかったが、身体が勝手に動いた。ジェイクを抱だきかかえ、運ぼうとしている者がいる。彼は感かん涙るいした。来た。ついに来た。天使が。

「大だい丈じよう夫ぶか。まだ生きているな？」

　天使が顔をのぞき込み、そう言った。天使は特に美しい顔はしていない。むしろ疲ひ労ろうして瘦やせていたし、殴なぐられて痣あざもあった。彼は数日前にこの同室に入れられた男だった。ジェイクの話を聞き、励はげましてくれた。あの場所の話をしてくれた。そうだ。天使はそこから来た。ジェイクも一度は彷徨さまよい込んだが、天使はその帰り道を覚えているのだ！

　天使もまた洪水にさらされ、傷つき血を流していた。だがジェイクとは違ちがって動けるようだ。天使はもうひとりの相棒に外の様子を見るよう指示し、ジェイクの怪け我がを確かめた。

「くそ、奴やつら、まさかやるとは。ＰＯＬとことを構える気か。それとも密約か……？」

　ぶつぶつと言っている。

　まだ洪水は続いていた。息はできない。轟ごう々ごうと揺ゆれる床と、破れた壁からは光が溢あふれ、外がもっとひどいことになっていると予感させた。

「よし。骨も出血も平気だ。分かるか──血が出てないし、休んでれば死にはしない。だから落ち着くんだ。いいか、ジェイク、見捨てはしない。水を分けてくれただろう」

　天使が身体を揺さぶる。彼を寝ねさせまいとしているのだ。大丈夫だと言いたかった。寝るわけがない。頭は冴さえ渡わたっていた。すべて分かる。すべて──

　はっと、天国帰りの男は目を覚ました。

　顔が濡ぬれている。泣いていたのだろう。なにも思い出せないので、彼はしばらく顔の水を手で何度もこすって、舐なめた。塩しお辛からい。砂の苦味も感じる。彼はそれを納なつ得とくいくまで繰くり返して、やがて首を傾かしげ、また作業を再開した。

　ポールの構造を彼は知っている。あの洪水の日から彼は塔とうで天使の帰き還かんを待ちつつ、何日かに一度ここを訪おとずれ、装置を点検した。点検作業を教えてくれたのは天使だった。

　この死んだポールの内部、奥まった区域のさらに奥、ほんの一部だけがまだ動いているのを知っているのは、彼と天使だけだった。ポール内部は錆さびない鉄製の迷めい路ろだ。時計塔の内部にも似ているが、歯車のような単純な機き巧こうではなく、稼か働どうしていたとしてもそう煩うるさくはなかったろう。ろくに灯あかりもないが、彼は道順を記き憶おくしていた。横よこ倒だおしになったポールでは、当然、然しかるべき床は歩けない。この部屋も横向きになっていた。

　モニターの光が部屋の照明になっている。幸いにもモニターのある壁へき面めんが下側になっていたので、操作できた。ゆっくりと明めい滅めつする半立体モニターはいつも彼に語りかけてくる。天使が帰ってこなくとも彼があの鉄てつ塔とうを離はなれなかったのはこれが理由だった。ここが一番帰り道に近い場所だからだ。

「見ている……」

　モニターを手でまさぐると文字が入れ替かわり、めまぐるしく変化する。

「見てるんだ！　彼らは見ている……砂の数より目玉が多い！　なのに、行かなければほうっておかれてしまう！　場所はどこにでもあるのに、道はひとつしかない！」

　言い続ける。

　文字の意味は分からないが、彼はその形と配置を記憶していた。変化がないのを確かく認にんし、今までで一度もなかったことだが、もし違っていれば手直しする。量は膨ぼう大だいだ。だが、もう少しで終わる。そうすれば行ける。

「ヘヴンだ！　ロード・トゥ・スタリーヘヴン──」

　今日も道は維い持じされていた。問題ない。数百年も維持されてきた道なのだ。彼のために。みなのために。

「へえ」

　背後から、すっとぼけたような男の声がした。

　振ふり返るとそこに拳けん銃じゆうを構えた男がふたりいる。ひとりは大男、もうひとりは瘦せた男だ。そいつは半眼でジェイクを見つめ、つぶやいた。

「こんなこともあるんだな。初めての大当たりってやつか」

　記憶が……

　また記憶が蘇よみがえる。

　身体からだが震ふるえた。だが脱だつ力りよくはせず、むしろ硬こう直ちよくした。道と道がつながる。ジェイクは口走った。

「死神……か！」

　男は、特に面おも白しろくもなさそうにこう言った。

「いや違う。蝙蝠こうもりってとこだ」

　ジェイクは逃にげ出そうとした。男が発はつ砲ぽうし、ジェイクの足を吹ふき飛ばした。ポールの床ゆかに顔から転てん倒とうして意識が遠のく。

　折れて千切れ飛んだ足を拾い上げて、男がつぶやく。

「義足か」

「足ってほどのもんじゃねぇっすね」

　大男のほうが間延びした声で言う。

　くだらねえことを、という顔でちらと相棒を見やってから、蝙蝠と名乗った男はジェイクの足の代わりをしていた木もく片へんをぽいと捨てた。

「セクションの者なんだろう」

　身体だけでも起こしながら、ジェイクは問い質ただした。

　蝙蝠が眉まゆを上げる。

「正気のようだな。天国帰りじゃないのか」

「俺はただのモグラさ。ＰＯＬに雇やとわれた発はつ掘くつ技術者で──」

「ジェイク・ウッズ。出身はマッキンレー。シヤマニ史家の家に生まれた。穴あな掘ほり屋ってのも本当だろう。ＰＯＬの金をもらってたのもだ。しかし二十六の時、発掘事故で消息を絶ったが、二年後に帰ってきた」

　男は一気に、支つかえもしないで言い切った。

「ＰＯＬの研究チームがお前を捕とらえてた。まあ、俺らの商売敵がたきだな。施し設せつの火事で死んだって話だったが」

「……！　火事だと!?」

　金切り声で、ジェイクはうめいた。

「お前らが……お前らが、やったんだ！　あれを！　あの虐ぎやく殺さつを！」

　怒いかりに拳こぶしを戦慄わななかせ、突つき付けようにも近づけなかったが。

　どのみち男は呆あきれるだけだった。

「十八年前だぞ。俺がやったんじゃねぇし、お前を尋じん問もんしてた連中が死んだんだろ。感謝してもらってもいいくらいだ」

「俺の家族も人ひと質じちになっていた！」

「だからよ、知らねえって。まあ非公然捕ほ虜りよのそのまた人質なんざ、どうせ輪姦まわされてボコボコだったろ」

　蝙蝠は、戯おどけるように振った銃じゆう口こうをこちらに向け直した。

「つまらんことで煩わずらわせんなよ。俺としてはよ、こいつはちょいと興奮ものなんだ。質問に答えられる天国帰りってのは初めてだ」

「お前が適切な質問をできなかっただけだ」

　相手を睨にらみつけて、告げる。蝙蝠はまた呆あつ気けに取られた顔をした。

「然しかるべき質問を知ってる輩やからなんかいるのかね。命令を出してる奴やつですら、自分がなにを探してるのか分かってねえんだからよ」

「お前の前任者はそれができた」

「前任者──」

　蝙蝠は、しばし虚こ空くうを眺ながめた。

「そいつは多分、前任者の前任者か、そのまた前任者かだな。俺の前任者は雇われて二週間でペンギンに喰くわれて死んだそうだ」

「ゲイル・スタリーヘヴンが俺の正気を……引き出した」

　銃じゆう声せいに耳鳴りを起こした頭を押さえて、ジェイクは言い募つのった。

「ひどい頭痛……いや、もっと一いつ瞬しゆんの永遠なんだ。階段を踏ふみ外したあの瞬しゆん間かんの喪そう失しつ感かん。自分が半分吸い取られていく、あの感覚だ。見られていることに気づけば誰だれだって引き込まれる可能性がある。一度は完全に吸い取られた。それを引きもどしてもらった」

「おいおい。落ち着けよ。それじゃ正気なんだか分かりゃしねえぞ」

「彼は俺に問うたんだ！　どちらを選ぶか！　俺は選べなかったが、心をふたつに裂さいて分けるくらいはできるようになった。またヘヴンに行って今度こそ留とどまりたい自分と、やはりヘヴンに行って──」

　彼は言葉を止めた。

　聞き入っていた蝙蝠が、目をぱちくりとする。

「おい。どうした？」

　ジェイクは相手がなにを言っているのかよく分からなかった。自分の顔を触さわった。濡ぬれている。泣いていたようだ。いつものように。

「目が見ている」

　涙なみだを舐なめて、彼はつぶやいた。

「たくさんの、たくさんの目が見てる」

「ああ、くそ」

　蝙蝠は舌打ちして悔くやしがっている。なんでなのかは分からないが。

「仕方ねえや。おい」

　と、大男の相棒に合図する。大男は持っていた鞄かばんを床に置いた。重い音が鳴る。中にいくつも金属の道具が入っているような音だ。

　苛いら立だたしく顎あご鬚ひげに触ふれながら、蝙蝠は言った。

「話しやすくなるように、また少し泣いてもらうか……」
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　フラニーの先導で通路を進むうちに、すすり泣く声が聞こえてきた。

　掠かすれた泣き声のほうが先に聞こえてきた理由は、それをいたぶり、問い質ただす声が低かったからだ。

　ベティはフラニーの後ろ手を摑つかんで、自分が前に出た。ウィリアムにも目配せする。散さん弾だん銃じゆうを構えて前進を続けた。

　ポールの内部はメルカバのコクピットに似ている。いや、両者が似ているというより、類るい似じしたものが他ほかにないというほうが近い。共通項こうは閉へい鎖さされた金属製の構造物の中という、それだけだ。

　床ゆかまで金属製なので足音を忍しのばせるのには苦労がいった。通路は広くはなく、また建物自体が横向きになっているので進むだけでも一苦労だ。奇き襲しゆうをかけるために灯あかりは持ち込まなかった──フラニーの目が頼たよりだ。だが行く手に光が見えるようになっていた。部屋がある。照明が漏もれていた。声がするのもそこからだろう。

「なるほどな」

　ロングストライドの声だった。

「まあ大体分かった、ってとこか。だが……なんで政府がそれを欲しがるんだ？」

　それは尋じん問もんではなく独り言だろう。

　しばらく間を置いて、続く。

「で、これが地図か」

　ベティは下した唇くちびるを嚙かんだ。状じよう況きようは疑いない。中でロングストライドがジェイクを拷ごう問もんしている。地図を手にとって、それに見入っているのなら────

　判断は一瞬だった。ベティは駆かけ出すと、部屋の入り口から銃じゆうを構えて突とつ入にゆうした。

　中は明るい。目に入ったすべてをベティは把は握あくした。

　部屋は通路以上に、メルカバのコクピットを連想させる。窓もなくモニターが照明となっている。壁かべ、床、天てん井じよう──横向きなのでそれぞれのあるべき位置からは九十度ずれているが、すべてが重い金属製だ。

　ジェイクは壁にもたれる形で床に座らされている。ぐったりと頭を垂れ、服を脱ぬがされ、負傷していた。

　ロングストライドはその正面に──

　いるに決まっていたが、いなかった。

　同時に、照明が消えた。床のモニターになにかが覆おおい被かぶさって光を隠かくしたのだ。恐おそらく、脱がされたジェイクの服か。

　部屋の中が見えない。だが自分が入り口に立っていることは気づかれているに違ちがいない。

　誘さそい込まれた。向こうにはとっくに気づかれていた。罠わなだ。

　ベティは身を隠そうと、後退しかけた。が、それも遅おそかった。

　入り口の脇わきにいた誰だれかに腕うでを摑まれた。右手首だ。あっという間に自由を奪うばわれ、引き金も引けず引きずり込まれた。

「……さてと」

　目の前に靴くつが見えた。その爪つま先さきが、床に被せた服を──やはりジェイクのシャツだった──どかした。また部屋が明るくなる。

「この頃ごろよく会うなあ。キッド」

　ベティは床にうつ伏ぶせに組み伏せられ、後頭部に銃を突つき付けられていた。

　許される範はん囲いで見上げた。ロングストライドは薄うすら笑いを浮うかべて、足あし下もとにうずくまるベティを見返している。自分を床に押さえつけているのはビリーらしい、とベティは悟さとった。体格の差もあってびくともしない。

「お前もいるのか？　ケニー」

　ロングストライドは通路に目をやって、呼びかけた。

「三秒以内に姿を見せろ。でねえとこいつを始末してから、こっちから殺しに行くぞ」

「俺も警告をするが」

　ウィリアムが、ただ立ち寄ったとでもいう気楽さで入り口に現れた。鞄かばんを見せつけながら静かに告げる。

「メルカバ用の砲ほう弾だんを持ってきてある。信管に細工して、この紐ひもを引けば爆ばく発はつする。キッドが死ねばお前らを皆みな殺ごろしにするし、俺から殺すならこの紐が抜ぬけないことを祈いのって撃うつんだな」

　もちろんはったりだ。だがウィリアムはきっぱりと断言し、ベティですら一いつ瞬しゆん、彼がそんな準備までしてきたかと思ったほどだった。鞄の中から伸のびている紐をもう一方の手に摑んでいる。

　ロングストライドは笑い声をあげた。

「そこまでむきになんなよ。こっちも訊ききたいことがあるんでね。できりゃあ、ここは馴な染じみ同士、仲良くいきたいもんだ」

　と、ベティの手から散弾銃を取り上げる。

　弾たまを確かめて銃じゆう口こうをウィリアムに向けた。

　その状況でもウィリアムは眉まゆひとつ動かさず、言う。

「俺に訊くのか？　それともキッドに？」

「小こ僧ぞうにさ」

　片目だけを足下に寄よ越こし、ロングストライドは続けた。

「ゲイル・スタリーヘヴンとの関係を話せ」

「…………」

　沈ちん黙もくが数秒過ぎると、鼻の頭をかいてから、ロングストライドは嘆たん息そくしてみせた。

「お前らの船は奴やつのものだったそうだな。そこの天国帰りが話してくれたよ。だが奇き妙みような話だ。奴は船なんざ持っちゃいなかったはずだ。だがこいつによれば、奴は船に乗って砂さ漠ばくから現れたとさ。いつ、どこで船を手に入れたんだ──」

　こいつとは──ロングストライドが顎あご先で示したが──ジェイクのことだ。

　答えようがなかった。答えるはずもないが。

　それでも歯を食いしばって考えようとした。状況を逆転する言葉と手を。ガンベルトにはまだ銃がある。が、腕は自由ではないし、この体勢で奴を撃とうにもビリーの銃に頭を吹ふき飛ばされるより先に動けるとは思えない。ビリーの早はや撃うちは何度も目にしている。

「知りたがってるのはギフト管理セクションか」

　ビリーの体重にのし掛かかられて、掠かすれ声しか出ない。

　ロングストライドは苦く笑しようした。だが否定の響ひびきでもない。

「それを訊いてどうするよ、キッド。無む駄だだ。ひよっこと駆け引きする気はねえ」

「お前はどれだけ組織を知ってる？　ゲイル・スタリーヘヴンよりもよく知っているって自信はあるか？」

「……興味ねえと言ったら噓うそになるな。だが言ったろ。駆け引きはしねえよ」

　悪党はビリーに目配せした。こんな場合の合図でもあるんだろうか。ビリーが力を強めて、ベティは苦痛にうめいた。

「話すことがあるんなら全部話すんだな、キッド。運試だめしをしろ」

「あの死神は、俺が協力するなら組織をあげてお前を殺してやろうと言ったぞ。お前など使い捨てだと。なんの価値もないと」

「そんなことかよ。まあそいつはお互たがい様さ」

「そうまで言って奴が欲しがった情報は、メルカバだ。ゲイルの船と聞いて奴も目の色を変えた。船にはある航路が入力してあった。十八年前の入力だ」

「それもたった今、天国帰りから聞き出したとこさ。ロード・トゥ・スタリーヘヴン」

　と、奴は懐ふところから地図を出してみせた。

　ベティが黙だまり込むと、ロングストライドは口の端はしを歪ゆがめた。

「終わりか？　キッド。なら──」

「ヘヴンはシヤマニの行き着く最後の扉とびら、旅の終わりを示してる」

　割って入った声は、フラニーだった。

　通路からだ。姿は見えないが。

「あたしにその光る絵を解読させたいなら、ベ……キッドを放しなさい」

「……おっとぉ」

　ロングストライドの目が初めて惑まどうのを、ベティは見て取った。

　空気が凍こおり付く。

　フラニーがなにを取引しようとしているのか。ウィリアムも察した。唇くちびるの動きでそれが分かった。彼が言い出すより先に、ベティは叫さけんだ。

「駄だ目めだ！」

　が、誰だれも聞く耳を持たなかった。ウィリアムが告げる。

「ここにいるシヤマニとキッドを交こう換かんする。それでどうだ」

「ふざけるな！　ぶっ殺すぞ！」

　感情に任せてウィリアムに怒ど鳴なる。本気だった。が、相棒は頑がんとして聞かない。

　声の大きさに辟へき易えきしたのはロングストライドのほうだった。

「おいおい。落ち着けよ。てめえを助けようって話なんだろうが」

「フラニー！　逃にげろ！　こいつらどうしようも──」

「黙ってろっつってんだ！」

　ロングストライドが一いつ喝かつし、ベティの顔面を蹴けり飛ばした。

　本当に顔の一部が剝はがれて飛んでいったような衝しよう撃げきに、気が遠くなる。

　数秒間は気を失ったようだった。いつの間にかベティは身体からだを引き起こされていた。腕うではまだビリーに締しめ上げられて身動きが取れない。

　入り口にフラニーが立っていた。ウィリアムの前にだ。少女の黒い眼まな差ざしは敢かん然ぜんとなにかを物語っていた。覚かく悟ごして、悲しくもあるが、望みを持って。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　フラニーは確かに、そう言った。
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「きっとまた会えるから」

　まだ見ぬ妹と一いつ緒しよに。

　あるいは父と母とも一緒に。

　ベティは突つき飛ばされた。部屋の外に。

　フラニーもウィリアムに突き飛ばされた。部屋の中に。

　抗あらがおうとした。すれ違ちがうフラニーを摑つかまえようと身をよじった。が、間に合わない。

　怒いかりに任せてベティはなおも叫んでいた。

　そんなものありはしない。

　父の信じたもの、母の信じたもの、なにを思ってかフラニーが信じているもの。そんなものありはしない。ここで誰かを失うくらいなら、誰が信じてなどやるものか。運命がこうも理り不ふ尽じんを強しいるなら。あり得ない。ありはしない……
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　あるのだ。

　彼はそれを信じた。

　あの洪こう水ずいの日。いや……どうしてあれをいつも、洪水だと思ってしまうのだろう？　かろうじて残った正気は彼に、あれが水ではなく火だったと訂てい正せいしようとする。息ができず身体が沈しずんだのも、メルカバによる猛もう攻こう撃げきが建物を崩くずして焼いたからだ。

　それでも彼があれを洪水と思ってしまうのは。そう信じてしまったからだ。信じているのは自分だけではない。砂さ漠ばくを覆おおう数限りない目、目、目が、彼を見ている。そのすべてが彼に思い出させる。見たものを忘れるなと。いくら逃げても逃げられない。見られている限りは。

「ふたつの道があるのを見たなら、あとは選ばなければならない」

　天使はそう言って、彼の心を引き裂さいた。

「君が選ぶんだ。ヘヴンは場所じゃない。道だ」

　ジェイクは絶ぜつ叫きようした。

　新しい傷も、古い傷も忘れた。身体に加えられた痛みが消えて、失った足も構わずに立ち上がった。

　彼は突とつ進しんした。シヤマニの少女を片かた腕うでに摑み、箱船の天使ももう一方の腕で捕つかまえて。ふたりを引き連れて外に飛び出そうとした。

　銃じゆう声せいと衝撃が背中を襲おそった。

　肩かたを叩たたかれた程度にしか感じなかった。ジェイクはふたりを抱だきかかえたまま走り続けた。身体が軽い。どこへでも逃げられると思った。死神を恐おそれる必要もない。死を嘆なげく必要もない。家族が死のうと己おのれが狂くるおうと、この地上にどれだけの悪が蔓延はびころうとも。ヘヴンでは感じる必要もない。

　なおも銃声は二度、三度と続いた。背中を叩かれ肩を折られ、もう片足が吹ふっ飛んでも彼は止まらなかった。自由だった。ヘヴンに行くのだ。ここで死なずに行くべき場所へ。
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　なにが起こったのかベティには分からなかった。

　頭の中がすっかり混乱していたせいもある。だがビリーに押し出されて、入り口のウィリアムに向かってつんのめりながら、フラニーを摑まえようとしたのは覚えていた。それができなかったことも。仮に成功しても、約束を違たがえれば即そく座ざにロングストライドに撃うたれていたであろうことも、理解していた。

　叫んだのは彼女ではなく天国帰りの男だった。

　突とつ如じよとしてジェイクが起き上がると、フラニーとベティを巻き込んで部屋から飛び出ようとした。隙すきを見て拷ごう問もんから逃のがれようとしていたのだろう──それは分かる。ジェイクには正気がある。ベティらを出し抜ぬいてメルカバを盗ぬすむ程度には。

　だがこの時は奇き怪かいだった。ベティが目にしたジェイクの表情は、狂おしいほどの歓かん喜きに満ちていた。わけが分からない。フラニーを抱きかかえた彼の背中に、ビリーが発はつ砲ぽうした。胸に穴が開いた。二発目は後頭部からこめかみを抉えぐって、さらに肩を撃ち抜いた。それでもジェイクは笑っていた。フラニーをかばいすらした。さらにベティの腕うでを摑み、ウィリアムに突とつ撃げきした。

　ベティは壁かべに頭をぶつけた。とにかく、そうだろうと思った──目の前が暗くなって鼓こ膜まくに痛みが走り、どちらが床ゆかで天てん井じようか分からなくなったのだから。またしばらく気を失ったのだと思った。

　気がつくと砂の上にいた。

　近くにはポールがある。すぐそばにそびえている。ベティが最初に見たのは、首を傾かしげた砂ペンギンの顔だった。ゲグワ？　と不思議そうにしている。ブルホエイルもあった。船を停とめた場所にいた。

　フラニーとウィリアムもいた。同じく船の前で、周りを見回している。

　天国帰りの男もいた。

　彼は砂地に横たわっていた。血だらけの身体からだで喘あえぎ、咳せき込んで、その息も途と絶だえようとしている。摑まれていた肌はだの感かん触しよくに、ベティは指をなぞらせた。彼に抱かかえられたのは今さっきであるかのようだ。だがジェイクがこの負傷で、意識のないベティを抱えてポールを駆かけ抜けてきたというのはあまりに考えがたい。しかもロングストライドの追つい撃げきも振ふり切って……

　誰だれになにを訊きけばいいのか。ベティはまずウィリアムを見やったが、彼は困こん惑わく顔で即座に首を横に振った。珍めずらしい──というか初めてかもしれない。ベティの疑問に彼がこんな反応をしたのは。フラニーもさっぱり理解できない様子で口を尖とがらせている。

　自然と、三人の視線は死にゆく天国帰りの男へと集まっていった。ジェイクはもう笑っていなかった。目を見開き、浅い呼吸を繰くり返して、切れ切れに囁ささやいた。

「伝えよう。誰でもいい。俺が話せるうちに……」

「なにが起こったの？　これは──」

　言いかけたベティを、ウィリアムが制した。ジェイクにはもう質問を受け付ける時間も体力も残っていなかった。

「ヘヴンはある。俺たちを見ている。道だってある。そうだろうゲイル。なあ。だから、どんなに嫌いやでも、ここで生きてる……」

　引きつけを起こして、天国帰りの男は喉のどを反り返らせた。

　それが最期の動作だった。彼は脱だつ力りよくし、四し肢しを伸のばして絶息した。

「死んじゃったよ……」

　フラニーがつぶやく。

　それは恐らく生命。もしかすれば生まれるはずだったもの。出会ったかもしれないもの。すべては可能性に過ぎないが、ただひとつ確実なのは、必ず死にゆくということ。だが、本当に必ずか？　性しよう懲こりもなく人は疑う。恐おそらく生命。
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　つまるところ、だ……

　何度も夢に見ないでも、分かってる。

　俺にとって、あの日起こったことがなんだったかは、分かってる。

　俺ァまだガキだった。十七か、十八か、十九だったか。そんな時分もあったさ。確かにまあ、遠い昔だ。だが、あるにはあった。消えやしない。

　あの日のことが夢に出てきたのは初めてじゃない。そのたびに、ああ、そんなこともあったかと思い出す。

　どうして町の連中が親父おやじを嫌っていたのか。俺が理解したのはその頃ころだ。町の誰だれに対しても、親父は口を開けば同じことしか言わなかった。崩くずれかけた教会の建て直しに善意のご寄付を、だ。親父にとってあの屋根を直すことがどんだけ大事だったのかは知らねえ。あのクサレ町は雨も涸かれて、屋根の穴のひとつふたつ、今さらどうってこたなかった。それでも親父は言い張った──雨はきっと降る。その時に屋根に穴があってはいけない。学舎も、聖書も水みず浸びたしになってしまう。雨を望むというのに、雨に備えない者を、神がお救いになるだろうか？

　馬ば鹿かな話だ。もっとも、俺がその歳になるまで気づけなかったってのは、それまでさほど馬鹿な話と思ってなかったせいだ。

　ともあれ親父は馬鹿だから、実にくだらねえ死に方をした。町にお尋たずね者の流る浪ろう者が転がり込んできた。みんな震ふるえ上がったが、捨すて鉢ばちになった強こわ面もてのガンマンに「帰ってくれ」と言える奴やつはいなかった。だから厄やつ介かい払ばらいを考えた。手負いで、ねぐらを探してるそのガンマンに、町外れの教会なら宿を貸してくれると連中は言った。屋根に穴は開いてるが、雨は降らないし、問題ない。

　ガンマンは親父を撃うち殺し、俺も追い出そうとした。俺を殺さなかったのは、つまり、ガキだったからだろう。親父を殺されたガキってのは、惨みじめで、ちっぽけで、なんの価値もないように見えるもんだ。

「親父を埋まい葬そうしたい。今夜はここにいさせて欲しい」

　屋根には大穴。床は親父の血と肉でべったり。その狭はざ間まで、俺は懇こん願がんした。

　ガンマンは承しよう諾だくした。

　俺は夜の間に、裏庭に穴を掘ほった。作業は朝までかかった。

　掘ったのは落とし穴だ。便所の前に、腰こしまで落ちる罠わなを作った。奴は引っかかって、埋うまった腰から銃じゆうを抜ぬくこともできなかった。動けないそいつの頭を、俺はシャベルで叩たたき割った。

　少々派手に割り過ぎた。初めてで、加減が分からなかったせいだ。何回叩けば死ぬか知らなかったから、余分に叩いた。二、三十回か。村の連中は、俺をおかしいと言った。ガキにできることじゃない。親を殺されてその夜のうちに復ふく讐しゆうなんて、まともじゃない。殺し方も残ざん酷こくだ。分からない、と口々に言った。俺が、なんで分からないんだ？　と言うと、ますます分からなかったようだ。

　簡単な話だろうに。壊こわれた屋根には穴がある。塞ふさがることもない。それだけのことだ。

　俺は町の連中に見つかる前に、ガンマンの死体から銃を盗ぬすんで、隠かくしていた。だからその日の夜、銃を持って町を出た。運任せに砂さ漠ばくを渡わたった。二度ともどることはなかった。

　町は何年かして、涸かれ果てて砂に埋もれた。雨は一度も降らなかったそうだ。
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　巨きよ大だいな鋼はがねの船を稼か働どうさせる解明不可のシステム、異なる言語、シヤマニゲリラにまつわる戦場の伝説、あとはまあ、長年を地下の研究で過ごすストレスのせいもあるんだろうが、シヤマニ学者たちは理解できないものをひっくるめて箱に入れ、しまい込むための言葉を編み出した。

　それが、サイキック・シンギュラリティだ。

　シヤマニの歴史を調べる上でマニトウは避さけて通とおれない。それは彼らの文化、哲てつ学がく、儀ぎ式しき、法、価値観のすべてを現すものだ。それどころかそれ以上のものでもある。それ以上となる部分に関して、ペオポルスの既き存そんの知識内では当てはめられる言葉がなかった。だから新しい言葉を使うしかなかったというわけだ。
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〝ヘヴン〟は無論、既存の言葉だ。神、楽園、天空。だがシヤマニ学者はやや違ちがう意味で使う。シヤマニ文明が地上から消えた理由、それがヘヴンだと考えられている。しかし具体的になんのことかは分かっていない。

　それを解くであろう鍵かぎの内部に、自分はいる。悪党は皮肉を嚙かみ締しめた。なにが皮肉かというと、答えを出すに十分な材料に囲まれていながら、答えがなんだか分からないからだ。楽園の入り口で、阿あ呆ほ面づらをさげて立ち往生している。

「ええ。そうです……はい。まあ、ね。そうでしょうともよ。必要なのはシヤマニ語が読める奴とメルカバ。それも脚あしのしっかりしたやつをね。いえ、ＰＯＬに動きはねえですし、奴らがどれだけ知ってるものか……」

　箱形通信機に向かって悪党は囁ささやく。

　ポールの中の一室。やはり四角い密室にはモニターがひとつだけ点灯し、それだけが照明になっている。室内には彼と、もうひとり、相棒がいる。相棒は悪党を見て、主の用事を待つ犬のようにじっとしていた。

　悪党は火を点つけない葉巻をくわえ、低く抑おさえた声こわ音ねで応答を続けた。

「ええ。ここの装置は稼働してます。機能なんざ知りませんよ。だから専門家を寄よ越こしてくれってんです。俺が知ってんのは、ここがヘヴンに関係ありそうだってことだけです。ええ。天国帰りから聞き出したんですよ。はいはい、逃にげられました。どうできたってんですか。奴は消失して逃げたんだ！」

　焦あせっている調子を装うのに悪党は気を入れた。上手うまくいったと感じ、笑えみを深くした。

「挽ばん回かいのチャンスをいただきたいんですよ。藁わらにもすがる思いで頭ァ下げてんですぜ。ええ……分かりました」

　なおも似たようなことを繰くり返して──繰り返させられて──ロングストライドは通信を終えた。音が途と切ぎれて数秒。すっかり手に馴な染じんだ通信機の表面を撫なでた。

　ことによっては……

　と思い浮うかぶ。このクソッタレな通信機と話すのはこれが最後だったかもしれない。名残なごりの惜おしさなど毛頭感じはしないが。頭の中の計算を、悪党がもう一度確かめていると、相棒がのろまな声をあげた。

「いいんですかい？　兄貴」

「馬鹿がなにを心配してんだ」

　ビリーは拳けん銃じゆうを手入れしていた。不器用な馬鹿だが、銃の扱あつかいだけは目をつぶっていても誰だれより達者だ。だから、かつて〝のろまのビリー〟が自分の命を狙ねらってやってきた時、ロングストライドはこいつと撃ち合うような馬鹿な真似まねはしなかった。分の悪い戦いに賭かけるより、口先で言いくるめたのだ。その薬が効きすぎてビリーは悪党に心しん酔すいした。

　長い砂漠の渡り。最後の数年は──認めたかァないが──こいつのおかげで随ずい分ぶんと楽をした。ビリーは馬ば鹿かだが、馬鹿なりに鼻は利きく。訊きいてきたのはこんなことだった。

「ウゼェのが来ることになるんじゃねえっすか？」

「ああ。だが背に腹は代かえられねえ。メルカバが必要だ……キッドから奪うばえりゃ一番良かったんだが。それに、情報も足りねえ」

　解読できないシヤマニ文字を羅ら列れつするモニターを見やって、鼻を鳴らす。

「なあに。ツキってのは手からこぼれたって消えてなくなりゃしねえさ」
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「裏目に出たって、どういうこと？」

　フラニーの問いに答えたのはウィリアムだった。

「こう、賽子さいころを振ふって……期待してたのと逆の目が出るってことさ」

　彼はそうして、手のひらから小さいものを転がす仕草をした。しかしフラニーはまだ首を傾かしげている。

「賽子って？」

「昔っからある、占うらないと賭と博ばくの道具だ」

　ウィリアムから賽子の形状を聞かされても、フラニーはまだ疑問が尽つきなかったようだ。続けた。

「逆の目ってなに？　数字に逆なんかあんの？」

「その数字の、裏側に書いてある数字だ。並びが決まってて──」

　賽子の形状について、あれこれ説明を聞いてから、フラニーは飽あきずに食いついた。

「でも６と１なら大きく違うけど、３と４ならそんなに違わないよね」

「ひとつ違っても駄だ目めだ。賭けなんだから」

「じゃあ、別に逆の目だから一番悪いってわけじゃないんでしょ。逆の目だから出にくいわけでも出やすいわけでもないし。関係ないじゃん。なんでわざわざ言うの？」

「…………」

「ねえ、なんで？」

「うるさい。黙だまれ」

「うー」

　面めん倒どうになって降参したウィリアムを指さして、下した唇くちびるを嚙んだフラニーが抗こう議ぎの顔を向けてくる。つまりはベティになんとかしてくれ、ということなのだろうが。

　とはいえ、どうにもならないことはある。

　砂さ丘きゆうの上に身を伏ふせて、頭上の太陽と腹を灼やく砂の熱さに挟はさまれながら。身を隠かくして一望する眼下の光景にベティは失意を拭ぬぐえずにいた。ウィリアムの無ぶ愛あい想そう、フラニーの途切れない無む駄だ口ぐち、砂さ漠ばくの渇かわき、これまで踏ふみ外してきた失策……そして今回のこれだ。

　裏目に出た。

　ロングストライドの立てこもるポールに集結したメルカバ部隊の数を、ベティはもう一度数え直した。

（二十隻せき……）

　船だけではない。

　ホワイトマフラーの船が二十隻に随ずい伴はん支し援えん騎き兵へい隊たいが二百、整備補給部隊がその同数、ポールの周辺に設営されたテントはまるで町か村か……それか、砂漠をキャンバスにした絵のようだった。恐おそらく、旗の図案だ。一分の狂くるいもなく整列し、人の出入りも規則的で、機能と戦せん闘とう性に満ちあふれている。

　見やるとウィリアムは、フラニーにけしかけられたペンギンに頭ず突つきされている。砂に突つっ伏ぷした相棒に、ベティは囁ささやいた。

「あれは間ま違ちがいなくホワイトマフラーなの？」

「ああ。予備隊だ。正規の定数とは違ちがうな」

「……練度は？」

「甘い期待は持つな」

　ペンギンを押しのけて砂から顔を上げ、ウィリアムはかぶりを振った。

「非公式任務で障害を虐ぎやく殺さつする訓練を受けた部隊だ。法ほう廷てい免めん除じよ部ぶ隊たい、俗ぞくに言うハンカチ隊さ。鼻をかむ時だけ使って、普ふ段だんはポケットに忍しのばせて知らんぷりだ」

「…………」

　セクションだかなんだか知らないが、そんなものが一存で動かせる兵力をこれほど持っているというのも想像外な話だが。

　あの日から五日。たった五日だ。ベティは歯は嚙がみした──ジェイクが死んで、ベティらが立てた計画は安全策だった。ロングストライドの乗ってきた走そう行こう亀がめを放して、このポールから逃にげ道を奪う。衰すい弱じやくしたところで捕とらえ、尋じん問もんする手はずだった。

　ジェイクの亡骸なきがらを彼が十数年過ごした鉄てつ塔とうの麓ふもとに弔とむらった。あとはポールまで取って返し、身を隠して入り口を見張った。

　だがロングストライドがこの大部隊を呼び寄せたのだ。裏目に出た。

　厄やつ介かいなことになった。今やロングストライドには手も出せず、厚い守備の向こう側にいる。

（どうする……？）

　鉄てつ壁ぺきの布ふ陣じんの奥で余よ裕ゆう綽しやく々しやくせせら笑っているに違いない敵の顔を思い浮うかべ、ベティは顔をしかめた。
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　ビリーよりもさらに一回りガタイのでかい兵士にぶん殴なぐられて、ロングストライドは床ゆかに叩たたきつけられた。

　倒たおれた床から引きずり起こされ、今度は腹に拳こぶしを打ち込まれた。骨の位置がずれるほどめり込んだ拳げん骨こつの先せん端たんが内臓に触さわったと、確かに思った。なおも数発の殴おう打だに身み悶もだえし床を舐なめる。目は眩くらんでいたが、もとより部屋は明るくない。あのモニターの部屋は、数人の男が暴れるには手て狭ぜまだった──というより数人の男に悪党ひとりが小こ突づき回される広さがあったとしても、それを秘密組織の高官がふんぞり返って見物するのには手狭だった。

　よって彼らは到とう着ちやくしてすぐ、ロングストライドを最初にいた部屋から引きずり出し、もっと広い部屋を見つけるとそこを尋問室に定めた。登場した兵士の顔つきで、ロングストライドはすぐにピンと来た。

（裏目に出たな）

　残ざん酷こく業務を買って出る、悪名高きハンケチーフ隊を見たのは無論初めてだ。いま嬉き々きとしてロングストライドを拷ごう問もんしている大男は、まずはビリーを叩きのめした。殺すつもりで殴ったのだろう。随ずい分ぶん長いこと気を失っている。死んでいるのかもしれない。

　その様を見れば、あえて抵てい抗こうする気もなくなった。ロングストライドはただ殴られるに任せて質問を待った。特とく殊しゆ部隊の兵士たちとともに入室し、奥からこの暴力ショーを眺ながめている、スーツ姿の初老の男が口を開くのを。

「いささか残念に思うのは、貴様が我々を侮あなどったことだ」

　声を聞いてロングストライドは、やっぱりな、とだけつぶやいた。

　聞き覚えがある。これまでさんざん通信機で話した声だった。想像した通りの顔だ。

　薄うすい灰色の髪かみ。白い肌はだ。弛たるんだ目元に手入れされた髭ひげ。引き結んで動かない口。恐らくその中で、唇くちびるの裏をこっそり舐なめまわしている長い舌。

　男は名乗らなかったが必要なかった。想像通り過ぎて、名前や正式の肩かた書がきなどかえって空々しくしか聞こえなかったろう。

　ロングストライドの視線を傲ごう然ぜんと見返して男は続ける。

「うかうか見過ごすとでも？　お前が発見したものはヘヴンだ。いいかね。我がセクションが長い年月をかけ、多大な人員と予算を割さいて探し続けてきた国家の一大事なのだ」

「あ、あう、あう……」

　がたがたに腫はれた顎あごの具合を何度か調整しながらロングストライドは嗤わらった。ようやく喋れるようになって、囁く。

「政府が宗教問題にご熱心とはね」

「相変わらず、食えん男だ」

　呆あきれたように、男がうめく。ロングストライドはなおも文句を続けた。

「そんな大層なものを見つけたんなら褒ほう美びもあろうかって期待してりゃ、この歓かん待たいですかい。食えねえのはどっちです」

　知らんぷりにこれ以上付き合う気はないとばかり、男は冷静に首を振ふる。

「ゲイルのことがあったからな。裏切りには備えていた」

「この頃ごろは、その名前を聞くたびにろくでもねえ目に遭あう」

「当然だ！　お前の失態なのだ──所しよ詮せんは見境のない人殺しか！」

　だから俺に目をつけたんでしょうがよ。と、口に出さなかったのは怖おじ気づいたからではない。下手へたに言い負かして相手を冷静にさせたくなかったからだ。セクションの男は怒いかり狂くるっている。怒り飽あきて、へまをした悪党をいたぶるよりもっと大事な仕事が山ほどあると思い出せば、尋問の続きは部下に任せるだろう。それは面おも白しろくない。熟達した専門家に尋問されれば自分の意志など持たないと、ロングストライドは自覚していた。怒りの余り出しゃばった老人が場を仕切っているうちは、なんとか誤ご魔ま化かせる。

　だからロングストライドは半笑いで相手を見つめ返すに留めた。これは難しくはなかった。どのみち、嗤うしかなかったからだ。セクションが悪党を雇やとってこんな仕事をさせているのは当然、死神のような貴重なエージェントに砂さ漠ばくを渡わたらせたり、目立つ真似まねをさせたくないからだ。彼らが必要としたのは砂漠を旅する技能を持ち、非合法の仕事に抵抗がなく、使い捨てにしてもなんら惜おしくない、そして長年が経たっても気を変えてまともな人間の暮らしがしたいなどと思い直すことがないような犯罪者だった。町で暮らすに暮らせない、居場所などどこにもない、根っからのアウトローだ。ゲイルの裏切りはまさにそこを突ついた皮肉といえた。奴やつは二十年近く、ジェファーソンで保安官を勤めて身を隠かくしていたのだから。

　この世は皮肉で形作られている。ゲイルが町で暮らしていたのとほぼ同じ時間を砂漠で過ごして得た、ロングストライドなりの真理だった。この世を作った神も、預言者を地上に寄よ越こして大いなる皮肉を存分に語らせた。弟で子しがその言葉をまとめて書に遺のこした。俺たちを迷える羊とはよく言ったもんだ……羊の顔ってのは、よく見れば泣いてるか嗤ってるとしか思えない形じゃねえか。

　セクションの男が合図して、兵士がまたロングストライドの脇わき腹ばらを殴った。息をさせずに二度、三度と内臓を乱打する。

　酸欠と嘔おう吐と感にのたうち回って、ロングストライドは壁かべに縋すがったが、手慣れた兵士は休む間など与あたえてはくれない。後ろから頭を摑つかんで、馬ば鹿か力ぢからで壁に押しつけた。めりめりと頭ず蓋がい骨こつが軋きしむ音が聞こえる。あり得ないのは分かっていても、人殺しの達人ならそのまま人の頭を握にぎり潰つぶせるのではないかという気にさせた。恐きよう慌こうに陥おちいりかける一歩手前で、ロングストライドはまだ嗤っていた。

　その後、数度気絶し、その合間に減らず口を叩き、相手の怒りに油を注いでいるうちに、何時間か経ったろうか。

　床ゆかに倒たおれたロングストライドとビリーを残して、兵士たちは引き上げていった。

　ひとまず殺されなかったということは、明日に持ち越こしだろう。部屋には誰だれもいないが、もちろん入り口は閉じられ、通路には見張りも立っている。ロングストライドは眠ねむろうとした。が、痛みのせいで頭半分、どうしても寝ねられない。仰あお向むけに床に転がったまま指一本動かせず、悪党は囁ささやいた。

「おい、馬ば鹿か。起きろ」

「へい」

　ビリーはまるで、生き返れと言われればそうできるとでもいう気軽さで返事してみせた。

　ロングストライドは苦く笑しようした。

「俺をぶん殴なぐってた野や郎ろうの顔は覚えてるか」

「覚えてるっすよ」

「そうか。俺ァ記き憶おくがスッ飛んだ。忘れるなよ。仕返しはするからな」

「ういっす」

「面白くなってきたな」

「そうっすか？　まあ、兄貴がそう言うんなら」

「へっへっ。一日耐たえたからな。明日はあの野郎、もっと焦あせって登場するぜ。今いま頃ごろ、研究員の報告を受けて、どうしても肝かん心じんの情報がひとつ欠けてるって分かったとこだろうしな。そいつを仄ほのめかしてやるのさ。お前はなにも喋るなよ」

「へい。分かってやす」

「まったく、面白くなってきやがった」

　ロングストライドは繰くり返して、半分眠った頭で自分のいびきを聞いた。
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「航路だと？」

　尋じん問もんの二日目、セクションの男は案の定、食いついた。

　鼻び腔こうから血が抜ぬけないため鼻声で、ロングストライドは続きを告げた。

「ええ。ロード・トゥ・スタリーヘヴン。ガセだと思ってたでしょう。まあ、俺もですがね。天国帰りどもが口を揃そろえて言ってた話だ。ヘヴンへの帰り道」

「ジェイク・ウッズがそれを持っていた、と？」

「ええ。ゲイルから漏もれた」

「お前はゲイルを死なせ、ウッズも取り逃にがしたわけだな」

　役人というのは余所よその失態を指し摘てきする機会を忘れやしない。ロングストライドは苦笑いして、恐きよう縮しゆくした素そ振ぶりを装った。

「探させちゃあもらえませんかね。訓練ずくめのあんたの兵隊より、そんなことは俺のほうが分がありそうだ。でしょう」

　両りよう腕うでを摑まえて、足あし腰こしの立たないロングストライドを吊つり下げている兵士ふたりに視線をやりながら、ロングストライドは提案した。兵士の一方は昨日からさんざんに世話になっているゴリラ野郎だ。もうひとりも似たようなものだった。

　セクションの男は提案にはなんらそそられなかったふりをきちんとこなしていたが、適材適所を心得ているのも役人の性だ。

　ギフト管理セクションの役割分担は（少なくともロングストライドの把は握あくしているところでは）まず統とう括かつ責任者が長となり、ブレーントラストとなる計画専門家、その下で班分けされた企き画かく連れん絡らく員が諜ちよう報ほう員・死神を指揮する。この男は連れん絡らく員だ。組織内では自由裁量も任されているが、それが仇あだとなり更こう迭てつもあり得る。秘密独立機関での更迭は……公務員の恩給とは無む縁えんの存在になるということだ。例えば流る刑けいや医い療りよう献けん体たいといった。

　ロングストライドの要よう請せいにハンカチ隊まで動員されたのは予想外だったが、これは恐おそらくセクションにとっても同様だったのではないかと悪党は目星をつけていた。こんな暴走じみた展開を大統領が指揮しているとは考えづらい。恐らく軍の独断だ。セクションに内部スパイでもいて、組織は不意打ちを受けた格好なのだ。当然、セクションとしてはこう考える。このままではすべて横からかっさらわれる。されてたまるか。探たん索さくはハンカチ隊に任せるわけにいかないし、最も近場の死神は死んでいる……

　セクションの男は口を開いた。聞こえるか聞こえないかという囁き声で告げる。

「天国帰りが消えたなら、いつどこに帰き還かんするのか分からん。数年かかるかもしれんし、そもそももどってくる保証もない。探索の見込みもなく、言い逃のがれで申し出ているのではないか？」

「奴やつ本人でなくとも、隠かくれ家にしてた遺い跡せきがあるって話でしょう……そっちに記録を残してる可能性はあろうかと思ってるんですがね」

　ロングストライドの鼻先で、男は無表情ではあったものの、話の妥だ当とう性を吟ぎん味みしているのが見て取れた。やがて、結論を出す。

「手放しでは認めんぞ。監かん視しをつける」

　信しん頼らいできない二者に睨にらみ合いをさせ事に当たらせる。よくある組成だ。

　男はロングストライドにではなく、兵士たちに対して指示を続けた。

「この男を案内人に追つい跡せきチームを設ける。お前たち第四班に、研究員ひとりをつける。エプスが適任だろう」

「我々の指揮官は──」

　ゴリラ野郎が反論しかける。見かけに反した都市訛なまりだ。が、すぐ叩たたき潰つぶされた。

「わたしに指揮権がないと言いたいのかね」

　ロングストライドも嫌いやというほど経験した恫どう喝かつの棘とげで、セクションの男はゴリラを刺さした。

「ああ、その通りだ。もちろんわたしはこれから改めて諸君の指揮官であるヘンダース大たい尉いに同じことを申し入れて、手続き上はそれが正式な要請になる。認められない可能性があるとでも思うか？　この場で君が反対したことは非常に正しい。だがまるっきりガキの遣いで時間の無む駄だだ。違ちがうか？」

　ゴリラ野や郎ろうが怯ひるむのを肌はだで感じて、ロングストライドは内心でほくそ笑えんだ。面おも白しろい。こいつはいじめ甲斐がいがありそうだ。

（これでエプスとかいうのが学がく者しや肌はだのモヤシならドンピシャなんだが）

　そんなことを思いながら、恩情をくれたセクションの男に礼を述べた。慇いん懃ぎんに、嫌いや味みには聞こえない程度に。

「ところで、銃じゆうは返してもらえますかね？」

　ぽつりと挟はさんだ提案に、セクションの男は片眉まゆを上げてみせた。

　投げやりにも見える仕草で、いいだろう、と認める。ロングストライドは手招きして、取り上げられていたガンベルトを受け取った。愛用のＵＧ９の感かん触しよくを確かめる。ビリーも同じく銃を取りもどした。

　身体からだに痛みは残っていたが、状じよう況きようはめざましく回復した。ロングストライドはゴリラ野郎を始めとする第四班の面々を見回した。メルカバを運用する精せい鋭えい、六人小隊だ。ゴリラ野郎および小ゴリラがリーダー格で、顔色の悪い若造を露ろ骨こつにいじめられ役にしているようだった。四人目、口数の少ない瘦やせ男は外界にはなんの興味もないという顔で、見ると常にぼんやりしている。五人目、太った小男が全員の仲を取り持っているらしく、ロングストライドは胸中で〝ママ男お〟とあだ名をつけた。六人目、最後のひとりは生き真面目まじめそうな上級曹そう長ちようだ。本来、この隊の長はこの男なのだろうが。

　それぞれの名前は知ったことではないし、覚える価値もない。ただの兵士で、各おの々おのの役割をこなすのにかけては名人であろうが、優ゆう秀しゆうであればあるほどただの駒こまだ。意識するべきは指し手だった。

（その指し手の姿が……まだねえんだよな）

　あのセクションの男も駒であるのに違いはない。

　当たり前だが、勝利者になれるのは指し手だけだ。そして指し手になれるのは、もうひとりの指し手が誰だれかを知り、そいつと戦う者だけだ。

　この対戦の勝者が手に入れる賞品、ヘヴン。その価値がなにかを知らない以上、自分もまだ指し手とは言えない。それを知る立場に一番近かったのはゲイル・スタリーヘヴンかジェイク・ウッズだが……ふたりとももう死んでいる。

　ハンカチ隊を寄よ越こしたのが軍の独断なら、首しゆ謀ぼう者しやは軍のトップかそれに近い地位の者だ。門外漢の自分でも思い浮うかべられるのはデストニアス将軍か。南北戦争の開戦論を唱える好戦派筆頭。だが腑ふに落ちないのは、それとヘヴンになんの関かかわりがあるのか見えてこないことだった。この軍勢が予想外だったのもそれが理由だ。

　考えごとを嚙かみ締しめてガンベルトを身に着けた。

　銃と弾だん薬やく。人間は、思い通りにならない事態を、身も蓋ふたもない道具の威い力りよくでなんとかしようとする。最初は拳こぶしか嚙み付きだったろうが、それでは腕わん力りよくまでは覆くつがえせない。石や刃は物もので良い線いったが、技量は覆せない。そして銃だ。こいつは最高だ。少し頭を働かせるだけで、自分よりでかかろうが上手うまかろうが、誰でも殺せる。これ以上の進化などあろうか？　あるとしたら、頭を使う必要すらなく人を殺せる道具か。まあ、それが出来た時が人類の終しゆう焉えんだろう。

（それを思えば、今が一番マシな時代さ。一番マシで、このクソ溜だめっぷりだ。この星に生まれた奴ってのは残念だったな）

　皮肉を言う余よ裕ゆうと一いつ緒しよに武器を取りもどしたロングストライドを、ゴリラ野郎が睨んでいる。悪党は察していたが無視しておいた。セクションの男の長々とした指示と警告を──それこそ時間の無駄というものだったが──聞き流して、小隊に連れられ、ポールから外に出た。

　例のモニター室の前も通った。シヤマニ研究家らがモニターを操作して、翻ほん訳やくした一言一言に驚きよう嘆たんじみたため息をつきながら、逐ちく一いちメモを取っていた。

　表に揃そろったメルカバの列。その一隻せきに向かって進んでいく。大部分は新しく、完全稼か働どうかそれに近い状態を維い持じしているようだ。どれも微び妙みように違う型だが、整然と並んでいるといかにも軍隊じみて、同型の船のように見える。ホワイトマフラーの印である白布が砲ほうに巻いてあるせいもあるが。

「今回のは、公おおやけになっちゃあいけないんだろうと思ってたが、堂々と身の証あかしを掲かかげてるのはなんでなんだ？」

　ロングストライドが言うと、上級曹長がもったいつけて口を開いた。

「ではこの制服を脱ぬいで、船からマフラーを解いたとしよう。二十隻の船とそれを完かん璧ぺきに運用する平服姿の五百十九名を見た者は、我々をなんだと思う？」

「……下手へたくそな擬ぎ装そうをしたホワイトマフラー隊、かな」

　納なつ得とくして答えると、隊長は肩かたを竦すくめた。

「そういうことだ」

　上級曹長は隊を点呼すると、改めて任務を告げた。正式な命令を受けて（と強調したのは失点したゴリラ野郎への嫌味だろうか）、我々は、失しつ踪そうした天国帰りの男ジェイク・ウッズの捜そう索さくを行う。これは重要任務であり……云うん々ぬん。

　エプスとかいうシヤマニ研究家が遅おくれてやってきた。任務についてまた繰くり返そうとした隊長に、それは既すでに把は握あくしているということを素そっ気なく告げてやめさせた。期待ほどモグラのタマなしではないようだったが、優やさ男おとこで、文弱の類たぐいには違いない。

　小隊がメルカバのチェックに取りかかって暇ひまになったところで、ロングストライドはエプスに話しかけた。船からやや離はなれた岩場に腰こしを下ろし、息をつくとそれなりに気を置かない雰ふん囲い気きが出来る。

　反応が良かったのはメルカバについての雑談だ。エプスは目の前にある船を誇ほこらしげに眺ながめて蘊うん蓄ちくを語った。

「発見されるメルカバにこれだけ多くの種類があるのは、先史シヤマニ人が相当に長い年月、メルカバを製造・改良し続けてきたことを示している。分かるだろう？」

「ええ、まあ」

　分かるも分からないもどうでも良かったのだが、ロングストライドは首しゆ肯こうした。

「メルカバの進化は単純に言って、砲が大威力化し、装そう甲こうが強化され、駆く動どうが高機能化した。彼らは懸けん命めいに努力したに違ちがいないよ。その分野の発展はめざましい。にもかかわらず戦せん闘とうの理念にはほとんど変化がないんだ。これは信しん仰こうと言っても良いほどだよ」

　少し、気を引かれた。ロングストライドが相づちを打つまでもなくエプスは続ける。

「恐おそらくシヤマニはメルカバ同士で戦い合わせる運用しかしてこなかった。他ほかの兵器を思いつきもしなかったとしか思えない。斧おのに対しての槍やり、槍に対しての弓矢のような、ね。彼らはメルカバ自体を無効化するような発明をしなかったんだ。これだけのものすごい機動戦闘装置を長年作り続けながら、海を渡わたる道具も思いつかなかったし、気球を空に浮かべることもなかった。彼らは海も空も見なかった。大地しか見なかった。古文書にはね、宇宙はすべて砂の奥にあるという言葉があるんだよ……」

「なるほど、ねえ」

　今は使い道を思いつかないが面おも白しろい形の石を拾った時の心ここ地ちで、ロングストライドはつぶやいた。

「ヘヴンについてはなにか分かったんですかい？」

　試ためしに探さぐりを入れる。エプスはあっさりと首を振ふった。

「いや。人を瞬しゆん時じに移動させるなんらかの装置があるんだろうということしか分からないな。精神状態が昂たかぶると──遭そう難なんした時とかね──なんらかの条件で、人間を別の場所に移してしまう。消失から出現までタイムラグがあるんで、地上からはそいつが何年か別の世界に迷い込んでいたかのように見える。移動を経験した人間が必ず口にするのが、ヘヴンという単語だ。ヘヴンのような共通するイメージ……ではなく、ヘヴンと断言する。彼らの妄ぼう言げんは、ことごとく共有されている。同じ妄言を吐はくんだ。異常なことだよ」

「大勢の天国帰りを尋じん問もんしましたよ」

「なら分かるだろうが、移動を経験すると正気を失う。あるいは正気を失うくらい精神が高こう揚ようしないと反応しないということかもしれない」

　それは違う。とロングストライドは分かっていた。正気の天国帰りがふたりいたのが判明した。ゲイルとジェイクだ。正気を失う理由は別にあるのだ。

　指し摘てきしなかったのは、エプスがその報告を聞いていないわけがないからだ。彼は惚とぼけたのだろうが、ミスをした。新しい情報をハンカチ隊の連中には伝えるなと厳命されていて、いま話している相手がその報告をした当のロングストライドであることを失念したのだろう。それは別にどうでもいい。肝かん心じんなのは、セクションが既になにか摑つかんでいるのが分かったことだ。

　エプスが曹そう長ちように呼ばれていったので、ロングストライドとビリーが取り残された。上級曹長は代わりに、若い兵士をひとり置いていった。もちろん悪党の監かん視しにだ。

　例のゴリラ野や郎ろうにたびたび小こ突づかれている、顔色の悪い若者だった。班ではもっぱら雑用をやっている。いかにも物々しくライフルを掲げて、直立不動でロングストライドを見ていた。ロングストライドは友好的に笑いかけた。

「あのメルカバは、どれくらいやれるんだ」

　少し離れた場所で、小隊総出で積み荷の確かく認にんをしている船を指し示す。

　若造は訊きき返してきた。

「どういう意味だ？」

「高性能か？」

「抜ばつ群ぐんの出で来きさ。我々のチームは、実戦でも模も擬ぎ戦でも負けたことがない」

　彼は誇らしげだった。

「実戦ねえ」

　顎あご鬚ひげを撫なでながら、ロングストライドはつぶやいた。

　対等の性能の船と実戦でやり合った経験など、どうせないんだろうに。精々がシヤマニの村で未開人を踏ふんで回ったか、未整備の船で軍のメルカバとやり合おうってくらい阿あ呆ほうなガンマンを撃げき破はした程度の話だろう。

　だが模擬戦というのは良い情報だ。軍メルカバ同士のレベルで勝てる船とクルーなら、一流は間ま違ちがいない。

「船に名前はついてんのか」

　若造はますます誇りに輪を掛かけて、告げた。

「勝手に呼んでるだけだがな。ビッグフィッシュだ。ベイル伍ご長ちようの二つ名でもある」

　ゴリラ野郎のことだろう。ロングストライドは感心した風で〝ビッグフィッシュ〟とやらを眺めた。大型の船だ。シヤマニ研究家などに言われるまでもなく、シヤマニの進化は砲ほうと装甲と駆く動どう脚きやく力りよくの強化だ。どれか一個が欠けることはあり得ず、すべての進化が船体を大型化させる宿命にある。

「砲ほう手しゆだとか操縦手だとかってのは、役割は決まってるものなのかね」

「もちろんクルー全員が、どの席にも座れるよう訓練は受けてるさ。だが車長ができるのは上級曹そう長ちよう殿どのかベイル伍長だけだし、得手不得手はあるかな。伍長は砲のエースだ。一番上手うまい操縦手はレッドさ」

「ふうん」

「あんたは船の経験はあるのか？」

「いやぁ、ボロ船を動かしたくらいはあるが、戦せん闘とうなんてのは問題外だね。人間は、銃じゆうよりデカイもんで撃うち合っちゃならねえよ……おっと」

　座り込んでいた岩の、腕うで一本分ほどの細い割れ目に目をやって、ロングストライドは嘆なげきの声をあげた。

「あらァ。岩の間に落ちちまった。参ったな」

「どうした？」

「大事な指輪なんだがね。隙すき間まに入っちまったよ。くそ、肋ろつ骨こつがイカれてんのかな、手が伸のびねえや」

「ひどい殴なぐられようだったからな……ああ、任せて」

　兵士の癖くせに同情じみた表情を浮うかべて、若造は近寄ってきた。岩の割れ目に腕を突つっ込み、中を探る。そして、びくっと肩かたを戦慄わななかせた。

「痛っ……なんだ？」

　腕を引っ込めて、手の甲こうを見やる。

　赤く丸い点がひとつ、ぽっかりと痕あとをつけていた。

　彼はぼんやりとそれを眺ながめ、やがて目の焦しよう点てんが合わなくなっていく。

　ロングストライドは驚おどろいたふりをして、同情の言葉も漏もらした。驚いたのはふりだが、同情は別に噓うそというほどのことでもない。悪いね、という程度には思っていた。

　蠍さそりが持っているのは神経毒だ。この若造は悲鳴もなく死ぬだろう。
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　出発の準備に手間取ったのは、ビッグフィッシュの後部に余よ剰じよう人員を乗せる架か台を取り付けたためだ。

　マイルズの、不ふ慮りよの死によってさらに遅おくれた。

　葬そう儀ぎは故郷で行うため、ここでは死体を袋ふくろに入れて隊長が書類にサインをする。それだけだ。非公式任務での死亡だから戦死ではない。大統領の名前入り感謝状もない。ただし見み舞まい金きんは同額もらえる。

（ならまァ、そう悪い死に方ってわけでもねえ。上等な葬そう式しきもできる）

　メルカバの轟ごう音おんに揺ゆれる架台の上で、ロングストライドはつぶやいた。

　声に出しても誰だれにも聞こえはしなかったろう。架台にはビリーと、ママ男お、そしてエプスが乗っている。エプスは両耳を手で押さえて、大声でなにやらがなり立てていた。口の形を読むと、うるさいな、なんとかならないのか、とでも言っているように見える。ママ男に向かって叫さけんでいるが、ママ男はおろおろと手て振ぶりで宥なだめるばかりだった。

　研究者の癖に頭が悪い。と振しん動どうに頭痛を覚えつつ、ロングストライドはぼんやり考えた。どうにもなるわきゃあねえだろうが。俺たちゃ、機関部の真上に乗ってんだぞ。

　排はい気きの熱風にさらされ、居い心ごこ地ちは最悪だった。

　ビッグフィッシュは航路を東に取っている。地図によれば古くに滅ほろびたＰＯＬ村の廃はい墟きよがあり、天国帰りの男はそこでも目もく撃げきされている。そこに記録が残っているかもしれないというのは出任せだったが、ロングストライドはとにかく本体から離はなれたかった。

　情報は既すでに懐ふところにある。マイルズの死の騒さわぎに乗じて、隙すきを見て地図を取りもどしたのだ──天国帰りの男から手に入れた、ロード・トゥ・スタリーヘヴンの航路図だ。支し援えんを呼ぶ際に、念のためポールの外がい壁へきに隠かくしておいたのだ。今は上着のポケットに入っている。

　クルーの配置はマイルズの話通りだった。車長席に隊長が座り、ゴリラ野や郎ろうが砲手、小ゴリラが操縦手。残ったひとり、夢ゆめ見み心ごこ地ちの陰いん気きな男が装そう塡てん手席にいる。ビッグフィッシュの航こう跡せきは滑なめらかで、見た目ほど鈍どん重じゆうではなかった。装そう甲こうに目立った破損もない。砲は一二〇ミリ口径滑かつ腔くう砲ほう。砲ほう弾だんはＡＰＦＳＤＳ弾だろう。オートメイテッド・カルチュアル・プラントでしか生産されない培ばい養よう砲弾で、重メルカバの複合装甲にも通用する最強級の火力だ。

（もしキッドが出てくるんなら、メルカバ戦もある、か）

　その情報を小隊に伝えなかったのは危険な賭かけだった。キッドは所しよ詮せん民間のガンマンレベルだろうが、船はこのビッグフィッシュに引けは取らない。なにしろ以前に実際、ホワイトマフラーの船を退けている。装備はほぼ同等。ケニー・シュートだけは（噂うわさが本当ならば）元軍のメルカバ乗りで、それなら番ばん狂くるわせもないとは言えない。

　それ以前の問題もある。不意打ちで砲を食くらったら、中の連中はともかく架台の四人は一秒以内に木こっ端ぱ微み塵じんだ。

（まあ、こいつらがよほどヘボじゃなけりゃ、警けい戒かいを怠おこたりゃしねえだろ）

　キッドの情報を伏ふせた理由はただひとつだ。敵性メルカバと接せつ触しよくする可能性があるとなれば、ヘンダース大たい尉いは最低でも三隻せきで事に当たらせるだろう。それでは支障がある。ロングストライドの目的は船を手に入れることだった。三班全員を皆みな殺ごろしにするのはさすがに不可能だ。

　ひりひりと痛む顎あごをさすって、悪党は思案を続けた。今のところ、そう悪い風向きでもないが、上手くいってもいない。焦あせるのは論外だが、なるべく早く行動する必要はあった。当然ながらマイルズの死は小隊に警戒と不信を強めさせた。ゴリラ野郎にはまたしこたま殴られたし、隊長が止めなければ撃ち殺されていただろう。

　だが結果としては殺されなかった。ロングストライドにとってはそれがなにより重大事だった。彼の戦い方であり、人生訓だ。死なないことだけが勝利につながる。仮に今、誰かに銃じゆう口こうを突き付けられているのだとしても、そいつが撃てないならそれでいい。ぎりぎりのところにいればまたツキは巡めぐってくる。

（好機は必ずある。見み逃のがしさえしなけりゃな……）

　ママ男に向かって抗こう議ぎを続けるシヤマニ研究者を、悪党は眺ながめていた。
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　弾だん倉そう交こう換かん。一二〇ミリ滑腔砲、合金単体弾から特とく殊しゆ弾頭へ。残弾シグナルは２……

　真っ白な思考の中を、手順だけが無機質に繰くり返される。脳は働こうとしないが心臓は早はや鐘がねのように打ち、過か剰じような血液が巡る眼球は熱く、視界まで赤く感じる。

　照準モード切きり替かえ。レーザー誘ゆう導どう式対戦車ミサイル。標的は有効射程内。距きよ離り、推定で五〇〇〇から五〇七〇。敵船に避航の兆きざしは見られず。車長より観測の指示。敵船は一隻。戦場に人ひと影かげあり。その人相はロングストライド。

　照準装置からでは目視できない。砂の靄もやの彼方かなたに、かろうじてメルカバの影が分かるだけだ。だがミサイルの照準は敵を捉とらえていた。

　ブルホエイルの砲手席で、ベティの手は何度もトリガーを彷徨さまよった。

（撃うてば殺やれる……撃てば殺れる……）

　ほぼ確実に殺せる。指一本だ。父を殺した仇かたきに空を振ふり仰あおぐ間も与あたえず、肉体を塵ちりに消し飛ばして残った部分も炭にしてやれる。

　舌が味を求めるように指先は発射を求めるが。

　そのたびに、ベティは奥歯を嚙かみ締しめて撃発手順を逆行させた。

　弾だん倉そうを切り替かえる振動が数度続くと、レシーバーから静かなつぶやきが聞こえてきた。

「やるならやれよ。そうしたらもう帰れる」

　ウィリアムだ。ベティは額で壁かべにやつあたりした。

「今やったら、手がかりがなくなる」

「つもりがないなら手遊びをするな。玩具おもちやじゃない」

「迷ってもいけないわけ？」

「君の仇だ。撃つも撃たないも知ったことじゃない。だが迷いながら撃って外すのは勘かん弁べんしてくれ」

「…………」

　ベティはモードを通常弾にもどすと、レシーバーのマイクを嚙むように、口を尖とがらせた。

「帰るって、どこによ」

　意表を突つかれたのだろう。ウィリアムの返答は少し間があった。

「さあな。言葉のあやだ」

「あのさ、ベティ」

　フラニーが割り込んでくる。

「あの船、どこが目的なのかな」

「方位からすると──」

「うん。あの壊こわれちゃった町のとこに行こうとしてるよね。でも場所じゃなくて、ええと、目的だよ」

「クルー以外を乗せてるから、特とく殊しゆな任務に違ちがいないだろうけど……」

　そこから先は言えることがなくなって、ベティは口ごもった。単に、報告を済ませてもう用のなくなったロングストライドをレインスポットまで送りとどけるだけかもしれない。だとすると自分は、手がかりとしては見けん当とう違ちがいを追っているわけだ。

　いや。

　壁に押しつけた額の振しん動どうに、ようやくいくばくかの冷静さを取りもどして、ベティは考えを口にした。

「軍人っぽくない三人目っていうのは、何者なのかしら」

　フラニーの言い回しをそのまま引用する。ロングストライドとビリーの他ほかに、ホワイトマフラーの制服を着ていない男がいるらしい。

「モグラだろう。シヤマニの遺い跡せきには付きものだ」

　これは軍人の言い回しらしい。シヤマニ研究者のことだ。

「じゃあやっぱり探たん索さく任務よ。ロングストライドにしてみれば、ジェイクの死は確かく認にんできてないことだから……彼を探しているのかも」

「あるいは俺たちをだ。奴も、天国帰りが致ち命めい傷しようを負ったのは分かってるだろうからな」

「あいつは確か──」

　脳を絞しぼって、ポールでの出来事を思い出す。ロングストライドはなにを知っていて、なにを知らず、なにを知りたがっていたか。

「ヘヴンがなんなのかをフラニーが喋しやべろうとしたら、取引に応じようとした」

「それなら筋が通るな。結局、奴やつも分かってないのさ。だからシヤマニの言葉を読めるモグラを呼び寄せたんだ」

「軍隊と一いつ緒しよにね。なら奴は、ポールの情報を解読させたのかしら。てことは、あの男を手に入れれば、ヘヴンがなんだかわたしたちも分かる？」

　ヘヴンはある。俺たちを見ている……

　ジェイクが死の間ま際ぎわに語ったことだ。そしてフラニーはポールの情報を、ほんの一言だけ読み取った──〝ヘヴンはシヤマニの行き着く最後の扉とびら、旅の終わりを示している〟

　自分たちの知っている情報はこれだけだ。そして父がブルホエイルに遺のこした、ヘヴンへの航路。ロード・トゥ・スタリーヘヴン。

　照準を覗のぞいた。ロングストライドを乗せたホワイトマフラー船が先を進んでいる。距離は変わらない。フラニーが敵の監かん視しに対たい抗こうして航路を指示しているため、今のところこちらは発見されていなかった。これ以上近づけば危ないだろうが。

（みんな、父さんに振ふり回されてる）

　それを認めて、ベティは嘆たん息そくした。

　クルーに告げる。意識したわけではないが、キッドの声こわ音ねで。

「あのモグラをかっさらう」

　分かった、と素そっ気なくウィリアムが返事した。

　フラニーの返事がなかったので、ベティは顔をしかめた。いつもならひっきりなしに、どうでもいいことにまで口を挟はさんでくるのに。喧けん嘩か中のウィリアムはともかく、あなたまで不ふ機き嫌げんにならなくてもいいじゃない、と、その時に思い浮うかんだのはそれくらいのことだった。
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　ビッグフィッシュは数時間で廃はい墟きよに着いた。過去、メルカバ部隊によって破は壊かいされた発はつ掘くつ村だ。ジェイク・ウッズの隠いん遁とん場所で、目もく撃げき者は天国帰りをこの廃墟とポールとで見かけている。

　廃墟は所しよ詮せん廃墟だが、最近まで人間が生活していた痕こん跡せきは確かにあった。粗そ悪あくだが食しよく糧りようが備び蓄ちくされ、元住居があったあたりから発掘したのだろう生活用品の類たぐいも整せい頓とんされていた。

「墓がある」

「この砂の下は死体だらけだ。そりゃああるだろ」

「新しい墓だ」

　小ゴリラが発見したのは、鉄てつ塔とうの下、比ひ較かく的てき固い地面に立てられた十じゆう字じ架かだった。廃はい材ざいをロープで縛しばって作ったものだ。小ゴリラがそれを新しいと判断したのは、まだ砂に埋うもれていなかったからだった。マイルズが死んだため隊の使い走りは小ゴリラに受け継つがれ、ゴリラは掘ほり起こしを命じられた。ロングストライドも申し出て、ビリーに手伝わせた。機き嫌げんは取っておくに越こしたことはないし、もしなにか不都合なものが見つかるなら、いの一番にそれを見て行動を起こせるほうがいい。

　掘り起こされた死体は肉もまだ形を留とどめていた。砂の熱で半焼けになって顔の判別は難しいが、怪け我がや背格好から間ま違ちがいない。

「こいつは、ジェイク・ウッズだ」

　偶ぐう然ぜんここに別人の行き倒だおれがいたなどと言うよりはマシだろうと考えて、ロングストライドは証言した。

「ここまで逃にげて死んだんだな……だが、弔とむらったのは誰だれだ？」

　疑いなくキッドたちだろうが。

　ここで追つい跡せきが終わってしまっては元も子もないので、知らないふりをする。

「ＰＯＬの探たん索さく部隊が出てきてるってことは？」

　これを言ったのはエプスだった。〝ビッグフィッシュ〟の面々は一いつ笑しように付した──奴らはせいぜいがガンマン崩くずれの警備隊を持ってる程度だ。ホワイトマフラーの姿を見たら逃げ出すさ。と口々に言った。

「どうだろうねえ。よほど価値のあるモノを追ってるなら、嚙かみ付いてもくるだろうさ」

　死んだジェイクの手を弄もてあそびながら、ロングストライドは口を挟んだ。

「軍がハンカチ部隊を寄よ越こすほどの代しろ物ものなら、奴らにとっても同じなんじゃないかい。なにしろシヤマニの遺物に取り憑つかれてるんだろう、ＰＯＬってのは」

「それでも──」

「甘く見ねえほうがいいな。ＰＯＬはメルカバだって持ってるし、何十年もポールを稼か働どうさせてる。奴らは奴らで天国帰りを捕とらえて情報を集めてた。馬ば鹿かみてえな手間をかけて駕か籠ごを渡わたしてるのも、大流りゆう砂さを観測するためだ、なんて話もあってね。ホワイトマフラー隊が派は遣けんされた本当の理由は、ＰＯＬとの大規模戦せん闘とうがあるからじゃねえのか？」

　ついでにかまをかけた。エプスが反応する。

「そうなのか？」

「可能性を問うてもらっても困る。あり得るかという話なら、クリダ騎き士し団との戦争だってないとは言えないさ」

　小隊長はそつなく答えた。だがあまりに早口になり過ぎて、せっかくの正論も動どう揺ようを隠かくせていない。

「ラハアナヌスチに襲おそわれるほうがよっぽどありそうだ」

　ゴリラ野や郎ろうが嘲あざ笑わらう。こちらは動揺がなかったが、単に素でそう思ってるからだろう。この任務をありふれた示じ威い運動としか認にん識しきしていない。

　口調までそっくりな小ゴリラが追つい随ずいした。

「〝トーマス〟はもう死んでるだろ。八十のジジイだぞ」

「だが強戦士の純血とやらを遺のこすってんで、今でも処女とやってるんだろ。長生きするさ。いや、死ぬか。むしろ」

　大声で笑い出す連中を見て、エプスが不快げに鼻をこすっている。

　それを横目にロングストライドは囁ささやいた。

「的外れにされちゃ困るね。誰が天国帰りに墓を作ったかって話だ。シヤマニじゃないのは間違いない」

　廃材の十字架を顎あごで指し示す。

「クリダでもねえですな。唯ゆい一いつ聖教の信徒だ。まあ、上うわっ面つらで埋まい葬そうも出で鱈たら目めだから、真面目まじめに教会で手伝いをしてたって手合いじゃない。まあ、砂さ漠ばくを渡ってこんなとこに来るようなのは、ガンマンでしょうよ」

「そんなことが分かるのか？」

「まあね」

　ロングストライドはおくびにも出さず、同意した。もっとも、答えを知っていて証しよう拠こを付け足しているのだから分かって当然だ。いっそ、墓の深さから見て犯人は小こ柄がらで、子供みたいな体格に違ちがいないし、その相棒は歴戦のガンマンだとまで言おうか？　と思ったほどだった。だがやり過ぎては元も子もない。

「死体を処分するんなら砂漠で鮫さめにでもくれてやれば済んだ。それを墓まで掘ってやるってのは、不気味じゃねぇですかい。この天国帰りの個人的な身内かも」

「身内？」

「さあ、プライベートな気配を感じるってことですよ。組織だとか政治だとかじゃなくね。非実用的っていうんですかね。となると厄やつ介かいだ。どう関かかわってくるか予想がつかない」

　ビッグフィッシュ隊が、互たがいに顔を見合わせる。ゴリラ野郎までもがさすがに神しん妙みように話を聞いていた。

　小隊長が言い出す。

「この廃はい墟きよを探索しよう」

　チームに手分けを命じて、指示を出した。

「手がかりを見み逃のがすな。気をつけろよ。武装した奴やつが身を潜ひそめているかもしれない」

　班分けは単純だ。メルカバを動かせる最低限の人数──二名──を船に残して、他ほかをふたり一組で探索に向かわせる。船の居残り組はゴリラ野郎と小隊長だ。それぞれ操縦手席と車長席に入っていった。あとは小ゴリラとロングストライド、ママ男おとビリー、瘦やせ男とエプスというのが、小隊長の下した編成だ。もちろん外と様ざまに自由にさせないためには、この組み合わせが妥だ当とうだろう。妥当で、おおむね予想通りだ。

　探索を始める別れ際ぎわに、ビリーに目配せをした。馬鹿にはこれで全部通じる。奴は物を考えたりはしないから、期待を裏切ることもない。

　探索は、ロングストライドにとっては気のないものになった。キッドがこの廃墟に隠れているとは思わない。船があるのだから。恐おそらく、砂漠のどこかに身を潜めているはずだ。目視できない死角か射程外に。

　退たい屈くつな探索は考えごとをするのには向いていた。

（さて……）

　読みようがないのが、キッドが介かい入にゆうしてくるタイミングだ。これが厄介なのは本音だった。できれば隊が分かれたこのチャンスに行動を起こしたい。が、キッドの行動によってはひどい窮きゆう地ちに陥おちいりかねない。つくづく、鬱うつ陶とうしいガキだ。

　この死体を見つけたことに関しては、前向きに思えば、意味はあった。天国帰りと一いつ緒しよに消失したキッドだが、それがもう地上にもどってきているとはっきりした。そして、この近くにいるのなら、必ず自分を狙ねらってくる。

（ひよっこにゃあそろそろ、最後の授業をしてやってもいい頃ころだ）

　厄介だろうが無む茶ちやだろうが、上手うまくしのいでやり遂とげる。ガキとは違う、それが大人のすることだ。

　ブッ殺す。ただそれだけのことだが。

　この盤ばん上じようで、あのガキがなんの駒こまなのか、それは気にならないでもない。

（奴は俺を親父おやじの仇かたきと追い続けてた。死神の話じゃゲイルと関わってて、天国帰りいわく、奴の船はゲイルのものだった。普ふ通つうに考えりゃ、ゲイルの息子むすこか。奴に家族がいたとは思わなかったが、調べ損そこねたかね）

　もし、キッドがゲイル・スタリーヘヴンの駒だとするならば……指し手としてのゲイルは、存外まだ生きていると言えるのかもしれない。

　いや。と、苦味を嚙かみ潰つぶす。

（死んだ奴は死んだ奴だ。死んだ奴が勝つなんざ、あっちゃなんねぇ。そいつは──）

「馬ば鹿かな話だからな」

　つい、口から漏もらした。

　ん？　と小ゴリラが振ふり返る。

「なんだ？」

「ああ、いえね。あの小屋なんだがね」

　と、適当な小屋を指さす。

「さっきまで戸が開いてなかったか？」

　言われて、小ゴリラは記き憶おくの糸をたぐるよう虚こ空くうを見上げた。

「どうだったかな。閉まってた気もするが」

「ふうん。じゃ、気のせいですかね」

「いや、確かめよう。俺が行く」

　ホルスターから銃じゆうを抜ぬき、小屋に近づく兵士の後から、ロングストライドもついていった。愛銃に手を乗せ、指を遊ばせる。

　もはや心が浮うき立つことなどはないが。それでも身体からだが覚えていた。かつては愉たのしんでいたことを。昔に覚えた快感の縁よすがを思い起こすため、悦よろこんだふりをする。無む駄だに人生を長引かせるとそんなことが増えていく。

（だから、うんざりするってことさ）

　戸を開け、中を確かめてから、小ゴリラが踏ふみ込む。誰だれもいない。のは、ロングストライドは分かっていた。すぐさま一緒に小屋に入る。小ゴリラは振り返った。

「異常なし──」

　ロングストライドは後ろ手に戸を閉めていた。壊こわれかけた小屋だが、もともと砂すな嵐あらしを避さけるため窓は小さく、造りだけは頑がん丈じようだ。真っ暗になった。小ゴリラの顔も判別できなくなったが、いきなり視覚を失って、あっ、とうめくのは聞こえた。

　銃の柄つかで側頭部を殴なぐりつける。もんどり打って倒たおれる小ゴリラの手を押さえつけて、奴やつの銃の撃げき鉄てつを摑つかんだ。指を折って武器を取り上げると、床ゆかに投げ捨てる。

　あとは首を摑むだけだった。小ゴリラはようやく打だ撃げきから回復したのか、己おのれの気道を塞ふさぐロングストライドの腕うでを摑み返した。が、脳のう震しん盪とうを起こして酸素も失った身体では抵てい抗こうもたかが知れている。馬乗りになった背後で兵士の足がバタバタ暴れているのを、殺害者はなにを思うでもなく、感じた。深呼吸して指に力を入れる。

　間もなくしてそいつは死んだ。達人並みに鮮あざやかとは言えないが──摑まれた手首に出来た擦さつ過か傷しようをロングストライドは見下ろした──、まあ上出来だろう、と採点した。シャベルほどはやり過ぎてない。銃をガンベルトにもどした。小屋から出て戸を閉める。

　相変わらず不気味ですらあるほどぴったりなタイミングで、表でビリーが待っていた。間ま抜ぬけ面づらでロングストライドのかける言葉を待っている。

　ひとりだ。ママ男の姿はない。

「死体は？」

　ロングストライドが問うと、ビリーは丸い肩かたを竦すくめてみせた。

「見つからねえようにしましたぜ」

　丸まる吞のみにでもしたという顔だ。

　構いやしない。ロングストライドは、そうか、じゃ、ここのも頼たのむわ、とだけ言った。
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「ロングストライド、いないよ」

「そんなわけがない」

　信じられずにベティはうめいたが、フラニーは二、三度瞬きしてから見直して、やはり繰くり返すだけだった。

「だって、いないよ」

「あのメルカバに乗ってたのは間ま違ちがいないんでしょう」

　廃はい墟きよに停てい泊はくする船を睨にらむ。フラニーがうなずいた。

　砂さ丘きゆうの上に寝ねそべって廃墟を見つめる。身体を支える手が自然と砂に食い込んだ。

　敵に発見されずに近づけるであろうぎりぎりの距きよ離りで、砂丘の陰かげにブルホエイルを隠かくした。それから数時間、丘おかに登って観察をしていたのだが……日が暮れて野営を始めた敵の人数がおかしかった。ベティやウィリアムにはさすがに個人の顔まで見分けられないが。

　腑ふに落ちずに食い下がる。

「砂さ漠ばくを渡わたる足もないのにどうやっていなくなるのよ。ロングストライドがいなくなったのなら、あの兵隊はなんで残ってるの」

「そんなの、あたしは知らないよ。でもいないよ」

「…………」

　苛いら立だちをフラニーにぶつけそうになって、なんとか踏みとどまった。

「おかしなことは他ほかにもある」

　と、疑念を付け足したのはウィリアムだ。

「ホワイトマフラーのメルカバ小隊は少なくても六人編成だ。何人しかいないって？」

「モグラひとり、兵隊三人」

　右手で一本、左手で三本指を立てて、フラニー。

　ウィリアムは口元に拳こぶしを当てて、独り言のようにつぶやきだした。

「船を動かす最低人数すらいない。四人いないと船は戦せん闘とうできない」

「あたしたち、三人じゃん」

「自動装そう塡てん装置があるからな。普ふ通つうは装塡手が要いる」

「ふうん」

　フラニーは言うと、ずるりと砂を滑すべり降りて、船のほうに下りていった。ペンギンが受け止める。

　言おうとしていたことが口の中で消えるのを感じながら、ベティは視線をウィリアムに移した。彼も拍ひよう子し抜ぬけしたように相棒を見ている。ベティは、フラニーに続いて砂丘から下りた。ズボンの砂をはたいて落としながら、フラニーを呼び止める。

「ごめんなさいね。あなたを疑ったんじゃないのよ。それに、苛いらついてるのは──」

「うん。分かってるよ。あたし、ちょっと休みたい」

　あっさりと言って、フラニーはペンギンの頭から船上へと登っていく。車長席のハッチを開けて入り込んでしまった。

「そう……」

　ぽかんと、ベティの声だけが宙に漂ただよった。ペンギンが不思議そうに首を傾かしげて、ゴワ？　と鳴いているのを返事に含ふくめれば、会話とも言えるが。

　ベティもつられて、首を傾かたむけた。

「なんか、機き嫌げんを損そこねるようなこと言ったかしら」

「さあな」

「いつからだった？　きっかけが思いつかないんだけど……」

　と。

　不意にまたハッチが開いた。フラニーが頭を出し、喋しやべり始める。

「あいつらもロングストライドを探してるよ。いなくなったから。仲間もいなくなったから見つけないと帰れない。気味悪がってる。ここで死んだ人の呪のろいじゃないかって。いやそんなわけないあの野や郎ろうがレッドとデクスを殺して脱だつ走そうしたんだ、逃にげるって船もなしにどう逃げるんだ、奴やつらまだそこらに隠れてるぞ俺たちも殺して船を奪うばう気だ返り討うちにしてやる……」

　言葉が止まらない。異変を察して、ベティは砲ほう塔とうに飛び乗った。目を剝むいて話し続けるフラニーに、呼びかける。

「なにを言ってるの？　フラニー……フラニー！」

「見えるの。目がいっぱい……どこにでもあって全部見てる。助けて」

「フラニー！」

「あたし、こんなに見えるのは嫌いやだよ！」

　叫さけんで、ハッチの奥に倒たおれようとするフラニーの肩かたを摑つかまえた。身体からだが脱だつ力りよくして気味悪いほど柔やわらかい。そして熱い。日光で灼やかれた熱ではなく、中から発熱する湿しめった手て触ざわりだった。

　その感かん触しよくで思い出す。

「あなた、また……」

「どうしたんだ？」

「シヤマニの病気よ」

　背後に駆かけ上っていたウィリアムに、囁ささやいた。フラニーはもう自力で身体を支えることもできず、熱に浮うかされ譫言うわごとを続けている。
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　ウィリアムにも手伝ってもらって彼女の身体を引きずり出した。船の下まで運んで、毛布を敷しいて横たえる。

「なんだってこんな時に」

　彼のつぶやきに睨にらみつけたが、毒づいたのではないようだ。どのみちそれはもっともな問いではあった。医者の話では、これはシヤマニの信心がもたらす自己暗示だという。前回もそうだったが、どうして急にこうなったのか、兆きざしが思い当たらない。

　火ほ照てったフラニーの頰ほおに手を当てて、潤うるんだ目を覗のぞき込む。

「フラニー、聞いてる？　わたしの言うことが分かる？」

「分かるよ。ベティがあたしを見てる」

　荒あらくなった息の切れ間からフラニーが声を絞しぼり出す。

　ベティは言葉に詰つまった。なにを言えばいいのか分からない。頑がん張ばってとか、どうすればいい、とか？

　言いよどんだその隙すき間まに、フラニーの震ふるえ声が胸を刺さした。

「教えて欲しいよね。ロングストライドが見えるかどうか」

「やめてよ！」

　狼狽うろたえて、手を離はなしそうになった。

「余計なこと考えないで。落ち着いて、意識があるうちに教えて。前にもこうなった時、あなたはどうやって治してもらったの？　ええと──アンバラキリグーに」

　記き憶おくの縁ふちに残っていた言葉を引っ張り出した。シヤマニの教導者のことだ。

　ベティの手の間で、フラニーの瞳ひとみが揺ゆれていた。フラニーの小さい顔は両手で覆おおい隠かくせそうにも思える。熱に浮かされた怯おびえの表情は、それこそどこかの縁に沈しずんで消え入る気配だった。唇くちびるが動く。

「あたしは……どっちかを……選んだ」

「なにとなにを？」

「マニか──」

　フラニーは力を抜ぬいて、目を開けたまま失神した。

　口は動いていたが聞き取れなかった。叩たたいてでも起こすべきか。

　咄とつ嗟さの閃ひらめきというよりは、ただぎりぎりを判断した。とにかく、最低限、最悪の状態だけは免まぬかれるにはなにを選ばせればいいのかを。ベティは呼びかけた。

「なにかは分からないけどこっちを選んで！　こっち側よ！」

　フラニーの大きな瞳が変化した。と思った。良い反応だと信じて、繰くり返す。

「わたしのいるここのことよ！　あなたもそこにいたの！　忘れないで！」

　身体を揺さぶり続ける。抱だきかかえ、しがみついた。

　やがて……

　喘あえいでいたフラニーの熱い吐と息いきが、次し第だいに緩ゆるくなっていく。

　ベティが見ているうちに瞬まばたきを三回、した。急に落ち着いてきょとんとしていた。落ち着いた眼差しで左右を見る。

「……大だい丈じよう夫ぶなの？　具合は？」

　訊たずねると、フラニーはびっくりしたようだ。なんでかは分からない。が……なにかを探すようにあちこちに目をやるフラニーに、ベティは心臓を鷲わし摑づかみにされる心ここ地ちを味わった。フラニーは、聞こえてきた声が近すぎたから驚おどろいたのだ。ベティがほんの鼻先にいるのを分かっていなかった。

「ベティ」

　まさか、と思うことをフラニーはぽつりと口にした。

「あたし、なんにも見えないよ」
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　砂の斜しや面めんに座り込んで、膝ひざを抱かかえた。どれくらいの時間この姿勢でいたのか。ベティは空を見やった。分からなかったが、三十分ほどだろうと思った。まだ少し手が震えている。

「思ったより落ち着いてたな」

　ウィリアムが声をかけてきた。

　彼は、ずっと船でフラニーを看みていてくれたのだ。といってもなにができるわけでもない。貨物室の場所を広げて、寝ね床どこを設しつらえたくらいだ。フラニーは毛布にくるまって、目を開けたまま不思議そうに天てん井じようを見ていた。その表情がつらくて、ベティはついその場を離れてしまったのだ。いてあげるべきだと思ったが、動どう揺ようを気取られるようでは逆効果だろう。

　その点ではペンギンのほうがよほど介かい添ぞえが達者だった。フラニーの横で寝ねそべって、ただじっとしていた。

　振ふり向こうとして、深くかぶっていた帽ぼう子しに視線を邪じや魔まされた。それは直さないまま、力なくベティは答えた。

「わたしのほうが取り乱したわね。急に失明なんて……なんでフラニーはけろっとしてるのかしら」

　ウィリアムはベティのすぐ横までやってきた。だが座らなかった。返事を考えるように上を向き、口を開いた。

「事故で指を吹ふっ飛ばした戦友がいた。そいつは平然としてたよ。爆ばく風ふうで飛んだ破は片へんが頭の一インチ横を掠かすめるのを見たと言っていた。生きてるだけでも幸運だったから、指のことは頭に浮うかばなかったそうだ」

　そのまま、船を見やった。月光より一歩引いて砂さ丘きゆうの影かげの中、ブルホエイルはたたずんでいる。究極の兵器であり、便利な殺さつ戮りくの装置である船は、砂さ漠ばくに溶とけ込むような静けさだった。

　その姿は、なにかに似ている。ふと、ベティは思った。ちょうど見比べているウィリアムだろうか。それはあるかもしれない。人殺しに長たけて機能的な砂漠の悪あく魔ま。いや、少し違ちがう。ウィリアムをそこまで便利だと思うのはさすがに筋すじ違ちがいだ。ブルホエイルは……もっと……言うなれば、怖こわく感じる必要のない存在だった。生まれたその瞬しゆん間かんから、永遠に味方であることを疑うべくもない、強く大きな──

　ウィリアムの声で、黙もく想そうは遮さえぎられた。

「こっちも乗員の定数を割ったな」

　ベティは首を横に振った。相手の反論を覚かく悟ごしながら、言う。

「敵船を壊こわしたいだけなら近づくまでもない。ミサイルでやればいい。でも目的は、情報を得ることよ」

　が、ウィリアムは言い返さなかった。

「そうだな」

「言わないの？　そんなことに価値があるのかって」

「考え直したよ。俺には価値がなくても、君にどうかは俺の言うことじゃない。無む駄だでも譲ゆずれないことなら、俺にもある」

　彼は手首を捻ひねるようにして、身を竦すくめた。

　そしてすぐに話を変える。

「車長を失ったこともだが、これまで、あいつの視力は決定的なアドバンテージだった。シヤマニ語を解読できるのもだ。俺たちは相当に不利になった」

「…………」

　そんなことは度外視したとしても、いきなりの災難を思うと言葉も出ない。ベティはうつむいて足あし下もとの砂を摑つかんだ。疲ひ労ろうで力も入らないと思いきや、爪つめの間に砂を感じて筋肉が震ふるえるのを感じた。

「怒おこってるのか」

　ウィリアムに言われて、ベティは訊きき返した。

「なにを？」

　彼は一呼吸おいてから、続けた。

「ポールで、俺がフラニーを差し出そうとしたことを」

「わたしを助けるためだから、わたしが怒れないでしょ。腹は立つけど、あなたにじゃない」

　またかぶりを振る。砂に突つき立てた爪に力を込めた。砂面は柔やわらかいが砂は鋭く硬かたい。指先に食い込んで痛みを走らせる。この程度の痛みなら心地よかった。身体からだに鬱うつ積せきした怒いかりの鈍どん痛つうよりは。

「こんなの、理り不ふ尽じんだからムカつく。どこを見ても理不尽よ」

　爪つめ痕あとを残して手を上げた。砂はすぐに浅い傷を消す。せめて砂を摑み、もぎ取ったはずだったが、それも指の隙すき間まからこぼれていった。

「……今さらの話よね。〝ガンマンの教え〟はずっと理不尽だらけだったし、旅も、父さんや、母さんが死んだのも。自分の手で人を殺したことだって。そうならなかったら、わたしはなにも気づかず普ふ通つうに生きてたのね」

「そうであるべきだったさ」

　とだけ、彼は言った。

　そうだろう。優やさしさで隠かくす以外に、どうにもならない話だ。

　手から砂を払はらい落として、拳こぶしを握にぎった。みぞおちに当てる。気を取り直し、ベティは相棒に顔を向けた。まだだ。やるべきことはまだ終わっていない。

「アドバイスをちょうだい」

「フラニーの口走ったことを信じるなら、ロングストライドは組織を出し抜ぬこうとしてるんじゃないか。部隊員を殺して船を奪うばおうとしてる」

「今までそうしなかったのに、なんで？」

「ヘヴンだろう。君や君の父親と同じく、世界を敵に回すだけの価値があると踏ふんだんだ。競争になる。いずれ、戦いにもなるだろうな」

　深呼吸して、その言葉も脳に吸った。考える。

「確信はある？　あなたはあいつを、どれくらい知ってる？」

　相棒はその問いに、いつものように曖あい昧まいな口調でつぶやいた。

「どうだろう。自信はないな。正直、奴やつらしくない話だと思ってる」

「あいつが命をかけてでも退ひけないものがなにか、それを見つけない限り、戦うことすらできない」

「命だろ」

　あっさりとウィリアムは言った。繰くり返して言い足す。

「奴が命ほど大事にしてるのは命だけだ。そんな奴だよ」

「運があって、あれだけの腕うでがあって、理由もなく生きるだけなんてできる？」

「奴は人とは違う。そいつを信じる根こん拠きよならあると思うね」

「あるなら教えてよ」

　乞こわれて、彼はいつにも増して目を陰かげらせた。

「俺が、やるつもりでやり合って殺せなかったのは奴だけだ。奴は躊ちゆう躇ちよなく逃にげた。絶対に、一度も、一いつ瞬しゆんたりと、俺を殺せると思おうとしなかった。俺自身が負けるに違いないと思ったような場面でもだ。そこのところは、奴は本当に筋金入りだ」

　強調する相棒に、ベティはうめいた。別の訊き方にする。

「仮定の話だけど、あなたがあいつと決けつ闘とうしたら、勝てる？」

　ウィリアムは不ふ機き嫌げんな仕草で顎あごをさすった。

「仮定の話なら、論理的に答えるしかないな」

「論理的？」

「つまり当たり前の答えってことだ。奴は俺に勝てないから逃げる。奴が決闘に応じるのは俺に勝てる時だけだ。故ゆえに、決闘をしたら俺が負ける」

　本当にただ論理をなぞって淡たん々たんとした彼の言葉の裏に、別の答えが隠れているのをベティは察していた。

「本心ではどうなの？」

　訊いて良いものなのか分からない、そんな躊躇ためらいも感じたが。

　ウィリアムは目を閉じた。歯の間に挟はさまったなにかの味を舌で探さぐるように、まぶたの下で意思が蠢うごめいている。

　再び開いた彼の眼球は恐おそろしかった。自分も立っていたら後あと退ずさりしたかもしれない。服の下で粟あわ立だった肌はだの不快感に、ベティは唾つばを吞のんだ。

　ウィリアムというより、かつての殺しの名人トゥエンティは、こう告げた。

「君のために奴を殺してきてもいい」

　身の毛もよだつその恐ろしさは……骨の内から悶もだえるほどに、魅み惑わくの衝しよう動どうも駆かり立てるのだ。だが。

（駄だ目め……）

　みぞおちに当てた拳が食い込む。身体を折ってうつむいたせいだ。

　涙なみだが出るのを止められなかった。涙の靄もやで彼の顔から殺さつ人じん鬼きが去り、相棒にもどるのを見ると、なおさらに。

　しゃくり上げるベティに、彼はつぶやいた。

「きっと……その時、俺は、あっち側だな」

「あっち？」

　引きつる息の合間に、それだけを訊たずねる。

　ウィリアムはこう続けた。

「フラニーに言っただろ。こっち側と、あっち側さ」

　言いながらベティのいる場所と、どこか適当な方向を指さした。

　袖そで口ぐちで目を拭ぬぐって、息を整えながら、ベティは拘こだわった。

「こっちとは言ったけど、あっちなんて言ってない。こっちは誰だれにでも分かるけどあっちって何処どこよ」

　自分でもなにを言っているのか、半分も分からないような話だったが。

　泣きながら喋しやべっているにしては筋が通っていると、言ってから考えた。

　ウィリアムは苦く笑しようして、やはり筋の通ったことを言った。

「分からなくても、こっちがあるからにはあっちがある。そういうもんだろ」

「遠回しな言い方よね。勝ったとしても殺されるって思ってるんでしょう」

「相手は曲くせ者ものだからな」

「駄目よ。こっち側にいてよ」

　膝ひざを抱かかえたこの場所に。

　不意に優やさしくされれば泣きたくもなるこの場所に。

　ベティは告げて腰こしを上げた。砂の上に踵かかとを突つき刺さし、ガンベルトと腕の重さを感じる。

　己おのれの肩かたにかかる、抱えたものの重量。生まれたまま、風のように手ぶらでは生きられない。ここは解けない謎なぞばかりの砂の海だから。

（泣いて良かった）

　頭も胸もすっきりしていた。難問はそのままだし、厳しさはなんら変わらないが。胸が空からになれば新しい風を入れられる。

「どうするんだ？」

　相棒の問いに、ベティは帽ぼう子しを取り、砂を払はらって被かぶりなおした。帽子の縁ふちに視線を半分隠かくして告げる。

「父さんの蒔まいた種よ。わたしが刈からないとね」

　吹ふき抜ぬける風の尻尾しつぽに、言葉の翼つばさを乗せた。
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「みんなやっちまえばいいんじゃないっすか？」

　馬ば鹿かは気楽に言う。なにしろ並外れた早はや撃うちだけで悩なやみもなく生きてきた馬鹿だから、なんでもかんでも殺しゃ良いと思っている。

　ロングストライドは嘆たん息そくした。

「どうしようもなくなりゃやるけどな。いつがどうしようもねえ時かってのは、馬鹿にゃ分かんねえか」

　残ったのはゴリラと瘦やせ男、小隊長にエプスだ。

　ビッグフィッシュの横で火に当たりながら周囲を警けい戒かいしている四人を指さして、ロングストライドは話を続けた。

「モグラだけ引き離はなすにはどうしたもんかな……」

「そうっすね。考えやす」

　そう言って、馬鹿は口を開けてぼんやりし始めた。

　廃はい墟きよの物もの陰かげに身を潜ひそめ、ロングストライドは標的に注意をもどした。夜は冷え込み、遠くに眺ながめるちっぽけな焚たき火はなおさら小さく、恋こいしく映る。砂はとっくに昼の熱気を失っていた。

　ビッグフィッシュ隊は仲間の死体を確かく認にんしない限りは引き上げないだろう。まあ多分、易やす々やすとは。潜んで観察したところゴリラと瘦せは怒いかり、エプスは怯おびえ、隊長はパニクっている。逃とう亡ぼうしたロングストライドらを狩かり出したいところだろうが、全員メルカバからは離れない。砂さ漠ばくでは水、食しよく糧りよう、そして移動手段が生命線だ。最終的には船の奪うばい合いになるのを、みな分かっている。

　待つだけの時間はある。だがそうなるとやはり厄やつ介かいは、いずれ首を突っ込んでくるだろうキッドだ。最悪なのは隊を皆みな殺ごろしにして、シヤマニ学者を尋じん問もんして船も手に入れたところでキッドに横やりを入れられることだった。ロングストライドとビリーだけではメルカバ戦に勝ち目はない。

　どこで賭かけをするかだ。あるいは他人に賭けさせるか。

（どうせ賭けるなら、でっかく賭けるのが、いいわな）

　考えをまとめて相棒を見やる。

　相棒もこちらを見たので、訊ねた。

「なんか考えたか？」

「あー、無理でした」

「そうか。だろうな」

　奇き跡せきなんてものは起こらない。とうの昔に知ったことだった。そうだ。屋根の穴の馬鹿な話だ。

　懐ふところから、箱形通信機を取り出した。

　指先でコツコツと小こ突づいてみる。なにもない。手も足も出ない箱を、悪党は嘲あざ笑わらった。

「聞こえますかい。聞いちゃいねえか。まあいいや。それでも、てめぇにだけは言っとかないと始まらねえからな」

　箱に向かって囁ささやきかける。

　深呼吸して、一言も余さず伝えきれるよう、ゆっくり告げた。バールで釘くぎを抜くように。

「金こん輪りん際ざいおさらばだ。クソッくだらねえ蛆うじの巣の地虫どもが。あばよ」

　通信機を砂漠に放ほうり投げて、闇やみ夜よの彼方かなたに消えていくのをすっきりと眺めた。
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「必ず帰ってくる。絶対よ。そうしたら、目のことを相談できる人を探しましょう」

　フラニーの手を取って、ベティは何度も繰くり返した。注意して猫ねこ撫なで声を出すたびに、それに聞き覚えがあるのを自覚する。言うまでもない。ベティが熱を出して寝ね込んだ時の、母の喋しやべり方だ。

　貨物室に寝かされたフラニーは、握にぎられた手から見当をつけてベティのほうを向いた。

「あたしのことは大だい丈じよう夫ぶだよ」

　と言われても、その瞳ひとみはベティの顔のやや斜ななめ上を見ているのだ。まったく見えていないのだろう。ベティは息を漏もらしそうになり、なんとか耐たえた。ゆったりとリラックスした声を作る──いつもキッドの声を作るように。

「ええ、心配はないわよ。ただこれから……ちょっと離れるから。ほら、悪党をブッ殺しにね。あなた、寂さみしがって泣くでしょ」

「泣いたことなんかないじゃん。ベティは離れてるつもりでも、実はそんなに離れてないんだしさ」

　からかわれたのを不服そうに、フラニーは唇くちびるを突つき出す。

　ベティが笑うと、不意に彼女は手を握り返してきた。

「ベティ、あのさ」

「なあに？」

「ベティにはあたしが必要？」

　質問に面めん食くらって、ベティは瞬まばたきした。

「なに言ってるの？」

「あたしがどこかに消えちゃったら、あたしを探す？」

　心配して言っているのではない──と、手の感かん触しよくからそう思った。フラニーは汗あせもかいていない。ただ、疑問で訊きいているのだ。

　だからフラニーの指先にキスをして、思いついたままを答えた。

「なにも言わずに消えたらね。そうしたらすごく怒おこるから、意地でも探し当てる」

　顔に触ふれた感触は確かで、どこかに消えるなど、あり得ないと思える。

　愛いとしいと思う気持ちは止とどめられない。

　ここが砂漠であろうと。胸の中に風が吹ふき抜ぬけていこうとだ。

　いくつか威い勢せいの良い軽口を叩たたいて、名な残ごり惜おしさを残しつつもフラニーの寝ね床どこから離はなれた。すぐ外に控ひかえているペンギンにもなにか言い残そうとして、やめる。ペンギンは自分のすべきことを誰だれよりも分かっている。

　ペンギンの向こう。ウィリアムが待っていた。ライフルを受け取り、うなずき合って歩き出す。廃はい墟きよに向けて。

　砂地を踏ふむ、擦こするような音。しばらく黙だまって聞いていたが、ベティはふとつぶやいた。

「旅をやめない理由」

「……なんだ？」

「分かった。怒ってるからだわ。わたし」

「この前もそう言ってたろう」

　ウィリアムに言われて、虚きよを突かれた。

「そうだった？」

「ああ。同じことを。自覚なかったか？」

「今は、ある」

　白い息とともに吐はく。ため息はすぐに消えていくが、その影かげは足あし下もとに残る。

　それを蹴け散ちらそうとすれば早足になる。どうせ振ふり切れやしないのだが。

　後に残してきたフラニーと、足下の雑念を気にしていると、遥はるか前方の大気が鋭するどく震ふるえた。澄すんだ夜気にこだまする……銃じゆう声せいだ。

　ライフルの紐ひもを肩かたから下ろして、駆かけ出した。月明かりを頼たよりに見回すが人ひと影かげはないように思える。

　警けい戒かいのために走りながらかがんだものの、撃うたれたのは自分たちではないと推測した。だとすると可能性はロングストライドとホワイトマフラー隊だ。どちらがどちらを見つけたのか分からないが、なにかが始まった。

　銃声は一回だけだった。撃ち合いになっていないのは奇き妙みようだ。一発で決着がつくはずはない。

　数分も走っただろうか。息があがってきたところで変化があった。前方の砂さ丘きゆうの間からなにかが姿を現し、こちらに向かってきている。

　ベティは足を止め、ライフルを構えた。銃口の先にある標的をじっくり見て取る。大おお柄がらな男だ。ロングストライドではない……その相棒、ビリーだ。

　砂面を転げ、つまずき、這ほう々ほうの体で走ってきている。

　こちらにといっても、はっきりとベティらを目当てに走っているのではない。なにかから逃にげてきた様子だ。途と中ちゆうでこちらを見つけ、回れ右して逃げようとした。

　ウィリアムに合図して、ベティは再び駆け出した。足はウィリアムのほうが速いのでどうしても追い抜かれる。だがビリーの足取りはさらにもつれて遅おそく、ベティもじきに追いついた。ビリーは拷ごう問もんでも受けたように顔も痣あざだらけで、ぼろぼろだ。銃じゆう創そうはないようだが。ウィリアムが取り押さえ、拳けん銃じゆうを取り上げていた。傷だらけな上に疲ひ労ろう困こん憊ぱいでビリーはすっかり無む抵てい抗こうだった。砂の斜しや面めんに仰あお向むけで倒たおれている。

「降参！　降参っすよ！」

「一体どういう──」

　問いつめようとしたベティだが、ウィリアムに手で遮さえぎられた。彼は無言で手て際ぎわよくビリーを殴なぐりつけた。手足でも折りたたむように叩きのめし、ビリーの巨きよ体たいを裏返して組み伏ふせた。背中に捻ひねった腕うでを、さらに押し上げる。ビリーが悲鳴をあげる。相手を無力化するというより、苦痛を与あたえるためだけにやっているのは明らかだった。

「尋じん問もんしてもいいが、一言も信用するな。こいつがなにを言おうと最後は殺せ。こんな機会は二度とない」

　酷こく薄はくな物言いに、ベティは息を吞のみかけたが。

　返事は存外、スムーズに出た。

「分かった」

　キッドの声が答える。

　ウィリアムが放ほうり出したビリーの拳銃を拾い上げ、弾だん倉そうを覗のぞく。シリンダーを回転させて弾薬をすべて抜くと、一発は空だった。

「さっきの銃声はこの銃だな。なにを撃った」

「上っすよ！　適当に！　雲は狙ねらったけど」

「どうしてそんなことをした」

「雲ってあんなでけぇのに当たりそうにねえっしょ。大たい概がいのもんは外さねえのに──」

「そんな話じゃない！」

「見つけてもらうためっすよ！　あんたらに！　痛いてぇす！」

「……終わるまでは我が慢まんするんだな。見つかればただじゃあ済まないとは分かってたろう」

　弾たまを一個一個バラバラに背後に放り、ビリーの銃も投げた。

　ビリーは泣き声を張り上げている。

「分かってるすけど！　兄貴が伝言してこいって言うんすよ！　なら仕方ないしょ！」

「伝言？」

「聞くな」

　ウィリアムには制止されたが。

　ベティは、促うながした。

「聞きたい。言え」

「兄貴は、決けつ闘とうを受けるそうっす！」

「なんだと？」

「立会人はトゥエンティと俺で。その代わり、先に邪じや魔まな連中を片付けたいっすよ」

「ホワイトマフラー隊か」

「あんたらが船で殺してくれりゃ──」

「無理だ」

　つい、口を衝ついて出た。しまったと舌打ちする。内情を明かす必要はなかった。

　ウィリアムがまた手を上げる。

「関係ない。こいつはここで殺す。返事は持ち帰れない」

　手を上げたのはただ制止のためではなかった。ねじ上げていた腕から首に手を移すためだ。ベティがやらないので業ごうを煮にやしたのだろう。これまで頑かたくなに自分で手を下すことは拒きよ否ひしてきたウィリアムが容易たやすくそうするとは実感できず、ベティも反応できなかった。

　つまりはウィリアムを止められなかったのだが、本当に見落としていた動きはそちらではなかった。

　突とつ然ぜん、ウィリアムの身体からだが宙に放り出された。同時にビリーが姿を消した──ように見えた。実際にはビリーは潜もぐったのだ。砂ペンギンを思わせる怪かい力りきで、押さえつけられていた砂を割り、その下へ。

　もちろん本物のペンギンほど深くは潜れない。半身、腕一本を通す程度だろう。だが体勢を入れ替かえるには十分だった。押さえる力を逆用されたウィリアムは投げ飛ばされた。ベティはライフルを構え、引き金に指をかけた。

　ウィリアムが別の方向に投げ出されていれば撃うてたかもしれない。彼の身体を避さけて横に滑すべり、再度構えようとする時にはビリーは砂から身を起こしていた。

　その手になにかを持っていた。

　銃や武器ではない。細長い蛇へびのように見えた。

　ベルトだ。とビリーがそれを横に振ふった時に分かった。藻も搔がきながらズボンから抜ぬいていたのだろう。しなった革かわ紐ひもがライフルの銃じゆう身しんを弾はじいた。よろめいたベティを重い衝しよう撃げきが襲おそった。ビリーに蹴け飛とばされたのだ。

　あっと思った時には砂に倒されていた。手から離はなれたライフルをビリーが拾い上げ、狙いをつけつつ後退っていくのが見えた。距きよ離りを開けながら、悪党の相棒は間延びした口調で警告してくる。

「やめたほうがいいっすよお。俺、上手うまいから」

　吞のん気きな風ふう貌ぼうだというのにビリーの身のこなしは鋭するどい。ベティはガンベルトから抜きかけたモデル２から手を離した。まだ拳けん銃じゆうとライフルで圧あつ倒とう的てきに不利という間合いでもないが、体勢が悪すぎる。ウィリアムは立ち直っているが、飛びかかるには遠かった。

　ビリーはじりじりと後退していくので、同じ速度でこちらの不利は増大する。奴やつは言い残していった。

「船が駄だ目めなら別の方法でもいいっすよ。ただ、モグラは殺しちゃ駄目っす」

　かなり遠ざかるまでビリーは銃を下げず、おかげで逃とう亡ぼうを許す屈くつ辱じよくの時間も長引いた。自信たっぷりのビリーの態度は、まるで未来でも予測しているようにこう聞こえた──〝この距離で、あんたの弾は当たらなくなるっすね〟

　そこで銃を下ろすとくるりと背中を向け、走り出す。

　実のところビリーは買いかぶって、ベティが到とう底てい撃うつ気もなくすような遠くでようやく逃にげたのだった。

　立ち上がるとウィリアムの顔がそこにあった。舌でも嚙かんだ心ここ地ちで、ベティはつぶやいた。

「また、わたしのミスね」

「忘れてるようだな。俺が殺せと言った時には本当にそうしろ……必要がないなら君にそんなことはさせない」

「奴ら、今度はなにが狙いなの？」

　反省は切り上げて疑問を投げる。ウィリアムはかぶりを振った。

「障害をふたつ、ぶつけ合わせたいんだろう。まさか決闘なんて話は信じるなよ」

「でももし、わたしたちにホワイトマフラーの船を破は壊かいさせるんなら、奴はわたしたちの船が欲しいはず。決闘に応じるつもりだけは本当かも。モグラ以外の邪じや魔ま者ものを排はい除じよして、奴を始末するチャンスも手に入るなら……結局、利害は一いつ致ちしてる」

　言いながら、ぞっとしたものは感じていた。数人の男の命を奪うばうことを平然と話している自分にだ。

　ウィリアムの眼まな差ざしは──いつものように──心の影かげを見み透すかしているように見える。彼は厳しい目で断言した。

「だとしても、その時には俺がやる。有う無むは言わせない。君は絶対に奴と決闘をするな。承知しないなら縛しばり上げてでもここから引き上げるぞ」

「……分かった」

　他ほかに仕様がなく、うなずく。

「あなたの忠告に従う。まずは、悪党の言うことは信じない」

「それでいい」

「じゃあきっと、奴が今いるのは……」

　そのベティの言葉をウィリアムが継ついだ。

「ああ。今いま頃ごろ、ホワイトマフラー隊に俺たちの情報を渡わたしてるはずだ。俺たちが逃げられないようにな」
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「銃じゆう声せいか？」

　遠方から響ひびく乾かわいた音に小隊長が狼狽うろたえるのを見て、ロングストライドは笑えみを嚙み殺した。

（線の細い野や郎ろうだな。給料いくらだよ）

　とはいえ、ゴリラに頭を摑つかまれ取り押さえられている体勢では、自分も笑えたものではない。脇わきには銃を構えた瘦やせ男が控ひかえ、やや遠巻きにエプスが蒼そう白はくな顔で立っている。

「銃声でしょうなあ」

　動かせるのは口だけだ。小隊長は顔をしかめた。

「賞金稼かせぎのキッドというのが、レッドを殺したと？」

「ええ、そうです」

「デクスと、お前の相棒の、あれもか」

「いなくなったんなら、そうなんでしょうよ」

「賞金稼ぎなんかがどうして！」

「奴はずっと俺を追ってんすよ。聞いてないですかね」

「賞金稼ぎの話など、知るか！」

「ま、そりゃあそうですか」

　鼻を鳴らして小こ馬ば鹿かにすると、ゴリラ野郎に締しめ上げられた。

「黙だまれ！」

「黙っていいんですかい？」

「待て、ベイル伍ご長ちよう」

　小隊長の言葉にゴリラが気色ばむ。

「こんな調子のいい話、信じるんですか!?」

「無論、確かく認にんしてからだ。ロングストライド、どうしてお前だけ生き延のびた」

「しつっこく追われてますからねえ。今さらです」

　疑問にだけ答えていく。強しいて疑いを否定する必要はない──こちらには強みがあるからだ。キッドが実在するという。

　そちらにはビリーを向かわせた。馬ば鹿かでも伝言くらいはできるし、うまくやれば逃げ延びても来るだろう。

「この話なら耳にも入ってるんじゃないですかね。先だってのことだが。ホワイトマフラー隊が賞金首と間ま違ちがえて、賞金稼ぎの船を攻こう撃げきしそうになった……」

「政府が謝罪した、あれか」

「本当は攻撃を仕し掛かけて負けたってのは知ってますかい。ホワイトマフラー隊の精せい鋭えい三隻せきが、たかが賞金稼ぎにね」

　軍の中では知られたことなのだろう。ゴリラと瘦せが血相を変えて顔を見合わせた。

「ヤングの隊だ。震ふるえ上がってやがった。悪夢に出てきそうな操船だったと……」

　興奮した兵士の鼻息を避さける仕草を見せつけながら、ロングストライドは情報を積み上げた。

「キッドはセクションのエージェントをふたりも殺してる。俺に付きまとってたのも腑ふに落ちなかったんだが、ヘヴンを追っていたんだとすれば……」

　まったくの噓うそではないが都合良く作り替かえる。

　結局、最初に疑っていたゴリラが食いついた。

「くそ！　船には手が足りねえ」

　ロングストライドを突つき飛ばしてクルーに訴うつたえる。ちゃんと指し摘てきしないとそれを分かっていない者がいるのではないかと言わんばかりだ。多分、ゴリラ自身がそうだからかもしれないが。

「敵が一隻なら、ベイル伍長が砲ほう手しゆと車長を兼けん任にんするんだ。わたしが装そう塡てん手席に入ろう。敵性船があるなら一刻も早く見つけないと……」

　隊長は多少は冷静に指示を飛ばし、瘦せ男に船の起動を命じた。瘦せは初めて聞く声らしい声でイエッサーと応こたえると操縦手席に飛び乗る。ビッグフィッシュの固定動どう力りよく炉ろがうなりをあげ、駆く動どう系けいに軋きしみが走った。ベイルも砲ほう塔とうによじ登る。

「離はなれましょうや。轢ひかれちゃたまらない」

　ロングストライドが話しかけたのは、エプスにだった。

　最後に隊長も船に乗ろうとして……ちらりと、ロングストライドを振ふり返った。なにかを言おうとしたようだが、メルカバの立てる猛もう烈れつな騒そう音おんに諦あきらめたらしい。意味ありげな視線だけ残して搭とう乗じよう口に滑すべり込んだ。

（感づいたかもな）

　してみると、お坊ぼつちゃんでも頭は回る奴やつだったようだ。ロングストライドの悪意に気づいたならエプスになにかしら警告すべきだが、あと一歩のところでやめてしまった。疑ったが、疑い切ることができなかった。結局は馬鹿と同じだ。まだ、この世では善意が悪意を上回ると思ってやがる。屋根も塞ふさがることがあると。

（そんな連中の間を縫ぬって、泳いできたんだ。俺ァ）

　だから生きてこられた。それが武器だった。銃の仕組みも知らなかった素人しろうとのガキが、ひとりで砂さ漠ばくを渡わたるのに身につけたただひとつの武器。

　ビッグフィッシュの重量級船体が前進を始めた。砂すな煙けむりをあげて遠ざかっていく。

　船は廃はい墟きよから出て周辺を索さく敵てきする航路に入るだろう。キッドの船を探し当てるか、キッドのほうが探し当てるか。勝ったほうがここにもどってくる。早ければ一時間もかからないかもしれないし、ビリーが伝言をしくじれば手間取るかもしれない。

「……メルカバ戦か」

　ビッグフィッシュを見送って、エプスが畏おそれに戦慄わなないている。学者らしい崇すう敬けいに満ちた独り言だった。ロングストライドはパチンと指を打った。

「せっかくだ。見晴らしの良いところに行きますかい」

　鉄てつ塔とうを指さす。梯はし子ごがかけてあり、砂よけの天幕まである。天国帰りが埋うめられていたのがその鉄塔の前だっただけに、そこが奴の住み家だったのではないかと思った。

　エプスは異存ないという面おも持もちで同意した。

「軍の船は負けたりしないだろうな」

「どうでしょうねえ。まあ、普ふ通つうは勝つでしょうが」

　ぼんやりと適当な予想を話しながら、先にエプスに梯子を登らせる。ふたり分の体重に頼たよりなくたわむ梯子の出来に、あの天国帰りを思い浮うかべた。最後に見た姿──死体ではなくポールで突とつ如じよ飛び出していった後ろ姿だ。顔は見えなかったが、奴は悦よろこんでいた。死ぬことを恐おそれずに。

　掘ほり起こされた死体はあの後、また埋めた。梯子の下をロングストライドは見下ろした。立て直した墓標が見える。祈いのりまで唱えてやっていたのは、ママ男おだったか。軍人ってやつは、そんなところは妙みように律りち儀ぎだ。

　塔とうを登り切ると、思ったより高さがあった。月光は空中を通り過ぎていく時は暗いが、地面に反射して明るく爆はぜる。そう感じさせる高度だ。

「速いな。もうあんなところに」

　廃墟の外を眺ながめて、エプス。

　言う通り、ビッグフィッシュは既すでに砂漠に霞かすむ大きさになっていた。砲手席で索敵するために砲塔を振りながら走っているはずだが、それも視し認にんしづらい。

「この前の話の続きをしてもらえませんかね」

　ロングストライドがそう言うと、彼はきょとんと眉まゆ根ねを寄せた。

「話？」

「シヤマニの話ですよ。ヘヴンだ」

「興味があるのか？」

「ここまで来て、なんも気にならないってこたぁないでしょうよ。戦せん闘とうが始まるまで、暇ひまつぶしに講こう釈しやくいただけたらね」

「といっても……」

　埒らちのあかないモグラにロングストライドは肩かたを竦すくめてから銃じゆうを抜ぬいた。

　向けられた銃口に、エプスが戸と惑まどいを見せる。

「なんだ？」

「分かんないですかね」

　バッと──

　悟さとれば、エプスの身のこなしは素す早ばやかった。梯子を目め掛がけてロングストライドの横を通り抜けようとしたが、ロングストライドは引き金を引いた。エプスがつんのめって転てん倒とうする。血の噴ふき出す腿ももを押さえて、シヤマニ学者はこれまで地下で生活してきた際には必要なかったであろう声量で悲鳴をあげた。

「咄とつ嗟さのことだから仕方ないだろうけどな。あんた考えなしだ。梯子に逃にげてどうするよ。下りるまで俺に待ってもらうつもりだったのか？　飛び降りるべきだったな。その足じゃ、もうそれも無理だろが」

「なん……なん……だ！」

「傷、押さえな。死ぬぜ。助かりたけりゃ手当がいる。あんたが自分でやるなら邪じや魔ままではしないが、手伝って欲しいだろ。まったく。正気の奴が相手だと、交こう渉しようできるから楽だな」

「交渉？」

　血の温かみが外に漏もれて震ふるえ上がったか、エプスが背筋を伸のばす。

　倒たおれたモグラの顔を覗のぞき込んで、ロングストライドは膝ひざをついた。

「話せよ。ヘヴンのことをだ」

「それは──」

「渋しぶるなよ。そいつは連れん邦ぽう政府をひっくり返す情報のはずだ。その鍵かぎになる航路図を、俺は持ってる。てめえにだって分け前をやってもいいんだぜ」

「違ちがう」

　うめくモグラの口先に拳けん銃じゆうを押しつけた。

「この期に及およんでしらばっくれるな！　無む駄だ口ぐちを待つ時間があると──」

「違うんだ！　勘かん違ちがいしている。軍が出てきたのはヘヴンが目的じゃない！」

　エプスは銃口から逃のがれようと足あ搔がくが、動かない足を引きずってうまく動けない。

　道を塞ふさぐまでもなかったが追いかけて、肩の上にのしかかった。

「どういう意味だ。そいつを話せっつってんだろうがよ」

「他ほかにどうしようもないから……政府は逃げ道を」

「夜よ逃にげでもしようってのか」

「もうレインスポットが足りないから、国を広げるには南に行くしかない──行くしか、行くしか」

「ウラァ！」

　引きつりを起こしかけたエプスの横っ面をひっぱたいて、注意をもどさせる。

「要点は何処どこだ！　てめえ、学校行ったんだろうが！」

　と。

　砲ほう声せいが轟とどろいた。

　爆ばく発はつ、そして風を切る回転音。衝しよう撃げきが砂を穿うがち、大地の奥から震しん動どうさせるような、縦向きの地じ響ひびき。

　横目でだけ、ロングストライドは探さぐった。ビッグフィッシュが再度、砲を発射したところだった。二発目が旋せん回かいし──その砲ほう弾だんを目で追えたわけではないが──長い距きよ離りを隔へだて、ここいらかと思って予測したあたりで巨きよ大だいな砂柱を舞まい上がらせる。

　その砂を割ってメルカバが飛び出した。ビッグフィッシュと相対する二隻せき目の船。キッドの船だ。

　両船の間にはまだ距離がある。キッドの船は機き敏びんに砂さ丘きゆうへと割り込んで、ビッグフィッシュが再装そう塡てんするまでに身を隠かくした。

　それでも構わず見当をつけて、ビッグフィッシュの砲弾が標的を追う。ゴリラ野や郎ろうは強気だった。キッドの船は命中弾だんこそ受けなかったが、砂丘を崩くずされ、足回りを鈍のろくしている。

　波のようにうねる砂すな煙けむりと、大気を劈つんざく砲の音。その合間にか細い声が聞こえてきた。エプスだ。

「セクションは……元は、シヤマニ最大の遺産、ヘヴンを探たん索さくするための組織だった」

「ンなこたぁ知ってる。どんだけそれに付き合わされたと思ってんだ」

　ロングストライドの舌打ちに、エプスは抗あらがうようにまくし立てた。

「どうして最大の遺産と見なされているかというと、ヘヴンはシヤマニ文明消失の理由だからだ。大陸を支配していたはずの文明がどうして消えたのか。シヤマニは文ぶん献けんで何度も訴うつたえている。この星を去る計画を。ここまでは今までも分かっていたことだ。今回ポールで発はつ掘くつされたデータから、ヘヴンの実体についてかなり知識が得られた……」

　ドウ……ンと。足場が揺ゆれた。ロングストライドは戦せん闘とう音に邪魔されないよう、さらにエプスに近づいた。息の震えと血の臭においも分かるほど。

　エプスは話を続ける。

「シヤマニは宇宙を目指した。だが彼らにとっての星の外は、空の上にあるものではなかった。違う数学を使っていたんだ。彼らは認にん識しきの極きわみにも距離を当てはめて、時空間とは別次元の旅を考案していた」

　そこまで語って、エプスは機き嫌げんを伺うかがうように下から覗き込んでくる。話についてきているか不安になったのだろう。ロングストライドは指を回して促うながした。

「共感に……現実への影えい響きよう力があるとする。つまりマニトウだ。サイキック・パワーでもいい。影響は相そう互ごに起こる。共感だから。増大し続ける宿命にある。そしてこれもまた仮の、ある限界があるとする。それがどのレベルであろうと、影響力が増大を止めないなら、いつかはそこを突とつ破ぱすることになる。必ずだ。超こえることが約束されているなら、それは未来において既すでに起こったとも言える」

　学者は話に熱中し始め、両手を使ってそのジェスチャーをしたかったのだろうが、傷から手を離はなせば死ぬという実感からか、必要以上に小さい仕草だった。

「共感は人間には制せい御ぎよできない。相互に起こるからだ。人間自身がそれをどうしたいとか、どうなって欲しいかも関係ないんだ。自動的に影響を繰くり返す。都合良く速度を合わせたり、停とまってくれたりはしない。ある日、ある朝、とにかく突とつ然ぜん、パッと変わってしまうんだ。そしてもう止められない」

　と、エプスは寒い笑い声を漏もらした。泣き笑いだった。止まらない血液の漏ろう出しゆつを連想したのだろう。

「それが特異点だ。状じよう況きようが臨界を超えて、まったく手に負えなくなる。どうしてと考えたって無む駄だだ。そういうものなんだ。こちら側からでは干かん渉しようできない。だからシヤマニは、その向こう側から入り口を作ったんだ」

「それが……ヘヴンか」

「正しくは、シヤマニが作ったというより、シヤマニたちの暴走した認識が勝手にやったんだ。それに見つかると、取り込まれる。生体改造を受けたシヤマニのほうが発生しやすいが、我々にも起こり得る」

「天国帰りだな」

「そうだ。ともあれ結果、シヤマニ文明は認識の向こう側にある別の宇宙に引っ越こした。この世のすべてを洗い流して、彼らだけで次の宇宙を始めた。エクソダス。精神性特異点。超ちよう越えつ的変化。その入り口。ヘヴン」

　彼は最後に、あたりを見回した。

「恐おそらく、この砂さ漠ばくは膨ぼう大だいな演算装置だ。砂の一ひと粒つぶ一粒が干渉を受けて彼らの認識通りに動いている。我々から見ると、シヤマニが砂の動きを認識しているように見える。その接点にヘヴンへの門があると、我々は推測した」

「軍の目的が違ちがうってのは、なんだ」

「それは──」

　震ふるえ声で語り出す。

　ロングストライドは嗤わらった。

　また馬ば鹿かな話を聞いたからだ。

　聞いているうちに、また砲の震動。鉄てつ塔とうが揺れ、ロングストライドは倒たおれそうになって手を突ついた。話に聞き入っていたせいだ。嗤いを邪じや魔まされ、苛いら立だつ。そして同時に、おかしいと思う。

（戦闘が近づいている？）

　向き直ると。

　キッドの船が廃はい墟きよに乗り込んできたところだった。

　その後方からビッグフィッシュが砲ほうを放ち、砲ほう弾だんが側面装そう甲こうを抉えぐる。キッドの船は船体にいくつもの傷を負っていたが、速度も緩ゆるめず、この鉄塔へと猛もう進しんしている。

　おかしい。

　この砂漠で生きる秘ひ訣けつは、より早く危険を察することだ。できれば危険以前の異変を察することだ。ガンマンの教えだった。おかしいと思った時には行動していなければならない。

　その基準からすれば、既に行動は遅おそすぎた。キッドの船がなにをしようとしているのか。考える間もない。冴さえた月光に照らされて、メルカバの巨きよ体たいが足下に迫せまっている。船からなにかがこぼれ落ちた──恐らく後部の貨物室かなにかから。黒い塊かたまりだ。それは素す早ばやく一いつ瞬しゆんだけ砂に潜もぐってから、船にも匹ひつ敵てきする高速で跳とび上がった！

　砂ペンギンだ。

　鉄塔の上、ここを目め掛がけて飛んでくる。

　接近とともに、背中になにかがしがみついているのも見えた。

　砂を振ふり払はらい、必死の形相で敵を見み据すえるそいつは、言うまでもない。賞金稼かせぎのキッドだ。

　ロングストライドは爆ばく笑しようした。

（意味が……まったくねえ！）

　ペンギンは鉄塔の頂上に着地した。というより激げき突とつして、その勢いと砂ペンギンの重さで倒とう壊かい寸前になるほど、塔とうが傾かたむいた。

　バランスを失って床ゆかにしがみつく。眼下ではキッドの船が塔の横を通過していくのが見えた。ビッグフィッシュはそれを追って廃墟に突とつ入にゆう。絹を裂さくようなエプスの声。

　そして驚おどろくほどクリアーに聞こえたのが、靴くつ底ぞこが塔の床を踏ふむ音だった。ペンギンからキッドが飛び降りたのだろう。銃じゆうを抜ぬいて、撃げき鉄てつを起こす音も。

　ロングストライドは摑つかんでいた手がかりを手放した。

　身体からだが宙に浮うく。天使のごとく、飛ぶ力でも得たように。

　だが実態はもちろん、ひしゃげた塔から投げ出されただけだ。飛んでいるのならもうなにもできない。腕うで組ぐみして、葉巻でもあれば一服したところだが。目を閉じてこれだけを胸中でつぶやいた。

（ガキってやつは……なるほどな。確かに分からねえや）

　塔が折れたのなら、落下距きよ離りもそう長くはないはずだ。まあ、ツキがあれば砂地に落下するだろう。死にさえしなけりゃなんとか──
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　ロングストライドは目を開けた。

　痺しびれるような頭の鈍どん痛つうから、気を失っていたことは想像できた。どれくらいの長さ、失神していたか？　いくつかの情報から想像する。まだ夜は明けていない。だから何時間も寝ねていたのではない。戦せん闘とう音がない。だから一瞬だけでもない。

　砂の上に四し肢しを広げて倒れていたロングストライドの目の前に、ゴリラ野や郎ろうがいて拳けん銃じゆうを突き付けている。キッドの船とビッグフィッシュが並んで停船し、乗員らがエプスの怪け我がを手当していた。キッドとケニーが近づいてくるのも見える。

（十分ほどかね）

　そう結論づけた。

　身体は動かせそうか。打だ撲ぼくはひどいだろうが、まるっきり動けないほどではない。指一本でも動かせばゴリラ野郎に殺されるだろうが。ゴリラは殺気満々で鼻の穴を膨ふくらませている。

　目だけを動かして、キッドを見やった。あの後キッドも塔から転落したのだろう。肩かたをかばって、片足を引きずっている。不意打ちで決着をつけるつもりだったのだろうが、無む茶ちやをするから自分もその様ざまだ。

「てめえは本物の馬鹿か。いや馬鹿どころじゃねえな。船を危険にさらしてまでやることかよ」

　人を動かす罠わなを仕し掛かけるには、騙だますだけでは不十分だ。騙されていると分かっていてもそうするしかないよう誘ゆう導どうする。キッドにとってはビッグフィッシュを破は壊かいした後、ロングストライドの決けつ闘とうを受けるのが一番合理的だったはずだ──そこをハメられて殺されるとしてもだ。

　キッドはすぐに威い勢せいを装よそおって、打ち身をかばう仕草をやめた。

「お前の望み通りになんて絶対になるもんか」

　その声は……

　ビッグフィッシュ隊の連中が、ぽかんとしてつぶやく。

「女……か？」

　キッドは否定もせず、ただロングストライドを睨にらみ続けている。

「分かるか。わたしが誰だれだか」

「さあな。だが合が点てんはいった。どこまでもおかしい世の中だ」

「エプスから話は聞いた。お前の裏切りの証しよう拠こだ」

　隊長は得意げに言い放つ。悪党は鼻で笑った。

「格好のよろしいことで。部下を半分殺されただけで気づいたかい」

「貴様！」

　あっさりと挑ちよう発はつに乗り、ゴリラが拳銃を肋あばらに食い込ませようと押しつけて──

　押しつけてきたので、手に取りやすかった。

　自分の拳銃はなくしていたのでちょうど良かった。ゴリラは憤ふん怒ぬの顔のまま、側頭部からライフル弾だんに貫つらぬかれて死んだ。撃うったのは、ビッグフィッシュの陰かげから姿を現したビリーだ。

　ロングストライドは奪うばった拳銃を腰こしに当て、撃鉄を叩たたいた。瘦やせ男と、奴やつに手当されていたエプスの胸にひとつずつ穴が開いた。小隊長の反応が一番遅おそい。三発目に放った弾が額に当たった。ビッグフィッシュ隊の生き残りは全員同時に、ばったり倒たおれた。

　ビリーも撃ち続けている。連発ライフルの弾を浴びせられ、ケニーがキッドをかばって後退していく。ビリーの弾が尽つきたところで、ロングストライドも続けて撃ち込んだ。敵を釘くぎ付づけにし、そしてビッグフィッシュの操縦手席まで駆かけ出し、飛びつく。

　動力が切られていなかったのは幸運だった。ハッチを閉じる間も惜おしんで操そう縦じゆう桿かんを握にぎると、力の限りペダルを踏み込む。メルカバが急発進した。恐おそらくは、かつてのクルーの死体を盛大に踏み潰つぶして。凄すさまじい駆く動どう音に舌を嚙かみかけ、レシーバーを引っ摑むと耳に当てた。ついでにせっかくなので、レシーバーのマイクに叫さけぶ。

「ビリー！　乗ってるか！」

「へい、兄貴」

「どの席に乗ったぁ！」

「砲ほう手しゆ席っす！」

「じゃあ後ろ、撃っとけよ！」

「はいっ！」

　砲ほう塔とうが旋せん回かいしていく震ふるえが座席から伝わってくる。後方のキッドの船に向けて。操縦手席からでは見えないが。

　主しゆ砲ほうが火を噴ふくと船体が沈しずみ、ロングストライドは今度こそ舌を嚙んだ。後方で着弾の衝しよう撃げき。音がするたびに船内にいる生身の人間は、メルカバのコクピットで身体からだのどこかしらをぶつけることになる。本当に阿あ呆ほうな乗り物だ。だが愚ぐ痴ちより先に、ロングストライドは声をあげた。

「当たったか？」

「へいっ。多分！」

「ありったけ撃ち込んどけ！」

「へい！　あー……いや、兄貴」

　急に声を萎しぼませるビリーに、ああ、と思い出した。

「装そう塡てんできねえか。まあいいや。先を急ぐぜ！」

「どこに行くんすか？　兄貴」

「…………」

　一言で言い表す言葉は、ひとつしかなかった。

　悪党はしばしその味を舐なめ回した──血の滲にじんだ舌の先で味わうそれは、それより濃こい血の味がする。

「ヘヴンだよ」

「マジっすか？」

「ああ。大マジだ。他ほかに行き場所なんざありゃしねえんだ」

　服の下から航路図を取り出す。ヘヴン。
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　船は廃はい墟きよを離はなれ、砂さ漠ばくへと飛び出す。砂を切り裂さく船体の鋭するどさに尻しりの穴から脳天に至るまでの快感が突つき抜ぬけ、この阿呆な乗り物への愛が噴ふん出しゆつするのを感じる。

「ああ……行くのさ」

　恍こう惚こつと口走った。レシーバーからは馬ば鹿かの声が水を差すが、それも気にならない。

「すんません兄貴、俺が殺しちゃって」

「ん？　ああ、ゴリラか。そういやそうだな。もうどうでもいいや」

　覚えてもいない。もはやなにもかも関係のないことだ。セクションも。キッドも。

　この地上にはもうなにもない。

　モグラの口から語られたあの言葉が、頭を駆けめぐった。

「装置の破壊が任務だ」

　鉄塔の上に倒れて、モグラはまるで懺ざん悔げでもするように怯おびえきっていた。

「大流りゆう砂さの中にある、巨きよ大だいな装置……ヘヴンへの転移装置はグレートリバーの中心にある。現在も稼か働どう中だ。次元混合機が砂漠を搔かき混ぜ続けている。それを破壊する」

「壊こわす？　なんでだ」

　悪党には本当にそれが分からなかった。エプスは息を吞のんでから、連れん邦ぽう政府が部隊を送り込んでまで目指している目標がなにかを口にした。

「流砂が止まれば、南部に軍を送れる。もうレインスポットが足りないんだ。国を広げるには新しい開かい拓たく地ちがいる！」

　ロングストライドは、まさに完全に呆あつ気けに取られた。

「そんなことか。ハハ、そんなことかよ」

　分からなかった疑問が、またひとつ解けた。

　この惑わく星せい上には指し手などいない。これがなんのゲームかを分かってる奴などいない。それが分かった。

　この世に失望した悪党が向き合えるのは誰だれか。納なつ得とくして、ロングストライドはひとり嗤わらった。そいつのことは昔から知っていた。だがそいつは、こっちのことなどお構いなしにそっぽを向いているものだとばかり思っていた。地上に息子むすこを遣つかわし、救いを与あたえたと信じさせておいて、それっきり。ああ、奴こそが本物の悪党だと分かっていたさ。

　今、奴の鼻先に手をとどかせる道がここにある。

　その道を通っていける。

　背筋が粟あわ立だった。初めて女を抱だいた時と同じ興奮だ。凍こごえるような寒空の下、もっと冷えた指先が背中に回された時に感じた震え。自分の身にもそんなことが起こり得るのかどうか、不確かで苛いら立だっていた少年は、確かにそれがあることを理解した。以来、女は金で買っている。試ためす必要がなくなれば、セックスにはサービス以上の価値はない。

　女だけではない。他のどんなことも同じだった。強ごう盗とうも、人間の頭をシャベルで叩たたき割ることも。母親に禁止された汚きたない言葉を使うこともだ。全部試したあげく、今では呼吸と変わらない。

　そして今、これだ。

　これを試す。俺は住んでいる星を捨てる。

　もはやこの星のなにもかもすべて関係のない出来事だった。ヘヴンを知ってしまった。知っているのだ。だから、この地上になにがあろうとなんの用もない。この地上のすべての価値を合わせても、ヘヴンの一ひと欠片かけらにも比べられない。

　初めて、進むべき道を示された。

　それはこの地上。宇宙を隠かくす砂の海。そこにはすべてがある。そこにはなにもない。
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　怒ど濤とうの砂の波、影かげが夜の暗さをさらに濃いものにした。

　地面を丸ごと吹ふっ飛ばし、多量の砂を舞まい上げる大衝撃。覆おおい被かぶされて砂の重さに絶句した。息ができない。手足も動かせない。それ以前に、ショックで麻ま痺ひした脳ではなにも考えられない。感じられもしない。感情を失った自我が理解したのは──その砂の重量は己おのれの死を意味している、ということだけだ。

　埋うまった。砂津つ波なみに吞まれて動けない。上下がどちらかも分からなかった。

（息が……）

「ベティ！」

　鼓こ膜まくで聞いた声であるはずはない。

　だがその声は聞こえた。上から聞こえてきた。というより、聞こえてくるほうが上だと理解した。導くものは頭上にあるに決まっている。

　そちらに進めば出られる。それが分かると力を振ふり絞しぼり、ベティは藻も搔がいた。砂を搔き分け、そして。

「ぷはっ！」

　砂から顔を出して息を吸う。腕うでは痺しびれ、もう上がらなかったが。

　闇やみを恐おそれたあまり、月明かりも眩まばゆく感じられた。そして自分を呼んだ仲間の顔が見えた。

「フラニー……」

　フラニーだった。目を見開いて、あさってのほうを向きながらだが、しっかりとベティの腕を摑つかむ。

　ベティも摑み返そうとしたが、指一本も動かない。全身に痛みが走る。砂の中から這はい出るのが本当に最後の力だったようだ。意識も平へい衡こう感覚もおかしい。ただ、吸い取った酸素のおかげか記き憶おくは回復してきた。メルカバの砲ほう弾だんが近場に炸さく裂れつしたのだ。

　もうひとつ思い出して、声をあげた。

「フラニー……見えるの？」

「ううん。全然」

　彼女は自分自身腑ふに落ちないような様子で、顔をしかめた。両足で踏ふん張って、ベティの身体からだを引き上げようとしながら、

「見えないんだけど……分かるんだ。なんか、変」

「無理しないで！」

「でもさ、引っ張らないと、ベティ困るでしょ」

　うーん、と繰くり返して気合いを入れている。

　それを見ながら、奇き妙みように気付いていた。フラニーは車長席に座っていたはずだ。

　クルーとして乗ることは無理だが、視力を失った彼女を置き去りにもできなかった。仕方ないので席に乗せて戦せん闘とうに臨のぞんだ。フラニーの目を使えないブルホエイルに従来の戦闘力など望めず、敵船を強行突とつ破ぱしてロングストライドを狙ねらういちかばちかの策を取るしかなかった。

　それはひとまず成功し、ロングストライドを追いつめたものの、すんでのところで奴やつはビリーの援えん護ごで脱だつ出しゆつ、置き土産みやげをぶっ放して去っていった。砲弾は直ちよく撃げきこそしなかったが、衝しよう撃げきで生じた砂柱でベティは埋うずまりかけたのだ。

　なにも見えないフラニーには、それらの出来事──船外でなにが起こったのか分からなかったはずだ。なのに車長席から出て、埋まったベティの居場所まで突つき止めた？

　わけが分からないが、疑うのは後に回して、まずは砂から出ないと呼吸も苦しい。こうしている間にもロングストライドは遠ざかっていく。

「よいしょお！」

　引っこ抜ぬかれるように砂から飛び出して、勢いでフラニーに抱だきついた。フラニーは歓かん声せいをあげている。ベティは見つめたが……フラニーの視線はやはり逸それている。悪お寒かんに震ふるえ、ベティはフラニーを離はなさずに抱だきしめた。

「なに、なに、なあに！」

　フラニーは手足をばたつかせた。

「ベティってば、怖こわい目にあったからって甘えないの。ほら、悪者が逃にげちゃうじゃん」

　そんなことを言い出して、ベティの肩かた越ごしに指を差す（その方向だけは奇妙にもぴったり合っていた）。ベティは言葉もなく、腕から抜け出すフラニーを見送った。フラニーは偉えらぶって胸を張り、後ろに下がって──ゴツンとペンギンの嘴くちばしに背中をぶつけた。

「無事か」

　と、これはウィリアムだ。やはり衝撃で吹っ飛ばされたのか、砂まみれだ。

「ええ……なんとか」

　ベティが答えると、彼は遠くに目を凝こらした。全速で逃げていくロングストライドの船が後こう塵じんをあげている。

「逃げるのに夢中で、大外ししてくれたな。船も無事だ」

「あいつら、どこに逃げるつもり？」

「さあな。だが追うなら──」

「ヘヴン」

　ぽつりとつぶやくように言ったのは、フラニーだった。

　ペンギンに摑まって、船にもどるのを手伝ってもらいながら、ひとりで話を続けた。

「あいつはヘヴンがなにか分かったから、行くことにしたんだ」

「なんで……」

　何故なぜそんなことが分かるのかとベティは訊たずねようとしたのだが、フラニーは違ちがう解かい釈しやくをしたようだった。

　ペンギンにお尻しりを押されてブルホエイルの甲かん板ぱんによじ登りつつ、フラニーが答えたのはこんなことだった。

「ヘヴンが旅の終わりだって分かったからだよ。誰だれにとっても、そうなんだ」

「…………」

　しばし言葉を失ったが。

　ベティはすぐフラニーの後を追って甲板に登った。ブルホエイルは先ほどの砲弾は食くらわなかったが、足場が崩くずれて傾かたむいている。フラニーが転ばないよう手を取って、車長席に誘ゆう導どうした。

　下にいるウィリアムに告げる。

「追いましょう。ヘヴンがなんなのか、この目で確かめる」

「ペンギン、ちゃんと後ろに乗せてあげてね」

　ウィリアムのいないほうに手を振ふって、フラニーが指示する。

　発進までに要した時間は二、三分ほどだろうか。船の体勢を直すのにもう少しかかったかもしれない。

　不安定にがくんと揺ゆれてから船は動き出した。先の戦闘でいくらか傷を負ったものの、機能はまだ健在だ。ロングストライドの奪うばったホワイトマフラー船にはかなり先行を許してしまった。気を入れて進まないと振り切られる恐おそれもある。が。

「航路は──ロード・トゥ・スタリーヘヴンだ。例のポールに向かってる」

　レシーバーから聞こえてくるウィリアムの声に、ベティは、やっぱりねと囁ささやいた。

「じゃあ見失うことはないわね。そこから、グレートリバーに入るってこと？」

「その前にポールにいるハンカチ隊と出くわすことになるぞ。奴は一気に突っ切るつもりだろうが……他ほかにどうしようもないしな」

「奴が突とつ破ぱするのを見て、ホワイトマフラー隊が動き出す……その前にわたしたちも突っ切れる余よ裕ゆうはあると思う？」

「今の間かん隔かくだと、良くてもぎりぎりだな。こっちにも航路図があるんだからわざと遅おくれていく手もあるが」

　前方を疾しつ駆くする船を見て、ベティは思案した。

「船の速力に賭かけましょう。遅らせても、ホワイトマフラーが全船出払はらってくれるとは限らないし」

「……そうだな」

　砂さ塵じんの中、二隻せきの船は駆かける。数時間後、夜明け前にはポールに着くだろう。

　砂さ漠ばくを行く最速の装置に座っている。あまりの速度に星が後方に行き過ぎていくのではないか、そんな気がしてくる。もちろん星々の距きよ離りにしてみれば船の速度など誤差にも満たず、ただの錯さつ覚かくだ。だがそう思わせるのは、胸を占しめるこの言葉のせいだった。

（旅の終わり……）

　ブルホエイルは、星をも飛び越こえて走っているのではないか。これも錯覚だったろうが、ベティはそれが確かに感じられた。

　船本来の使命を果たし、初めて目的地に向かって進んでいる──そう思ったからだ。
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　見るということはそれが在あるということ。

　見えるということはそこへ行けるということ。

　それがマニということ。シヤマニはマニを信じる者。

　ヘマニヴイスンタルはシヤマニの行き着く最後の扉とびら、旅フレのマニ終イスわトウりタルを示している。

　予かねてよりそうであったし、終しまいまでそうである。それがこの惑わく星せいに於ける最後の段階であるから。

　未来の話ではなく、即すなわちこれは予言ではない。ヘヴンは運命である。避さけることはない。船を進めよ。

（我々の船を進めよ……）

　ひとり、闇やみの中、シヤマニは思っていた。

　見えていない、のではないのかもしれない。

　闇を寂さびしく感じない。

　暗くない。冷たくもない。

　孤こ独どくを感じられない。感じたかったとしてもそれができない。見られているのが分かる。そしてそれを……忘れられない！

（あたし、おかしくなっちゃうところだったんだ）

　遥はるか遠くになにかが見えている。見えるか見えないかというほどの最果てに、なにかを見ている。

（人……だ。あたしを待ってる）

　今はまだ遠すぎて誰だれか分からない。

　ただ、船の行く手に待っている。

　その誰かが自分を見ている。遠くから、じっと。見ている……見ている。
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　ふたりの少女を背に乗せて走っている。ブルホエイルを駆る時、ウィリアムはそれを感じることがある。

　この船の性能を本当に正しく把は握あくしているのはクルーの中で自分だけだ。砲ほう手しゆも車長も、メルカバ乗りの本格訓練を受けていない。素人しろうとを乗せているこの船が本職の軍メルカバを相手に渡わたり合えるのは、その素人どもが──認めたくはないが──抜ばつ群ぐんのセンスを持っていたからだ。車長に並外れて視野の広い半シヤマニを乗せ、砲手のベティは呆あきれるほど従順な優等生だ。この船に活いきている高度な射しや撃げきコントロールに逆らわず、戦せん闘とう中にも自制を失わない。並の男などよりよほど肝きもが据すわっている。操船を見た者は誰も、クルーのうちふたりが年とし端はもいかない少女だなどとは思わないだろう。

（旅の終わり、か）

　およそ半年間、ふたりを背に乗せて船を漕こいできた。

　これは良い船だ。そう思う。命運を懸かけ、誇ほこるに値あたいする船だ。軍にもこれほどの船はなかった。まるで手足のように反応し、筋肉以上に柔じゆう軟なんで機き敏びんだ。船が自分に協力しているとすら感じる。ただひとりの玄人くろうととして、船に性能以外のものを感じ取るのは忌き諱いしてきたが、それでもふとした折りに感じてきたのは、船が娘むすめたちを守ろうとしているかのようだ、ということだった。それを手伝う者として、自分はここに座るのを許されている。

　感傷だ。と半立体モニターを見る。今は航路、ロード・トゥ・スタリーヘヴンが表示されている。

　ゲイル・スタリーヘヴンは間ま抜ぬけ野や郎ろうだ。痰たん壺に押し込めてやりたいと、ずっと思っている。奴やつが無様に死んだおかげでその娘は名前と素す性じようを隠かくし、死の恐きよう怖ふにさらされ、三人も殺あやめる羽目になった。その過あやまちを正す方法などない。どれほど逃にげようとも、奴が死人であろうとも。

（どれほど逃げようと……死を装おうと……殺しの名人を追ってきたものがあるように、だ）

　運命か、やはり感傷か。

　この旅における自分の役割は承知している。

　死んだ男が取りこぼしたものを、代わりに背負ってやることだ。

　在るべき場所に運んでやること。

　そのためになら、もう手段は選ばない。腹をくくった。

（死に損そこねてきた俺が、死んだ貴様のためにやってやろうというんだ。ゲイル。娘を失望させるなよ）

　縮まりゆく航路を睨にらみ、ウィリアムは吐はき捨てた。
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「航路からの推定。ポールまで距きよ離り、一〇〇〇〇を切った」

　不ふ眠みん不休で数時間を走り、長らくぶりにレシーバーから聞こえてきたウィリアムの声。ベティは息を吸い、照準を覗のぞいた。まだ夜は明けず、しかも砂さ塵じんがある。巨きよ大だいなポールの影かげは見えるが、砂さ丘きゆうの死角でもあり、はっきりはしていない。

「前方を走るロングストライドまでの距離は……測定不能。推定で、六〇〇〇前後」

「追いつけなかったな」

　ウィリアムのつぶやきに、ベティは答えた。

「ええ。ポールの軍隊はロングストライドに気づいてるわね」

「異常事態だと気づかれるタイミングは、恐おそらく、俺たちが視し認にんされた時だ。最初に攻こう撃げきを受けるのは俺たちだ。分かるか？」

「……ええ」

　頭の中で整理する。つまりポールのホワイトマフラー隊はまず、接近してくるロングストライド船を遊軍だと認識する。全速で航行していることに不ふ審しんを覚え、観察の後、後方からブルホエイルが追つい尾びしているのを確認する。そして遊軍が正体不明船（ブルホエイルだ）に追われていると判断、支し援えんのためすぐ動ける数すう隻せきを出しゆつ撃げきさせる。

　そしてロングストライド船がポールに合流せずに通り過ぎていくのを見て、初めてロングストライド船の異常に気づく。

「それまでは生き延びないとってことよね」

「別にそれで俺たちが放ほう免めんされるわけじゃないんだ。一段落にはならないぞ」

「そりゃそうだけど」

「航路を信じるなら大流りゆう砂さに突つっ込んでいくことになる。どういうことになるのか分からないが、空でも飛べない限り普ふ通つうに考えれば船は砂に沈しずむ。さすがに、追撃はそこまでのはずだ」

「彼らはついてこない？」

「……俺たちが無事に砂を渡れるならついてくるんじゃないか」

　無事に砂を渡れるなら。

　いちいち訊ききはしなかったが、馬ば鹿かげた疑問が頭を掠かすめた。流砂に沈んだ船はその後どうなるのか？　だ。馬鹿馬鹿しい問いだった。流砂に沈んだ船が地上にもどった例はない。何故なぜなら、物理的にあり得ないからだ。

（あり得ないことを信じるしかないのね……）

　言いはしなかった。

　なのにフラニーが答えた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「え？」

「向こうがあたしたちを見てる。彼らは見失わない」

「フラニー、あなた──」

　つぶやきながら、後ろを見やる。砲ほう手しゆ席と車長席は完全には隔かく離りされておらず、背後の頭上にはわずかな隙すき間まがあり、フラニーの足あし下もとが見える。顔までは分からないが。フラニーの爪つま先さきが機き嫌げんよく、踊おどるように揺ゆれていた。

　が、次の句を告げるより先に。

「来るぞ！」

　操縦手席からの罵ば声せいが、レシーバーの声を搔かき消した。

　尻しりの下から衝しよう撃げきが伝わってくる。砲ほう弾だんがブルホエイルの側面を通り過ぎ、後方に着弾した──のだろう。命中弾を受けたなら震しん動どうはこんなものでは済まない。

　二発目に、まさにその命中弾を受けた。装そう甲こうを弾たまが擦こすれば歯の根から疼うずくような金属音が全身を麻ま痺ひさせる。これとて直撃ではない。直撃を受ければこんなものでは済まない……

　こんなものでは済まない決定的な最さい期ごへと、薄うす皮かわを剝むかれていくようだ。恐きよう怖ふが脈打って神経を疼かせる。足の爪つめの間から入り込んで毛穴という毛穴を開かせ、恐きよう慌こうを発しようとする。

　同じ恐怖に震ふるえるように、船体が軋きしみをあげて、左右に蛇だ行こうを始めた。続けてまた一発、後方で着弾。ウィリアムは弾を避さけているのではなく、当たらないよう祈いのりながら回かい避ひ運動をするので精せい一いつ杯ぱいだ。

「敵船は三隻せき！」

　衝撃の合間に、ベティは叫さけんだ。

「撃うち返す！　でも応戦はしない。駆かけ抜ぬけて！」

　戦ったところで勝ち目はないのだから、これも当然の話だ。車長もなしで複数のホワイトマフラー船と渡わたり合うなど正気ではない。

　ポールを占せん拠きよしているハンカチ部隊から迎げい撃げきに出てきた船は三隻だった。間かん隔かくを空けて順番に砲ほう撃げきしてきている。一番近くに見える船への距離を測って撃発した。砲弾は目標の手前で砂中に潜もぐり、砂柱をあげた。他ほかの二船の反撃をかいくぐってから、また当てずっぽうに砲撃する。とにかく敵の足を鈍にぶらせることだけを目指した。どうせ複雑な回避運動中では狙ねらいはつけづらいし、撃げき沈ちんを狙って回避と手数を減らせば一船をやれても他の船にやられる。そもそも敵は三隻だけではない。ハンカチ隊は二十隻の船でこの地に乗り込んできたのだ。

　迎撃との距離はまだ三〇〇〇からある。ロングストライド船は既すでに彼らの脇わきを抜け、針路はそのまま、ポールを掠めて南下を開始するつもりだろう。ブルホエイルはそれを追うが、出で迎むかえの三隻に行く手を遮さえぎられている格好だ。避航はできない。手間取れば敵船が増えるだけだ。

「当たるよ！」

　フラニーの声だった、と思う。

　すぐに分からなくなった。ブルホエイルの船体が軽く跳はねた──急に材質が変わりでもしたように。装甲が割れる悲ひ惨さんな騒そう音おんがレシーバーの防護も貫つらぬいて脳のう髄ずいに突き刺ささる。右に左に揺れ、最後にどすんと水平にもどる。

　船はそのまま前進を再開した。死んではいなかった。船体のどこかの装甲が剝はげ落ちたか、ガラガラと不協和音が駆く動どう音に混じっている。

「損害は!?」

　撃ち返しつつ、叫ぶ。レシーバーからはウィリアムが答えてきた。

「知るか！　だが足に影えい響きようはない！」

「フラニーは……フラニー、怪け我がはない!?」

「大丈夫だよ。ペンギンも平気」

　やはり、さっきから変だ。

「フラニー、あなたさっきから──」

　言いよどんだ。どう訊けばいいのか。

「あなた、さっきからなにを見てるの？」

「道だよ。大丈夫。行けるよ」

　なんら怯おびえもなく、フラニーが言う。

　そんなわけがない、と口走りかけて、吞のみ込んだ。

　敵船との距きよ離り、二〇〇〇。

　受ける攻こう撃げきはますます苛か烈れつになり、さらに距離を詰つめれば命中率も上がるだろう。突とつ破ぱしても今度は敵に背面を向けて逃にげないとならない。先ほどの命中弾の痛みに身体からだの芯しんが寒さむ気けを払はらえずにいる。怖こわい。こんなのは馬ば鹿かげた思いつきだった。もう逃げよう。と叫べなかった理由は三つだ──もう逃げるにも遅おそいこと、どれほど馬鹿げていようともそれは自分の思いつきだったということ、そしてフラニーの声だ。優やさしく、ベティの恐おそれを宥なだめようとしている。それか導こうとしている。

「ウィリアム！」

　マイクに向かってベティは叫んだ。周りの砲撃音に負けないように、はっきりと。

「フラニーに従って走って！」

「なんだと？」

　正気を疑う、彼の声。だがベティは譲ゆずらなかった。

「いいから。フラニー、お願い！」

「いいよ。右に三〇度。二秒してもどす」

「…………」

　沈ちん黙もくは二秒どころではなく感じられた。

　恐らくこの場合、おぞましいとすら言えるのはウィリアムの自制のほうだった。百パーセントおかしいと思える直感を無視して、フラニーの指示通り、精密に舵かじを切ったのだ。ベティはと言えば照準機に顔を張り付けて標的を探しつつ、叫び出したくなるのを必死に堪こらえていた。砲ほう弾だんが二発、舷げん側そくぎりぎりと思える近場で炸さく裂れつした。そのまま走っていたら直撃だったろう。

「ベティ、砲を動かさないで。今の呼吸をそのまま続けて、四回吸ったら撃って……今！」

　早口の指示をなんとか聞き取るうち催さい眠みん術じゆつにでもかかったような心ここ地ちで、トリガーを引いた。というより、指が震えたのが引っかかったようなものだ。

　砲が轟とどろく。

　聞いたことのない鋭するどい爆ばく音おんが前方で閃ひらめいた。爆発というより切断音だ。なにかがバラバラになって船の周辺に散らばる。

　飛んできた砲弾を撃ち落としたのだ。

「うっそ……」

　こんなもの、狙って指示通りにやったからといって起こり得るとも思えない。瞬またたき一回分でもタイミングがずれればおしまいだ。

　だがそれだけに思い知らされた。フラニーが、どれほど信じているかを。

　あとは従うのみだった。ブルホエイルは自らも休まず撃ち続けながら、降り注ぐ砲弾をかわし、航こう跡せきを摑つかませずに敵船の間を通り抜けた。

　砲ほう塔とうを旋せん回かいさせて後方からの攻撃に備える。

　が、ホワイトマフラー隊は見るからに戸と惑まどっていた。ブルホエイルの神かみ懸がかり的な操船にだけではない。ロングストライド船の挙動がおかしいことにも気づいた頃ころ合あいだろう。ポールから残りの船も出撃しようとしている。

　牽けん制せいの砲撃をしようとしたが、残弾がかなり減っていた。シグナルによれば通常弾の残りが十発もない。ここ一年で撃うったうち半分以上の弾を、今使ってしまった。

「あたしたちのこと悪あく魔まだって言ってるよ」

　くすくす笑いを挟はさんでフラニーは、こう言い足した。

「そうかもね」

「このまま振ふり切れる？」

「うん」

　前方にロングストライドの船を追いかけ、ホワイトマフラー隊に追われている。ホワイトマフラー隊にはこちらより足の速い船もあっただろうが、少数で無理に追いつくつもりはないようだ。砲撃もしてこない。

「迎げい撃げきから、追つい跡せきに切り替かえた……みたい」

「損害をチェック。操縦手より。航行に支障なし。装そう甲こうには損傷の恐れあり」

　ウィリアムの声に、ベティは続けた。

「砲ほう手しゆより。主砲、射しや撃げき装置にダメージなし。ただし残弾が少ない」

「車長より。なんにも分かんない。だって見えないし。でも心配ないよ」

　フラニーは吞のん気きに言うだけだ。ウィリアムの声はますます陰いん気きだった。

「砂に潜もぐるのなら装甲に亀き裂れつがあるのは──」

「だから大だい丈じよう夫ぶだってば」

「お前な、そんな言い方でどう納なつ得とくを」

　言いかけて、彼は言葉を途と切ぎれさせた。ウィリアムらしくはないが、ベティにはなんとなく共感できた。納得するだけの理由があるかないか、問うのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるような体験だったのだ……今のは。

「警けい戒かいは怠おこたるな」

　とだけ言って、操縦手席は通話を終えた。

　なにかあれば応戦できるように、ベティは砲塔を後方に向けていた。追走のホワイトマフラー船は十六隻せき。全船ではないがほとんどが出てきたわけだ。距離は次し第だいに開いていたが、三〇〇〇以降は引き離はなせなくなった。巨きよ大だいなポールも砂のまかれた大気の幕に消え、この奇き妙みような船団はグレートリバーに入りつつある。

　三十分間ほどだろうか。変化のない砂の海をひた走っていたために時の感覚も薄うすらいでいたが。レシーバーから聞こえてきたウィリアムの声には懐なつかしさすら感じられた。

「航路通りに進んでる。流りゆう砂さ地帯だ」

「…………」

　船の行く先を決めるのは自分だ。

　砲が後ろを向いているため、先を行くロングストライド船の姿は見えない。奴やつはこちらとは違ちがい、迷いもせず航路を進んでいるのだろう。嗤わらいながら。

（どうしてか……嗤ってると、分かる）

　最後に見たあの一いつ瞬しゆんの奴の顔を覚えていた。奴はベティの姿を見て……これまでのように怒おこるでも苛いら立だつでもなく、激しく嗤ったのだ。

　ゆっくりと、ベティはつぶやいた。

「十六隻に追われてる時、迷っててもしょうがない。進みましょう」

　砲塔を旋回させた。正面、ロングストライドの船せん尾びがあるであろう位置を捉とらえる。

　あるいはその先にあるヘヴンを。

（有効射程……外か）

　ホワイトマフラーを突とつ破ぱするのに要した手間で、距きよ離り差はまた開いていた。

（あいつはどこまでもついてる。指を抜ぬける砂みたいに）

　追っても追ってもすり抜けていく。そして今、嗤っている。

「ウィリアム」

「ああ」

「フラニー」

「うん」

　呼びかけてから、口に出したい言葉を探した。

「わたしは、勝て──」

　船が揺ゆれて声を塞ふさぐ。

　ただの躓つまずきかと思ったが、船体の傾かたむきがもどらず、さらに沈しずみ込んでいこうとするのでベティは泡あわを食った。

「どうしたの!?」

　失速しかけた船が砂を嚙かみ、また速度と平へい衡こうを取りもどすまで数秒かかった。ウィリアムの舌打ちが聞こえる。

「すまない。航路から外れかけた。信じられんが、この船は流砂の狭はざ間まを縫ぬって進んでる。にしても砂が速い。これじゃ時化しけだ」

（追っ手は）

　また砲塔を旋回させて、後方を見る。順番に数えると十三隻に減っていた。

「ホワイトマフラーは持たない……わね」

「そこまで甘い奴らじゃない。すぐ察して、こっちの航こう跡せきをトレースする」

　ウィリアムはしかし、腑ふに落ちないようだった。

「だが、どういうことなんだ。流砂なんて十何年も同じところを流れてるわけじゃないのに、どうして避さけ方を航路にできる」

「アンバラキリグーのおかげだよ。留めてる」

　フラニーだ。

　ベティは、顔をしかめた。意味が分からなかった。

「シヤマニの教導者が？」

「あ、違う。ポールのこと。といってもポールはただの目印で、砂を動かしてるのはヘヴンなんだって」

　誰だれかから聞かされているような言い方だ。

　奇妙に感じつつも、ベティは話を続けた。

「じゃあ、ＰＯＬのポールも？」

　フラニーは笑った。

「どうかな。使えると思うけど、ポールをただの柱としか思わなくて、メルカバをただの船としか思わない人たちが使ってるんでしょ」

「わたしだってそうよ。違うの……？」

　掠かすれた声に、フラニーはいつもの快活さで答えた。

「じゃあなんで、ここをただの砂さ漠ばくだって思ってないの？」

「…………？」

「謎なぞを解きたいって思ってるのはなんで？　これがただの無む駄だ足あしだって思ってないのはなんで？　ベティが見てるものはあたしが見てるものとおんなじだよ。だからあたし、一度も反対しなかった」

　言葉もない。

　熱に浮うかされそうな額を手で押さえる。脳の揺れを押さえつけたかったが、効果はなかった。揺れているのはきっと脳でなくて、別のものだ。

　気を取り直してつぶやく。

「道はここだけなの？」

「それはちょっと違うかな。道はどこにでもあるよ。導かれれば行ける。でも今のまま行くと、なりきれないかもしれない。だからヘヴンがあるの」

「なりきれないって？」

　反射的に問うたのだが。

「…………」

　それにしては重い沈ちん黙もくを挟はさんでから、フラニーがつぶやいた。

「今持っているものを全部捨てるの」

「捨てる？」

「今のままじゃ駄だ目めだから──」

　なんのことか分からないまま、船が揺れてまた話を中断された。

「くそっ」

　ウィリアムが罵ば声せいをあげる。

「なんの道だか知らないが、本当にあてになるんだろうな」

「ロングストライドが無事でいるんなら、道は信じられる」

　また視界を進行方向に向けるのだが。

　船は見えない。地形か砂さ塵じんに隠かくされているからか？　それとも沈んだのか。

　信じるも信じないも胸の中のこと。

　なにもあてにできなくなった時に問われる。まるで……

（信しん仰こうが試ためされてるみたい）

　信じていれば空気の橋を渡わたれるはずと、崖がけから突つき落とされるように。

「わたし、外を見る」

「なんだと？」

「損傷の程度を見ないと」

「いつ揺れるか分からない。振ふり落とされるぞ」

　制止は道理だと思いながらも、シートから腰こしを浮かせる。レシーバーは着けたままハッチを開いて、顔を出した。

　風の音に息が止まる。

　形のない槌つちでぶん殴なぐられたようなものだ。口と言わず鼻と言わず飛び込んできた砂を吐はき出して、もっと身を乗り出そうとしたところでがくんと船体が沈しずんだ。

　幸いにして揺ゆれは大きなものではなかった。縁ふちに胸を強打したが、いつもは忌いまわしい胴帯が衝しよう撃げきを和やわらげてくれた。滲にじんだ涙なみだも熱風にさらわれてすぐ乾かわく。今度は慎しん重ちように、ハッチの取っ手を摑つかんで外部を見回した。

　ブルホエイルは右側面の装そう甲こうを大きく削そがれ、他ほかにもいくつかの凹へこみと裂さけ目を生じさせている。爆ばく発はつと衝撃で煤すすにまみれてまだらになった表面は火傷やけどを思わせた。これで機能を落とさなかったというのは幸運だ。

　破損を読み上げて点検は終わりだ。すぐに席にもどるべきだとは思ったが、視線は自然と船のさらに外側へと釣つられていった。空くう漠ばくたる砂原。見た目には絹のようにまろやかな黄金の、動かぬ園。空。風。強風。身体からだも、理性も、命までもむしり取っていくような激しい風！

　命までもというのは洒落しやれでもない。バーを摑む指を強こわ張ばらせ、船から飛ばされないようベティは身を屈かがめた。船は最高速だ。船内ではなんの気なしに感じていたこの速度。剝むき身に感じて本当の速さを知る。

　身体の芯しんを恐きよう怖ふに揺さぶられ、思い出したくない記き憶おくが蘇よみがえる。

　決けつ闘とうだ。

　三度の決闘。銃じゆうを持った男と対たい峙じし、生きるか死ぬかの賭かけをした。生き延びることが大事だった。それと同じく、殺すことが大事だった。何な故ぜ同じかといえば、単にそれが等価だったからだ。
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　三人も殺した自分を、法は裁かない。誰だれも咎とがめない。その三人は賞金首だった。彼らが生きる権利は失効し、それでもただ生きていたというだけで、保障されたものではない。そういうものだ。追うロングストライドの命も。エリザベス・スタリーヘヴンの命も。ゲイル・スタリーヘヴンも。哀あわれなジェイク・ウッズも。

　逃にげるように砲ほう手しゆ席へともどり、ハッチを閉めた。

　固定具を着け直す。腕うではぎこちなく、木偶でく人形のようにガクガクつっかえた。砂漠の広さ、風圧にさらされた目と肌はだが、船の装甲に守られた棺ひつぎのような静けさに、震ふるえる。

　思わず、胸で十字を切った。そんなことをした自分に驚おどろいた。もともと敬けい虔けんな信徒とは言えず、特にこの一年は……父を亡なくしてからは忘れていたのだが。

「船は大だい丈じよう夫ぶ。航路を保って」

　決意をまた試すがごとく船が揺れ、大きく傾かしいでから元にもどった。
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「ホワイトマフラー船が減った。目視できるのは九隻せき。距きよ離りは三〇〇〇」

「引き離はなせないか……向こうは観測でこっちの航こう跡せきを追ってるんだろうに、さすがだな。まあ、それだけ必死か」

　ぶつぶつつぶやくウィリアムに、ベティは告げた。

「なら、もう攻こう撃げきされることはない、わね」

「向こうにとっても命いのち綱づなだからな」

「彼ら、目的地を分かってるんだと思う？」

「察しはつけてるんだろう。じゃなけりゃ、ここまでは追って来ない」

「……フラニー」

　ふと、呼びかける。

「なぁに？」

「さっきの話の続き、聞かせて」

「どんな話、してたっけ」

　本当に忘れているようなフラニーの声に、ベティは苦く笑しようした。

「ヘヴンがなんなのか。あなたには見えてるんでしょう」

　ウィリアムが慣れたのか、船は安定していた。

　駆く動どう音が静まるわけではないが、感覚が単調に引き延ばされれば耳みみ障ざわりではなくなる。その意味では、船は静かになっていた。エンジンが脈打ち、遠い地鳴りが近づいてくるように装甲内で反はん響きようしている。

　照準機のモニター以外、光を発するものはない。行く手の先はやはり砂の波が続くだけ。ウィリアムは登録されたナビゲーションに従って操船しているはずだが、目印のない砂さ漠ばくでは、ただ気ままに進んでいるとしか感じない。

　己おのれの息づかいが聞こえる。やつれた吐と息いきに孤こ独どく感が増した。

「ベティのお父さんの言ったこと、覚えてる？」

「……ええ」

　ベティはうなずいた。今進んでいるこの航路とともに遺のこされていた父の声。

　フラニーが話を続ける。

「ヘヴンはシヤマニの全部なの。最初のひとりから、永遠の最後のひとりまでの、全部」

「どういう意味？」

「本当のシヤマニは見えちゃうの。遠くが。ものすごい遠くが。この星全体でも狭せまいくらいに遠くが」

　支し離り滅めつ裂れつに言葉を搔かき集めて、シヤマニの娘むすめは言い募つのった。

「今のあたし、見えないんじゃない。見えてるの。見え過ぎて、光より速く見てる。すごく見えるから、なんだかもう、ここにいないみたい。もっと高いとこから見てるみたい」

「周り全部が自分と無関係に思えるくらいに感覚が加速して──」

「え？」

　急に割り込んできたのはウィリアムだ。彼はこんな類たぐいの話には興味も持たないと思っていたから、ベティは呆あつ気けに取られた。

　彼はついうっかり口にしたようで、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいした。

「いや、なんでもない。が、感覚を研ぎ澄すました高こう揚よう感かんなら、勘かん違ちがいも含ふくめて誰にでもある」

「そう。誰にでもあるの。ひとりひとりは勘違い程度でも、それが少しでも光を超こえて、時間を無視して、物と物の隙すき間まを駆かけ抜ぬけて、もうひとりを拾って……ふたりがもうふたりを拾って、どこまでも広がっていって、止められないの！」

「見るのをやめればいいじゃない」

「無理だよ！　あたしが見なくても誰かがあたしを見てる！　砂漠の何処どこにでも目があるの。砂の一個一個……ううん、もっと小さい隙間にまで、想像もできないくらい大勢がいて、全部見られてる！」

「砂……？」

　と、肩かたに視線を落とす。砂ならいくらでもある。なにもしていなくとも服は砂で汚よごれる。はたけば埃ほこりになって舞まうほどに。

「砂をよく見て、ベティ」

「……見ても、砂よ」

「シヤマニには見えるの。見えるようになったら目を離せない。砂一ひと粒つぶでも大き過ぎるから。シヤマニには、砂一粒が一個の宇宙に見える。本当のシヤマニは、そこに住んでる」

「え？」

「マニトウが無限大に広がるには、たったひとつ、これ以外の形はなかった。砂漠のどこの砂も一個の宇宙で、どれもそれを埋うめ尽つくすくらいのシヤマニが住んでる」

「宇宙……」

　服を撫なでて、指先を見る。モニターの光に当てても分かるわけがない。ただの砂だ。

　これが宇宙？　無数の星に数え切れないくらいのシヤマニがいて、あるいはそれで手て狭ぜまになれば、その宇宙の中のそのまた砂の一粒に移住するのだろうか……

　途と方ほうもない。吐はき気がするほどに。砂の中から誰だれかが声をあげ、自分の頰ほおをはたきに来るのではないか。

「砂に住むことが、ヘヴンなの？」

「少し違ちがう。普ふ通つうの感じを残したままいきなり向こうに呼ばれると……なりきれなくて、送り返されちゃう。天国帰りの人みたいに。向こうの、本当のシヤマニになった人たちはもう人の姿もしてないし、考え方も人間じゃないかも。彼らにとっては何百年も、何百億年も、もっとそれよりも経たってるから。そうなるための装置が、砂漠の真ん中にあるの」

　話を聞きながらぼんやりと、指の間を擦こすり合わせた。

　砂を磨すり潰つぶしたかもしれないがなんの感かん触しよくもない。

　話同様に実感なく、埃を払はらって嘆たん息そくする。

「マニトウを無限に広げるために、彼らはそうしたの？」

「違う。無限に広がったからマニトウなの。始まったら誰にも止められなかった。マニトウは無限に広がった最後の状態から、シヤマニを呼んだの。だから最初のひとりも導かれた」

（父さんはそれを見つけた……）

　そして隠かくした。身を危険にさらしてまで政府から逃にげ、殺された。

（なんで？）

　その価値はなに？

　モニターに顔を伏ふせ、フラニーに礼を言ってから、今のうちに交代で仮か眠みんを取りましょうと告げた。既すでに何時間も船を走らせている。

　一番負担の大きいウィリアムに眠ねむって欲しかったのだが、状じよう況きようからそれは無理だ。ウィリアムは、気にするなとだけ言った。フラニーに休むように言うと、それも断られた。

「あたしは起きてるよ。眠れないから」

「そ、そう……」

　仕方なく、自分が寝ねることにした。眠れないのはわたしだって……と思い浮うかべた時には、眠りに落ちていた。

　やがて、目を開ける。

　強こわ張ばる肩と首を伸のばしながら、モニターに焦しよう点てんを合わせる。

　そして息を吞のんだ。

「なにあれ」

「こっちの席でも、半時間ほど前から見えてた」

　ポールの巨きよ大だいさを遥はるかに上回る、半円状の影かげが砂さ漠ばくの上に盛り上がっていた。

　蜃しん気き楼ろうかと思う。輪りん郭かくは判然とせず空と溶とけ合っている。砂と同じ色、質感……遠目には地平線と同化して見えただろう。いや。

「あれは、砂なの？」

　渦うず巻まく砂の半球だった。建造物などと比ひ較かくできる大きさではない。高さは山ほどもありそうだ。蚊か柱ばしらのように集まり、回っている。

「ナビによると、あの中心が目的地だ」

「ロングストライドの船は……」

　探すが、依い然ぜん見当たらない。

　ウィリアムが補足した。

「沈しずんだんじゃなけりゃ、奴やつらはもう中に入ってる距きよ離りだ」

　一方で、ホワイトマフラー九隻せきがブルホエイルを追っている。

　突とつ入にゆうについて改めて指示はしなかった。

　進むことは分かっている。ここが旅の終わりだ。

　船は砂を踏ふみ締しめてうなりをあげた。ここまで十何時間も休めなかったウィリアムの疲ひ労ろうは相当だろうが、いまだ操船に惑まどいはない。

　砂のドームへと船は直進している。砂漠の単調さに加えてドームの大きさが距きよ離り感かんを惑わす。測定で距離を割り出し、読み上げた。航路がこのまま素す直なおに進んでいるなら、砂の圏けん内ないに入るまでは半時間ほど。その中心へと至るには合わせて一時間というところか。

　ロングストライドには三十分ほどの先行を許している……として。

　追いつけるのかどうかはヘヴンの中身次し第だいだ。

　空が暗くなっていく。もう正午もとうに過ぎ、日も傾かたむこうかという刻限だが、これは砂すな嵐あらしの暗さだった。半球に迫せまりつつある。中は恐おそらく目視も利きかないだろう。

　船内では風も感じないが、横よこ殴なぐりの突とつ風ぷうに叩たたかれたように思えたのはその陰かげりのせいだ。船が傾く。これは砂地の傾けい斜しやのせいだ。だが。

　船が浮かび上がったことは説明ができない。

　金切り声をあげた。船体が紙のように吹ふき飛ばされて空を舞まっている。地面を真下の視界に収めてまったく自由を失った。空転したキャタピラが虚むなしく叫さけび、激しく身体からだを揺ゆさぶられたおかげでベティの頭からレシーバーが外れた。咄とつ嗟さに摑つかまえようとしたものの指は空を切り、レシーバーはシートに固定された身体からは届かない床ゆか──ではなく天てん井じように落下していく。つまり、船は横転して上下逆さまに飛んでいるのか。

　ついに航路を踏み外したのだ。と思った。ブルホエイルが転てん覆ぷくした。

「フラニー！」

　レシーバーがないため首をよじって、後ろの隙すき間まを見ようとした。

「船が転がってる！　どこか摑まって──」

「ううん」

　きっぱりと、フラニーはかぶりを振ふった。

　それが見えた。奇き妙みようなことだった。ベティが覗のぞいた隙間からはフラニーの爪つま先さきくらいしか見えないはずなのに。

　そこにフラニーのすべてが見えた。顔も。身体も。手も足も。眼まな差ざしも。

　特に、目だ。そこに目があると思った。見られている。

「道は外れてない。不安なら少し急ごうか」

　騙だまし絵のようにぐにゃりとたわんだ隙間と、その向こうに広がる途と方ほうもない世界を見つめ、そして見つめ返されて。

　ベティは失神した。
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　気を失っている間、夢を見た。

　キッドは無敵のガンマンだ。若くして百ひやく戦せん錬れん磨まで隙すきもない。誰だれひとりとして奴には触ふれられない。新たなる砂漠の伝説。神話を継つぐ者。

　賞金稼かせぎのキッドは幾いく多たの町を訪おとずれ、悪党を次々撃うち殺し、人々の賞賛と歓かん迎げいを受ける。ガブ・スネークヘッド──バン。アンドリュー・ダットン──バン。シヤマニの戦士ベワセッチ──バン。ベン・カニングとジャック・ウェリントン──バンバン。名も知らぬ死神も、臭くさくて怪あやしい天国帰りも、人々のため片っ端ぱしから蹴け散ちらす。

　ロングストライドが命いのち乞ごいをしている。勝ち目のない勝負に悪党は泣きはらし、己おのれの罪の愚おろかさと、奴の旅がどんなに惨みじめなものだったかを訴うつたえている。恐ろしいキッドに追い回され、生きた心ここ地ちもなく、神に祈いのって悔くい改あらためようとした。ほら、見ろ。今もこんな必死に逃にげているじゃないか。わけの分からないマニトウとやらに縋すがって、別の宇宙にまで逃げようとしてるじゃないか……

　逃げるには良い答えだ。これは、砂漠の解答だ。

　呼びかけてきたのは砂さ漠ばくの砂だ。踏みしめている無限の砂。その砂のひとつひとつが人間の眼球で、全部がキッドを見つめていた。

　そこで目を覚ました。

　汗あせだくだったので、空調が止まっていると分かった。というより船が動いていない。真っ暗な船内は静かだった。

　幸いにして転てん倒とうはしていない。遠くから声が聞こえる。しきりに自分を呼んでいるようだ。気を失う寸前に見た幻げん覚かくを思い出して背筋を寒気が走ったが、違ちがった。膝ひざの上に落ちたレシーバーから聞こえてくる声だった。

　耳に当てる。ウィリアムだった。

「ベティ！　ベティ！　無事か！」

「わたし──ええ、わたしは大だい丈じよう夫ぶ」

　レシーバーが使えるということは、船は機能までは失っていない。照準機のモニターに手を這はわせ、ひび割れの鋭するどい棘とげを感じて指を引っ込めた。映ってないのはこのせいか。

　シートの固定具を外した。左の肘ひじが痛い。モニターにぶつけたのかもしれない。

　フラニーの音声はなかった。隙間から車長席を覗こうとし、ぞっとしてやめた。この暗さではどのみち意味がない。手て探さぐりでハッチの開放レバーを探した。力を込め、完全密みつ封ぷうの重い扉とびらを操作する。光が差し込んできた。

　陽光とは違った。目を刺さすように眩まぶしいが熱を感じない。おかげで、明るいのか暗いのか分からなくなった。言うなれば白い闇やみ夜よだ。這い出して砲ほう塔とうに身を乗り出す。顎あごを上げて天井を見た。

　そう、天井だ。屋内だった。複雑に入り組んだ機械の壁かべ、天井、床。思い出したのはポールの内部だが、広さの桁けたが違う。見上げた天井の高さは気が遠くなる。そこは通路なのだろう、と思った。長い長い一直線の通路が先に続いている。その行き着く場所は……壁なのだが、なにもない壁ではない。巨きよ大だいな要よう塞さいの入り口がすっぽり収まったような格好だった。門らしき柱と扉が見える。全部機械だ。

　反対側を見ると、やはり同じように長い道なのだが。暗くなっている。行き止まりだった。奇妙な光景だ。上から下まで、滝たきのように砂がこぼれ落ちている。おかしいのはその砂が通路に流れ込んでこないことだ。まるで隔かく絶ぜつした別世界のように。

　通路そのものは相当の広さだ。町もすっぽり入りそうなほど。いや、そこが広いのか？　それとも自分たちが小さいのか。シヤマニは砂の一ひと粒つぶにも宇宙を見る、とフラニーは──

「フラニー!?」

　砲塔の、もうひとつのハッチを振り向いた。開いている。中は無人だった。

「フラニー、どこ!?」

　レシーバーのマイクに呼びかけるが、すぐ無意味だと分かった。フラニーのレシーバーが車長席に落ちている。砲塔の上に立って周りを見回す。周囲は機械の床ゆかだ。びっしりと部品が組み合わさっているが人が入れる隙すき間まはそこかしこにあり、中には底が見通せそうにないくらい深い穴もあるようだ。目の見えないフラニーがそこに落ちたのなら……

「いないのか」

　と、ウィリアムの声だ。レシーバーからだった。操縦手席にいるようだ。

「ええ。ここは……どこ？」

「分からない。急に操船不能になって、気がついたらここにいた」

「転てん覆ぷくしたのかと思った」

「俺は落下したのかと思ったよ。上下の感覚がなくなった」

「落ちたって……上から？」

　見上げる。天てん井じようは途と方ほうもない高さだ。

「あれを落ちてきたら、船だってぺしゃんこでしょう」

「ああ。だから、俺も君も間ま違ちがってるんだろうな。とにかく、船は動かされたんだ。ここに」

　渇かわいた喉のどで唾つばを吞のむ。

　ブルホエイルの船体は傷ついていたが、それは前に確かく認にんした損傷と変わらない。だが破損ではないが、もうひとつ変わった箇か所しよがあった。船せん尾びのコンテナもやはり開いていた。下りて確認すると、そこにいるはずのペンギンがいない。

「ペンギンもいなくなってる」

「なら、フラニーが連れ出したのか？」

「どうしてそんなことするの」

「知るか。だがあいつは、この船で一番先を進んでたんだ。いや、あいつらかな。席にもどってくれ。移動しよう」

　船が身み震ぶるいするように、駆く動どう機を嘶いななかせた。機関部から吹ふき上がってくる熱気に服と髪かみが煽あおられる中、また砲塔に飛び乗る。

「ウィリアム。砲ほう手しゆ席のモニターが使えないの。車長席に入る」

「そうか」

　返事を聞きながら車長席に入った。ハッチを閉じる。フラニーの残したレシーバーを横に置いて、座席に滑すべり込んだ。ふと、後こう悔かいを覚える。席には温ぬくもりもなければ気配も残っていない。フラニーがいなくなったことを痛切に実感した。

　胸の内ない壁へきを押す不安を味わいつつ、周囲監かん視し装置を点つける。車長席のモニターは二面あり、連動したブルホエイルの二対の目（望遠器のようなものだとエンリケが言っていた）がそれぞれ外部の像を映し出している。モニターはそれぞれ機能が違う。ひとつはズームの利きく通常画面で、もう一方が一八〇度以上の視界をカバーする広視界画面になっている。これらは砲塔の動きからは独立してどの方向にも動かせる。画面には船体に対してどちらを向いているのか、数値で表示されていた。

　監視装置はこれだけではなく、機器の故障の場合に備えて、単純な潜せん望ぼう鏡きようもついていた。もっともフラニーはこれらの装置を使うより、自分の勘かんを優先させることが多かったので、指示が曖あい昧まいになった時はよくウィリアムと喧けん嘩かしていた。

　船は構造上、上方の監視はできない。モニターを繰くって前後左右を見回しながら、ベティはつぶやいた。

「もちろん……あっちに向かうのよね？」

　不ふ明めい瞭りような言い方だが、通じた。要塞じみた入り口の方角だ。

　ウィリアムが問いに答える。

「ああ」

　船が走り出した。

　入り口へと。

　ズームを利かせて観察する。

　そして、見つけても意外には思わなかった。

「船がある。ロングストライドが乗っていたものだと思う」

　入り口の前に一隻せきの船が停とまっていた。反応はなく、見たところ、もう誰だれも乗っていないようだ。

「ここは……地下だな。恐おそらく。確信はないが」

　と、ウィリアム。

　道理で考えればということだろう。地上にこんなものはなかった。砂の中に埋うまっているのだろう。

「航路は、ここへの道だった。あれが目的地だろうな」

「ロングストライドは入っていった……のよね？」

「どうかな。俺に理解できそうなことは、もうぶっちぎれちまったよ」

「ふふ」

　思わず漏もれた笑い声に、ウィリアムが不思議そうにうめいた。

「可笑おかしかったか？」

「ううん。あなたじゃなくて。ここに着けば全部分かるって思ってたのよ。なのに、疑問ばっかり増えてる」

「そうだな」

「だから、フラニーに置いていかれたのかもね……」

　ため息も弱音も、爆ばく発はつ音に搔かき消される。

　衝しよう撃げきは船外からだった。鋭するどく軋きしるようなこの音は、周りが砂地ではなく金属の床だからだろう。砂柱ではなく閃せん光こうが散った。

「砲ほう撃げき！　後方から！」

　ベティは叫さけんで、広視界モニターを船せん尾びに向けた。

「目測で距きよ離り三〇〇〇以遠！　ホワイトマフラー船！　あいつらも来てた！」

　はっきりとは見えないが続けて二発の砲ほう煙えんが弾はじけた。

「次じ弾だん来る！　速度上げて！」

　弾たまは半呼吸ほどの時間を挟はさんで、ブルホエイルの左右に分かれて着ちやく弾だんした。

「敵船は九隻……！」

　隠かくれる場所もないこの平へい坦たんな通路では、いくら回かい避ひ行動を取ったところでかわし切れるものではない。だが、まだ今のところ、遠近感の狂くるうこの通路はホワイトマフラーにとっても不慣れなようだ。見込み違ちがいの着弾が立て続けに炸さく裂れつする中を追いかけるように、ブルホエイルは加速した。急制動に船体が横よこ滑すべりを繰り返す。

「威い嚇かくじゃないわね」

　金属の軋み音に奥歯が浮うかび上がる。ウィリアムはこんな時でも冷静だ。

「目的地に着いたら、もう用済みってことだろう」

「持たない！」

　船が弾けた。

　初体験だった直ちよく撃げきも、ここ数日で慣れてきた。装そう甲こうが爆ばく裂れつして剝はげ落ちるのを実感として捉とらえているような気すらしてくる。こんなことに慣れるのは恐ろしいものだが。恐きよう怖ふに心臓が縮こまっても頭までは萎い縮しゆくしなかった。

「降りないとやられる！」

「やられてる時に降りられるか！　やめさせないと──」

「どうやって!?」

「……こうするっ！」

　ウィリアムが取った行動は、船を反転させることだった。

　ブルホエイルはその場で回頭、敵船の群れに真正面を向けた。彼がしようとしていることはすぐ分かった。頭を抱かかえて防ぼう御ぎよ姿勢を取る。

　恐れていたほどに音を大きくは感じなかった。

　耳鳴りが響ひびいたので、耳が騒そう音おんを拒きよ絶ぜつしたのだと分かった。ボコンと、浴よく槽そうから栓せんを抜ぬくような音がした。船は衝撃で後退したが、今までほど激しくは跳はねない。直撃は同時に複数だった、と思った。装甲はそれらの砲ほう弾だんを弾はじき切れず、ついに貫つらぬかれた。

　ブルホエイルの前面には駆く動どう機がある。弾の威い力りよくはそこで止まったか──あるいはウィリアムのいる操縦手席まで達したか。さらに奥の弾だん薬やく庫こに至れば船体は吹ふき飛んだはずだ。

　破損した駆動機が引っかかり、引っ繰り返り、引きつり音を籠こもらせる。肺に銃じゆう弾だんが食い込んだ者の、絶息の瞬しゆん間かんにも似ている。今にもバラけそうな橋の上で最後の音を聞くように、耳を澄すませた。鼻に溜たまった息が緩ゆるやかに漏れる。ボンッ、と火薬の燃える音。モニターがたちまち煙けむりで埋め尽つくされた。

　煙えん幕まくだ。ウィリアムがスモークを焚たいたのだろう。船の火災を擬ぎ装そうするための装備ではないのだが、遠目ではすぐには分かるまい。命中弾が出て船が停とまったため、砲撃がやむ。

　ベティは声をあげた。悲鳴ではないが、とにかく声を出して生存をウィリアムに知らせた。彼にも知らせて欲しかった。シートの留め具を外し、ハッチを開放して外に飛び出す。煙幕の悪あく臭しゆうにむせ、破は壊かいされた装甲の熱にめまいを覚えながら飛び降りた。

　船から下りると余計に方向感がなくなった。モニターですら見切れなかった空間の広大さに吞のまれ、立ち尽くす。敵船から死角になるよう船の陰かげに隠れ、スモークから逃のがれる。

　その肩かたを摑つかまれた。

「そっちじゃない」

　耳鳴りが塞ふさぐ鼓こ膜まくに、ウィリアムの静かな囁ささやきが触ふれた。

「走るぞ。目視されたら終わりだ」

　ベティはうなずいて、駆かけ出した。

　振ふり向きはしなかった。その余よ裕ゆうはない。が、炎ほのおと煙と致ち命めい傷しように蝕むしばまれたブルホエイルの最さい期ごが目に焼き付いていた。

　広大さから考えればその金属の床ゆかはどこまでも平らかだったが、降り立って走れば話は違う。なんの役割を果たしているのか想像もつかない機械の組み合わせはでこぼこと複雑で、森の中のように走りづらい。時には一ひと抱かかえほどもあるパイプを飛び越こえ、幅はば３フィートの深い隙すき間まを飛び越えなければならなかった。

　しかも機械は動いている。観察する暇ひまはなかったものの、走り去るその一いつ瞬しゆんでもひとつひとつの部品が位置を変え、入れ替かわっているのが分かった。迂う闊かつに足を止めれば挟まれたかもしれない。まるで流りゆう砂さだ。息があがり、疲ひ労ろう困こん憊ぱいとなってもベティは走り続けた。

　もちろん背後にはホワイトマフラーの船がいる。

　ブルホエイルの炎と煙幕とがひとまず、逃にげるベティらを隠してくれている。だが見つかるのは時間の問題だろう。時速[image: 100]マイルを超こえるメルカバに追われれば逃げられない。

「隠れ……ないと！」

　息も絶え絶えに声をあげる。

　横を走るウィリアムは呼吸こそ乱していなかったものの、積み重なった疲ひ労ろうで死人じみた顔色だった。

「あそこだ」

　指し示した先には、人間が潜もぐり込めそうな深い溝みぞがある。

「そこで大だい丈じよう夫ぶ？」

「そんなこと分かるか」

　彼がその場所を選んだのは、溝が長く続いていそうだったからだろう。隠れたところで移動できなければそれでおしまいだ。

　急いだところで走れる距きよ離りを考えれば否いやも応もなく、転がるようにベティは溝に飛び込んだ。屈かがんで走ればなんとか身を隠かくせるほどの深さで、倒たおれて息をつく。ふらつく足や痺しびれる手より、言うことを聞かないのは肺だった。

　ウィリアムですら「ぐずぐずするな」とは言わなかった。跪ひざまずき、目を閉じて汗あせを拭ぬぐっている。

「行きましょう」

　ベティは顔を上げ、一番吐はきたくない言葉を口にした。

「船の音が聞こえてきた」

　仕留めたブルホエイルを確かめようと集まってきたホワイトマフラー船だ。ウィリアムは無言で首を振ると早足で進み始めた。

　疾しつ走そうせずに済んだのは幸いだった。呼吸だけでなく頭も整理できる。

「ここ……シヤマニの遺い跡せきよね？」

　並んで進むウィリアムに問うと、彼は、そりゃそうだろうと目で答えてきた。

　それでもベティは話を続けた。

「ガマリエルの工場なんかよりずっと大きい」

「ああ」

「しかも全部動いてる」

「完全に稼か働どうしてるな」

「どっちを探せばいいの。フラニー？　ロングストライド？」

　声が震ふるえる。

　相棒が冷静だったのが救いだ。

「意味ないな。どちらを探すあてがあるわけでもないし」

「分かるのは……」

「そうだ。ヘヴンだけだ」

　彼は急に、ベティの手を取った。

　こんなことは初めてだ。ウィリアムはベティを引きずるように足を速めた。

　置き去りにしてきた背後では、船の騒そう音おんが高まり、緊きん張ちようの度も過ぎる。そろそろ逃とう走そうがばれる頃ころか。ホワイトマフラーが周囲を探たん索さくし始めれば遅おそかれ早かれ見つかるだろう。ベティは銃じゆうに手をかけようとして──虚むなしく吹ふき出した。拳けん銃じゆう一丁で軍メルカバと戦う術などない。

　瞬しゆん間かん、鋭するどい轟ごう音おんが背筋を貫つらぬいた。

　稲いな妻ずまが劈つんざくようだった。砂さ漠ばくとは一転、涼すずしくさえあった空気が熱を帯びて渦うず巻まく。ベティとウィリアムは同時に足を止めた。はっと顔を見合わせて、溝の縁ふちに寄り、こっそりと覗のぞく。

　ブルホエイルが爆ばく発はつしていた。砲ほう弾だんが暴発したのだろう。砲ほう塔とうが弾はじけてどろどろの炎を噴ふき上げている。船体は装そう甲こうの亀き裂れつに沿って折れ曲がり、船は完全な死を無む惨ざんにさらしていた。

　集結しかけていたホワイトマフラーは警けい戒かいのため停船していたが、乗員の生存確かく認にんが不可能と見て取ると、一いつ斉せいに前進を始めた。ベティらが身を隠す溝の横を通り過ぎ、通路を進んでいく。最高速で、たちまち遠ざかっていった。例の入り口へと。

　ついには彼らに追い抜ぬかれ、取り残された格好だが。

　溝の中で、つぶやく。

「助かった……」

　もう一度ブルホエイルを見、震える指で喉のど元もとを押した。

「船が、助けてくれたの？」

　と、ウィリアムの目を意識して向き直る。こんな感傷は嫌きらう相棒だが。

　彼は否定しなかった。

「船乗りを生かすのは良い船さ」

　だが、だからといって甘い顔をするでもない。彼は厳いかめしく言い直した。

「急ごう。命拾いはしたが、奴やつらをなんとかしないとロングストライドにも追いつけないぞ」

「ええ」

　最後にもう一度、残ざん骸がいとなった船を見る。

　落とすはずだった命を何度となく救ってくれた船。

　父の船。

　黙もく礼れいして、背を向けた。
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　ようこそ……ようこそ……

　ようこそようこそようこそ！

　ようこそ！　あなたの終極へ！

　溢あふれる声に包まれて、その中を飛んでいる。

　ただひとつだけの、前に進むだけの大いなる流れ。光も時もすべてが同じく進むなら、そこではなにも見えない。速いも遅いもなく、逆らってぶれる余分な意思もなく。停とまることはない。停まろうとしても勝手に進んでいく。それは誰だれにとってもどうにもできない流れだ。風のうねり。大海の干潮。大地の轟とどろき。星の巡めぐり。太陽の寿じゆ命みよう。時流……マニトウ。

　それは同じ道を往ゆく者が導き、また導かれることだ。

　フレ・マニ・イストゥタル。

　それはなにかが始まった時に始まり、その時にすべてが出来上がっていた。
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　シヤマニのマニトウ……などというものを、ウィリアムは今でも信じる気はなかった。

　だが、彼らの発明や製造した機械はまた別だ。それは厳然と実在する驚きよう異いだった。これほど巨きよ大だいな遺い跡せきというのは前例もないが、恐おそらく、シヤマニ文明の全盛期にはこれが標準の規模だったのだろう。

　その通路の溝みぞや物もの陰かげを伝っていく。

　見えるものはずっと変わらない。シヤマニの機械。あの要よう塞さいの入り口だ。

　ホワイトマフラーはあれから、乗り捨てられたロングストライド船と同じ場所に集まり、兵を下ろした。メルカバのクルーだけではなく、貨物室に歩兵を乗せてきた船もあったようだ。異常を察してから発進した船は、目的地がここになることを見み越こしていたということか。

　彼らに近づくにつれ、状じよう況きようはまだまだ厄やつ介かいに変わりないのが身に染しみてきた。こちらに残されたのはベティの拳銃がひとつ。ホワイトマフラーは隊全体をふたつ、遺跡への突とつ入にゆう組とここでの待機組に分けたようだ。半減したとは言えるが、かなりの数が残されている。メルカバも、まだ一隻せきが警戒態勢で周囲の監かん視しを続けていた。

「どうにか気づかれずに──」

　つぶやきかけたベティを、ウィリアムは制止した。

「無理だな」

「…………」

　断言できることだ。

　突とつ破ぱの方法はたったひとつだと。

「でも、なにか手を考えないと」

　と言い出すベティに、告げる。

「手はある」

「どんな？」

「君は」

　と、ウィリアムは入り口を指さした。

「脇わき目めもふらず、あそこに駆かけ込め」

　幸いと言うべきか。合計十隻のメルカバが集まっているために、隠かくれ場所ができている。近づくことまではできそうだ。だが遺跡への入り口はひとつで、そこに入ろうとすれば必ず見つかる。

　彼女はその道筋を目で追って──その後、こちらを見た。

　怯おびえが読み取れる。人の感情の兆きざしを読むのは、フラニーとは違ちがった手だてでだが、ウィリアムも得意手だ。

　ベティが口を開く前に、ウィリアムは続けて言った。

「俺はあいつらを片付ける」

「あなたは船とは違うのよ」

　そんなことを、彼女は言った。

　口を衝ついて出たのだろう。彼の腕うでを摑つかんで言い直してきた。

「そうやって、また犠ぎ牲せいになるようなこと言って──」

　その手にそっと触ふれ、ウィリアムは苦く笑しようを漏もらした。

「何度も言ってできてないから、今度ばっかりは真に受けないんじゃないかと思ってたよ」

「冗じよう談だんにするつもり？　フラニーがいなくなって、船も燃えて、今度はあなた？」

「この話はしたことがなかったな」

　ぽん、と叩たたいて、彼女の手を外す。

「俺は相棒を持ったことがなかった。誰を生かそうとしたこともない。ケニー・シュートにとっては、どいつもこいつもウスノロで、クズで、取るに足らないんだ」

「でも、あなたは違う！」

「ああ、そうだ。それを言うなら分かってくれ。俺は君を生かしたいんだ。なにに替かえてもな」

　と、その娘むすめの姿を眺ながめた。

　そうだな、と胸中で認める。彼女に何度も問われた。どうしてそこまでしてくれるのか、と。

　答えようがないと思っていた。奇き妙みような巡めぐり合わせで出会い、ただ生かしたいだけだったから。だが結局のところ、本当はそれが答えだった。

　今度は彼から手を伸のばして、彼女の髪かみに触れた。唐とう突とつな動きにベティは戸と惑まどったようだが、逃にげはしなかった。首から耳に、髪を探さぐって指で触れた。

　息をついて。

　ベティの両りよう肩かたを摑まえ、真正面から顔を覗のぞいた。

「いいか。最後の授業だ。君は強い。場数も踏ふんできた。気づいていないようだから言っておく。破れかぶれの決けつ闘とうなんかに頼たよらなくても、君はもう十分にやれる」

「でも、わたしは一回もうまくなんて……」

「俺の褒ほめ方が下手だっただけさ。信じろ」

　力を込めて繰くり返す。

「忘れるな。決闘はするな。ガンマンの最初の心得、覚えているな？」

「隙すきを見つけて……迷わず殺せ」

「そうだ」

　歓かん喜きを込めて囁ささやく。

　最高の生徒に最高の誇ほこりを以もつて祝福するために。

　それが真っ赤な噓うそであってもだ。

　抱だき寄せてから手をはなした。視線だけは外さず、終わりの言葉をかけた。

「俺が君にしてやれる最後のことだ。余計な連中は俺が引き付ける。ここから君を追っていく敵はひとりもいない。信じて、決して焦あせるな」

「ウィリアム」

　ベティはつぶやく。

「わたしもあなたに言いたいことが──」

　が、かぶりを振ふってウィリアムは背を向けた。

　それは今、聞いてはならない。

　だから、そのまま隠れ場所を後にした。

　まずは姿は現さない。人間の感覚の波を踏めば、気づかれずに目の前を横切ることだってできる。音を立てずに近づき、死角から死角へ、物もの陰かげから物陰へと渡わたり歩き、停とめてあるメルカバの一隻せきに飛び乗った。

　砲ほう塔とうのハッチから砲ほう手しゆ席へ。適当に選んだのではない。砲ほうの向きから、この船を選んだ。手早くモニターのスイッチを入れ、最短で狙ねらいをつける。戦せん闘とう待機中の船だ。砲ほう弾だんは装そう塡てんされているだろう。

　トリガーを引いてすぐにその席を脱だつ出しゆつした。
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　砲弾は、クルーの残っていたただひとつの船の真横に突つき刺ささった。距きよ離りわずか二〇以下。装そう甲こうを貫つらぬいて弾だん薬やくを爆ばく発はつさせる。メルカバは呆あつ気けなく爆ばく裂れつし、破は片へんと炎ほのおを撒まき散らした。激しい爆発の中、恐きよう慌こうの弦つるが指先にかかる。

　あとはひとつひとつ、爪つま弾びくだけだ。

　留とどまる必要もない。

　力を余さずともいい。

　船から飛び降りた。混乱した歩兵が叫さけびながら走るすぐ背後に。手を伸ばして首に触れ、喉のど仏ぼとけを握にぎりつぶした。

　のたうって倒たおれるそれの腰こしから拳けん銃じゆうを奪うばい取った。撃げき鉄てつを起こす。もうその時には次を数えている。次にするべきことを身体からだがしている。敵の位置を感じ取っている。

　頭はなにもせず、ただ、数えている。

「お前らはいくつだ」

　撃うち殺した男に訊きいていた。

　人数のことを訊たずねたのだが、そうとは分からなかったようだ。

　もとよりウィリアムにもよく分からなくなっていた。人数とは人の数だ。人を人として区切った数だ。昔、ふたりしかいなかった相手を、四人と数えたことがあった。酒場で、四人がけのテーブルだったからだ。ウィリアムが数えたのは椅い子すの数だった。椅子と人の区別がつかなかった。

　もう、数え間ま違ちがえることはあるまい。そう思っていた。だが今、分からなくなっていたし、どうでもよくなってもいた。

　こちらを見つけて、入り口の陰かげから飛び出してきたふたりの右目と左目を撃ち抜ぬいていた。さっと近寄り、転がった死体の手から拳銃を拾い上げた。

「三か……四か。五。六。まあ知ったこっちゃないな。数はどこまででかくなっても数えられる。俺はトゥエンティだ」

　殺しながらメルカバの間を縫ぬい、遺い跡せきの入り口から遠ざかっていく。追ってくる敵を引き付けて。

　だが、相手はホワイトマフラーの最精せい鋭えい部隊だ。

　軽くは済まない。

　破は壊かいされたメルカバの周りは火か炎えんと火花の散る惨さん状じようだ。視界も利きかず、近づき過ぎれば呼吸もできまい。そのぎりぎりの縁ふちで、ウィリアムは敵を攪かく乱らんしつつ数を数えていた。標的を撃ち殺し、その死体から銃じゆうを拾っては次の敵を撃つ。

　十を数えたところで、拾った拳銃に違い和わ感かんを覚えた。

　軽い。

　まさか。

　わざと空からの銃を持って殺された？

　すぐに次の標的が飛び出してきた。

　素す早ばやいが、こちらのほうが早い。そいつに向けて撃鉄を叩たたく。

　弾たまが出ない。

　弾だん倉そうは空だった。

　加速した感覚で──

　敵が勝利を確信し、歓かん喜きに叫ぶのをゆっ──くり──と見ていた。

　こちらに向けられた銃じゆう口こうが火を噴ふくのも。

　その弾だん丸がんが肩かたと腕うでを貫くのも。

　頭を撃ち抜かれなかったのは、ウィリアムの投げつけた空の銃が、そいつの顔に命中していたからだ。

　よろめくそいつに駆かけ寄って、手から銃を奪い、耳から頭ず蓋がいの中身をぶち抜く。

「…………！」

　反動で、銃を取り落とした。

　右みぎ腕うでがまともに動かない。負傷のせいだ。

　他方からばらばらと、三人が回り込んでくるのが見えた。

「今だ！　やれー！」

　敵の声が聞き取れた。

（まずいな）

　どうにも、昔ほど上手うまくない。

　数え切れないかもしれないなどと思うことは、昔はなかった。

　降り注ぐ銃じゆう弾だんから逃のがれようと、爆発で引っ繰くり返った船の陰へと後退する。

　隠かくれてやり過ごすべきだが。

　それはまずい。敵も落ち着かせることになる。ベティは既すでに敵中にいて、遺跡へと入り込もうとしているはずだ。ならば。

　隠れた物もの陰かげからとんぼ返りにまた飛び出す。

　面めん食くらった敵兵が発はつ砲ぽうするのにも構わず。

　飛び来る銃弾が身体を掠かすめる中、ウィリアムはただ梟ふくろうのように獲え物ものへと迫せまる。

　梟は標的の首筋しか見ない。心音しか聞かない。三つの標的の六つの目が殺さつ戮りく者を見て恐おそれおののくのを、ウィリアムはじっと観察した。三つ数えた。一番近い位置にいる男に、最も長生きできる恩おん恵けいを与あたえた。

　もう細かい動きはできない右手でそいつの銃を摑つかみ、向きを変えた。そいつが引き金から指を離はなせないうちに左手で撃鉄を叩いた。二回。二発の銃弾がふたつの心臓を撃ち抜いた。ふたつの命がまだ終わらないうちに、残ったひとつから拳銃を取り上げ、棍こん棒ぼうのように振ふり上げて額に叩きつけた。

　頭を割って絶命したそれを蹴けりのけて、次を探す。

　炎ほのおを背に立って。

　疼うずく傷からこぼれる血の雫しずくまで数え上げる。

　昔より下手になった？

　いや、そうでもないさ。

　ちゃんと数えられる。

　突とつ然ぜんの襲しゆう撃げき。いったん不利に傾かたむいた形勢を回復させるため、犠ぎ牲せい覚かく悟ごの突とつ撃げき隊が争っているうちに本体が配置につき、取り囲むという手順。彼らはそうするだろうと予測はしていた。その前に敵をどれだけ減らせるか、それだけが勝機だったが。

　そして今や、左右、背後にまで回り込んでいるホワイトマフラー部隊の数。きちんと数えている。

　ウィリアムは立ち尽つくして、彼らを見回した。

　三人ずつの分隊が完全包囲で構えを取り、彼に狙ねらいをつけていた。余分も含ふくめ、総勢でちょうど二十名。

　巨きよ人じんを鎖くさりで縛しばり、地面に縫い止めるように。ぴたりと銃口を向けて微び動どうだにしていない。

　その全員に、ウィリアムは告げた。

「お前ら。俺が分かるか。俺はトゥエンティだ」

「ケニー……シュート……？」

　誰だれかが口走ったように思えた。聞こえはしなかったが。

　血だらけになった右手で、己おのれの胸、心臓の上を摑んだ。

　上を向いた。空はなかったが。明るい光が見えた。摑んでたぐり寄せれば天まで昇のぼれるような、真っ直すぐ降り注いでくる強い光。

「俺はトゥエンティだ」

　その言葉を合図にして、二十の銃口が一いつ斉せいに、まったく同時に火を噴いた。




９




　人は答えを求める。

　それを得るのがどういうことなのか、それは考えずに。

　答えはこれだ。答えはもともとあったということを知る。

　シヤマニとは、すべてが既に起こっている、ということを知る民たみだ。

　彼らがマニトウを見いだした。彼らは探たん索さくを終わらせ、この砂さ漠ばくを後にした。

　かつてフラニーであったシヤマニも。今、去りゆく。
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　銃じゆう声せいが聞こえても、ベティは歩みを止めなかった。

　爆ばく発はつと襲撃の混乱を後目に、先を目指した。

「奇き襲しゆうだ！」

「たったひとりだ……」

　炎の燃え盛るうねりの中、怒ど鳴なり合うようにして走る兵士らを観察しながら、念じたのは己を消し去ることだけだった。今にしてできる。そのことに驚おどろいた。ウィリアムがそうするのを幾いく度ど見ても魔ま法ほうにしか思えなかったことだ。敵の注意力と視界を探さぐり、タイミングと角度でその死角へと入り込む。彼ほどでなくとも、それでも、自分にもできる。

（彼に言われたから……？）

　あるいは。

　これが最後だからだ。

　もう帰る道などない。捨すて鉢ばちでもなければできることではないのだ。それも分かった。

　遺い跡せきの門は開いている。というより、扉とびらもない。大きさから要よう塞さいじみて見えたが、中に入る者を阻はばむ装置はなにもなかったようだ。

　門は開かれ誰でも招き入れる、巨きよ大だいな建造物。奥に進むだけの単純な構造。それは教会を連想させた。奇き妙みような考えだ。シヤマニの築いたものなのだから。

　もちろん十じゆう字じ架かなどはどこにもない。聖人を祭る壁へき画がも、祭さい壇だんも、礼拝後に牧師が寄付金を数える裏の小部屋もないだろう。門の奥は直線の通路。やはり機械でできており、外ほど忙せわしなく組み替かえられたり移動したりというのはないが、白い光を明めい滅めつさせている。光はひとつが消えれば別のひとつが点つき、完全に暗くなることはなかった。瞬またたきはそれ自体が囀さえずりか相づちのようで、なにかを読み取れそうだが分からない。

　また号令と銃声。踵かかとを嚙かまれたように足を引きずりかける。が、進んだ。一歩一歩遠ざかっていく。新たな銃声を耳にするたびにジレンマが神経を襲おそった。銃声はウィリアムの生存を示す証しよう拠こだ。が、その一発で殺されたかもしれない。

　やがて遺跡の奥へと入り込んでいくと、違ちがう銃声を鼻先に感じた。

　つまり、行く手からだ。

　遺跡の内部でも銃じゆう撃げき戦せんが行われている。

　ホワイトマフラーと──

（ロングストライド……！）

　拳けん銃じゆうをホルスターから抜ぬいた。

　まだなにもない一直線の通路が続くだけだ。音は反はん響きようし、戦いの激しさを伝えてくる。

　通路の果てが見えた。

　広い空間へとつながっている。

　急ぐ。

　戦いの場に躍おどり出るまでには、硝しよう煙えんの臭においを嗅かぎ取っていた。

　ペンギンが砂から飛び出すように、通路から転げ出る。視界に入ったのは高い塔とうと……その天てつ辺ぺんへと真っ直ぐに伸のびる長い階段だった。

　広間自体は円えん錐すい形に近い歪いびつなドーム状だ。塔に見えたのはその中心部から天てん井じようまでとどく柱だった。階段は手すりもなく──ついでに言えば支えもなく、子供の紙細工のように直角に折れた蛇じや腹ばらの板金が柱と天井の接点までつながっている。数十ヤードはあろうかという高さだが、そこからさらに上の階への入り口があるようだ。

　戦せん闘とうはその階段の上だった。ちょうど悲鳴をあげ、腐くさった果実よろしくどさりと床ゆかまで落ちて潰つぶれる死体が見えた。ホワイトマフラー兵だ。階段の中間地点ほどにもうひとり、兵士が雄お叫たけびをあげて駆かけ上がっている。銃声が響ひびき、転てん倒とうした。よろめき、足を踏ふみ外し……落ちる頃ころにはもう死んでいた。胸を摑つかんでいる。心臓を撃うたれたのだろう。

　階段を登り切ったところに、大おお柄がらな太った男が待ち構えている。ビリーだ。ライフルのレバーを叩たたいて弾たまを込め直そうとしていた。

　広間の床には、餌え食じきになった兵士の死体がいくつも転がっていた。狙そ撃げき手が居座る階段を駆け上がるなど、無む謀ぼうとしか言い様がない。が、他ほかに道もない。

「なにをやっているんだ！　狙撃しろ！」

　近いところから声が聞こえた。

　すぐに見つけられなかったのは、そいつらが階段の陰かげに隠かくれていたからだ。

　この広間では、階段上のビリーから死角となる唯ゆい一いつの隠れ場所だ。そこに兵士の一隊が縮こまるように集まっている。

　ひとりだけ毛色の違う男がいた。男というか、初老の男だ。

　ホワイトマフラーに命令しているが、制服は着ていない。物もの腰ごしは役人に見えた。まあ、軍人に命令をしているのなら役人でないはずもない。

「裏切り者を許す気か！　奴やつから航路を奪うばわない限り、帰れんのだぞ──」

　拳こぶしを振ふり上げたその男が、こちらを見たのと同時、ベティは通路に後あと戻もどりした。

　見つからずに済ませる、というわけにもいかなかった。

「誰だれかいる！」

　男が指を差す。階段裏から身を乗り出して。

　銃声。撃ったのはその男でもホワイトマフラーでもなく、ビリーだった。

　大きな変化は起こらなかった。男はただうずくまったように見えた。床に突つっ伏ぷして、赤い汁しるを噴ふき出しているのだから死んだのだろう。それだけだ。

　残ざん酷こくだがベティにとっては幸運だった。ビリーは反射的に撃っただけだろうが、そのおかげでホワイトマフラーから撃たれずに通路の入り口まで引き返す余よ裕ゆうができた。身を隠す。

　落ち着くと、膠こう着ちやく状態に陥おちいったと分かった。おかしな均きん衡こうだ。通路に戻もどったベティは、階段裏のホワイトマフラーらのために広間に出られない。ホワイトマフラーは階段上のビリーに狙ねらわれて顔も出せない。ビリーは恐おそらく、全員を片付けるまではあの場所を動くまい。

　均衡を崩くずす余地があるのは、ベティとホワイトマフラーの間だけだ。撃ち合おうと思えばできないことはない。が、ひとまずそれをする意味もない。

　もう動かない役人風の男をうんざりと眺ながめていたホワイトマフラーのひとりが、声をかけてきた。

「お前は、あの正体不明船のクルーか！」

「……そうだ！」

　肯こう定ていする。ここで彼らが話しかけてくる理由はひとつしかないからだ。

　ホワイトマフラーは顎あご鬚ひげをさすって、考える仕草をした。

「ロングストライドの味方か？」

　メルカバ戦となった経けい緯いを検討すると、そういう見方にもなるのか。ベティは面めん食くらったが、今度はきっぱりと否定した。

「違う。奴を追っている」

「俺たちは釘くぎ付づけだ」

「こっちもだ」

　お互たがいに、探さぐりの視線を行き交かわさせる。

　ほんの一時の休戦にしかならないが、活路はこれ以外にない。全員が同時に飛び出して、誰かが仕留めるしか。

　ホワイトマフラーは肩かたにかけていたライフルを、こちらに放って寄よ越こした。

　軍用の高性能銃じゆうだ。ベティはモデル２をホルスターに突っ込んで、ライフルを確かめた。単発だがスコープまでついている。これなら当てられる。狙う時間さえあれば。

　さすがにベテランの軍人たちはすぐにも行動に移った。声は出さず、ビリーからは見えない場所から口の動きだけでカウントダウンを始めている。３……２……１……

　ベティは通路の死角ぎりぎりから床に伏ふせると、狙そ撃げき銃じゆうでビリーを狙った。ホワイトマフラーも一いつ斉せいに階段裏から飛び出し、上方の敵に発はつ砲ぽうを開始する。

　スコープが標的を捉とらえるまでやや手間取った。十字で区分けされた丸い円の中に、あのとぼけ顔の悪あく魔まの姿が映った時には、奴は既すでに二発を撃っていた。ということは、きっとふたりは殺された。

　それが自分ではなかったということを嚙かみ締しめ──

　三発目があるとしたら高確率で自分の番だという恐れが苦味として舌を痺しびれさせ──

　実際、スコープ越ごしに標的と視線が合った。と確信して。

　トリガーを引いた。

　重いライフル弾だんの衝しよう撃げきに、身体からだが横転した。スコープで顔面を打った。

　すぐに跳はね起きた。もし外していたら破れかぶれでも階段に突とつ撃げきするしかない。

　だがきっと当たった。と思った。

　これまで釘くぎを打とうにも空から振ぶりばかりだった、歯の立たないクソ野や郎ろうに、破は壊かい的な殺さつ戮りく弾だんをブチ込んでやった。

　それは怖おぞ気けを震ふるうほどに快感だった。
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　殺し、奪い、こだわり、抗あらがう。

　そんな人の営みは謎なぞの渦うず巻まく海でならば意味はあった。

　だが答えはとうにあったのだ。大いなる流れがとっくにもたらしていた。それを解く手だては探せば見つかる。教えを説く声も耳を塞ふさがなければ鳴り響ひびいていた。誰でも知っている。知らないはずもなく、気づかずにいられるはずもない。

　砂さ漠ばくには謎がある。数多くの謎が。だがそれよりも遥はるかに巨きよ大だいな、たったひとつの答えもあって、逃にげ場などはない！

　……ないのだが……

　だが。

　だけど。

　溶とけた空気から肺の輪りん郭かくが剝はがれ落ちる。

　空を飛ぶ足と手が床ゆかを引きずる。

　髪かみが耳と首を撫なで、身体の動く速度を教える。

　やがてそれは自分となる。フラニー。母のつけた名。ジシャグウィジベリツッカ。父のつけた名。ふたつの網あみが絡からまって塊かたまりになるように。自由なき身体となる。

　フラニーは足を止めた。

　触ふれてみるとそこはもうなにもない道ではなかった。

　柔やわらかい草と湿しめった土。白く赤く青く黄金色に……数えようもないほど無数の色しき彩さいに溢あふれた花と光。陽光も砂漠とは違ちがい、淡あわく優やさしい。雲。たっぷりと膨ふくれ上がった水蒸気の綿。きらめく泉に香かおりとそよぎを運ぶ小川。

　生い茂しげった木々が風を塞ぐ。たっぷりと風を受け止めた枝がたわみ、押し返す動き。風を押し切ることはなく、風もそれを知っている。

　それが風の賢かしこさだ。吹ふき抜ぬける場所を分かっている。つむじ風にも嵐あらしにもなる。風は連なり、すべてが停とまることは永遠にない。

　風に乗り風になっていた自分はそこからこぼれ落ちた。立ち止まってあたりを見回す。見える。立ち止まったからだ。

「ゲグワ？」

　ペンギンがすぐ横で、首を傾かしげていた。

「ごめん。ちょっと、気になって」

　後ろを向く。これまで、進んできた後ろを。

　暗くなる。

　闇やみだ。

　なにもない。

　美しく芳ほう醇じゆんな自然に囲まれながら、後方だけ、なにもない。

　そちらはない。もどる方法はないのだ。

「気になること、とは？」

　強い声が聞こえた。

　往ゆくべき先から。

　遠くない。

　距きよ離りはない。




[image: ]




　フラニーが向き直ると、そこにシヤマニが立っていた。

「あたしの仲間が少し遅おくれてるの」

「遅れに意味はあるまい。来きたるべき者みな目的地に至る」

「そうだね。あたしたちは誰だれでも、最後の場所で会える」

　自分を待っていた男の姿を目の中に入れ、フラニーは泣き顔で呼んだ。

「父さん」
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　ビリーは腹に開いた傷を手で押さえ、座ったまま数段をずり落ちていた。落ちた段に血けつ痕こんを引きずっているのが見える。弾が貫かん通つうしたのだ。が、くたばってはいない。

　その顔からはいつもの間ま抜ぬけさは消えて、見たことのない形相が牙きばを剝むいている──というのは妄もう想そうか。ともあれ、その様を見て取ってベティは舌打ちした。狙ねらいは合っていた。が、仰ぎよう角かくのせいで弾だん道どうが下方に落ちた。胸に当てていれば即そく死しだった。

　ライフルを抱かかえたまま、ビリーは負傷した身体を引きずり上げ、上階に姿を消した。ホワイトマフラーが追つい撃げきを放ったが、当たらなかった。

　ベティは空になった狙そ撃げき銃じゆうを投げ捨て、階段を登ろうとした。が、制止された。

「待て」

　ホワイトマフラーだ。生き残ったのは三人だった。

「お前を拘こう束そくする。あの異常な操船についても話してもらうぞ──」

　云うん々ぬんと語り始めた。もう尋じん問もんを始めているつもりなのか。

　ウィリアムならば、この話している言葉のどこかでどうにか対処するのだろう。

　人間、特に男は話しながら別のことができない。脳の仕組みがそう造られている。よく訓練された軍人ならば異変にも咄とつ嗟さに対処するだろうが、それでも反応は鈍にぶる。それと似た要因を重ねればいいのだ。瞬まばたきや欠伸あくび。話題の内容によっても変わる。深く考えながらでないと話せない話に誘ゆう導どうしたり、成り行きを待てばいい。拳けん銃じゆうはほんの一いつ瞬しゆんで人を殺せる道具なのだから、それだけで良いのだ。優すぐれた銃使いはそうできる。

（わたしにも……できるのね）

　そんな考え事をしていてはできないのだが。

　皮肉を思えるほど、頭がすっきりとしていた。できるのだ。上手うまい下手はともかくとして。別世界のように感じていたが、狙撃銃のような武器を使って冷静に人間の急所を狙うことだってできる。いや、できないと感じていた、というのも少し違う。

　できないと信じたかったのだ。

　一年前のエリザベス・スタリーヘヴンにできなかったことは、永遠にできないことだと信じたかった。自分が人を殺すなど、この世の慈じ悲ひと正義が許さず、あり得ないままであって欲しかった。

「解明技術内で可能な操船じゃなかった。船に秘密があるのか？　特別ななにかが」

「立ち話をしてる暇ひまがある？」

　ベティは階段の上を指し示した。

「狙そ撃げき者は傷を負って逃にげた。相棒を呼びに行ったのよね。今しか登れるチャンスはない。次にまたあそこに陣じん取どられたら、崩くずせないわよ」

　と、背を向けて階段を登り始めた。

「お前……？」

　兵隊たちはやはり困こん惑わくしたようだ。ベティはもう声も作らなかった。彼らのことはもう無視していい。やはり軍メルカバ乗りだ。ありもしない船の秘密性能とやらが知りたくて仕方ないという顔だった。聞き出せない限りは、問答無用で殺しにかかったりはしないだろう。

　それに、話に道理も感じたようだ。彼らは邪じや魔まをせず、ベティが駆かけ足になっても素す直なおにあとに続いた。

　登り切ると、また通路だ。

　長くはない。突つき当たりに、表と似たような扉とびらのない門がある。部屋があるようだ。通路の床ゆかには点々と血の跡あとが残り、奥へと続いている。

「この出血なら、そこで死んでるかもな」

「なら、残るはひとりだ」

　彼らが楽観的につぶやくのを、ベティはなにも言わず聞いていた。

　さっき話したホワイトマフラーが手て振ぶりで仲間のひとりを先行させた。そしてベティにも手を振ふって、これは待機させようとした。捕ほ虜りよ扱あつかいというよりは兵士としてのメンツだろう。

　兵士がひとり、斥せつ候こうとして通路を抜ぬける。ベティは頭の中で十数えた。なにも起こらないし、その男も帰ってこない。

　残ったふたりが顔を見合わせ、うなずいた。

「ここにいろ」

　ベティに言い残して、ふたりとも仲間の後を追う。

　もう十、数える。

　やはりなにも起こらない。

　意を決して、ベティはその奥の入り口まで駆け寄った。

　中は倉庫に見えた。といっても大小様々な装置や操作パネル、モニターが雑多に並ぶ様が倉庫を連想させただけで、すべての装置は機能しているようだ。本来は何百人が扱あつかう機材なのかもしれない。誰もいないし、なんの痕こん跡せきも残っていない。

　ただ、ビリーの血痕はある。入り口から一番近い、砂を入れた巨きよ大だいなガラス瓶びん──中では砂が蠢うごめき回転している──の向こう側へと回り込んで続いていた。ホワイトマフラーは当然、これを追っていったはずだ。

　ベティは反対に移動した。ここは下ほど天てん井じようが高くはない。せいぜい10から15フィートというところだ。広さも人間が戸と惑まどわないサイズだった。奥行きはある。まだまだ先があるという造りだ。

　隠かくれる場所がいくらでもあるのも、下とは違ちがった。目にした配置を頭の中で整理して記き憶おくに努める。まずは安全な場所に身を潜ひそめた。同じような、大人でも入れる大きさのガラス瓶なのだが、こちらには小石が入っている。砂と同様に中で搔かき混ぜられているのだが、目を近づけるとさらに異様だった。石は水の雫しずくのようにぶつかると溶とけ合い、混ざって、また分ぶん離りを繰くり返している。羽虫が群れるような、低い音が鳴り響ひびいていた。

　と。

「やっぱ四人はひっかからねぇかァ。それとも、てめえがひねくれモンなのかなあ、キッド」

「ロングストライド！」

　隠れ場所からベティは叫さけんだ。

「ようやく追いついた……！」

「手間取っちまってな。どうやらもっと奥があるようだぜ。ヘヴンまではな」

「お前に縁えんがあるとは思えないな！　なにしろヘヴンだ」

「言ってくれるじゃないの……おい、顔出せよ、キッド。声張り上げなけりゃ話せねえってんじゃ、面めん倒どうくさくて仕方ねえ」

　誘さそいに、呆あきれ声が漏もれる。

「悪党に言われて素直に顔を出せるか！」

「つれないねえ。だが隠れたままじゃあ、俺が進むのを止められないぜ」

「…………」

　慎しん重ちように先を窺うかがう。

　ロングストライドは部屋の真ん中に突っ立っていた。無防備だが、ベティの隠れ場所からは距きよ離りがある。20……30ヤードか。大声でないと聞き取りづらいのも、隠れているからというより距離のせいだ。

「ビリーはどうした！」

「死んだよ。そこの物もの陰かげでくたばってる。見るか？」

　手軽に言うと、奴やつは顎あごをしゃくってさっきの血けつ痕こんが続く物陰を示した。

　ベティはさらに訊たずねた。

「ホワイトマフラーはどうした。三人ここに入ったぞ」

「ああ、殺したよ。俺とお前、正しよう真しん正しよう銘めいの一対一だ。っと、そういや、お前の相棒もいねえようだな。どうしたよ、あの悪あく魔ま小こ僧ぞうは」

「悪あく魔まならお前の背後にいるさ」

　言いながら、ベティは装置から進み出て、姿を見せた。

　お互たがいに、拳けん銃じゆうを抜いていた。だがさすがにロングストライドにとっても拳銃で一息に決着をつけられる距離ではない。

　この間合いなら安全だが、距離が開けば銃じゆうの口径の小さいこちらのほうが、より不利だ。ベティは深呼吸して、一歩近づいた。

　悪党は帽ぼう子しの上から頭を搔いて、気怠けだるくうめいてみせた。

「お前よお。なにしに来たよ、こんなとこまで」

　もう一歩近づいて、告げる。

「今までと同じだ。お前を追ってきた」

「こう言っちゃなんだが、意味のねえことじゃねえか？　俺ァこれから、この世から消えるんだよ」

　また一歩。

「で、お前の行きたい場所に行くわけだ。ふざけるな」

　ここまで進んで、横目でちらりとだけ、ロングストライドの示した場所を見やった。確かにビリーが壁かべにもたれて倒たおれている。その間近にはホワイトマフラーが三人、折り重なるように横たわっていた。首を折られた死体だ。相打ちして果てたように見える。

　半秒ほど立ち止まると、ベティは銃を上げ、ビリーに向けた。六発撃うち込む。二発が太ももと脇わき腹ばらに命中した。

　弾たまが当たってもビリーは動かない。ベティはモデル２のフレームを折ると弾を装そう塡てんし直した。この隙すきにロングストライドが撃ってくるのではないかと、すぐ逃にげられるよう警けい戒かいしていたのだが、悪党はにやにやするだけだった。

「ガキが、随ずい分ぶんといっちょまえのことをするようになったもんだなあ。だが分別を付けろよ。ここはヘヴン──その門さ。シヤマニの妄もう想そうする別次元への移送装置ってことだそうだ」

　戯おどけるように手を振ふって、話を続ける。

「ヘヴンってやつは相当のお節せつ介かいだ。砂さ漠ばくのどこにいようと、奴らに見つかれば吸い取られる。だがそれじゃあ不完全なんだろうな。もどってきて、天国帰りにされちまう。完全に向こう側に行くには、正しい手順を踏ふんでここから入るしかないようだ」

　ベティは答えず、一歩進んだ。

「キイィィィ……ッド。おい、キッド」

　奴がかぶりを振る間に、もう一歩。

「つくづく、つまんねえ奴だな。ここがどこだか分かってるか。次なる宇宙の入り口だぞ」

　そろそろ危あやうい間合いになってきたので、奴の挙動にだけは注視しつつ、一歩。

「それを、仇かたきだなんだと。そんなもんが大事か？　親父おやじが殺された？　濡ぬれ衣ぎぬを着せられた？　ンなことヘヴンじゃ関係ねえ。政府の指名手配だの、罪だの、命だのと。この向こうじゃ、もうなんにも関係なくなるんだ！　生まれ変わる！　なにもかも！　見たこともない、全部が違ちがう世界が待ってんだぞ！　クソだって全部洗い流されんだ！　その一歩手前で命を賭かけるなんざ、阿あ呆ほうか!?」

　ロングストライドが長ちよう広こう舌ぜつをふるう間、数歩を刻んだ。

　残り10ヤード。

　これ以上近づけば決けつ闘とうの間合いだ。ベティは膝ひざを緩ゆるめ、その場の感かん触しよくを確かめた。

　もうひとつ試ためす心ここ地ちで、口を開く。

「ロングストライド。分かってるんだろう。どうあれ戦ってもらう」

　試したのは己おのれの覚かく悟ごだが。棘とげにまみれているはずの言葉は、引っかかりもせずにすんなり喉のどを通った。

　突つき付けられれば、悪党にもそれが感じ取れなかったはずはない。

　奴は帽子のつばをいじって顔を伏ふせたが、観念を刻んだ眼まな差ざしは見えていた。

「キッド。俺がしたことは見たろう。政府を敵に回した。決定的にだ。もう帰れねえ。俺は、どうあっても行かにゃならんのだよ」

「そうね。ついに見つけた。ここだった。お前と戦える場所は……」

　逆にベティは、目ま深ぶかにしていた帽子を上げた。

「ロングストライド。わたしはエリザベス・スタリーヘヴン。お前が殺したゲイル・スタリーヘヴンの娘むすめ。お前は逃がさない」

　胸の中で詫わびた。

（ウィリアム、ごめん）

　そして告げる。心から、骨の髄ずいから求める通告を。

「決闘を受けろ」

「受けよう」

　悪党が、応じたその瞬しゆん間かん。

　意識は完全に冴さえ渡わたっていた。ベティは反応というより予測して身をよじり、横っ飛びに転がった。背後から連発された早はや撃うちを転げ回るようにかわす。逃げる先に身を隠かくせそうな障害物まで見み越こしていたほどだ。

　不意打ちしてきたのはビリーだった。負傷は噓うそではない。腹に貫かん通つう創、左足と胴どうに銃じゆう創そう。だが生きて、立って歩いている。

　太いパイプを飛び越こえて、その向こうに身を沈しずめる。この間にビリーは拳銃に弾を入れていた。血まみれでゆっくり……片足を引きずって歩いてくるビリーと入れ替かわりに、ロングストライドはけたたましく哄こう笑しようしながら下がっていった。

「こいつが俺のやり方さ。俺の決闘だ。汚きたねえか？　狡ずるいってか？　どうだ。ビリーは馬ば鹿かだが腕うでは本物だ！　本物の拳けん銃じゆう馬鹿さ！　死にかけててもな！」

　嘲あざけるだけではない。本気で可笑おかしくて仕方がないようだ。腹を抱かかえ、咳せき込みながら嗤わらい続ける。

「てめえはこれまでよくやったよ。上出来だった。女だてらによく生き延びたし、俺を追いつめたもんだ。だがここじゃ、誰だれもお前を守ってくれねえ」

　歯を食いしばって、隠れ場所からロングストライドを狙ねらい撃うちしようとした──が、顔を出そうとした場所をビリーの銃じゆう弾だんが射い貫ぬいて跳ちよう弾だんを響ひびかせる。

　いったん場所を移ろうと逆に動こうとしたら、今度はそこに撃ち込まれた。威い嚇かく射しや撃げきだが予測も精度も怪け我が人のものとは思えない。

　身動きが取れない。身を固めて堪たえるが、煩うるさいロングストライドとは対照的に、ビリーのほうはズッ、ズッ、と重い音を引きずって、黙もく々もくと近づいてくる。

　そんな圧力の中、ひりひりと肌はだに張り付いてかぶれさせるような悪党の哄笑は続く。

「トゥエンティもいねえ。シヤマニのガキも。メルカバも。ペンギンもだ。ここにゃ神だっていねえよ！　女ひとり、身ひとつで俺を殺やれると思ったのか。お前ごときのトーシロが！　この俺を殺れるかよ！　答えろ！　泣きわめけ！　懺ざん悔げして──」

　ハッと。それを聞き逃のがさなかった。

「神に仕えていたのか、ロングストライド」

「…………」

　嗤いが止まった。

　気づいて口にしただけなのだが。

「そうなんだろう。神に失望して人を殺した？　人を殺して愛あい想そが尽つきた？　どっちだ。そうだな。きっと、神のために人を殺したんだ。なのに神は応こたえなかった」

　間を空けずまくしたてる。

「考えてみれば、お前はそんな奴やつだ。だから嗤うんだ。だから逃にげたいんだな！」

「そんなことが分かったから、なんだってんだ。そんなもんで殺せるか」

　怒いかりに任せて、ロングストライドはわめき立てた。

「てめえは俺に敵かなわねえ！　俺の勝ちだ！」

「どうかな。案外、身ひとつで弱いのはお前なんじゃないか」

　パイプを背に隠れながら、銃じゆうを抱だき、目を閉じた。

　まだ残されたものはある。

（わたしだけじゃない。あなたが一いつ緒しよにいる……そうよね、キッド）

　冷れい酷こくな早撃ち。タフな賞金稼かせぎ。ロングストライドを追う砂さ漠ばくの英えい雄ゆう。伝説の再来。

（あなたならできる。教えて。あなたはどう戦う？）

　ビリーの早撃ちは本物だ。長年の訓練と経験で培つちかわれた神かみ業わざだ。

　だがどれほど速くとも、ほんの一秒にも満たない差だ。それを埋うめる手を考えればいい。ほんの少しの知ち恵えでいい。幸運でもいい。

　それがガンファイトだ。

　ビリーが足を引きずって歩く音が聞こえていた。移動している。ベティが身を寄せているパイプを回り込もうとしているようだ。

　また反はん撃げきのふりをすると、ビリーは正確に弾だん丸がんを撃ち込んできた。本当に大したものだ。奴が撃った弾たまはこれで三発。もう一度、今度はまた逃げるふり。四発目を撃ち込んできた。

　フェイントをかけて、ロングストライドを狙う素そ振ぶりを見せると、五発目。逃げるふり。六発目が飛んできて、壁かべを打った。

　これでビリーの弾だん倉そうは空っぽだ。もっとも、弾が尽きるという時に無防備に突つっ立っている馬鹿はいない。ベティが飛び出した時、ビリーは柱の陰かげに隠れようとしていた。足を傷いためているため動きは遅おそい。ベティはモデル２を腰こしに構え、全弾だんを撃ち込む勢いで速射した──トリガーを引いて撃げき鉄てつを連続で叩たたき、連射する技術だ。

　が、間に合わなかった。バララ、と一ひと塊かたまりになった銃じゆう声せいが混然と轟とどろいて、弾はビリーが身を隠す柱を打ち据すえたが。それだけだ。飛び出した姿勢のまま、ベティは覚かく悟ごを固めた。

　こちらの弾も尽きたと見て、ビリーがはしゃいでまた顔を出した。こちらに再装そう塡てんの時間も逃げる隙すきも与あたえないよう、手早く一発だけ弾だん薬やくを込めて、狙いをつけようと銃を上げる。

　その前にベティは引き金を引いて、ビリーの顔面を撃ち抜ぬいた。

　一発だ。眉み間けんに穴の開いたビリーはキョトンとして、ロングストライドを見やった。

　その相棒を、悪党は見つめ返して、短くつぶやいた。

「ああ。あばよ」

　間ま抜ぬけのビリーはそれを聞いて、にんまりと笑えみを広げて──その場にぶっ倒たおれた。

　ベティはそのまま、ロングストライドに向き直った。

　ロングストライドはしばらく口を山のような形で突き上げていたが。

「撃ち尽くしたふりして弾を残すとは、器用じゃねえか」

「いいや。練習でも全部撃ち尽くせたことがないんだよ」

「へっ」

　面おも白しろいと思ったようだ。

　鼻で笑って、拳けん銃じゆうをホルスターに収めた。

　こちらにも促うながす。ベティも倣ならって、モデル２をしまった。

　進み出る。ロングストライドも歩き出し、惑わく星せいと月のように定められた距きよ離りへと互たがいを置いた。５ヤード。決けつ闘とうの距離へ。

　ベティは再装塡しなかった。銃に残った弾薬は一発。モデル２は今、一番軽い状態だ。どのみち、二発目を必要とする時には自分は負けている。

　ロングストライドは堂々と向かい合い、指を鳴らして腕うでの位置を確かめている。

　悪党と賞金稼ぎ。息を潜ひそめて対たい峙じする。

　見届け人もいない。合図もない。まっとうな世界からも、砂漠を渡わたる者たちの掟おきてからすらも隔へだてられた場所の決闘だ。

「聖書にはこうある。善人を殺すなかれ。善人とは洗礼を受けた男女。預言者と同じ言葉を喋しやべり、死病に冒おかされず、家か畜ちくを殺さぬ者である」

　奴は、どうだ、分かるか？　と皮肉った。

「病気の輩やからと畜ちく産さん業者は殺しても罪になんねえ時代があったんだよ。いつの日か、異教徒も殺しちゃまずいって日が来るかもな」

　それがいつもの嘲あざけりとは違ちがうのを、ベティは察していた。奴は初めて、目の前にいる相手に向かって語っている。

「預言者の弟で子しは後生大事に書を崇あがめた。千年も経たったが、まだそこに真実があると思ってる奴は大勢いる。だが預言者の最さい期ごの言葉はなんだったと思う。聞いて、俺は笑ったよ。そんな俺を親父おやじは鉄の定規で打った。それでも笑えたんだから、どんな時でも笑える」

　その言葉については知っていた。聖書の最後に記されており、他ほかは覚えていなくともそれだけは覚えていた。奇き妙みような言葉だと思ったからだ。

　ロングストライドはそれを嗤わらって読み上げる。
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「わたしの語ったもの、それは神ではなく物語である。神は物語ではなく、神は書ではなく、神は人ではなく、神は偶ぐう像ぞうではない。心にのみ伝えられる。弟子たちよ、物語を、書を、人を、偶像を残すな。わたしの名を語るな。教えを教えるな。神を伝えよ──これが聖書に書いてあるんだ。笑えるだろ。弟子たちが聖書を書いた。奴やつらは、師の教えをないがしろにしたのか？　いいや。聖者の死と帝てい国こくの崩ほう壊かいで膨ふくれ上がった信徒をまとめるには他に手がなかったんだ。同じ理由で教会を馬ば鹿かみてぇに強権化し、組織の硬こう直ちよくと神父の腐ふ敗はいを許した」

「なにが言いたい」

「崇すう高こうな教えなら、元を探せばあるってェことさ。なのにどうだ。ツルピカの高こう邁まいさを抱いだいて俺らの祖先が故国を出て、二百年。新大陸はフロンティアだった。なにに出くわした？──砂さ漠ばくか。砂すな鮫ざめか。シヤマニか」

　神の話を語る悪党は、最高潮に声を張り上げた。

「そんなもんはどうでもよかった！　思い知ったのは己おのれの本ほん性しようさ。腐敗を嫌きらって飛び出してみりゃあ、新大陸で生きていくには土地を奪うばって生きるしかねえときた。俺たちは後こう悔かいしたか？　いいや、あっさり順応しちまった。俺たちはやってけるんだ。高潔でなくとも生きていける。神がいなくても困りゃしねえ。天てん罰ばつもない。それが分かっちまった。お前はどうだ？　お嬢じようちゃん。俺を憎にくんでるが、俺と同じくらい手を汚よごしたんでもなけりゃ、ここに立ってるわけがねえな」

　そして、奴は促そうとする。

　決闘の対峙をしているのだ。目を逸そらすこともないし、構えも解くことはないが。

　奴の声こわ音ねが誘さそっている。

　遺い跡せきの奥へ。

　向こう側へと。

　どうせ俺たちは同じなのだから進もう、と。

「なあ。どうでもよくなるんだ。ここに最後の変革があるんだよ。ここを通れば、人として感じたことなんざもう思い出しもしねえはずだ」

「……ロングストライド」

　ようやく、奴を笑った。

　そっくりに口の端はしが歪ゆがむ。

「頼たのんでるのか？　見み逃のがしてくれと」

「てめえ」

　合図はない。

　だが聞こえた気がした。それをすべき時の報。

　ふたり同時に動いた。

　銃じゆうを抜ぬき、撃げき鉄てつを打ち、トリガーを引く。

　純然たる早はや撃うち。

　銃じゆう声せいは交差する一回ずつ。互いに一発。

　たなびく硝しよう煙えんが半身を撫なで、熱い銃じゆう身しんを冷やす間もなく、通り過ぎる。

　ここには風も吹ふかない。観衆も、野や次じもないため、結果は耳では分からなかった。

　弾だん丸がんは見えないため、目でも分からない。

　鼻はひくついて火薬の燃ねん焼しよう臭しゆうを嗅かぐだけだ。肌はだは、傷を負ったとしても信号を脳に送るまで時間がかかる。

　結果は舌で分かる。

　忘れられない苦味が広がれば死だ。

　ドサリと音を立てて、ロングストライドが膝ひざをついた。

　傾かたむいた頭から帽ぼう子しが落ちる。首が立たなくなったのは、銃じゆう弾だんはそこを貫つらぬいたからだ。

　ピョオオオォー、と、気管から吹き出す音。

　悪党が腕うでを上げて、胸を搔かきむしるのか、祈いのりでもするのかとベティは思ったが。

　違った。悪党は葉巻を嚙かむ真似まねをしてから、うつ伏ぶせに倒たおれ、死んだ。

　死体に話しかける。

「お前、初めて、命が惜おしくなったんだな」

　指に銃をぶら下げ、死体を見下ろし、掠かすれ声が漏もれた。

「毟むしってやった。ああ、悪いが、いい気味だ」

　だが身体からだの自由は利きかず、ベティはその場にくずおれると、頭を抱かかえて嗚お咽えつした。
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「ようこそ。我々の娘むすめ。誰だれよりもシヤマニである、ジシャグウィジベリツッカ」

「うん。分かってる。どうせみんなここに来る……取りこぼしたものがあるとしても、旅が終われば価値のないことだから。きっと来るよ」

　美しい園そので父と向き合い、娘は語る。

「謎なぞの答えは救済だった。それがあれば、他ほかはもうなんにもない。意味ないもの」

　話している間にも、その場は崩くずれていく。場から光へと。粒りゆう子しとなって飛び去っていく。光となれば、もとはどの形であったかなど、誰も覚えてはいないし気にもすまい。

　すべては目前だ。門を通り、あるべき場所へに辿たどり着く。

　父が微笑ほほえんでいる。父は夢で見た姿と同じ。フラニーが生まれる前に死んだはずだが、不思議とその姿は若くは見えなかった。たとえ姿が若者だとしても、あるいは別人であっても、言うまでもなく意味はない。何度も何度も繰くり返し、それを感じる。もはや関係がない。すべて、もはや関係がないということを、言葉たちはこう語る。

　ようこそ！　ようこそ！

　何度も会ったね。何度も話した。ずっと見ていた。ずっと見られていた。

　ようこそ！　ここへ、ようこそ！　ここが何処どこなのかは、もちろん分かっているよね。だって、ここにいるのだから。

「ここがすべてだ、我らと同じ、シヤマニよ」

「うん」

「ここがすべてだ、我らと同じ、シヤマニよ」

「そうだね」

「ここがすべてだ、我らと同じ、シヤマニよ」

「分かってる」

　ならば何故なぜ──

　父の姿が発する声ではなく、場に満ちた声に、フラニーは耳を傾けた。

　ならば何故、ここに踏ふみとどまる？

　なんとなくだが、ペンギンを見た。ペンギンが語ったのではない。ペンギンは見たことのない草花が足に絡からまるのに戸と惑まどって跳とびはねている。

「父さんに会いに来たんだよ」

　光り輝かがやく風と渦うずを巻く葉に手を伸のばし、戯たわむれながら、フラニーは言った。

　そこは本当に、文句のつけようのない楽園だ。こんな場所、地上のどこにもないだろう。

　ペンギンは水気のある草花に敵意を漂ただよわせていたが、花びらを頭の上に飾かざってやると、ちょっと嬉うれしそうだった。くすぐったかっただけかもしれないが。

　フラニーはそれをにっこりと眺ながめてから、父に向き直った。

　父の場所は変わらない。

　近づいても遠ざかっても、父はいつも同じ距きよ離りで、同じようにじっとこちらを見、同じことを言う。

「ずっと会っていたのだ、同じシヤマニなのだから」

「うん。そうだね。会えて良かったって言わない人は、会っても会わなくても同じになっちゃうね」

「ああ、同じだ。同じシヤマニよ」

「会っていたのと、会いに来るのと。その違ちがいもなくなっちゃう」

「ああ、同じだ。同じシヤマニよ」

　強く繰り返す父に、フラニーは本当に心から微笑みかけた。

　マニトウはすべてだ。

　先にはなにもかもがある。

　もと来た場所を振ふり向けば、まだ闇やみがあるだけだった。

「だからね」

　目を凝こらす。

　蝶ちようを追ってよちよち歩いているペンギンの背に飛び乗って、フラニーは伸びをした。

　本当に気持ちがいい。

「あたしね、もしかしたらって思ったんだ。みんな……ベティもウィリアムも、本当はこっちに行きたいんじゃないかって。でも、違うみたい」

　父へと捧ささげるために、ペンギンと一いつ緒しよにお辞じ儀ぎをした。

「こっちに来れない母さんのことは、あたしがちゃんと気にしておくから大だい丈じよう夫ぶ」

「それは意味がない。同じシヤマニよ」

「どうかな。父さんだって、あたしが気にしてる分を助けて、父さんの姿になってる。夢で会いにも来てくれた」

「お前は……同じシヤマニではない、のか？」

「ううん。あたしもシヤマニだよ。父さんたちほどシヤマニじゃないっていうだけ。砂さ漠ばくに海を見るって、父さんがつけてくれた」

　だから、もと来た場所、あの闇にも闇でないものを見ている。

　見える場所には行ける。それがシヤマニだ。

「旅はいいけど、帰る場所もあると、もっといいなって思う。その程度にはシヤマニなんだ」

　だからそれを恐おそろしいことだとはまったく思わずに、フラニーを乗せたペンギンは、闇に向かって跳ちよう躍やくした。
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　遺い跡せきの入り口までもどると、その惨さん状じようにベティは絶句した。

　爆ばく発はつしたメルカバはもう冷えた鉄の塊かたまりになっていたが、炎ほのおの跡あとは生々しく残っている。至る所に死体が散らばり、完全に焼けたものからレアなものまで、立ちこめる死し臭しゆうも相当のものだ。

　まさに悪夢だ。生きている者はひとりもいない。ぞっとして、死体のひとつひとつを探して回った。

「ウィリアム……ウィリアム、どこ!?　返事して──」

　生きているなら、とは言わなかった。生きていられるわけがないと思っても。

　歩くうち、臭においがもっときつい場所を見つけた。ホワイトマフラーが大勢、ずたずたに裂さかれて殺されている。銃じゆうではなく素す手でで殺されたという傷だ。ここにほとんどの死体が集まっているようだった。その数、二十体ほどか。

「ううっ……」

　うめき声を耳にして、ベティも声をあげた。見回す。死肉と血溜だまりの地じ獄ごく絵えじみた中、残る悪夢といえば死体が動き出すことくらいか。

　声の気配を頼たよりに、後あと戻もどりした。遺跡の出口付近のほうだ。

　ウィリアムはそこにいた。

　傷を負い、倒たおれて、這はいずりながら遺跡に向かっていたらしい。意識がはっきりしないのか、ベティが駆かけ寄っても反応しなかった。彼の身体からだを抱だき起こして、傷に障さわらないよう気をつけながら首を撫なでた。

「ウィリアム！　わたしよ。分かる？」

　彼はしばらく、譫言うわごとを繰くり返した。

「一いつ斉せいに撃うたせれば……一回で避よけられる」

「なんの話？」

　まったく分からない。が、焦しよう点てんも怪あやしかった彼の目がだんだんと意識を点ともすのを見ているうちに、そんなことはどうでもよくなった。手を差し出してきたので握にぎり締しめたが、彼は単に起き上がりたかっただけのようだ。上体を起こして深呼吸させると、なんとか落ち着いた。

　ウィリアムはベティを見つめ返したが、多くは訊きいてこなかった。

「やったか？」

「ええ」

「なにもかも片付けた？」

「……ええ」

　二度目を深くうなずいたベティの頰ほおを、彼の手が撫でた。

「俺たちは本当、大したチームかもな」

　囁ささやいて、手が滑すべり落ちる。

　がっくりと身体からも力を抜ぬいた彼に、ベティは慌あわてた。

「やめて！　死なないわよね？　死なないで……だって」

　気を失いかけながらもなんとか踏ふみとどまって、ウィリアムはいつもの調子でつぶやく。

「どう……だろうな。自信は、ない」

「帰るのよ。みんなで」

　抱きかかえて言い聞かせる。

　彼に疑問を返す力がなかったのは幸いだった。こんな場所からどうやってもどるのか、案などあろうはずもない。

　それでもなんとか鼓こ舞ぶしようと明るい声を作った。キッドの声を作るのとは正反対に。

「船ならあるし──」

「えー。こんなんじゃなくて、あたしたちの船のがいいじゃん」

　急に。本当に急に。

　絶対つい今まで、そこにはいなかったと断言できるのだが、突とつ然ぜんふってわいたフラニーとペンギンが、当たり前のように会話に加わっていた。

「フラニー？」

「うん」

「どこにいたのよ」

「んー。それ、意味あるかな」

　腕うでを組んで首を傾かしげる、シヤマニの少女の調子も、変わりがないと言えば変わりがない。

　いくら問い質ただしても無む駄だだと分かってしまう。いつものフラニー、およびペンギンだ。

「あ、でも。あのね、フラニー。ブルホエイルは」

「あーあーあーあー」

　フラニーはさっさと話を〝先読み〟してベティの唇くちびるを指で摘つまんだ。そのまま引っ張って顔の向きも変えさせる。

　彼女が見せたのは、開けた場所に停とめられたブルホエイルだった。

「…………!?」

　口を塞ふさがれて驚おどろきの声も出なかったが。ばたばたと手を振ふって目で問うた。フラニーはむやみに得意げにしている。

　ペンギンにも手伝ってもらってウィリアムを運び、船を確かめると、紛まぎれもなくブルホエイルだった。しかも無傷で……にも拘かかわらず、貨物室を開けるとペンギンの寝ね床どこもベティの古着を入れたロッカーもある。医薬品の貯たくわえもあったので、ウィリアムの手当ができた。

「あたし、ここでなら、なんでも見つけられると思うんだ。あり得ないものでもね。もっととんでもないもん見つけたほうがいい？」

「やめて」

　慌てて止めてから、船に触ふれて、つぶやいた。

「これでいいわよ」

　その前に一日、休んだ。

　その間、遺い跡せきの中をまた回った。遺体すべてを片付けるのは無理でも、なるべく見苦しくはないよう格好も整えて、ホワイトマフラー船にあった遺体袋ぶくろにしまった。最後まで残したが、ロングストライドとビリーも。

　出発の時が来て。

　随ずい分ぶんと久しぶりに操縦手席に座った。負傷したウィリアムは砲ほう手しゆ席に。車長席にはフラニーが。もちろん貨物室にはペンギンがいる。

「わたしたちの船で帰る……」

　ひとり、つぶやいてから、レシーバーのスイッチを入れた。

「ブルホエイル！　全速！　フラニー、誘ゆう導どうを！」

「オケー！」

　飛ぶように走り出したブルホエイルは、遺跡を後にして通路を逆走すると、流れ落ちる砂へと突とつ入にゆうした。

　砂も地下深く潜もぐれば凄すさまじい重さと摩ま擦さつだ。ガリガリと船体を押しつぶすような音が、それに逆らう駆く動どう音と重なってメルカバを弄もてあそぶ。

「やっぱり無む茶ちやだ！」

　ウィリアムが叫さけんでいる。

「大体、流りゆう砂さから浮ふ上じようできるわけがないだろ」

「分ーかってないなー」

　これはフラニーだ。

「なにがだ！」

「こんだけの押す力なんだからさ。砂の流れに上手うまく乗れば、押し上げる力にもなるってことじゃんか」

「砂の流れなんてどう見るんだ」

「もういい加減そういうの訊きかないでよー。ペンギンがいつもやってることだよ」

　言い合うふたりに、ベティは口を挟はさんだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　操そう縦じゆう桿かんに力を込める。

「これは、父さんが帰った道なんだもの」

　一時間が経たつ頃ころには、船は地上に飛び出した。

　真っ暗な外部モニターが光を放ち、真っ先に見せた砂さ漠ばくの風景は──星空だった。まさにペンギンが砂から飛ぶように、船は空に向かって跳はね上がったのだ。

　満天の星。

　父もそれを最初に見たのだろう、と思った。

　フラニーの誘導でグレートリバーの流砂を抜ぬける。さらに数時間がかかったが、砂漠に船を停めた時、まだ夜は明けていなかった。小休止を取ることをクルーに告げて、ベティはハッチを開いた。

　自分の目で星空を眺ながめる。降るような空を。

「楽園から帰って、父さんは母さんと出会った」

　楽園ではない場所を選んだ。だからわたしが生まれた。

　この遠き大地より見上げる。

　遥はるかな夜から光の降るのが見える。

　それは星空。光瞬またたく深い闇やみ。人を導く光明。一日を塗ぬりつぶす闇。明日あしたへの一夜。愛いとしき者が温ぬくもりを寄せ合う、一いつ時ときの優やさしさと永遠の愛。

　ヘヴン。
















　あとがき（下）







　どうも！　あなたんちの犬、見てない時には直立歩行してるかもしれませんよ？　とりあえず余計な疑ぎ惑わくを振ふりまいてみました。秋田です。

　今回は下巻です。あとがきも後編ということで戦車ネタでも書こうかと思ってたんですが、考えてみたらそんなに詳くわしくないし、大したこと書けなさそうです。

　戦車怖こわいっすよ。軍事ビデオみたいなの見ていて、「あ、こいつらヤバイ」と直感したのがわたしのファースト戦車インプレッションでした。それからというもの、戦車にだけは絶対逆らわずに生きていこうと誓ちかってます。硬かたいし速いし重いしで、お相撲すもうさん並みに怖いですよ。殺さつ戮りくの道具以外の何物でもないですよ。

　でもそういう兵器としての恐おそろしさと同時に、浪漫あふれる乗り物でもあるんですよね。外界から閉ざされた狭せまいコックピットだとか、ひとりでは操縦できないところとか。あんだけ硬い質量とパワーの塊かたまりでハイテク満まん載さいのすげぇ兵器でありながら、油断すると案外つまらないことでやられちゃったりとか。

　怪かい獣じゆう映画なんかじゃ足を止めて大たい砲ほう撃うっては踏ふみつぶされるだけの存在ですが、一対一の戦車戦なんて、まさに決けつ闘とうです。それぞれの乗員が訓練通りに自分の役目を果たしながら、それ以外については仲間を信じるより他にできることがない。船乗りの浪漫と同じものがあるっていうか……ま、乗り物ってやつは楽しいってことです！

　乗り物っていうとロードムービーです。乗り物が好きっていうのは、結局、ロードムービーが好きなんだってことだろうと思います。まあとりあえず、ひっろーいところを乗り物でひた走るってだけでなんとなく楽しげなんですよね。

　広い場所。日常生活してると、この世は広いんだってこと、つい忘れますよね。

　だからたまにはひっろーいところを求めて遠出するわけです。

　毎年なるべく、野外の音楽フェス的なものに行くようにしてるんですが、今年の夏は富士山の麓ふもとあたりのキャンプ場に行ってきました。日差しの降り注ぐ中、テント張ってからのんびり寝ねっ転がって音楽聴ききつつテキトーなもん食って。

　まああんまりだらけてたら日焼けが行き過ぎて全身火傷やけどしかかってひどい目に遭あいましたけど、それはともかくとして。

　広い場所でいい加減に気分よくなってくると、乗り物欲が沸わいてくるんですよね。

　見上げた空にはパラグライダーが飛び回ってます。

　…………

　いやー、あれはヤバイ。違ちがう。とさすがに理性が働いて、なんかもっと生命が危機にさらされないようなものはないかなーと探してたら、これがあるんですよね。セグウェイの体験コースが。

　セグウェイって分かるでしょうか。あれです。海外のＴＶ番組にはたまーに登場します。業務用掃そう除じ機きみたいなやつです。一人乗りの。

　日本では確か道交法的に認められてないんで公道では乗れないんですが、元首相がちょっと乗ったりしてましたね。わたしも昔（なんでか）日光ウエスタン村で五分くらい乗ったことがあるんですが、そのキャンプ場みたいにだだっ広いところを自由に走れるとなると、これはもう抗こうしがたく。

　やりましたよ体験コース、二時間。

　なんぼなんでも二時間は長いだろ……と思ったんですが案外そうでもなかったです。最高時速二〇キロくらいなんですけどね。風を感じながら走ると本当に気持ちいい。

　まあ野外フェスの客たち数千人の視線を浴びながら無心にセグウェイで走り回ってる俺ってなんなんだ。とは思いましたけど。でも女の子たちが追いかけてきて「それどこで乗れるんですか？」って聞いてきたのはちょっと面白かったです。カウボーイの気分でした。俺のに乗ってくかい？　とは言えませんけど。セグウェイだし。

　いいですよ乗り物。痛快です。東京にもどって、もっと自転車乗ろうと思ったくらいです。遠くへ。風を喰くらって遠くへ行きたい！　まあその後数日は、日焼けのおかげで処方してもらったステロイドを手足に塗ぬって寝込む毎日でしたけどね。ステロイドに劇薬のマークがついてたのが笑えました。いや、スプレー剤ざいで高圧ガスを使ってるせいかもしれませんけど。医者は「かなりひどいですねー。これ使っちゃいましょう」って言ってました。あ、なんか乗り物じゃなくてステロイドの話になっちゃったな。

　さて、そんなわけで全九話。前回のあとがきとは違ってもう最終話も書き上がっていて（そりゃそうか）、これが最後の作業です。

　隔かく月げつの雑誌で一年半の連載ですね。今回目標にしてたのは「必要最小限の話数で話を作る」っていうことでした（短い話を作るっていうことではなく、ね）。

　おかげで結構大変だったんですが、次になにかやる時は、もうユルーイ話とかやりたいですね。ひらがなしか使わないくらいのレベルで。でもやっぱり短いほうがいいな。

　では、また機会がありましたら！





二〇一〇年九月　秋田　禎信　　
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